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文京区白山̐丁目（地番දࣔ：126-7、ॅډදࣔ：10-8）に所在する最高裁判所৬һॅ宅跡地（白

山̐丁目ࠃ༗地）は、2015（ฏ੒ 27）年に所׵؅がなされて 2016（ฏ੒ 28）年にొ記名ٛ人名

শが財務লにมߋとなりました。2023（ྩ࿨̑）年 6 月から 2024（ྩ࿨̒）年 3 月まで発掘調査

が行われました。

敷地面積は 1,154㎡で、敷地南

西に小石川植物園、北西に区立第

十த学ߍが所在する第一種௿૚ॅ

ઐ༻地Ҭであり、文化財ఉ園౳ډ

੒特別地区にؚまれますܗ؍ܠ

（ձ）。原町西遺跡から東ํ約̎

LN には ੓׮）1797 9）年にʮ瘡

守稲荷ʯがҠされた大ԁࣉが所在

します。

文化財แ蔵地（文京区 /P�145）

としてʮ原町西ʯと名෇けられま

した。当該地が最高裁判所の所༗

となったのは 1950（ত࿨ 25）年

で、మےコンΫリーτ଄の׭舎が

構築される 1968（ত࿨ 43）年ま

では、ฏ屋の戸建て׭舎が̏౩所

在していました。1969（ত࿨ 44）

年に建築されたమےコンΫリーτ

଄の地上̏֊建の建物は、֤֊̏

ॅ戸のॅ̕ܭ戸の構଄で、2022（ྩ

࿨̐）年にղ体されました。

最高裁判所の敷地となる以前は、白山̐丁目 126 番に޿

大な敷地を所༗していた阪谷芳郎（1863-1941）の敷地の

一෦でした（ղ）。阪谷芳郎は、第一࣍西園ࣉ内ֳ大蔵大ਉ、

東京市長、و଒Ӄٞһ、ઐम大学学長を務めた࣮ۀ家・੓

治家でした。阪谷は、1895（明治 28）年に小石川原町の

敷地を取ಘし、1899（明治 32）年にʮ小石川原町邸（原町

126-1）ʯにҾっӽしました。発掘調査のର৅となったʮ原

町 126-7ʯには、1901（明治 34）年から財団法人උத館の ᶄ�����ʰҰສ෼Ұ஍ܗਤ౦ۙژ๣ेҰᥒ
ɹʮૣҴాʯɦ ΑΓ
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寄宿舎がありました。උத館は、阪谷の出身地であ

るԬ山ݝ出身学生のために 1899（明治 32）年にઃ

ஔされた財団法人です。阪谷芳郎のຊ邸が所在した

෦分（126-1）は、阪谷のࢮ後 1943（ত࿨ 18）年

に഑ۮ者（渋沢ӫ一の່）のԛのଉ子である渋沢ܟ

三が代දを務める財団法人ཾ໳ࣾがങ収しました。

ཾ໳ࣾでは、渋沢ܟ三がӫ一の構૝していた日ຊ࣮

のたگത物館の開ઃにਚྗしましたが、時代ঢ়࢙ۀ

め࣮ݱする͜とが׎いませんでした（ᶅ）。๲大なह

集ࢿྉは、ݱ在立川市に所在するࠃ文学ࢿڀݚྉ館に

ʮ日ຊ࣮࢙ۀത物館४උ室旧蔵ࢿྉ（渋沢コレΫシϣ

ン）ʯとして収蔵されています。阪谷邸は、1947（ত

࿨ 22）年には઎ྖ܉に接収され、接収ղআ後にຊ調査

区෦分は最高裁判所にച٫されました。阪谷邸が所在

した原町 126 番地には、その΄かにΈͣ΄ۜ行（旧・

第一ۜ行）あるいは日ຊۜ行のࣾ宅が所在するのは、

それͧれに関܎する渋沢ܟ三に༝དྷする΋のとࢥわれ

ます。

ຊ調査区の歴࢙的มભに大きく関わるのが、南側に

Ґஔする小石川植物園のଘ在です。小石川植物園の前

身は 1684（ఃݩڗ）年に徳川ນ෎がઃஔしたʮ小石

川御ༀ園ʯです。さらにその前身としては徳川 3 代ক

٢の館林藩下屋敷がઃけられたߝ家ޫの四உ܉ 1652

（ঝԠݩ）年に૎ります。1680（Ԇๅ̔）年に٢ߝが

5 代ক܉となり、小石川の館林藩下屋敷΋小石川（白山）

御殿として੔උされました。1698（ݩ࿣ 11）年には

御殿նりの堀（御殿堀）が構築され、ຊ調査区から御

殿堀の֎周෦分が΄΅௚角に۶ۂしているঢ়گが確認

されました（ᶆ）。

1713（正徳̏）年に御殿堀が廃ઈし埋められて以降は、徳川٢ߝの家ਉたちのഈྖ屋敷としてਪ

Ҡしました。1714（正徳̐）年の時఺で、原町西の北西側 2�3 はڮຊ家、南東側 1�3 は大前家の屋

敷地となりました。

調査区南東෦の大前家敷地に૬当するとࢥわれる箇所から大量の ‘ かわらけ ’ と土玉が出土しまし

た（ᶇ）。18 世紀の江戸市தには、皮膚病にޮ༻があるとݴわれていたʮּ৿稲荷ʯあるいはʮ瘡守

稲荷ʯがೋ箇所ଘ在していました。一ํは谷தのײԠࣉ境内にあったʮּ৿稲荷ʯで、໳前஡屋のʮּ

৿おせんʯは明࿨三ඒ人とশされていくつ΋のු世ֆにඳかれています。΋う一ํが小石川（白山）

御殿の跡地に所在した大前家のʮ瘡守稲荷ʯでした。小川ݦಓ（1737-1816）という小石川御ༀ園
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のҩ者が 1810（文化̓）年に記したʰ瘡家ࣔ܇ʱ別শʰ瘡

守土団子ʱという書੶には、ʮ瘡守稲荷大明ਆʯと記された

ች΍石ൾ、ף໦໳とڞに஡屋のԑ୆に ‘ かわらけ ’ に੝られ

た団子がඳかれています。

࿣ݩ）1698　 11）年にѨ೾徳ౡ藩๘ਢլۣߝに໋͡て小

石川（白山）御殿を८る෯ 10 間（約 18N）・ਂさ̏間（約

5�5N）の水を୷えたૉ掘りの御殿堀が構築されました。原

町西から 200N ΄ど南東の日ຊۜ行ຊళ原町家଒ྈ地఺で

確認された御殿堀の෯は 15N ΄どでਂさは 3N ΄どでし

たが、土खなどの構築物のଘ在をצҊすれば、΄΅文ݙに

記ࡌされたن໛の大ن໛な構築物が、ࠓճの調査によって

΄΅૝定された৔所で確認されました。ʮ小石川御殿ਤʯと

いう御殿の֎周෦分をඳいたֆਤ（渋谷：第 23 ਤ、289

ท）によれば、御殿の北西෦分すなわちࠓճの調査区近ล

において千川上水からの取水口がඳかれていましたが、ֆ

ਤにඳかれたように上水路が検出されました（ᶈ）。ֆਤで

は一つの上水路がඳかれていましたが、࣮ࡍには御殿堀に

஫ぎࠐむ上水路が̏ຊ確認されました。それͧれの上水路

は、溝ఈ෦の高さがҟなり、高い上水路から௿い上水路΁

と時期を経て࡞りସえられた͜とがਪ定されました。ࠓ後

周ลの発掘調査によって、千川上水のมભがྫূされるか

期଴されます。御殿堀は、1713（正徳̏）年には埋め໭さ

れますので、水を୷えた堀が͜の地でݟられたの΋わͣか

15 年΄どの୹い期間の͜とでした。御殿堀の堆積૚最下෦

には、೪土・࠭・土の堆積物がʮ年ࣶʯのように水ฏに堆

積しているঢ়گが確認されました（ᶉ）。

　御殿堀の掘りࠐΈは、おおむͶϩーϜ૚の上面から確認されていま

すが、۶ۂ෦෇近では黒৭土が΍΍ްく堆積していました。黒৭土か

らは縄文時代前期தࠒの黒浜式土器が出土しており、5N ʷ 4N ΄ど

の縄文時代の竪穴建物跡が確認されました。たͩし南東側三分の一΄

どは御殿堀の構築によってࣦわれていました（ᶊ）。御殿堀を構築し

たࡍに΋縄文時代の竪穴建物跡の黒৭土はҙࣝされていたようで、御

殿堀۶ۂ෦にઃけられた֊ஈঢ়の構築では、黒৭土෦分のスςοϓ෦

分にϩーϜ土をషり෇けていました（ᶋ）。しかし御殿堀を構築した

江戸時代の人たちは、その黒৭土が縄文時代の࢈物であるという͜と

は、当વの͜とながらҙࣝしていなかったとࢥわれます。
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TIF GPSNFS 4VQSFNF $PVSU TUB⒎ IPVTJOH BSFB JT MPDBUFE JO )BLVTBO 4-DIPNF, #VOLZP-LV� EYDBWBUJPO  XFSF DPOEVDUFE GSPN 

+VOF 2023 UP .BSDI 2024� TIF TJUF BSFB JT 1,154 ㎡ , BOE JU JT MPDBUFE XJUI ,PJTIJLBXB #PUBOJDBM (BSEFO UP UIF TPVUIXFTU� 

#VOLZP-LV /P� 145 XBT OBNFE l)BSBNBDIJ /JTIJz 4JUF� TIF MBOE CFDBNF UIF QSPQFSUZ PG UIF 4VQSFNF $PVSU JO 1950, BOE 

UISFF EXFMMJOH IPVTFT TUPPE UIFSF VOUJM 1968� TIF UISFF-TUPSZ CVJMEJOH, NBEF PG SFJOGPSDFE DPODSFUF XBT CVJMU JO 1969 BOE XBT 

EFNPMJTIFE JO 2022� #FGPSF 1950, JU XBT QBSU PG UIF FTUBUF PG :PTIJSP 4","T"/*	1863-1941
, XIP PXOFE B WBTU SFTJEFOUJBM 

MBOE� 4","T"/* XBT B CVTJOFTTNBO BOE QPMJUJDJBO XIP TFSWFE BT .JOJTUFS PG 'JOBODF JO UIF pSTU 4"*0/+* $BCJOFU, .BZPS PG 

TPLZP, NFNCFS PG UIF )PVTF PG 1FFST, BOE QSFTJEFOU PG 4FOTIV 6OJWFSTJUZ� 4","T"/* BDRVJSFE UIF MBOE JO 1895� *O 1901, 

UIF EPSNJUPSZ PG UIF #JUZVLBO 'PVOEBUJPO XBT MPDBUFE IFSF, UIF TJUF PG UIF FYDBWBUJPO� #*T:6,"/ JT B GPVOEBUJPO FTUBCMJTIFE 

JO 1899 GPS TUVEFOUT GSPN 0LBZBNB 1SFGFDUVSF, 4","T"/*’T IPNFUPXO� "GUFS 4","T"/*’T EFBUI, UIF QBSU XIFSF 4","T"/*’

T NBJO SFTJEFODF XBT MPDBUFE XBT QVSDIBTFE JO 1943 CZ UIF 3ZVNPOTIB 'PVOEBUJPO, SFQSFTFOUFE CZ 4)*#64"8" ,FJ[P, UIF 

OFQIFX PG IJT TQPVTF 	4)*#64"8" EJJDIJ’T EBVHIUFS
� "U 3ZVNPOTIB, 4)*#64"8" ,FJ[P USJFE UP PQFO ‘UIF +BQBOFTF #VTJOFTT 

)JTUPSZ .VTFVN’ UIBU 4)*#64"8" EJJDIJ IBE FOWJTJPOFE, CVU EVF UP UIF DJSDVNTUBODFT PG UIF UJNFT, UIJT XBT OPU SFBMJ[FE� 

TIF WBTU DPMMFDUJPO PG NBUFSJBMT JT DVSSFOUMZ TUPSFE JO ‘UIF /BUJPOBM *OTUJUVUF PG +BQBOFTF LJUFSBUVSF’ JO TBDIJLBXB $JUZ BT UIF 

l4)*#64"8" $PMMFDUJPOz� TIF 4","T"/* )PVTF XBT SFRVJTJUJPOFE CZ UIF PDDVQZJOH GPSDFT JO 1947, BOE BGUFS UIF SFRVJTJUJPO 

XBT MJGUFE, UIF BSFB DPWFSFE CZ UIJT TVSWFZ XBT TPME UP UIF 4VQSFNF $PVSU� 

TIF FYJTUFODF PG ,PJTIJLBXB #PUBOJDBM (BSEFO, MPDBUFE UP UIF TPVUI, JT DMPTFMZ SFMBUFE UP UIF IJTUPSJDBM USBOTJUJPO PG UIJT 

FYDBWBUFE BSFB� TIF QSFEFDFTTPS PG ,PJTIJLBXB #PUBOJDBM (BSEFO XBT UIF ,JTIJLBXB *NQFSJBM .FEJDJOBM (BSEFO, FTUBCMJTIFE CZ 

UIF TPLVHBXB 4IPHVOBUF JO 1684� *UT QSFEFDFTTPS EBUFT CBDL UP 1652, XIFO UIF TBUFCBZBTIJ %PNBJO SFTJEFODF PG TPLVHBXB 

TTVOBZPTIJ XBT FTUBCMJTIFE� *O 1680, T0,6("8" TTVOBZPTIJ CFDBNF UIF 5UI 4IPHVO, BOE UIF TBUFCBZBTIJ %PNBJO’

T SFTJEFODF JO ,PJTIJLBXB XBT EFWFMPQFE BT UIF ,PJTIJLBXB 1BMBDF� *O 1698, B NPBU 	(PUFOCPSJ
 XBT DPOTUSVDUFE BSPVOE 

UIF QBMBDF� *O UIJT TVSWFZ BSFB, JU XBT DPOpSNFE UIBU UIF PVUFS QFSJNFUFS PG UIF NPBU XBT DVSWFE� "GUFS UIF (PUFOCPSJ XBT 

BCPMJTIFE BOE pMMFE JO 1713, JU DPOUJOVFE UP CF VTFE BT SFTJEFODFT GPS T0,6("8" TTVOBZPTIJ’T WBTTBMT� "T PG 1714, 2�3 PG 

UIF OPSUIXFTU TJEF PG )BSBNBDIJ /JTIJ CFDBNF UIF SFTJEFODF PG UIF )"4)*.0T0, BOE 1�3 PG UIF TPVUIFBTU TJEF CFDBNF UIF 

SFTJEFODF PG UIF 0)."E� " MBSHF BNPVOU PG ‘,BXBSBLF’ VOHMB[FE FBSUIFOXBSF EJTI, BOE ‘%PEBNB’ FBSUIFO CBMMT XFSF FYDBWBUFE 

GSPN BO BSFB UIPVHIU UP DPSSFTQPOE UP UIF 0)."E’T SFTJEFODF JO UIF TPVUIFBTU PG UIF FYDBWBUFE BSFB� *O UIF 18UI DFOUVSZ, 

UIFSF XFSF UXP QMBDFT JO EEP DJUZ DBMMFE l,BTBNPSJ *OBSJz *OBSJ 4ISJOF, XIJDI XFSF TBJE UP CF F⒎FDUJWF GPS TLJO EJTFBTFT� 0OF 

XBT l,BTBNPSJ *OBSJz MPDBUFE JO UIF HSPVOET PG ,BOOPVKJ TFNQMF JO :BOBLB� TIF PUIFS XBT UIF 0)."E’T l,BTBNPSP *OBSJz 

MPDBUFE PO UIF GPSNFS TJUF PG UIF ,PJTIJLBXB1BMBDF� *O 1698, )"$)*46," TTVOBOPSJ, XIP XBT MPSE PG UIF "XB TPLVTIJNB 

%PNBJO PSEFSFE UIF DPOTUSVDUJPO PG B NPBU pMMFE XJUI XBUFS, TVSSPVOEJOH UIF ,PJTIJLBXB 1BMBDF� "DDPSEJOH UP UIF l,PJTIJLBXB 

1BMBDF .BQ,z JMMVTUSBUJPO GSPN UIF EEP QFSJPE, B ESBXJOH PG UIF QBMBDF’T QFSJNFUFS, B XBUFS JOUBLF GSPN UIF 4FOLBXB "RVFEVDU 

XBT ESBXO JO UIF OPSUIXFTU QBSU PG UIF QBMBDF� (PUFOCPSJ XBT pMMFE VQ JO 1713� 

,VSPIBNB-UZQF QPUUFSZ GSPN UIF NJE-EBSMZ +PNPO QFSJPE XBT FYDBWBUFE GSPN UIF CMBDL TPJM, BOE UIF SFNBJOT PG B +PNPO QJU 

EXFMMJOH NFBTVSJOH BQQSPYJNBUFMZ 5N - 4N XFSF DPOpSNFE� )PXFWFS, BCPVU POF-UIJSE PO UIF TPVUIFBTU TJEF XBT MPTU EVF UP 

UIF DPOTUSVDUJPO PG (PUFOCPSJ�
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文京区原町西遺跡（/P�145）は、小石川植物園の北側に隣接し、文化
財ఉ園౳ܗ؍ܠ੒特別地区の྘๛かなॅ宅地にҐஔします。建築されて
から൒世紀༨りになる旧最高裁判所৬һॅ宅跡地の再開発事ۀに伴って
2023（ྩ࿨̑）年から 2024（ྩ࿨̒）年にかけて発掘調査が行われました。
　調査区からは、1698（ݩ࿣ 11）年に構築された徳川五代ক٢ߝ܉Ώか
りの小石川御殿の周囲に構築された御殿堀の֎側法面が 40N にわたって
検出されました。小石川御殿は、北西から南東にかけてྲྀれる谷୺川ࠨ
ஈٰにそって、北西ʵ南東を長࣠とする୹ล؛のՏ؛ 100N・長ล 400N
΄どの長ํܗをఄします。北側の一角では敷地が内側に۶ંしており、ຊ
調査区からは南西ʵ北東の堀と北西ʵ南東の堀が΄΅௚角に۶ۂするコー
φー෦分が確認されました。御殿堀については、当センターが 2018（ฏ
੒ 30）年から 2019（ฏ੒ 31）年にかけて調査したʮ日ຊۜ行ຊళ原町
家଒ྈ地఺ʯを࢝めとして周ลの複数の地఺において確認されています。
　千川上水の水をҾきೖれた御殿堀は、わͣか 15 年΄どで埋め立てられ
ましたが、その跡地は武家屋敷として利༻されました。͜うした武家地の
一角であるຊ調査区の南東෦から、大量の ‘ かわらけ ’ と土玉が出土しま
した。当地には皮膚病のฏ癒を願う人々が土玉を供えた ‘ かわらけ ’ を奉
納したʮ瘡守稲荷ʯがଘ在した͜とが江戸時代の文ݙ記録に記されていま
した。文ݙ記録に記された 18 世紀江戸時代のश俗が、300 年の時を経て
地தからݱれました。
　またߋに૎るࠟ跡として縄文時代前期の竪穴建物跡がݟつかりました。
͜のࠒは、縄文ւਐとして஌られる時期で、文京区の͜のลりまで東京࿷
が޿がっていました。
　より৽しい時代には、東京市長などを務めた阪谷芳郎邸の一෦でした。

͜うした༷々な時代のࠟ跡をまとめたຊ書が地Ҭڀݚのࢿྉとして、ま
た埋蔵文化財にରするཧղをਂめるうえで地Ҭのํ々のために͝׆༻௖け
れば޾いです。
　ຊ報告のץ行にあたり、͝ྗڠと͝ࢦಋを௖きました財務ল関東財務ہ
東京財務事務所、東京都教育ҕһձ、文京区教育ҕһձをは͡め多くのํ々
に御ྱਃし上͛ます。

ྩ࿨̓年 8 月

公益財団法人　東京都教育支援機構 
ཧ事長　ࡔ東 ᚸཧ子
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̍　ຊ書は、文京区原町西遺跡（文京区 /P�145）の埋蔵文化財発掘調査報告（東京都埋蔵文化財セ

　　ンター౿査報告 第 389 集）である。

̎　原町西遺跡の埋蔵文化財調査事ۀは、財務ল 関東財務ہ 東京財務事務所のҕୗをडけ、公益財

　　団法人 東京都教育支援機構 東京都埋蔵文化財センターが࣮ࢪした。

̏　調査区所在地：文京区白山四丁目（地番දࣔ：126-7、ॅډදࣔ：10-8）

̐　調査ର৅面積：1,154㎡（調査ऴྃ面積：1,154㎡）

̑　発掘調査期間：2023（ྩ࿨五）年 6 月 7 日ʙ 2024（ྩ࿨࿡）年 3 月 31 日

　　一࣍੔ཧ期間：2023（ྩ࿨五）年 6 月 7 日ʙ 2024（ྩ࿨࿡）年 4 月 30 日（文京区白山四丁目）

　　ೋ࣍੔ཧ期間：2024（ྩ࿨࿡）年 4 月 1 日ʙ 2025（ྩ࿨ࣣ）年 3 月 31 日（๛ౡ区西૥י一丁目）

6　事ۀ者との調੔は、東京都 教育ி 地Ҭ教育支援෦ ؅ཧ՝が୲当した。

　　՝長代ཧ（埋蔵文化財୲当）ླ໦ 徳子

　　埋蔵文化財୲当　石井 ߳代子

7　調査୲当

　　東京都埋蔵文化財センター 白山四丁目分室

　　　調査ڀݚ՝長代ཧ　小林 ༟

　　　調査ڀݚ主೚　五十嵐 彰

　　調査ྗڠ

　　　大日ຊ土໦ג式ձࣾ 東京支ళ（੥ෛձࣾ）

　　　（ձࣾྗڠ）式ձࣾμΠαンג　　　

8　ຊ報告のࣥච・編集は、五十嵐が行った。第ᶙষ 第 1 項 縄文時代の遺物記ࡌおよͼ第ᶛষの縄

　　文時代૯ׅについては、佐藤 亮太（東京都埋蔵文化財センター）による。第ᶛষの御殿堀出土

。による（東京都埋蔵文化財センター ৬һ ݩ）ྉについては石﨑 俊哉ࢿ　　

　第ᶚষのґཔ原ߘ（̍ɽ渋谷 葉子、̎ɽ長沢 利明、̏ɽ山根 洋子、̐ɽ鬼崎 華・井口 誠一・

　渡邉 稜也、̑ɽ長佐古 真也）については、それͧれをಠ立した࿦考としてૠਤ番号・文ݙにつ

　　いて΋ݸ別にѻった。　

9　ຊ調査については、以下で発දした。ຊ書のץ行を΋って正式な報告とする。

　・口಄発ද

　　2024 年 3 月 20 日：東京都埋蔵文化財センター 遺跡発掘調査発දձ

　　2024 年 8 月 6・7 日：ྩ࿨̒年౓東京都公立学ߍதݎ教་౳޲࣭ࢿ上ݚमᶗʮબ୒ݚमʯ

　　2025 年 2 月 9 日：第 50 ճ東京都遺跡調査・ڀݚ発දձ

上発දࢴ・　

2023 年 12 月 22 日発行：ʮ遺跡ͩより 文京区 原町西遺跡ʯh たまのよ͜΍まʱ第 135 号、4 ท

2024 年 3 月 20 日発行：ʮ文京区 原町西遺跡ʯh 東京都埋蔵文化財センター 遺跡発掘調査発ද

　　ձ 2023ʱ5-6 ท



2024 年 9 月 27 日発行：ʮ文京区白山で発掘して明らかになった江戸ນ෎のお堀と江戸ॸ民の

　　ּ৿稲荷৴ڼʯh 東京の文化財ʱ第 136 号、4-5 ท

　　2025 年 2 月 9 日発行ʮ文京区 原町西遺跡ʯh 東京都遺跡調査・ڀݚ発දձ 50 発ද要ࢫʱ

　　　8・9 ท

　　2025 年 3 月 5 日発行ʮ文京区白山四丁目地区（原町西遺跡）ʯh 東京都埋蔵文化財センター年報ʱ

　　　第 44 号、26 ท

　　なお原町西遺跡については、東京都立埋蔵文化財調査センターにおいてʮࠓ月のҳ品 70L�96ʯ

　　として 2023 年 9 月から 10 月にかけて଎報లࣔがなされた。

　　またʰ関東考古学ϑΣΞ 2025 年Χレンμー （ɦશࠃ埋蔵文化財法人連བྷٞڠձ 関東ϒϩοΫՃ

　　ໍ法人）において原町西遺跡出土ࢿྉがʮ11 ૼ月 Χϫラέと土玉ʯとしてࣸ真とղઆ文がࡌܝ

　　された。

　　東京都埋蔵文化財センターのϗーϜϖーδ（IUUQT���XXX�UPNBJCVO�KQ�FYDBWBUJPO�JOEFY�IUNM

　　調査ڀݚʼ発掘τϐοΫスʼ発掘৔所：原町西遺跡・2023 年౓・2024 年౓）において調査　

　　のਐ௙にԠ͡て 7 ݅の৘報を公開した（ߋ৽日：2023�7�28、8�30、9�29、10�31、12�26、

　　2024�2�28、12�24）。

10　ඪ高஋は、T�1�（東京࿷ฏۉւ面）をج४とした。

　　ඪ४࠲ඪ஋は、南西۱をى఺とした世քଌ地系による。<"-1> 9� ‐ 30790　:� ‐ 8140

南北の : ࣠にΞϧϑΝϕοτを " から , まで、東西の 9 ࣠に̍から̕までの数ࣈを෇して、　

　　30N ʷ 45N におよぶ調査区をΧόーした。

　　出土遺物にରする஫記記号は、ʮ)38ʯである。

　　ガラス製品のࡌܝ遺物一ཡにおけるʮˎʯはݱଘ෦分での最大長、ʮ（ ）ʯはܗ׬の৔合の૝定長、

　　ʮʦ ʧʯは֖をؚめた長さをࣔす。

11　ૠਤとして࢖༻した地ਤの出యは、以下の௨りである。

　　原町西遺跡の֓要ᶃ：ʮج൫地ਤ৘報ʯ・ʮج൫地ਤ৘報数஋ඪ高Ϟσϧʯ（ࠃ土地ཧӃ）

　　原町西遺跡の֓要ᶄ：1925（大正十四）ʮૣ稲ాʯh 一ສ分一地ܗਤ東京近๣十一ᥒʱh 明治・

　　大正・ত࿨東京 1 ສ分 1 地ܗਤ集੒ʱദ書๪ 1983 所収、ࠃ土地ཧӃ 所蔵

　　原町西遺跡の֓要ᶅ：1957 ͝Ζʰ文京区ॅ宅地ਤʱ文京区立真࠭தԝਤ書館 所蔵

　　第 1 ਤ：東京都遺跡地ਤ৘報Πンターωοτఏ供αーϏス（東京都教育ҕһձ）より

　　該当෦分を一෦Ճ޻

　　第 5 ਤ：ج൫地ਤ৘報（ࠃ土地ཧӃ）をجに੒੉ 2008ʮ白山御殿の૜囲いについてʯ

　　h 東京大学構内遺跡調査ڀݚ年報̒ 2006 年౓ʱᶙ -3 ਤʮ白山御殿堀ൣ囲ਪ定ਤʯをՃච

　　ᶚ -1 第 1 ਤ：ʮ（江戸શਤ）ʯ（׮Ӭ 19 ʙ 20 年ࠒ、෦分）ӓ٩市教育ҕһձ 所蔵

　　ᶚ -1 第 2 ਤ：৽൘江戸֎ֆਤ（׮文 11 年、෦分）ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン

　　ᶚ -1 第 3 ʙ 16 ਤ：御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン

　　ᶚ -1 第 17 ਤ：江戸ֆਤ̏号（ܚԠ年間、෦分）ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン

　ᶚ -1 第 18 ʙ 22 ਤ：屋敷渡༬ֆਤূ文 ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン

　ᶚ -1 第 23 ਤ：小石川御殿ਤ 文京ふるさと歴࢙館 所蔵



　ᶚ -1 第 24・25 ਤ：千川上水江戸෎内ֆਤ ࿅അ区立石ਆ井公園ふるさと文化館 所蔵

　ᶚ -1 第 26 ਤ：江戸水ಓ഑水ਤ ࿅അ区立石ਆ井公園ふるさと文化館 所蔵

　ᶚ -2 第 1 ਤ：h 瘡家ࣔ܇ʱࠃ立ࠃձਤ書館 ੥ٻ記号 851-52 コϚ番号 6�28

12　発掘調査およͼ੔ཧۀ࡞・報告書࡞੒において、多くのํ々の͝ࢦಋ・͝ྗڠをࣀりました。

　　記してँײいたします（ܟশུ）。

　　੨໺ 誠、ఱ໺ ݡ一、ؠ෵ ྩ治、Ԭ崎 ׬樹、小川 ๬、小川 ༞࢘、ֿ ໦ ཧԝ、川上 ٠、ܙ地 Մ南子、

　　ਗ਼໺ 利明、小林 ݠ一、小林 র子、ᓎ井 ४也、ࡈ藤 ਐ、佐藤 ํ、ླ໦ ৳哉、஛内 ΦαϜ、

　　谷川 ষ༤、୮໺ ঵ࢬ、都築 ༝ཧ子、長ౢ װ也、ಸྑ ࢙و、੒੉ ࢘ߊ、古Տ いΖは、堀内 ल樹、

　　水ຊ ࿨ඒ、ٶ前 ޭ、྆角 まり、ീ໦ߒ৳ ڮ、山崎 ༟子

　　原町西町ձ、林町南町ձ、文京区立第十த学ߍ、文京区教育ҕһձ、文京区立真࠭தԝਤ書館、

　　文京ふるさと歴࢙館、名古屋陶磁器ձ館、日ຊ陶磁器ҙঊセンター、三ڷ陶器ג式ձࣾ、

　　江東区৿下文化センター

　ຊ報告のૠਤ・؍察දの࡞੒について、縄文土器は佐藤 亮太（東京都埋蔵文化財センター）

　のࢦಋの΋と৿ຊ ୓（தԝ大学大学Ӄ学生）、金属製品は྆角 太一（大正大学大学Ӄ生、ݱ：

　　৴ೱ町教育ҕһձ）、ガラス製品は大日޲ 山Ի（大正大学学生、ݱ：小山市教育ҕһձ）、陶磁

　　器は石﨑 俊哉（ݩ 東京都埋蔵文化財センター ৬һ）֤氏のྗڠによる。

13　出土遺物およͼ発掘・੔ཧ調査に関わるਤ面・ࣸ 真記録౳は、東京都教育ҕһձでอ؅している。

14　ຊ報告書の著ݖ࡞（日ຊࠃ著ݖ࡞法 第 21 ৚ʙ第 28 ৚）およͼ編集著ݖ࡞（著ݖ࡞法 第 12 ৚ 

　　第 1 項）は、公益財団法人 東京都教育支援機構 東京都埋蔵文化財センターがอ༗する。
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̍　調査の֓要

ᴷ 1 ᴷ

ᶗ　発掘調査の֓要

̍　調査にࢸる経緯

文京区白山̐丁目（地番දࣔ：126-7、ॅډදࣔ：10-8）に所在する最高裁判所৬һॅ宅跡地（白

山̐丁目ࠃ༗地：第̍ਤ）は、2015（ฏ੒ೋ十ࣣ）年に所׵؅がなされて 2016（ฏ੒ೋ十ീ）年

にొ記名ٛ人名শが財務লにมߋされた。2019（ฏ੒三十一）年には、定期आ地ݖによるʮཹอ財࢈ʯ

としてࢦ定され、2021（ྩ࿨三）年 3 月にはʮ白山四丁目 126 番 （̓地番）地఺の埋蔵文化財ࢼ掘調査ʯ

が、東京ڀݚۀߤ所によって行われた（東京ڀݚۀߤ所 2021）。ର৅ൣ囲に 3N ʷ 4N のࢼ掘坑を 4

箇所、2N ʷ 5N のࢼ掘坑を 1 箇所ઃ定して、合ܭ 58㎡がର৅となった（第 2 ਤ）。ࢼ掘坑 1 は、調

査区の西側 <%ŋE-1ŋ2> に 3N ʷ 4N でઃ定された。出土遺物は、磁器࿸・ࡼ、陶器࿸・徳利・ു ・水 ・ു

土ළ、Ꭼു、ᖿᖻ、‘ かわらけ ’ など 90 ఺である。ࢼ掘坑̎は、調査区の北側 <*ŋ+-4ŋ5> に 3N ʷ 4N

でઃ定された。ࢼ掘坑̎で確認されたʮ࿃瓦଄ࢪઃฒͼに土؅૊Έのഉ水ࢪઃʯは、ຊ調査における

199 号遺構に૬当する。出土遺物は、縄文土器ย、磁器࿸・Ֆළ、陶器࿸・徳利・ᙈ、ു、‘ かわら

け ’、మఝなど 40 ఺である。ࢼ掘坑̏は、調査区の東側 <(-7> に 3N ʷ 4N でઃ定された。出土遺物

は、磁器࿸・ࡼ・小ഋ・ᆵ、陶器࿸・徳利・ു・水ു、‘ かわらけ ’、ᖿᖻ、瓦など 42 ఺である。ࢼ

掘坑̐は調査区の南側 <#ŋ$-4ŋ5> に 3N ʷ 4 ̼でઃ定された。ʮ多量のかわらけがࠞೖしているʯと

記ࡌされているが、̎号遺構の東側上୺෦を掘࡟している͜とが確認された。出土遺物は、縄文土器

ย、磁器࿸・ࡼ・ᆵ・Ֆළ、陶器࿸・ࡼ・֖・Ֆළ・徳利・ᙈ・߳࿍・土ළ、Ꭼു、‘ かわらけ ’、ᖿᖻ、

মԘᆵ・মԘᆵ֖、瓦など 674 ఺である。ࢼ掘坑̑は、調査区の南西෦ <$-3> に 2N ʷ 5N でઃ定さ

れた。御殿堀（1 号遺構）の上୺෦が確認された。出土遺物は、縄文土器ย、磁器࿸・ࡼ・֖、陶器

࿸・徳利・ു・ᙈ、Ꭼു、‘ かわらけ ’、౮明डࡼ、ᖿᖻ、植໦ു、瓦など 43 ఺である。

　͜うした੒Ռをडけて、財務ল関東財務ہ東京財務事務所と公益財団法人東京学ߍ支援機構（2023

（ྩ࿨五）年 7 月からは東京都教育支援機構）においてҕୗܖ約がަわされ、2023（ྩ࿨五）年 6

月から 2024（ྩ࿨࿡）年 3 月まで発掘調査が行われた。

̎　調査区のҐஔと調査のํ法

　調査のର৅は、文京区白山̐丁目に所在する最高裁判所৬һॅ宅跡地、1,154㎡である。調査区は、

北西 - 南東にྲྀ下する旧谷୺川の؛ࠨに立地する小石川植物園の北東෦にҐஔする（第 1 ਤ）。小石

川植物園周囲の֗区は、͜うした地ܗにن定されて北西 - 南東と南西 - 北東を࣠جとしている。調査

区の北西側と北東側は֗路に面しており、南西側と南東側はॅ宅地に面している。北西側と北東側の

֗路は、千石（旧町名：林町）と白山（旧町名：原町）の境քとなっており、ಓ路の北側は千石̎丁

目、ຊ調査区をؚむ南側は白山̐丁目となる。

　調査区は、都Ӧ地下మ三ాઢ千石Ӻから南南西ํ޲に௚ઢڑ཭で 579N、同͡く三ాઢ白山Ӻから

西北西ํ޲に௚ઢڑ཭で 787N、東京ϝτϩؙϊ内ઢᣕ荷谷Ӻから北東に௚ઢڑ཭で 803N である。

　調査区のܗঢ়は、南東෦ 26�3N、北西෦ 37N、北東෦ 28�5N、南東෦ 42�5N で、΍΍࿪んͩ長ํ
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をఄする。調査区の周囲には߯൘ญが、北西෦தԝには出ೖ口としてύωϧήーτがઃஔされていܗ

た。ݱ地には 2022（ྩ࿨四）年にղ体ఫڈされた最高裁判所白山宿舎のコンΫリーτૅج、北東෦

தԝには௚ܘ 5N の๷Ր水૧が൒ԁܗをఄして࢒されていた。建物のコンΫリーτૅجおよͼコンΫ

リーτߌは、調査の都౓、支োが生͡た৔合にఫڈした。

発掘調査で発生した土৕は、֎෦にൖ出する͜となく、৔内でอ؅するようにٻめられたために、

શ体を大きく̏つの区ըに区分して発掘調査を行なった。まͣ̍区として南西෦のおよそ 1�3 を調

査し、࣍に̎区としてதԝ෦のおよそ 1�5、最後に̏区として北東෦・北西෦の࢒り෦分を調査する

͜ととした（第 2 ਤ）。面積は、それͧれ̍区（330㎡）、2 区（170㎡）、3 区（324㎡）となる。1

号遺構（御殿堀）がଘ在しない̏区については、東からॱに 3-1 区（90㎡）、3-2 区（80㎡）、3-3 区（94

㎡）、3-4 区（45㎡）、3-5 区（15㎡）とࡉ分してॱ࣍調査した。発掘調査のൣ囲は、調査区の周囲を

囲む߯൘ญの߇୯؅から 1N の༨地を࢒してઃ定した。

出土遺物の記録は、遺構୯Ґでのճ収をجຊとした。໦ඉに༝དྷするమఝが出土した上水路（19 号・

70 号・214 号）およͼ縄文時代の竪穴遺構（98 号遺構）から出土した土器・石器・᛽およͼ遺構֎

から出土した縄文土器については、出土Ґஔを記録した。๲大な ‘ かわらけ ’ と土玉が出土した 2 号

遺構およͼஅちׂり調査を行なった井戸（87 号・113 号・134 号・218 号・240 号）については、

調査の都合上から出土遺物を土৕とڞにԾอ؅した後にϑϧΠۀ࡞を行なってؚまれている遺物をճ

収した。ݸ別遺構のܗঢ়およͼ土૚அ面のܭଌについては、ϝタシΣΠϓで三࣍ݩଌ量を行い、遺構
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に੒੉جを（土地ཧӃࠃ）൫地ਤ৘報ج） 2008ʮ白山御殿堀ൣ囲ਪ定ਤʯをՃච）

ຊ調査区

"
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$
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࣮ଌ支援ιϑτによるσδタϧ࣮ଌとΞφϩάによるख࣮ଌをซ༻した。

̏　調査の経緯

2023（ྩ࿨五）年 5 月にࢪ行者（財務ল関東財務ہ）およͼ੥ෛۀ者（大日ຊ土໦ג式ձࣾ）の

୲当者とそれͧれݱ地でଧち合わせを行なった。調査事務所（前൒）のઃஔ޻事を行なった（5 月

31 日ʙ 6 月 2 日）。 ̍区（330㎡）南側より̍૚のআۀ࡞ڈを開࢝した（6 月 7 日：ࣸ真 -1）。మے

コンΫリーτૅجの̍ճ目のఫۀ࡞ڈを開࢝した（6 月 19 日：ࣸ真 -2）。調査区の南東෦で ‘ かわら

け ’ ยが集தして出土して、後に 2 号遺構とした（6 月 21 日：ࣸ真 -3・4）。2 号遺構の掘ۀ࡞࡟を

開࢝した（6 月 26 日：ࣸ真 掘坑ࢼ。（6・5- 5 で確認されていた̍号遺構（御殿堀）のଘ在を確認し

た（6 月 28 日：ࣸ真 -7）、̏号遺構において動物ࠎが出土した（ࣸ真 -8）。̎号遺構では、‘ かわら

け ’ ยおよͼ土玉などの出土ࢿྉを土೯ାを༻いてճ収した（6 月 29 日：ࣸ真 -9）。コンΫリーτج

ૅの̎ճ目のఫۀ࡞ڈを行なった（7 月 3 日：ࣸ真 -10）。̎号遺構上૚෦の掘࡟がऴྃした（7 月

5 日：ࣸ真 -11）。遺物をؚむ࢒土のճ収は、土೯ାでは௥い෇かͣに大ܕのϑレΩシϒϧ・コンς
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φに収納する͜とにした。2 号遺構の掘ۀ࡞࡟がऴྃした（7 月 13 日：ࣸ真 -12）。13 号遺構（土

坑）を確認した（7 月 21 日）。̎号遺構のશࣸܠ真をࡱӨした（8 月 7 日：ࣸ真 -13）。2 号遺構出

土ࢿྉのϑϧΠબ別ۀ࡞を開࢝した（8 月 17 日）。19 号遺構（上水路 -3）の௚下で 18 号遺構（൘

石܈）を確認した（8 月 21 日：ࣸ真 -14）。ఇ京大学෇属த学ߍのத学生 1 名が発掘体ݧにࢀՃした

（8 月 23 日）。଍立区立第 5 த学ߍのத学生 3 名が発掘体ݧにࢀՃした（8 月 25 日：ࣸ真 -15）。19

号遺構（上水路 - ̏）の掘࡟を開࢝した（8 月 28 日）。文京区林町町内ձのํ々 30 名が御殿堀など

をݟ学された（8 月 30 日）。文京区原町西町内ձ 19 名がݟ学された（8 月 31 日）。文京区立第 10

த学ߍのத学生 10 名がݟ学された（9 月 5 日：ࣸ真 -16）。小石川ফ๷ॺによる๷Ր水૧の఺検がな



ࣸਅ �13 ࣸਅ �15ࣸਅ �14

ࣸਅ �17

ࣸਅ �19
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された（9 月 13 日）。̍区のશࣸܠ真をࡱӨした（9 月 15 日：ࣸ真 -17）。2 号遺構のஅ面剥ぎ取り

を行ない（9ۀ࡞ 月 20 日：ࣸ真 後からޕ、（18- 1 号遺構（御殿堀）の埋め໭しۀ࡞を行なった（ࣸ

真 -19）。13 号遺構（地下坑）のஅちׂりۀ࡞を行なった（9 月 22 日：ࣸ真 -20、21）。2 号遺構の

ϒϩοΫαンϓϧを࠾取した（9 月 25 日：ࣸ真 -22）。2 号遺構およͼ 7 号遺構のஅ面剥ぎ取りۀ࡞

を行なった（9 月 29 日：ࣸ真 -23）。事務所（後൒）のઃஔۀ࡞を行なった（10 月 6 日ʙ 10 日）。

66 号遺構（屋敷境溝）を調査した（10 月 7 日：ࣸ真 -24）。̎区（170㎡）の̍૚আۀ࡞ڈを開࢝

した（10 月 10 日：ࣸ真 -25）。コンΫリーτૅجの̏ճ目のఫۀ࡞ڈを行なった（10 月 23 日：ࣸ

真 -26）。事務所（前期）のఫۀ࡞ڈを行なった（10 月 25 日）。1 号遺構（御殿堀）の۶ۂ෦を確認

し（10 月 27 日：ࣸ真 -27）、̎区におけるコンΫリーτૅجの 4 ճ目ఫڈを行なった（ࣸ真 -28）。

̍号遺構（御殿堀）の۶ۂ෦でঢ降ࢪઃとしてのスςοϓを確認した（10 月 30 日：ࣸ真 -29）。70

号遺構（上水路 -2）の掘ۀ࡞࡟を開࢝した（10 月 31 日：ࣸ真 -30）。̎区における 1 号遺構（御殿

堀）のશࣸܠ真をࡱӨした（11 月 24 日：ࣸ真 -31）。近隣ॅ民をର৅とした 2 ճ目のݟ学ձを行な

った。原町西町内ձは 20 人、林町南町内ձは 40 人、文京区の埋蔵文化財関܎者は 25 人、区立第

10 த学ߍは 20 人のํ々がݟ学された（11 月 28 日：ࣸ真 -32）。98 号遺構（縄文建物跡）を確認

した（12 月 1 日：ࣸ 真 -33）。1 号遺構（御殿堀）のఈ෦に堆積している土৕αンϓϧを࠾取した（12

月 7 日：ᶚষ 4 અ 311-315 ทࢀর）。98 号遺構（縄文建物跡）のશܠをࡱӨした（12 月 14 日）。1



ࣸਅ �23ࣸਅ �22 ࣸਅ �24

ࣸਅ �25 ࣸਅ �27ࣸਅ �26
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号遺構（御殿堀）の̎区における埋め໭しۀ࡞を࢝めた（12 月 15 日）。̏区のコンΫリーτૅجを

ఫڈした（2025 年 1 月 9 日：ࣸ真 -34）。87 号遺構（近世̎井戸）の上෦を調査した（1 月 18 日：

ࣸ真 -35）。199 号遺構（近ݱ代࿃瓦構଄物）（1 月 24 日：ࣸ 真 -36）、200 号（近ݱ代࿃瓦構଄物）（1

月 25 日：ࣸ 真 -37）を調査した。214 号遺構（上水路 -4）からమఝが౳間ִに出土した（1 月 29 日：

ࣸ真 -38）。214 号遺構（上水路 -4）において白৭೪土を確認した（1 月 31 日：ࣸ 真 -39）。3-5 区（15

㎡）のશࣸܠ真をࡱӨした。51 号遺構（上水溝 -1）のԆ৳෦分を調査した（2 月 9 日：ࣸ真 -40）。

3-1 ʙ 3-3 区のશࣸܠ真をࡱӨした（2 月 14 日：ࣸ真 -41）。 134 号遺構（近代井戸）のஅちׂり調

査を行なった（2 月 20 日）。113 号遺構（近世̎期井戸）のஅちׂり調査を行なった（2 月 26 日）。



ࣸਅ �35ࣸਅ �34 ࣸਅ �36

ࣸਅ �37

ࣸਅ �41

ࣸਅ �39

ࣸਅ �43

ࣸਅ �38

ࣸਅ �42ࣸਅ �40
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87 号（近世̎井戸）のஅちׂり調査を行なった（2 月 28 日）。ύωϧήーτ前の 3-4 区（45㎡）の

調査を開࢝した（3 月 5 日）。239 号遺構（近代土坑）の調査を行なった（3 月 7 日：ࣸ真 -42）。70

号遺構（上水路 -2）の࢒ଘ෦分を調査した（3 月 11 日：ࣸ 真 -43）。3-4 区のશࣸܠ真をࡱӨした（3

月 13 日）。240 号遺構（近世̍井戸）のஅちׂり調査を行なった（3 月 14 日：ࣸ真 -44）。218 号

遺構（近世̍井戸）のஅちׂり調査を行なった（3 月 18 日）。西૥ۀ࡞י所でೋ࣍੔ཧۀ࡞を開࢝した。

白山̐丁目のݱ地ではҾき続き出土遺物のચড়・஫記ۀ࡞を行なった（4 月 1 日：ࣸ真 -45）。財務

ল東京財務事務所関܎者によってݱ地で発掘調査のऴྃ確認がなされた（4 月 4 日）。白山̐丁目に

おけるݱ৔ۀ࡞をऴྃした（4 月 30 日）。



ࣸਅ �49
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　2024（ྩ࿨࿡）年 4 月から、๛ౡ区の西૥ۀ࡞י所で̎࣍੔ཧۀ࡞を開࢝した。白山̐丁目のݱ

地ۀ࡞所で行なっていた๲大な ‘ かわらけ ’ の஫記ۀ࡞を行なった（ࣸ真 -46）。‘ かわらけ ’ について

は、最小ݸ体数を考ྀしてఈ෦がա൒のࢿྉについてのΈ஫記ۀ࡞のର৅とした。஫記がなされた ‘ か

わらけ ’ については、口ܘ・ఈ෦ܘ・高さをܭଌした（ࣸ真 -47）。‘ かわらけ ’ と同༷に๲大に出土

した土玉について΋、9 月からܘٿがܭଌできるࢿྉをର৅としてܭଌۀ࡞を行なった（ࣸ真 -48・

49）。‘ かわらけ ’・土玉以֎の陶磁器・土器などのࢿྉは、࣮ଌにదしたࢿྉをந出して௨ৗの੔ཧ

をਐめ、2025（ྩ࿨ࣣ）年ۀ࡞のखॱにԠ͡てۀ࡞ 3 月 31 日に西૥ۀ࡞י所でのۀ࡞をऴえた。

　出土ࢿྉは東京都教育ҕһձ׋؅の五৭ڮ収蔵ݿに、記録ྨは三ా分室にҠ؅した。

̐　報告の構੒

　ຊ報告の構੒は、まͣ大きく時代内༰にैってʮ縄文時代ʯ・ʮ近世̍面ʯ・ʮ近世̎面ʯ・ʮ近代ʯと

した。

　ʮ近世̍面ʯは、ຊ調査区の΄΅൒分を઎める 1 号遺構（御殿堀）の廃ઈ以前、すなわち 1713（正徳三）

年以前とࢥわれる遺構܈とした。ʮ近世 2 面ʯは、同͡く 1 号遺構（御殿堀）の廃ઈ以後、1714（正

徳四）年以後の武家地として利༻された遺構܈とした。ʮ近代ʯは、19 世紀後൒以降に構築された遺

構܈とした。

　遺構の種別については、ʮ縄文時代ʯが竪穴建物跡 1 ʮ近世̍面ʯが御殿堀（1、ج 号遺構）およͼ

それに伴う൘石18）܈ 号遺構）、御殿堀にڅ水する上水路 4 井戸、ج 2 溝、ج 1 土坑、ج 34 ϐ、ج
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οτ 41 である。ʮ近世ج 2 面ʯは、井戸 2 溝、ج 2 ੊跡（੊間溝）7、ج 地下坑、ج 2 地下室、ج

2 土坑、ج 64 ப穴土坑、ج 22 ϐοτ、ج 32 である。ʮ近代ʯは、井戸ج 1 土坑、ج 11 石ૅ、ج

8 ઃࢪഉ水、ج 4 。であるج

　遺構については、検出する͝とに௨し番号を༩えて、૯ܭ 244 遺構となった。たͩし 64 号・68 号・

135 号・169 号・170 号・190 号・242 号の 7 。については、ܽ番としたج

　遺物については、࣭ࡐ別に磁器、陶器、土器、土製品、石製品、໦製品、金属製品、ࠎ角製品、ガ

ラス製品、合੒樹脂製品に区分して、時代（時期）別の遺構͝とにࡌܝした。෦ࡐについては、瓦・

࿃瓦・֕子・衛生陶器などが該当する。上水路から出土したమఝは、上水路にઃஔされた໦ඉに伴う

΋ので、ຊདྷならば෦ࡐに属するが、͜͜では遺物ѻいとした。ࡌܝ遺物の一ཡදについては、࣭ࡐ

別に࡞੒した。

　஫記ۀ࡞は、ࣗ動遺物஫記機を༻いて行なった。๲大な数が出土した ‘ かわらけ ’ については、最

小ݸ体数を考ྀして、ఈ෦のա൒が࢒ଘするࢿྉを஫記ର৅とした。஫記ର৅とした ‘ かわらけ ’ に

ついては、口ԑ෦ܘ・ఈ෦ܘ・器高・ࢳ੾りճసํ޲などをܭଌ・؍察した。஫記ର৅以֎の ‘ かわ

らけ ’ については、1DN 以上のഁยについて数量とॏ量をΧウンτした。土玉については、ະম੒の

ため水ચいはせͣに௚ܘのΈをܭଌして、大きさ別に数量をΧウンτした。‘ かわらけ ’ については、

๽書あるいは穴あき・金ค෇きなど特घなࢿྉについては、ഁยࢿྉ΋ࣸ真をࡌܝした。

　࣮ଌۀ࡞のର৅としたʮந出ࢿྉʯについては、࣮ଌਤをスΩϟφーでಡΈࠐΈσδタϧ・τレー

スをࣸ真と合੒した。それ以֎に高୆にࠁҹ΍ཪҹがあるࢿྉ、৭ֆഁยについては、ඇ࣮ଌࢿྉと

してࣸ真のΈをࡌܝした。陶磁器・‘ かわらけ ’ に記された๽書については、9 ઢΧϝラでࡱӨして

渋谷 葉子氏に判ಡをґཔした。 

　ॖईは、࣮ଌࢿྉが 1�3、土製品・土玉・穴あき ‘ かわらけ ’・୓ຊなどは 1�2 をجຊとした。

　遺構間接合ࢿྉのࡌܝは、同時代（時期）内であればएい遺構番号箇所に、時代（時期）間であれ

ば古い時代（時期）の箇所にࡌܝした。

　ຊ調査区の特ੑをؑΈ、近世の土地利༻を渋谷 葉子氏、ּ৿稲荷にまつわる民俗学的考察を長沢 

利明氏、出土動物遺体を山根 洋子氏、御殿堀の堆積物を鬼崎 華氏・江口 誠一氏・渡邉 稜也氏、‘ か

わらけ ’ と土玉の胎土分析を長佐古 真也氏に報告して௖いた。
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ᶘ　遺跡のҐஔと環境

1　原町西の地ܗ的環境

調査区は、南西ํ޲の小石川谷、北東ํ޲のࢦϲ谷にڬまれたઉঢ়୆地である白山୆地にҐஔする。

小石川谷は、旧谷
㇄ ㆰ ㆟ ㆋ ㇏

୺川が北西から南東にྲྀ下しܗ੒した௿地で、ݱ在は +3 大௩Ӻ東側から後ָ園に

る都ಓࢸ 436 号ઢ（小石川西૥יઢ、௨শ千川௨り）となっている。小石川植物園は、谷୺川؛ࠨ

の小石川谷の௿地෦分から֑地を経て白山୆地෦分にࢸるΤリΞを઎めている。

　調査区のඪ高は、25�3N である。調査区から南西ํ޲の小石川植物園北西の໢ࡔׯを下った植物

園南西のඪ高は 9�8N、287N の水ฏڑ཭にରして 15N ༨りの落ࠩでࣼ܏཰ 5�4ˋである。それにର

して調査区から北東ํ޲の区立明化小学ߍ東側の都ಓ 301 号ઢ（白山ॕాా町ઢ、௨শ白山௨り）

のඪ高は 18�6N、338N の水ฏڑ཭にରして 6�7N の落ࠩでࣼ܏཰は 2� である。調査区がҐஔする

৔所は、北西ʵ南東を長࣠とする白山୆地の小石川谷寄りにҐஔするが、୆地ԣஅ面でいえばその最

΋高い௖෦に当る。調査区がҐஔする白山୆地は南西の小石川谷にରしてはࣼٸ面をఄし、北東のࢦ

ϲ谷にରしては؇΍かな؇ࣼ面をఄするというରর的な地ܗをࣔす。後ड़する千川上水から小石川御

殿堀΁のڅ水について΋、白山୆地南西寄りの௖෦である調査区近ลをબ୒して敷ઃされている͜と

΋周ลの地ܗ環境をద੾に൓өした΋のとཧղされる。

2　原町西の歴࢙的環境

　1947（ত࿨ೋ十ೋ）年に小石川区とຊڷ区が合ซして文京区が੒立した。1966（ত࿨四十一）年

に小石川林町が千石一丁目・ೋ丁目・四丁目に、小石川原町が白山三丁目・四丁目・五丁目、千石一

丁目に再編された。　

　調査区をத৺に周ลのแ蔵地について、時ܭճりに町名区ը͝とに記ࡌする（第 1 ਤ）。文京区遺

跡調査ձあるいは文京区教育ҕһձが発行した報告書のシリーズུ記号としてʮ#- ʓʓʯ、東京都埋

蔵文化財センターが発行した報告書のシリーズུ記号としてʮT- ʓʓʯとする。

白山四丁目は、ຊ調査区から東側に޿がるΤリΞで、小石川植物園の北東ԑからຊ調査区の北西ԑ

ʵ北東ԑで千石ೋ丁目と接し、都ಓ 301 号ઢ（白山௨り）の白山下ަࠩ఺までをൣ囲とする。白山

௨り近くにҐஔするຊ೦ࣉには、大ా南੊（ᥭ山人）のุ地がある。白山四丁目の北西側がʮ原町西

町ձʯ、南東側がʮ上御殿町ձʯのൣ囲である。

　/P�145（原町西遺跡）がຊ報告（T-389）である。

　/P�21（小石川植物園内֋௩・原町遺跡）は、1994（ฏ੒࿡）年に徳ౡݝ৬һॅ宅建ઃに伴ってʮ原

町遺跡ʯとして発掘調査された（文京区遺跡調査ձ 1995：#-8）。1996（ฏ੒ീ）年に小石川植物

園構内の一角が東京ফ๷ிによる๷Րࢪઃ建ઃに伴った原町遺跡 第 2 地఺として調査された（文京

区遺跡調査ձ 1996：#-12）。2018（ฏ੒三十）年から 2019（ฏ੒三十一）年にかけて日ຊۜ行ຊ

ళ原町家଒ྈ地఺として発掘調査された（東京都埋蔵文化財センター 2020：T-351）。

　/P�22（原町֋௩）については、大まかなൣ囲がԁでදݱされているのΈでৄࡉはෆ明である。
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　/P�46（白山四丁目遺跡）は、日ຊઐച公ࣾ宿舎のվ築޻事に伴って 1980（ত࿨五十五）年から

1981（ত࿨五十࿡）年にかけて発掘調査がなされた（白山四丁目遺跡調査ձ 1981）。調査区周ลに

おける最΋ૣい時期の調査である。

　/P�84（白山御殿町遺跡）は、ύーΫϋウス白山御殿町（第一ۜۀק行白山Ξύーτ跡地）の構築

に伴って 2001（ฏ੒十三）年に発掘調査が行われた（文京区遺跡調査ձ 2003B：#-28）。御殿堀の

東側で௚角に۶ۂする෦分に該当するが、ઃ定された 5 ຊのτレンνで御殿堀が確認されたが۶ۂ

෦はະ確認である。

白山五丁目は、白山四丁目と都ಓ 301 号ઢ（白山௨り）をڬんで北東側に޿がるΤリΞで東洋大

学白山Ωϟンύス・白山ਆࣾをؚむൣ囲である。

　/P�24（白山五丁目南遺跡）は、2011（ฏ੒ೋ十三）年に東洋大学敷地内において発掘調査がな

された（文京区教育ҕһձ 2012B：#-110）。2015（ฏ੒ೋ十ࣣ）年には৽教室౩建築のために発掘

調査が第 2 地఺としてなされた（文京区教育ҕһձ 2016：#-157）。

　/P�91（原町東遺跡）は、2003（ฏ੒十五）年に東洋大学 6 号館建ઃのために発掘調査がなされた（武

蔵文化財ڀݚ所 2004）。

白山ೋ丁目は、白山三丁目・白山四丁目の南東に޿がるΤリΞである。小石川植物園の南東ԑであ

る御殿ࡔから都ಓ 436 号（千川௨り）と都ಓ 301 号ઢ（白山௨り）にڬまれたൣ囲となる。

　/P�18（ࢦϲ谷町遺跡）は、1996（ฏ੒ീ）年に文෦ল文書૔ݿの建築に伴って発掘調査が行わ

れた（文京区遺跡調査ձ 2000B：#-19）。

　/P�19（戸崎町遺跡）は、東洋大学京北த学高౳学ߍ（最高裁判所書記ݚ׭म所跡地）の建築に伴

って 2001（ฏ੒十三）年に発掘調査が行われた（文京区教育ҕһձ 2014B：#-131）。

白山三丁目は、白山四丁目の南西に޿がるΤリΞで小石川植物園が大෦分を઎める。さらに南西の

都ಓ 436 号ઢ（千川௨り）にࢸるൣ囲をؚむ。

　/P�126（小石川植物園南遺跡）は、2011（ฏ੒ೋ十三）年に小石川植物園周ลಓ路の第一期੔

උ޻事として御殿ࡔの北西側がʮ小石川御ༀ園跡ʯとして報告された（文京区教育ҕһձ 2012C：

#-118）。෯ 1�5 ʙ 4�8N・長さ 182N の調査区にରしてݱ在ではʮ小石川植物園南遺跡ʯというʻ遺

跡ʼ名শが༩えられている。

　/P�123（小石川植物園西遺跡）は、2012（ฏ੒ೋ十四）年に小石川植物園周ลಓ路の第ೋ期੔

උ޻事として 175N のൣ囲が小石川植物園西遺跡として報告された（文京区教育ҕһձ 2013B：

#-127）。2014 年（ฏ੒ೋ十࿡）から 2015（ฏ੒ೋ十ࣣ）年にかけて小石川植物園南西側のಓ路੔

උ޻事として発掘調査されてʮ小石川植物園（御ༀ園跡ٴͼཆ生所跡）第 2 地఺ʯとして報告された。

（文京区教育ҕһձ 。在では、ʮ小石川植物園西遺跡ʯという名শが༩えられているݱ。（148-#：2017

　/P�81（小石川御ༀ園跡）は、2012（ฏ੒ೋ十四）年にʮ小石川植物園（御ༀ園ٴͼཆ生所跡）ʯ

としてࠃの名উおよͼ࢙跡にࢦ定された（文京区教育ҕһձ 2012C、2023：#-147）。東京大学埋

蔵文化財調査室によってஅ続的に調査がなされている（東京大学埋蔵文化財調査室 2006、2008、

2012、2019）。2016 年（ฏ੒ೋ十ീ）から 2018（ฏ੒三十）年にかけては、公開Թ室のվ築޻

事に伴って発掘調査がなされた（୮໺ 立大学法人東京大学・文京区教育ҕһձࠃ、2018 2023：

#-147）。



ᶘ　遺跡のҐஔと環境

ᴷ 15 ᴷ

大௩三丁目は、໢ࡔׯから千川௨りをӽえて南西ํ޲に޲かう౬立ࡔを南東ԑとして、ஜ೾大学෇

属小学ߍ、文京区立教育の৿公園（東京教育大学跡地）などが所在する。

　/P�3（大௩三丁目遺跡）は、2010（ฏ੒ೋ十ೋ）年にஜ೾大学東京Ωϟンύス෦分が発掘調査さ

れた（文京区教育ҕһձ 2010B：#-98、第 2 地఺：文京区教育ҕһձ 2010D：#-104）。

千石ೋ丁目は、南東側を小石川植物園の北西ԑである໢ࡔׯ、南西側を千川௨り、北西側を都ಓ

437 号ઢ（ෆ೜௨り）でըされるൣ囲である。区立林町小学ߍ、区立第十த学ߍ、ඊ川ਆࣾがଘ在する。

千石ೋ丁目の北東෦側がʮ林町南町ձʯで区立第十த学ߍをؚむ。ຊ調査区の北西およͼ北東ԑで接

する。

　/P�26（林町遺跡）は、2002（ฏ੒十四）年にΠンϖリΞϧガーσン෦分（東京ւ上林町ࣾ宅跡地）

が第 1 地఺として調査された（ςΠέΠτレードג式ձࣾ 2008：#-63）。Τϧコーτ千石・Τϧド

ーϛ千石෦分（/TT 小石川林町ࣾ宅跡地）は、1997（ฏ੒۝）年に第 2 地఺として調査された（文

京区遺跡調査ձ 2000C：#-21）。2013（ฏ੒ೋ十五）年に第 1 地఺南側ԑล෦が、第 3 地఺として

調査された（文京区教育ҕһձ 2013C：#-132）。2023（ྩ࿨五）年に文京区立林町小学ߍߍ舎૿築

事に伴って第޻ 4 地఺として発掘調査された（文京区教育ҕһձ 2024：#-191）。

千石一丁目は、一行Ӄ南東側の一行Ӄࡔから北西ํ޲のΤリΞで、区立明化小学ߍがҐஔし、北側

の都ಓ 301 号ઢ（白山௨り）Ԋいには都Ӧ三ాઢ千石Ӻがある。

　/P�88（一行Ӄ跡遺跡）は、2001（ฏ੒十三）年に一行Ӄ北東側でάランϑラοπ文京千石の建

築に伴って発掘調査された（文京区遺跡調査ձ 2003C：#-30）。

　/P�119（千石一丁目南遺跡）は、2010（ฏ੒ೋ十ೋ）年に大原地Ҭ׆動センターの建築に伴って

発掘調査された（文京区教育ҕһձ 2010D：#-102）。2013（ฏ੒ೋ十五）年に第 2 地఺として発掘

調査がなされた（文京区教育ҕһձ 2014C：#-136）。

　/P�142（林町東遺跡）は、2019（ฏ੒三十一）年に明化小学ߍのվ築޻事に伴って発掘調査がな

された（文京区教育ҕһձ 2020：#-177）。　

3　近世の調査区

　ຊ調査区周ลでなされてきた数多くの発掘調査によって、近世における༷૬΋࣍第に明らかになり

つつある。ຊ調査区において確認されたࠟ跡܈のதで΋特に特චす΂きは、小石川御殿堀のଘ在であ

る。（第 4 ਤ）

　小石川御殿堀については、そのଘ在が文ݙ上では஌られていたが、考古学的な発掘調査でॳめて確

認されたのは、1994（ฏ੒࿡）年のʮ原町遺跡徳ౡݝ৬һॅ宅地఺ʯ（/P�21）の発掘調査の時であ

った。͜͜では、御殿堀の֎周上෦の෦分が確認されていたが、報告ではʮ੔地遺構ʯと記ࡌされて

おり、いまͩ御殿堀の遺構とはҙࣝされていなかった（文京区遺跡調査ձ 1995：19 ท）。

2000（ฏ੒十ೋ）年に調査された東京大学白山構内૯合ڀݚത物館小石川分館地఺（/P�81）では、

御殿堀の֎周法面が 4 ̼΄ど確認された（東京大学埋蔵文化財調査室 2008）。2008（ฏ੒ೋ十）年

にץ行された報告のதでʮ白山御殿堀ൣ囲ਪ定ਤʯ（੒੉ 2008：176 ท）が発දされて、小石川御

殿を囲む御殿堀のଘ在がॳめて周஌される͜とになった。

2001（ฏ੒十三）年に調査された白山御殿町遺跡（/P�84）では、御殿堀東側۶ۂ෦をؚむ調査
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区に 5 ຊのτレンνがઃ定された。そ͜では、֎周法面と内周法面の૒ํが確認されたτレンνが 3

ຊ（"・#・%）、内周法面のΈのτレンνが 1 ຊ（E）、֎周法面のΈのτレンνが 1 ຊ（$）であっ

た。調査区に۶ۂ෦෦分΋ؚまれていたが、۶ۂ෦その΋のは確認なされなかった（文京区遺跡調査

ձ 2003B）。

2018（ฏ੒三十）年から 2019（ฏ੒三十一）年にかけて調査された小石川植物園内֋௩・原町

遺跡（/P�21）では、3 区で֎周法面が約 10N、6 区で内֎周法面が約 8N 確認された（東京都埋蔵

文化財センター 2020）。

4　近代以降の調査区

1925（大正十四）年発行のʮ一ສ分一地ܗਤ東京近๣十一ᥒʯをݟると、ʮ大ላ植物ᅵʯの北東側

にҐஔするʮ原町 126 番ʯの޿いΤリΞはʮ阪谷邸ʯと記されている。阪谷 芳郎（1863-1941）は、

Ԭ山ݝ出身の੓治家・࣮ۀ家で、第一࣍西園ࣉ内ֳ大蔵大ਉ、東京市長、و଒Ӄٞһ、日ຊϗςϧڠ

ձձ長、ઐम大学学長などを歴೚した。

ຊ調査区（ʮ原町 126 番 -7ʯ）は、ʮ原町 126 番ʯの北西෦分で、土地୆ாによれば所༗主のʮ阪

谷芳郎ʯから 1913 年にʮ寄෇行ҝʯによってʮ財団法人 උத館ʯにৡ渡され、1950 年にʮ最高裁

判所ʯにങ収されている。阪谷邸のຊ邸があったʮ原町 126 番の̍ʯはʮ第一ۜ行小石川ྈʯ、ʮ第

一ۜۀק行小石川Ξύーτʯを経て、ݱ在はʮドϛτリー小石川ʯとなっている。ʮ原町 126 番ʯの

南東෦分（126-2・42 ʙ 46）は、ʮ日ຊۜ行ຊళ原町家଒ྈ地఺ʯとして 2018 年から 19 年にかけ

て 1,323㎡が発掘調査された（東京都埋蔵文化財センター 2020）。

Ԭ山ݝ出身の学生ྈʮඋத館ʯは、1899（明治三十ೋ）年にઃ立されて、1901（明治三十四）年

には当地に寄宿舎が構築された（ࣸ真 -1）。1913（大正ೋ）年に正式にࢿຊ金 12,200 ԁでʮ財団

法人 උத館ʯがઃ立された。寄宿舎としてのʮඋத館ʯは、1957（ত࿨三十ೋ）年に調査区から

130N ΄ど南西の地（白山四丁目 8-4）に再建され、2012（ฏ੒ೋ十四）年にʮ公益財団法人 උத館ʯ

となった。

調査区該当地は 1950（ত࿨ೋ十五）年に最高裁判所がങ収して、ฏ屋̏౩の৬һॅ宅が構築された。

1969（ত࿨四十四）年にమےコンΫリーτ଄地上 3 ֊（建築面積 287㎡）の白山宿舎が建ઃされて、

൒世紀を経て 2022（ྩ࿨四）年にղ体された。
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ᶙ　遺構と遺物

　原町西において確認された遺構について、縄文時代・近世 1 面・近世 2 面・近代の̐つに区分した。

　縄文時代については、調査区のதԝから縄文時代前期の竪穴建物跡が検出された。遺構に伴う遺物

は縄文土器が 147 ఺・石器が 1 ఺・小᛽が 355 ఺である。遺構֎からは縄文土器が 113 ఺出土した。

　近世の遺構については、1698（ݩ࿣十一）年に構築されて 1713（正徳三）年に埋め໭された御殿堀（1

号遺構）をࢦඪとして、1713（正徳三）年以前をʮ近世 1 面ʯとして埋立地をؚむ区Ҭが武家地と

して利༻された 1714（正徳四）年以降をʮ近世 2 面ʯとした。

　近世 1 面とした遺構܈は、御殿堀（൘石܈をؚむ）、上水路（4）、井戸（2：෇属土坑 2 、む）、溝（1）ؚج

土坑（34）、ϐοτ（41）である。

　近世 2 面とした遺構܈は、井戸（2）、溝（2）、੊間溝（7）、地下坑（2）、地下室（2）、土坑（64）、

ப穴土坑（22）、ϐοτ（32）である。

　近代の遺構は、井戸（1）、土坑（11）、ૅ石（8）、ഉ水ࢪઃ（4）である。

　調査区શ体のجຊ૚ংは、ϩーϜϒϩοΫを主体とし下ఈ面に黒৭の୸化物ϒϩοΫが所々にؚま

れるݻくకまったද土૚がްさ 30DN ΄ど堆積しており、調査区શ体を෴うような΋のではない。1

号遺構（御殿堀）の所在する調査区南෦分では、御殿堀の埋土૚がްく堆積している。御殿堀以֎の

北東୆地෦分およͼ北西୆地෦分については、ද土૚の下૚෦分は近代以降の掘りࠐΈが大൒を઎め

ており、調査区શ体を෴うようなڞ௨する૚ংは認められない。

　ϩーϜ૚上面での地ܗܗঢ়は、調査区の東側（<)-8> ෇近）およͼ西側（<E-2> ෇近）では΄΅ฏୱ

であるが、北側（<*-4・5> ෇近）に޲けて؇΍かに下りࣼ面となる。

̍　縄文時代

98 号Ҩߏ　<G�4ɾ5>ʢ2 ۠ʣ

・遺構（第 6 ʙ 10 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦から 70 号遺構（上水路）にかけて、୹ล 366DN、長ล 480DN の長ํ

をఄする竪穴建物跡である。長࣠は、北東ʵ南西となり、北東寄りにܗ 123DN ʷ 118DN ʷ 15DN

のପԁܗの࿍ᅿが認められた。遺構の南東෦分は、1 号遺構（御殿堀）の۶ۂ෦にあたり大きくܽଛ

する。北東ԑは 69 号（土坑）に、南西ԑは 68 号（近ݱ代土坑）でଛյする。࿍ᅿのதԝ෦には、

白山宿舎のコンΫリーτύΠϧがଧちࠐまれ、ύΠϧ周囲の土৕はѹࡡによるม੒࡞༻が認められた。

࿍ᅿ෴土にはएׯのম土ཻおよͼ୸化物、ఈ面には੺׊৭のম土がۇかに認められた。建物跡のচ面・

น面と΋明確にはଊえがたく、ιϑτϩーϜがϒϩοΫঢ়にࠞ在する堆積土から地山であるιϑτϩ

ーϜ土となる。ப穴とࢥわれるϐοτは、̔جがෆنଇに確認された（第 7 ਤ）。いͣれ΋ιϑτϩ

ーϜがϒϩοΫঢ়にࠞ在するচ面௚上で確認され、ܘ 20DN ʙ 25DN、ਂさ 20DN ʙ 50DN となる。
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・遺物

縄文土器は、98 号遺構から 147 ఺、遺構֎から 113 ఺のܭ 260 ఺出土した。遺構内の出土分෍

に分෍する（第޲は、土器・᛽と΋に遺構தԝ෦から南西ํ޲܏ 9 ਤ）。遺構֎の出土分෍޲܏は、

地ܗのࣼ܏にԠ͡て遺構から北ํ޲にかけてࢄ在する（第 13 ਤ）。

遺構内出土土器については 25 ఺（第 10 ਤ -1 ʙ第 11 ਤ -25）、遺構֎出土土器については 29 ఺（第

13 ਤ -1 ʙ第 14 ਤ -27）をࡌܝした。ࡌܝ֎の出土土器をؚめた 260 ఺の時期別内༁は、黒浜式（128

఺）、ऍՠಊ ;3 式（14 ఺）、Ֆ積下૚ʙೋπ໦式（2 ఺）、Ճી利 E 式（11 ఺）、堀೭内式（4 ఺）、

時期ෆ明（101 ఺）となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十嵐）

ग़౔౔ث（第 11・12 ਤ、第 14・15 ਤ、第 1 ද）

第 11 ਤ - ̍、̎は前期前൒のՖ積下૚ᶙ式ないしೋπ໦式にൺ定される土器で、いͣれ΋胎土に

ણҡをؚんでいる。1 はҟ原体Ӌঢ়縄文がԣ૸する土器で、内面には৚ࠟが؍察される。̎は原体側

面ѹࠟ文がݟられるがϞνーϑはෆ明である。

3 ʙ 21 は黒浜式にൺ定される一܈である。いͣれの土器΋胎土にણҡをؚんでいる。̏は಑෦ഁ

ยで、಑上൒෦には縄文ࢪ文がݟられ、಑下൒෦に体෦文༷ଳを΋つ。体෦文༷ଳには෯޿の൒ፊ஛

؅ঢ়޻۩によりԣઢ文がඳかれる。なお、ԣઢ文がࢪ文されるࢪ文Ҭには地文となる縄文はݟられな

い。͜の͜とから಑۶ۂ෦下のΈ、縄文の৚が௜ઢにஔ׵されている΋のと考えられる。体෦文༷ଳ

の上୺は器ܗม׵఺と֓Ͷ一கしており、಑上൒෦から口ԑ෦にかけて֎൓する器ܗとなる΋のとਪ

ଌされる。

4 は಑෦ഁยで、୯௜ઢにより֨子目文のඳかれる土器である。5 は಑෦ഁยで、൒ፊ஛؅ঢ়޻۩

によるฏ行௜ઢがݟられる。Ϟνーϑはෆ明である。

̒ʙ̔は୯અ縄文 L3 がԣ૸する一܈で、̒は口ԑ෦ഁย、̓と̔は಑෦ഁยである。̕ʙ 12 は

୯અ縄文 3L がԣ૸する一܈である。13 は前々ஈ൓೨の縄とΈられる縄文がॎ૸するݸ体である。

14 はແઅ縄文 L が、15 ʙ 18 はແઅ縄文 3 がԣ૸する一܈である。15 は上൒෦がࡲりফされたよ

うに縄文ࢪ文がݟられない。また、17 はແઅ縄文 3 の৚間にわͣかにઅがݟえる͜とからෟՃ৚縄

文 L3 ʴ 3 とした。19 は胎土にણҡをؚむແ文の土器ยである。

第 12 ਤ -20 と 21 は器面にີࡉなࡉۃのແઅ縄文ないし֋֪৚ઢঢ়の৚ઢがݟられるݸ体である。

胎土、内面調੔౳の特௃から黒浜式の一෦とした΋のの、ଞの土器より΋ણҡؚ༗量はগない。৚は

ඇৗにࡉかく、ר֋ないしີࡉな۳ࣃঢ়޻۩によりࢪ文されているՄೳੑ΋考えられる。

22 ʙ 25 は前期த葉のऍՠಊ ;3 式にൺ定される一܈である。いͣれの土器΋胎土にણҡをؚまͣ、

金Ӣ฼をؚむのが特௃である。22 ʙ 24 は胎土、文༷΋同一であり、同一ݸ体のՄೳੑ΋考えられる。

֎面はແઅ L の縄がॎ૸し、内面にはࢦ಄ѹࠟがݦ著にݟられる。25 はఈ෦ഁยで、胎土はણҡを

ؚまͣ、金Ӣ฼を多くؚんでおり、֎面には L の縄がॎ૸している。また、ఈ面にはΧシϫの葉の

໦葉ࠟがݟられるが、ࠟ跡のബくなる໦葉ࠟの຤୺には௜ઢで໦葉ࠟをなͧり、ڧ調する行ҝが؍察

される。͜れは、໦葉ࠟが୯なる製࡞時のࠟ跡ではなく、文༷ҙঊとしてࢪ文された͜とをࣔしてい

るとݴえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤）

縄文石器は、98 号遺構の東側۱からຏ石が 1 ఺出土した（第 12 ਤ -26）。長さ 11DN・෯ 6�4DN・

ॏさ 450H のѥԁ᛽のฏୱ面に摩໣ࠟ跡、୺෦にඍऑなᏏଧࠟ跡が認められる。
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遺構内からは土器ยとڞに小᛽が多数出土した。98 号遺構内において出土Ґஔを記録して取り上

͛たࢿྉが 72 ఺、出土Ґஔを記録せͣに取り上͛たࢿྉが 283 ఺で、合ܭ 355 ఺となる。石ࡐの

内༁は、࠭ؠ 218 ఺（61�）・νϟーτ 91 ఺（26�）・టؠ 15 ఺（4�）・҆山ؠ 14 ఺（̐ˋ）・ྲྀ

໲ؠ 7 ఺（2�）・᛽ؠ 7 ఺（2�）・ยຑؠ 2 ఺（1�）・ϗϧンϑΣϧス 1 ఺（ʵ）である。大きさは、

ʙ 1�9DN：28 ఺（8�）・ʙ 2�9DN：196 ఺（55�）・ʙ 3�9DN：77 ఺（22�）・ʙ 4�9DN：31 ఺（9�）・

ʙ 5�9DN：9 ఺（3�）・ʙ 6�9DN：10 ఺（3�）・7�0DN ʙ 4 ఺（1�）となり、3DN 以下の小᛽がա

൒を઎める。

　ॏ量について΋、ʙ 9H：206 ఺（58�）・ʙ 19H：94 ఺（26�）・ʙ 29H：21 ఺（6�）・ʙ 39H：

3 ఺（1�）・ʙ 49H：9 ఺（̏ˋ）・50H ʙ：22 ఺（6�）となり、9H 以下の小᛽がա൒を઎める。（五十嵐）

Ҩߏ֎ग़౔౔ث（第 14・15 ਤ、第 2 ද）

　縄文土器は、113 ఺が出土した。そのうち 29 ఺をਤ化しࡌܝした。

　第 14 ਤ - ̍から 21 は黒浜式にൺ定される一܈である。̍はਂുܗ土器のᰍ෦ഁยで、ོଳを࣋

つ。ོଳ上にはԡೀがݟられる。地文は୯અ縄文 3L がࢪ文されている。̎は൒ፊ஛؅ঢ়޻۩による

ฏ行௜ઢで文༷がඳかれるが、Ϟνーϑはෆ明である。̏は಑෦ഁยで、ແઅ縄文 L と୯અ縄文 L3

がそれͧれࣼ行する。̐΋಑෦ഁยで、ແઅ縄文 3 と୯અ縄文 3L がそれͧれԣ૸する。̑は୯અ縄

文 L3 のҟํࢪ޲文による่れたӋঢ়縄文がࢪ文される。̒ʙ̔は୯અ縄文 L3 がࢪ文される土器で、

̒と̓は L3 がԣ૸するが、̔はॎ૸する。̕は୯અ縄文 3L がࢪ文される土器で、಑෦ഁยである。

10 ʙ 20 はແઅ縄文 3 ないし L の縄がࢪ文される一܈である。10 と 11 はແઅ縄文 3 がԣ૸す

る಑෦ഁยであるが、ଞのແઅ縄文のࢪ文されている土器とൺֱして、縄のѹࠟがઙい΋のになる。

12 ʙ 16 はແઅ縄文 L がࢪ文される土器で、いͣれ΋಑෦ഁยである。14 は݁અされた L の縄でࢪ

文される΋ので、಑෦のுり出した෦分にあたる。15 は太い L の縄が࢖༻されࢪ文されるが、ഁย

上൒がຏりফされている。17 は口ԑ෦ഁยで、ฏԑであるが小ಥىが෇く。器面にはແઅ縄文 3 が

ԣ૸する。͜のଞ、12 はॎ、13、16、18、19 はԣํ޲のࢪ文となっている。21 はఈ෦ഁยで、֎

面には୯અ縄文 L3 がࢪ文される。

第 15 ਤ -22 ʙ 26・27 はՃી利̚式にൺ定される一܈である。22 は୯અ縄文 L3 をࢪ文した後に、

ོଳをషり෇け、またོଳにԊうように௜ઢがࢪ文され、ٯ 6 、ঢ়にਨ下する文༷がඳかれる。23ࣈ

24 は୯અ縄文 3L をࢪ文後、ؙ๮ঢ়޻۩による 2 ৚の௜ઢがਨ下される。25 は口ԑ෦ഁยで、ංް

する口ԑ෦に୯અ縄文 3L をࢪ文後に、ؙ๮ঢ়޻۩により上下のԣଳ区ըとなる௜ઢがࢪ文される。

27 はఈ෦ഁยで、器面は丁ೡにຏかれている。

　26・28・29 は堀೭内式にൺ定される一܈で、26 は堀೭内 1 式下北原ྨܕの಑෦ഁยである。28

と 29 は小ܕのਂുの಑෦ഁยと考えられる。28 はࠁΈོଳとそれにԊう୯௜ઢ、ຏফ縄文ଳがݟ

られる。29 はؙ๮ঢ়޻۩による୯௜ઢでඛܗないし三角ܗのϞνーϑがඳかれる΋のと考えられる。

また、͜ のؙ๮ঢ়޻۩による௜ઢにԊうようにࡉい௜ઢがあるが、文༷のׂ෇ઢであると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤）
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98号（ࠇ඿ॅډ） 1 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γ�క·Γ͋Γ3ܘ�DNιフトϩʔϜϒϩοΫ40�ɻ

౦੢ํ޲ηΫシϣϯ 2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1૚ΑΓࠇຯ͕͍ڧɻ

3 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ3ܘDNιフトϩʔϜϒϩοΫ30�ɻ1૚ʹࣅΔɻ

4 ৭׊ࠇ ೪ੑڧɻక·Γ͋Γɻ4ܘDNιフトϩʔϜϒϩοΫ・1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ10�ɻ

98号（ࠇ඿ॅډ）

ೆ๺ηΫシϣϯ

1 ৭׊

৭׊

৭׊

೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

98�1号ϐοト 1 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

2 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ಺༰物ͳ͠ɻ

98�2号ϐοト 1 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

2 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

98�3号ϐοト 1 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ上໘ʹ1ܘDNハʔυϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

98�4号ϐοト 1 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

2 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

3 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

98�5号ϐοト 1 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ3ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

98�6号ϐοト 1 ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNハʔυϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

98�7号ϐοト 1 ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻϥミφঢ়ʹ׊ࠇ৭౔ؚΉɻ

98�8号ϐοト 1 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

98号　࿍ᅿ 1 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·ΓڧɻシʔトύイルଧͪࠐΈʹΑΔม੒౔ɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ2ܘNNম౔ཻ・୸Խ物ยؚΉɻ

3 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNϩʔϜϒϩοΫ・ʹͿ͍੺׊৭ͷম౔ΛؚΉɻ

౔૚આ໌

��߸Ҩߏೆϕϧτஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ��߸Ҩߏ๺ϕϧτஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

��߸ҨߏுΓচஅ໘ʢ౦ΑΓʣ

��߸ҨߏҨ෺ग़౔ঢ়ଶʢ๺੢ΑΓʣ

� �

1�
B B`�����N

�

�

1�
C C`�����N

�

D D`�����N
1�

�

� �

1�
E E`�����N

�

1�

F F`�����N

�

1�

G G`������N

�

1�

H H`������N

�

1�

I I`������N

ʲ��߸Ҩߏʳ

ୈ 8ਤ　ೄจ࣌୅ͷҨߏʢ�2ɿ1/40ʣ

ᴷ 22 ᴷ



98号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

98号Ҩߏϐοτ1அ໘ʢೆ੢ΑΓʣ98号Ҩߏϐοτ1ʢ๺ΑΓʣ 98号Ҩߏϐοτ2அ໘ʢೆ౦ΑΓʣ98号Ҩߏϐοτ2ʢ๺੢ΑΓʣ

98号Ҩߏϐοτ3அ໘ʢೆ੢ΑΓʣ98号Ҩߏϐοτ4அ໘ʢೆ੢ΑΓʣ 98号Ҩߏϐοτ5அ໘ʢ๺੢ΑΓʣ98号Ҩߏϐοτ5ʢ๺ΑΓʣ

98号Ҩߏϐοτ6அ໘ʢ๺੢ΑΓʣ98号Ҩߏϐοτ6ʢ๺౦ΑΓʣ 98号Ҩߏϐοτ7அ໘ʢ๺੢ΑΓʣ98号Ҩߏϐοτ7ʢ๺౦ΑΓʣ

98号Ҩߏϐοτ8அ໘ʢೆ੢ΑΓʣ98号Ҩߏϐοτ8ʢ๺౦ΑΓʣ 98号Ҩߏ࿍அ໘ʢೆΑΓʣ 98号Ҩߏ࿍ʢ๺ΑΓʣ
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ਤ൛番号 出土
遺構 時期 式ܕ 器種 ෦Ґ ॏ量

	H
 胎土 ম੒ 文༷ʗ調੔
৭調

内面 ֎面

第 11 ਤ 1 98 号 前期前൒ Ֆ積下૚ʙ
ೋπ໦式 ਂു ಑෦ 39�7 ણ ҡ、 Ӣ ฼、 ᒵ ৭ ス

コリΞ ෆྑ 上൒は縄文 L3（Ϥコ）、下൒は 0 ஈ多৚
3L	 タς 
 ʗ内面৚ࠟʴϛガΩ 10:32�2 10:33�2

第 11 ਤ 2 98 号 前期前൒ Ֆ積下૚ʙ
ೋπ໦式 ਂു ಑෦ 22�1 ણ ҡ、 Ӣ ฼、 ᒵ ৭ ス

コリΞ ෆྑ 縄文 3（Ϥコ）ˠ下෦に原体側面ѹࠟ文ʗ
内面φσ 5:35�4 5:36�8

第 11 ਤ 3 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 161�8 ણҡ、ᒵ৭スコリΞ ෆྑ 縄文 L（Ϥコ）ˠ൒裁஛؅ঢ়޻۩によるԣ
ઢ文ʗ内面ϛガΩ 7�5:32�2 7�5:36�6

第 11 ਤ 4 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു 口ԑ
෦ 12�1 ણҡ、Ӣ฼ ෆྑ ֨子目文ʗ内面φσ 2�5:35�8 2�5:35�6

第 11 ਤ 5 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 17�1 ણҡ ෆྑ ൒裁஛؅ঢ়޻۩による௜ઢʗ内面ϛガΩ 7�5:36�6 7�5:32�1

第 11 ਤ 6 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു 口ԑ
෦ 141�0 ણ ҡ、 Ӣ ฼、 ᒵ ৭ ス

コリΞ ී௨ 縄文 L3（Ϥコ）ʗ内面ϤコϛガΩ 10:35�6 10:36�6

第 11 ਤ 7 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 61�1 ણҡ、Ӣ฼、石ӳ ෆྑ 縄文 L3（Ϥコ）ʗ内面ϛガΩ 10:35�4 10:33�3

第 11 ਤ 8 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 57�8 ણ ҡ、 白 ৭ ཻ 子、 ᒵ
৭スコリΞ ී௨ 縄文 L3（Ϥコ）ʗ内面ϛガΩ 7�5:33�4 7�5:36�6

第 11 ਤ 9 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 16�9 ણҡ、Ӣ฼ ී௨ 縄文 3L（Ϥコ）ʗ内面φσ 10:36�3 10:32�2
第 11 ਤ 10 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 27�3 ણҡ、Ӣ฼ ී௨ 縄文 3L（Ϥコ）ʗ内面φσ 10:36�4 10:34�4

第 11 ਤ 11 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 17�9 
ણ ҡ、 ν ϟ ー τ、 白
৭ཻ子、ᒵ৭スコリ
Ξ

ෆྑ 縄文 3L（Ϥコ）ʗ内面φσ 5:35�6 5:33�4

第 11 ਤ 12 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 39�9 ણҡ、Ӣ฼ ී௨ 縄文 3L（Ϥコ）ʗ内面ϤコϛガΩ 7�5:35�6 7�5:34�4

第 11 ਤ 13 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു 口ԑ
෦ 11�1 ણҡ、ᒵ৭スコリΞ ී௨ 前々ஈ൓೨ 3L（タς）ʗ内面ϤコϛガΩ 7�5:33�3 7�5:35�4

第 11 ਤ 14 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു 口ԑ
෦ 13�0 ણҡ ී௨ 縄文 L ʗ内面φσ 5:35�6 5:35�8

第 11 ਤ 15 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 43�8 ણҡ、Ӣ฼ ී௨ 縄文 3（Ϥコ）ʗແ文ଳありʗ内面Ϥコϛ
ガΩ 5:34�8 5:34�8

22

23

27

26

28 29

24 25

0 10Dm1/3
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ਤ൛番号 出土
遺構 時期 式ܕ 器種 ෦Ґ ॏ量

	H
 胎土 ম੒ 文༷ʗ調੔
৭調

内面 ֎面

第 11 ਤ 16 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 68�2 ણ ҡ、 黒 ৭ ཻ 子、 ᒵ
৭スコリΞ ී௨ 縄文 3（Ϥコ）ʗ内面ϤコϛガΩ 10T36�3 10:32�1

第 11 ਤ 17 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 13�8 ણ ҡ、 Ӣ ฼、 ᒵ ৭ ス
コリΞ ෆྑ ෟՃ৚縄文 L3 ʴ 3（Ϥコ）ʗ内面ϛガΩ 10:32�3 10:35�4

第 11 ਤ 18 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 21�6 ણҡ ී௨ 縄文 L（Ϥコ）ʗ内面৚ࠟʴϛガΩ 5:33�2 5:36�6
第 11 ਤ 19 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 13�3 ણҡ ෆྑ ແ文ʗ内面φσ 5:34�4 5:36�6

第 12 ਤ 20 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 30�7 ણҡ、Ӣ฼、νϟーτ、
黒৭ཻ子 ෆྑ ֋֪৚ࠟঢ়৚ઢないしࡉۃのແઅ縄文ʗ

内面φσ 5:36�8 5:34�6

第 12 ਤ 21 98 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 14�5 ણ ҡ、 石 ӳ、 白 ৭ ཻ
子 ෆྑ ֋֪৚ࠟঢ়৚ઢないしࡉۃのແઅ縄文ʗ

内面φσ 5:35�6 5:33�2

第 12 ਤ 22 98 号 前期த葉 ऍՠಊ ;3 式 ਂു ಑෦ 48�2 金 Ӣ ฼、 石 ӳ、 白 ৭
ཻ子 ී௨ 縄文 L（タς）ʗ内面ࢦ಄ԡѹ 2�5:34�4 2�5:34�6

第 12 ਤ 23 98 号 前期த葉 ऍՠಊ ;3 式 ਂു ಑෦ 35�2 金 Ӣ ฼、 石 ӳ、 白 ৭
ཻ子 ී௨ 縄文 L（タς）ʗ内面ࢦ಄ԡѹ 2�5:34�4 2�5:34�4

第 12 ਤ 24 98 号 前期த葉 ऍՠಊ ;3 式 ਂു ಑෦ 17�5 金 Ӣ ฼、 石 ӳ、 白 ৭
ཻ子 ී௨ 縄文 L（タς）ʗ内面ࢦ಄ԡѹ 5:35�4 5:35�6

第 12 ਤ 25 98 号 前期த葉 ऍՠಊ ;3 式 ਂു ఈ෦ 158�8 金 Ӣ ฼、 石 ӳ、 黒 ৭
ཻ子、白৭ཻ子 ී௨ 縄文 3（Ϥコ）ʴ縄文 3（タς）ʗఈ面

໦葉ࠟ（Χシϫ） 5:34�4 2�5:35�6

ਤ൛番号 出土
遺構 時期 式ܕ 器種 ෦Ґ ॏ量

	H
 胎土 ম੒ 文༷ʗ調੔
৭調

内面 ֎面

第 14 ਤ 1 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 36�2 ણҡ、Ӣ฼、黒৭ཻ子、ᒵ
৭スコリΞ ී௨ 縄໲ 3L（Ϥコ）ʗԡѹོଳʗ内面

ϤコϛガΩ 7�5:36�4 7�5:37�3

第 14 ਤ 2 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 20�9 ણҡ、ᒵ৭スコリΞ ෆྑ ฏ行௜ઢʗ内面ϛガΩ 5:34�4 2�5:34�6

第 14 ਤ 3 195 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 35�6 ણҡ、Ӣ฼ ී௨ 縄文 L（タς）ʴ縄文 L3（タς）
ʗ内面φσ 5:37�4 5:36�8

第 14 ਤ 4 214 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 59�4 ણҡ、黒৭ཻ子 ී௨ 縄文 3	 Ϥコ 
� 縄文 3L（Ϥコ）ʗ
内面Ϥコφσ 5:36�6 5:35�4

第 14 ਤ 5 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 28�1 ણҡ、Ӣ฼、ᒵ৭スコリΞ ී௨ ॎҐのඇ݁ଋӋঢ়縄文（L3 タςʴ
Ϥコ）ʗ内面φσ 7�5:34�3 7�5:34�6

第 14 ਤ 6 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 32�3 ણҡ、ᒵ৭スコリΞ ෆྑ 縄文 L3（Ϥコ）ʗ内面上෦φσʴ
下෦ϤコϛガΩ 7�5:33�2 7�5:35�4

第 14 ਤ 7 247 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 27�5 ણҡ、白৭ཻ子 ී௨ 縄文 L3（Ϥコ）ʗ内面Ϥコφσ 7�5:35�4 7�5:36�6
第 14 ਤ 8 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 23�9 ણҡ、ᒵ৭スコリΞ ී௨ 縄文 L3（タς）ʗ内面Ϥコφσ 5:35�4 5:36�8
第 14 ਤ 9 207 号 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 19�4 ણҡ、白৭ཻ子 ී௨ 縄文 3L（Ϥコ）ʗ内面φσ 5:36�8 5:35�5

第 14 ਤ 10 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 17�7 ણҡ、白৭ཻ子、ᒵ৭スコ
リΞ ී௨ 縄文 3（タς）ʗ内面φσ 5:35�6 5:36�6

第 14 ਤ 11 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 25�3 ણҡ、Ӣ฼、ᒵ৭スコリΞ ී௨ 縄文 3（タς）ʗ内面Ϥコφσ 7�5:34�4 7�5:35�6
第 14 ਤ 12 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 30�9 ણҡ、Ӣ฼、ᒵ৭スコリΞ ී௨ 縄文 L（タς）ʗ内面φσ 5:36�4 5:35�6

第 14 ਤ 13 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 17�7 ણҡ、Ӣ฼、ᒵ৭スコリΞ ී௨ 縄文 L（Ϥコ）ʗ຤୺݁અありʁ
ʗ内面ϛガΩ 2�5:32�1 2�5:35�6

第 14 ਤ 14 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 20�5 ણҡ、Ӣ฼ ී௨ 4 ঢ়݁અ縄文ࣈ L（Ϥコ）ʗ内面ϛ
ガΩ 7�5:35�6 7�5:37�8

第 14 ਤ 15 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 15�1 ણҡ、Ӣ฼ ී௨ 縄文 L（タς）ʗແ文ଳありʗ内
面ϤコϛガΩ 5:33�1 5:36�6

第 14 ਤ 16 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 38�6 ણҡ、Ӣ฼、ᒵ৭スコリΞ ී௨ 縄文 L（タς）ʗ内面タςφσ 7�5:36�4 7�5:36�4

第 14 ਤ 17 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു 口ԑ
෦ 32�3 ણҡ、Ӣ฼ ී௨ 縄文 3（Ϥコ）ʗ口ԑ෦に小ಥى

ありʗ内面Ϥコφσ 10:36�6 10:36�6

第 14 ਤ 18 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 25�7 ણҡ、黒৭ཻ子 ී௨ 縄文 3（Ϥコ）ʗ内面Ϥコφσ 5:36�8 5:36�4
第 14 ਤ 19 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 24�1 ણҡ ී௨ 縄文 3（Ϥコ）ʗ内面Ϥコφσ 5:36�8 5:36�4
第 14 ਤ 20 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ಑෦ 43�5 ણҡ、ᒵ৭スコリΞ ී௨ 縄文 3（Ϥコ）ʗ内面タςφσ 10:36�4 10:35�6
第 14 ਤ 21 แؚ૚ 前期த葉 黒浜式 ਂു ఈ෦ 61�9 ણҡ、Ӣ฼、白৭ཻ子 ෆྑ 縄文 L3（Ϥコ）ʗఈ෦֎面φσ 7�5:32�1 7�5:36�6

第 15 ਤ 22 แؚ૚ த期後葉 Ճી利
E3 式 ਂു ಑෦ 100�2 Ӣ฼、黒৭ཻ子、ᒵ৭スコ

リΞ ී௨ 縄文 L3（タς）ˠ௜ઢʗ内面φσ 2�5:36�6 7�5:37�3

第 15 ਤ 23 แؚ૚ த期後葉 Ճી利
E3 式 ਂു ಑෦ 54�2 Ӣ฼、ᒵ৭スコリΞ ޷ྑ 縄文 3L（タς）ˠॎҐ 2 ৚ 1 ૊

の୯௜ઢʗ内面ϤコϛガΩ 2�5:34�6 2�5:34�4

第 15 ਤ 24 แؚ૚ த期後葉 Ճી利
E3 式 ਂു ಑෦ 46�9 Ӣ฼、白৭ཻ子、ᒵ৭スコ

リΞ ී௨ 縄文 3L（タς）ˠॎҐ 2 ৚ 1 ૊
の୯௜ઢʗ内面ϤコϛガΩ 2�5:34�6 2�5:35�6

第 15 ਤ 25 2 号 த期後葉 Ճી利
E4 式 ਂു 口ԑ

෦ 25�7 ᒵ৭スコリΞ ී௨ 縄文 3L（Ϥコ）ˠԣҐのฏ行௜ઢ
ʗ内面ϛガΩ 10:37�3 7�5:36�6

第 15 ਤ 26 19 号 後期前葉 堀೭内
式 ਂു ఈ෦ 155�9 Ӣ฼、ᒵ৭スコリΞ ޷ྑ ௜ઢʗ内面ϤコϛガΩ 5:36�6 5:34�3

第 15 ਤ 27 แؚ૚ த期後葉 Ճી利
E 式 ਂു ఈ෦ 111�97 ᒵ৭スコリΞ ී௨ ແ文ʗ立ち上がりϛガΩʗఈ෦֎

面ϛガΩ 5:36�4 2�5:36�6

第 15 ਤ 28 5・6・7 号 後期前葉 堀೭内
式 ਂു ಑෦ 22�5 Ӣ฼、石ӳ、ᒵ৭スコリΞ ޷ྑ 縄文 3（タς）ˠԣҐのฏ行௜ઢ

ʴࠁ目ོଳʗ内面ϛガΩ 7�5:37�4 7�5:37�3

第 15 ਤ 29 แؚ૚ 後期前葉 堀೭内
式 ਂു ಑෦ 18�6 Ӣ฼、ᒵ৭スコリΞ ޷ྑ ฏ行௜ઢʗ内面ϛガΩ 7�5:34�3 7�5:37�4

ᶙ　遺構と遺物

第 2 ද　遺構֎出土縄文土器ࢿࡌܝྉ
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2　近世̍面

　堀 1 上水路、（をؚむ܈൘石）ج 4 井戸、ج 2 ෇ઃ土坑）ج 2 をؚむ）、溝ج 1 土坑、ج 34 、ج

ϐοτ 41 ܭのج 86 遺構を近世̍面とした（第 14 ਤ）。

ʲງʳ

1号Ҩߏʢ఼ޚງʣ <$-3ŋ4, %-3ŋ4, E-3 ʙ 7, '-4 ʙ 7、(-5 ʙ 7>（̍区・̎区）

・遺構（第 16 ʙ 19 ਤ）

　北東ํ޲に面した֎ԑ෦（北西ʵ南東）が 14N、北西ํ޲に面した֎ԑ෦（北東ʵ南西）が 24N

確認された。北西の֎ԑ෦の南西୺෦は 44 号遺構（近世̎地下室）によって 2N ΄どଛյをडけて

いる。北東֎ԑと北西֎ԑは௚角に۶ۂするのではなく、΍΍Ӷ角である 85°をなす。たͩఈ面にお

ける法面との۶ۂઢは、΄΅௚角をఄしており、ࠓճの調査区෦分に関してݴえば北東法面の上ԑと

下ԑではฏ行ੑがอたれていない。

　ຊ地఺から南東に 250N ΄ど཭れたʮ日ຊۜ行ຊళ原町家଒ྈ地఺ʯ（東京都埋蔵文化財センター

2020）では、ϩーϜ上面での御殿堀上୺෯が 14N から 14�5N ΄ど、ఈ面෯が 7N から 7�5N ΄ど

となる。ຊ地఺において΋同ఔ౓のن໛であるとするならば、内ԑ෦の上୺はちょうど調査区南東෦

෇近にҐஔする͜とになる。内ԑ෦のఈ面୺は、ࠓճの調査区ൣ囲にぎりぎりでかかるかどうかとい

う૝定となるが、ࠓճの調査区から御殿堀の内側法面に関するஹީを認める͜とはできなかった。

　ఈ面からの法面のڼ角は、おおむͶ 33°から 35°であり、ʮ日ຊۜ行ຊళ原町家଒ྈ地఺ʯと同༷

である。

　ఈ面のඪ高஋は、21�4N で、上面（ϩーϜ૚上面）のඪ高஋は 24�1N で、御殿堀のਂさは 2�7N

ʙ 3N ΄どとなる。ʮ日ຊۜ行ຊళ原町家଒ྈ地఺ʯにおけるఈ面のඪ高஋は 20�6N で、ຊ地఺との

落ࠩは 0�8N でࣼ܏཰は 0�3 となり、ຊ地఺からʮ日ຊۜ行ຊళ原町家଒ྈ地఺ʯに޲けて؇΍かに

。しているࣼ܏

　御殿堀の北西法面には、北西ํ޲から御殿堀に஫ぎࠐむようなܗで̏ຊの上水路がݟ出された。南

西から 19 号遺構、51 号遺構、70 号遺構である。それͧれ溝ఈ面のඪ高஋がҟなり、最΋高Ґの上

水路が 51 号遺構で御殿堀に開口している෦分で 23�5N、࣍に 51 号遺構から北東に 8N ΄どにҐஔ

する 70 号遺構で 22�8N、ߋに 51 号遺構から南西に 3N ΄どにҐஔする 19 号遺構で 21�8N となる。

51 号遺構と 19 号遺構は御殿堀北西֎ԑにରして΄΅௚ަしているが、70 号遺構は΍΍西北西ʵ東

南東に 、いている。それͧれの溝ఈ面レϕϧのҧいは、構築された時期のҧいをදわしており܏7°

高Ґの 51 号遺構から 70 号遺構、そして 19 号遺構と̎౓の࡞りมえがなされたのではないかとਪ

ଌする。以下 51 号遺構をʮ上水路 -1ʯ、70 号遺構をʮ上水路 -2ʯ、19 号遺構をʮ上水路 -3ʯとする。

それͧれ上水路の開口෦分௚下の法面においてྲྀ下に伴うݦ著なଛ໣は認められͣ、Կらかの支え構

଄を༗しながら໦ඉが଺水෦分までಥ出していたのではないかとਪଌされる。

　御殿堀法面には上面と堀のఈ面をঢ降するためのスςοϓをࠁんͩࢪઃが̏ج確認された（第

17・19 ਤ）。ঢ降ࢪઃ -" は、19 号遺構（上水路 -3）の開࡟Ґஔから南ํ޲におよそ 4N の長さで

北西法面のதҐまで確認された。ঢ降ࢪઃ -# は、北西法面と北東法面の۶ં఺から南ํ޲におよそ
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ᶙ　遺構と遺物

1/2000 5m
3

4

6

8

9

C

B

D

E

F

H

I

J

21

7

G

5

177号

179号 174号178号

176号
175号

172号

247号
243号

240号

236号
227号

214号

208号
207号

206号

198号

218号

188号

183号

166号

164号

145号

143号

118号

115号

70号

60号

55号

51号

45号

41号

38号

20号

19号

18号

1号

๷Րਫ૧

57号

192号 195号

186号

230号

229号

226号

222号

237号

235号

232号

231号

228号

225号

224号

223号

���߸

197号

196号191号
187号

185号

184号

182号

156号

119号

117号

116号

114号

105号

104号

103号
102号

101号

80号

79号
78号

77号

76号

75号

63号

62号

61号

59号

58号

56号

54号

52号

24号



ᴷ 32 ᴷ

6�5N の 長さで北東法面の΍΍下Ґまで確認された。ঢ降ࢪઃʵ $ は北西法面と北東法面が۶ંする

ંઢに上面から΄΅ఈ面までおよそ 7N の長さで確認された。最上Ґの 1N ༨りは、98 号遺構（縄

文建物跡）による黒৭土૚が堆積しており、その෦分についてはわ͟わ͟ϩーϜϒϩοΫをషり෇け

てスςοϓをܗ੒している。

　土૚の堆積は、ʮ日ຊۜ行ຊళ原町家଒ྈ地఺ʯ（東京都埋蔵文化財センター 2020）などで確認さ

れているように、御殿堀の内ԑํ޲から֎ԑํ޲に޲けてࣼめにϩーϜϒϩοΫ土と黒৭土がޓ૚を

なして堆積している。すなわち御殿廃ઈ後に内側から֎側に޲けて埋め໭されたঢ়ଶをࣔす。たͩし

ఈ面から 40 ʙ 50DN は、೪土૚と࠭૚の水ฏ堆積をࣔす。しかしそうしたঢ়ଶがશ体に認められる

のではなく、ある෦分では֧፩されたঢ়ଶをࣔす。御殿堀が଺水して機ೳしていた当時の堆積物とΈ

なされるが、෦分的にはྲྀ水のӨڹがٴんでいたのͩΖう。͜うした෦分については、水ฏ堆積をࣔ

す෦分をબんで、̎ 箇所から土৕αンϓϧを࠾取して߭物およͼ植物ࢎܔ体化石の分析を行なった（第

ᶚষ 第 4 અʮ原町西遺跡における堆積物の特௃と࢈出した植物ࢎܔ体化石ʯ304-308 ทࢀর）。

・遺物（第 49 ʙ 51 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（141 ఺）・29）ࡼ ఺）・ു（6 ఺）・֖（6 ఺）・ᆵ（1 ఺）・ළ（10 ఺・）・

෹൧器（1 ఺）・߳࿍（4 ఺）・֖物（3 ఺）・ෆ明（5 ఺）、陶器の࿸（62 ఺）・24）ࡼ ఺）・ു（4 ఺）・

֖（1 ఺）・ᙈ（6 ఺）・ළ（37 ఺）・水஫（3 ఺）・߳࿍（2 ఺）・Ꭼു（36 ఺）・ᱻ水ೖれ（1 ఺）・

土ළ（2 ఺）・౮明ड3）ࡼ ఺）・౮明1）ࡼ ఺）・փਧ（1 ఺）・ෆ明（8 ఺）、土器の植໦ു（1 ఺）・

Րു（8 ఺）・ᖿᖻ（20 ఺）・মԘᆵ（1 ఺）・মԘᆵ֖（1 ఺）・土製品（2 ఺）・ϛχνϡΞ（1 ఺）・

五徳（1 ఺）・Րೖれ（1 ఺）・ෆ明（15 ఺）である。　　

　陶磁器の࣮ଌࢿྉは、磁器の࿸（第 49 ਤ -1 ʙ 3、4：ఈ෦໏ʮએ明ʯ、5：ఈ෦໏角࿮ᝰ書、第

50 ਤ -6：છ෇࿸の内֎面に同༷の໲༷）、ു（第 49 ਤ -8：ʮએ明年製ʯ）、੨磁ു（水൫Χ）（第 50

ਤ -5：人物ܗ೺ख）、ࡼ（第 49 ਤ -6・7）、߳࿍（第 49 ਤ -10）、࿸֖（第 49 ਤ -9）、陶器の࿸（第

49 ਤ 第）ࡼ、（12・11- 49 ਤ -14）、ᱻ水ೖれ（第 49 ਤ -13）、౮明डࡼ（第 49 ਤ -15）である。

ࣸ真ࢿྉは、磁器の࿸（第 50 ਤ -2・3：໏）、陶器の࿸（第 49 ਤ -17・第 50 ਤ -1：ؙ࿮ᝰࡼ、（ࠁ

（第 49 ਤ -18：ؙ࿮ᝰࠁ）、֖物֖（第 50 ਤ -4：೾文）である。第 49 ਤ -5・第 50 ਤ -5・6 は、த

年代については、第ᶛষにおいてʮ小石川御殿堀（̍号࡞われる。ຊ遺構出土の陶磁器の製ࢥと࢈ࠃ

遺構）෴土出土陶磁器の֓要ʯ（319-321 ทࢀর）として記されている。

　‘ かわらけ ’（第 49 ਤ -16）の૯数は、388 ఺（1,065H）で、最小ݸ体数は 12 ఺である。

　土製品は、人ܗ（第 50 ਤ -7）である。

　金属製品は、મ՟が 26 ຕである。古׮Ӭは 5 ຕ（第 50 ਤ -8 ʙ 12）、৽׮Ӭは 21 ຕ（第 50

ਤ -13・14：ʮ文ʯ、15 ʙ 20、21・22：ʮ文ʯ、23 ʙ 30）である。Ԏ؅は、ٵ口が 2 ఺（第 50 ਤ

-31、32）出土した。その΄かʮଳঢ়のಔ製品ʯ（第 51 ਤ -1）が出土した。複数のమఝ（第 51 ਤ

-8）が出土している。

　ガラス製品は、྆୺෦がܽଛするԫ৭のᝓ（第 51 ਤ -2）である。

・෦ࡐ

　෦ࡐとしては、ݢฏ瓦（第 51 ਤ 瓦（第ؙݢ、（3- 51 ਤ -5、6）、ؙ瓦（第 51 ਤ -4）である。෦

である瓦をస༻した౐石（第ࡐ 51 ਤ -7）は、側面とදཪ面にݚຏࠟ跡が認められる。
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ᶙ　遺構と遺物
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土૚આ明
1号（東น） 1 黒׊৭ ೪ੑܽく。కまり΍΍ܽく。ʮࢼ掘坑4ʯ埋土。

2 ৭׊҉ ೪ੑܽく。కまり΍΍ܽく。近ݱ代埋土。

3 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりあり。Ϟϧタϧยなど近ݱ代遺物ؚむ。

4 ৭׊ ೪ੑܽく。కまりڧ。ϩーϜ土主体。

5 ৭׊҉ۃ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりあり。

6 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ܽく。కまり΍΍ܽく。

7 ৭׊҉ ೪ੑܽく。కまりܽく。1ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

8 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。近世遺物แؚ૚。

9 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3�。

10 ৭׊҉ ೪ੑܽく。కまりあり。1ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

11 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり3ܘ。ڧDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

12 ৭׊ ೪ੑあり。కまりڧ。ϋードϩーϜ主体。白৭೪土ϒϩοΫ・瓦ยؚむ。

13 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり5-1ܘ。ڧDN明ԫ׊৭೪土ϒϩοΫ10�・3-2ܘDNϩーϜϒϩοΫ3�。

14 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。上൒෦はϩーϜϒϩοΫ主体、下൒෦は黒৭土主体。

15 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。ϩーϜϒϩοΫ主体。瓦ยڽ集ϒϩοΫあり。

16 明׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。ϩーϜ土の再堆積。8-3ܘDNϩーϜϒϩοΫ・3-1ܘDN白৭೪土ϒϩοΫؚむ。

17 ৭׊҉ۃ ೪ੑܽく。కまりܽく。黒৭土主体。2-1ܘDNϩーϜϒϩοΫ・3ܘDNփ白৭೪土ϒϩοΫ・࣭࠭土ؚむ。

18 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまり΍΍ܽく。8-1ܘDNϩーϜϒϩοΫ・1ܘDNփ白৭೪土ϒϩοΫؚむ。黒৭土主体。

19 ৭׊ ೪ੑあり。కまりあり。8-2ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ೪土૚。

20 ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。5-3ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

21 ৭׊ ೪ੑあり。కまりあり。ϩーϜ土主体。

22 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。3ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

23 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりܽく。

24 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ܽく。కまり΍΍ܽく。

25 2号土坑෴土。‘かわらけ ’ ย・土玉大量にؚむ。

26 ৭׊ ೪ੑあり。కまりなし。΍΍ૈཻ。5-3ܘDNϩーϜϒϩοΫ主体。

27 ৭׊ ೪ੑܽく。కまりܽく。15-1ܘDNϩーϜϒϩοΫ60�。

28 黒׊৭

黒׊৭

೪ੑڧ。కまりあり。8-2ܘDNϩーϜϒϩοΫ・5-1ܘDNփ白৭೪土ϒϩοΫؚむ。

29 ৭׊ ೪ੑあり。కまりあり。8-2ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

30 ৭׊҉ ೪ੑڧ。కまりあり。࣭࠭土のラϛφをؚむ೪土૚。ࣼ面෦で一෦࠭૚と೪土૚のラϛφが᧞ۂ。

31 黒׊৭ ೪ੑܽく。కまりܽく。10-1ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

32 ৭׊҉ ೪ੑܽく。కまりܽく。5-3ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

33 黒׊৭ ೪ੑܽく。కまりܽく。5-3ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

34 黒׊৭ ೪ੑܽく。కまりܽく。10-1ܘDNϩーϜϒϩοΫؚむ。

35 ҉Φリーϒ׊৭ʙ黒׊৭ （೪土૚）ʙ黒׊৭（࠭૚）それͧれがラϛφをఄする。

36 ৭׊ ೪ੑあり。కまりڧ。ϩーϜ土およͼ׊৭。೪ੑڧ。కまりあり。೪土૚がࠞ在。

37 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。ιϑτϩーϜ主体。

38 ৭׊ ೪ੑあり。కまりあり。ϩーϜ土主体。

1号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ1号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

・ࣗવ遺物

　αβΤが 3 ఺出土した。

18 号Ҩߏ（൘石܈）　<%-4>（̍区）

・遺構（第 20 ਤ）
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1号�% 1 ৭׊ࠇ

1

2

৭׊ࠇ

৭೪ੑ・క·Γ͋Γɻ3�5ܘDN೪౔ϒϩοΫ30�ɻ

1号�$ ೪ੑܽ͘ɻక·Γܽ͘ɻ1�5ܘDN࠭ར・᛽30�ɻ

৭׊ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ3�5ܘDNϩʔϜϒϩοΫ50�ɻ

3 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

4 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�3ܘDNϩʔϜϒϩοΫ40�ɻ

5 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ2�3ܘDN׊ࠇ৭೪౔ϒϩοΫ30�ɻࣼ࿏෴౔ɻ
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　19 号遺構の出水口に、൘石が 3 ຕॏなって出土した。൘石̍（107DN ʷ 36DN ʷ 10DN：95�5LH）は、

൘石̎（102DN ʷ 35DN ʷ 10DN：79�9LH）およͼ൘石̏（92DN ʷ 30DN ʷ 9DN：54�1LH）の上に一

෦をॏͶてࡌせられている。൘石̍の長࣠は΄΅南北、൘石̎は北東ʵ南西、൘石̏は北西ʵ南東となる。

ฏ面ܗは、൘石 1 をఈลに൘石̎と൘石̏が΄΅௚ަする三角ܗঢ়をఄする。൘石̏の上には、口ԑ෦

とఈ෦をܽଛする੨磁Ֆೖ（第 52 ਤ -1）がԣ౗しになって出土した（8 ท：ࣸ真 -14, 85 ท：ࣸ真 -1）。

・遺物（第 52 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（20 ఺）・ළ（1 ఺）・֖ 物（1 ఺）・Ֆළ（Ֆೖ：1 ఺）、陶器の࿸（3 ఺）・8）ࡼ

఺）・ു（3 ఺）・ළ（4 ఺）・合子（1 ఺）・土ළ（1 ఺）・փਧ（1 ఺）、土器のՐു（2 ఺）・ᖿᖻ（1

఺）である。

　磁器は、੨磁のՖೖ（த෥：第 52 ਤ -1）である。தࠃでは口ᰍ෦とج෦が࿙ేঢ়に޿がり、಑෦

にٿঢ়の๲らΈを࣋つՖೖについては、ʮՖ᧻ʯあるいはʮଚܗළʯとݺばれている（٢෌ 2015）。

ఈ෦と口ԑ෦をܽଛする。

　陶器は、京都・৴ָ࢈の合子（第 52 ਤ -2）である。土器は、‘ かわらけ ’7 ఺（8H）である。

　金属製品は、મ՟が 15 ຕである。古׮Ӭは、2 ຕ（第 52 ਤ -3、4）、৽׮Ӭが 13 ຕ（第 52 ਤ -5 ʙ 8、9・

10：2 ຕ෇着、11、12、13：2 ຕ෇着、14）である。Ԏ؅は、أटが 1 ఺（第 52 ਤ 口がٵ、（15-

1 ఺（第 52 ਤ -16）出土した。

ʲ্ਫ࿏ʳ

19 号Ҩߏʢઍ઒্ਫ �3ʣ　<%-3ŋ4, E-2ŋ3>（̍区）

・遺構（第 21 ʙ 23 ਤ）

　調査区南西෦において北西から南東の 1 号遺構（御殿堀）に޲けてྲྀれࠐむ上水路である。13�9N
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ᶙ　遺構と遺物

ʷ 132DN ʷ 232DN で、தԝ෦において 2N ऑのτンωϧ構଄をなす。御殿堀΁の஫ぎ口には、18

号遺構（൘石܈）がଘ在する。

・遺物（第 52・53 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（57 ఺）・3）ࡼ ఺）・֖（1 ఺）・ළ（6 ఺）、陶器の࿸（52 ఺）・3）ࡼ ఺）・

ു（2 ఺）・ᙈ（2 ఺）・ළ（12 ఺）・߳࿍（5 ఺）、土器のՐു（1 ఺）である。

磁器は、ᆀ（第 52 ਤ -18）、࿸（第 52 ਤ 。ʯ、20：໏）である˘˘ݩΈ໏ʮಓࠐݟ：19-

陶器は、࿸（第 52 ਤ -21）、三଍の߳࿍（第 52 ਤ -22）である。

　‘ かわらけ ’ は、26 ఺（162H）である。

　金属製品は、મ՟では৽׮Ӭ 2 ຕ（第 52 ਤ -23、24）である。Ԏ؅は、أट（第 52 ਤ -25）1

఺である。その΄かమఝが 199 ఺出土した。໦ඉに伴うसఝは、出土地఺を記録した΋ので 80 ఺出

土した（第 22 ਤ）。10DN から 30DN、྆側の෯は 50DN の間ִで出土している。出土地఺を記録し

た 80 ఺の内༁は、12）ܗ׬ ఺）・಄෦ܽଛ（7 ఺）・த間෦ܽଛ（5 ఺）・຤୺෦ܽଛ（49 ఺）・಄

෦およͼ຤୺෦ܽଛ（7 ఺）となる。ܗ׬ 12 ఺のฏۉ長は、159NN で五ੇ༨りである。出土地఺

を記録できなかった΋のが、119 ఺ある（第 53 ਤ）。

　磁器୺൓࿸（第 52 ਤ -19）は 19 世紀前൒の製品で、後世のࠞೖとࢥわれる。 

51 号Ҩߏʢઍ઒্ਫ �1ʣ　<E-3ŋ4, '-2ŋ3>（̍区・3-5 区）

・遺構（第 24 ਤ）

　調査区北西ԑから 1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑにかけて、557DN ʷ 45DN ʷ 35DN、長࣠は北西

ʵ南東となる。̍区と 3-5 区の̎ճに分けて調査した。北東側については、一෦޿がりを༗する。మ

ఝなどは、出土しなかった。

・遺物（第 54 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（29 ఺）・7）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・֖（1 ఺）・ළ（3 ఺）・ߚழ口（1 ఺）、

陶器の࿸（18 ఺）・2）ࡼ ఺）・ു（8 ఺）・ᙈ（17 ఺）・ළ（11 ఺）・土ು（1 ఺）・Ꭼു（2 ఺）・

ᱻ水ೖれ（1 ఺）、土器のՐു（13 ఺）・ᖿᖻ（43 ఺）・মԘᆵ（1 ఺）・মԘᆵ֖（1 ఺）・土製品（人

1：ܗ ఺、ϛχνϡΞ：1 ఺、1：ܕ ఺）・ෆ明（2 ఺）である。

　磁器は、ߚழ口（第 54 ਤ -1）である。陶器は、࿸（第 54 ਤ -2）、ᱻ 水ೖれ（第 54 ਤ -3）である。

　土器は、মԘᆵ֖（第 54 ਤ -4）、মԘᆵ（第 54 ਤ -5）のࠁҹはʮઘ川ຑ玉ʯで۱の੾れた一

ॏの長ํܗ࿮ઢで囲まれている（85 ท：ࣸ真 -2）。胎土には金Ӣ฼をएؚׯむ。1720 年代຤から

1740 年代のॳめにかけての製࡞年代がਪ定されている（小川 2008）。磁器࿸（第 54 ਤ -6：໏角࿮

文ࣈ）は 19 世紀後൒の製࡞年代であるが、後世のࠞೖとࢥわれる。

　‘ かわらけ ’ の૯数は 111 ఺（891H）で、最小ݸ体数は 7 ఺である

　金属製品は、મ՟で古׮Ӭ 1 ຕ（第 54 ਤ -7）である。その΄か真᭦製ʮ᭔ʯのഁยが 1 ఺（第

54 ਤ -8）出土した。మఝが複数出土している（第 54 ਤ -11）。

　石製品は、౐石（第 54 ਤ -9）である。

・ࣗવ遺物

　ϋϚάリが、10 ఺出土している。

70 号Ҩߏʢઍ઒্ਫ �2ʣ　<'-4ŋ5, (-3d5, )-3>（̎区）
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・遺構（第 25・26 ਤ）

　調査区北西側から 1 号遺構（御殿堀）に޲けて、長࣠を北西ʵ南東とする。11N ʷ 62DN ʷ
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土૚આ明

1

1

19号（τンωϧ෦分）$・% 1 ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまり特に最上෦ܽく。20-5ܘNNϩーϜϒϩοΫ10�・୸化物ยؚむ。

2 փ白৭ ೪ੑڧ。కまりあり。1ܘDNϩーϜϒϩοΫۇかにؚむ。փ白৭೪土૚。ࠨは高さ30DN、ӈは高さ15DN。

3 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。30-20ܘDNϩーϜϒϩοΫ30�・10-5ܘNNփ白৭೪土ϒϩοΫۇかにؚむ。

4 ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまりܽく。内༰物は 1 ૚と΄΅同。

5 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。10-3ܘDNϩーϜϒϩοΫ主体。෯約40DN・高さ45DNの掘りࠐΈ埋土。

19号 " 4 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりܽく。小᛽・૲根ؚむ。側面およͼఈ面にమఝ࢒ଘ。

5 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。5-1ܘDNϩーϜϒϩοΫ20�。

6 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。ϩーϜϒϩοΫ・黒৭土で構੒。

7 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。ϩーϜϒϩοΫ主体土。

8 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。4૚と΄΅同。

19号 E ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりあり。15-3ܘNNϩーϜϒϩοΫ10�・୸化物ยؚむ。

2 ৭׊ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。5-3ܘDNϩーϜϒϩοΫ50-70�。

3 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。10-5ܘDNϩーϜϒϩοΫ・黒৭土ࠞ在。

4 ৭׊҉ ೪ੑܽく。కまりܽく。3-1ܘDNϩーϜϒϩοΫ10�・瓦ยؚむ。ૈཻ。ۭܺあり。

5 ৭׊ ೪ੑあり。కまりあり。10-5ܘDNϩーϜϒϩοΫ主体。ϩーϜϒϩοΫの間にփ白৭೪土をࠞ在。ۭܺあり。

19号 # ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまりあり。30-1ܘNNϩーϜϒϩοΫ10�・5ܘNN୸化物ยؚむ。

2 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり30-1ܘ。ڧNNϩーϜϒϩοΫؚむ。1૚と΄΅同。

3 ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまりあり。30-5ܘNNϩーϜϒϩοΫ40�。

19号（堀ࡍ）' 1 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。30-3ܘNNϩーϜϒϩοΫ40�。

2 ৭׊҉ۃ ೪ੑڧ。కまりあり。೪土࣭土。30-3ܘNNϩーϜϒϩοΫۇかにؚむ。

19号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ 19号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

83DN で໦ඉをઃஔしたと૝定されるమఝ出土Ґஔは、上水路ࣗ体の長࣠と΍΍ͣれて確認された。

70 号遺構の長࣠ࣗ体が 1 号遺構（御殿堀）の北西֎ԑにରして 10°́ ど北にぶれているが、໦ඉの

ઃஔҐஔはさらにそ͜から 5°́ ど北にภっている。
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51号 " 1 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ51号ߔ෴౔ɻ

2 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ3�5ܘDNハʔυϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

3 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNハʔυϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

4 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ5�10ܘNNハʔυϩʔϜϒϩοΫ5�ɻ

5 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γܽ͘ɻ1ܘDNハʔυϩʔϜϒϩοΫ3�ɻ

6 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γܽ͘ɻ10ܘDNハʔυϩʔϜϒϩοΫ10�ɻιフトϩʔϜओ体౔ɻ

7 փന৭ ೪ੑڧɻక·Γ͋Γɻ3�5ܘDNփന৭೪౔ओ体ɻ

8 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ1�3ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ51号ߔ๺ଆʹ͕޿Δઙ͍۷ΓࠐΈɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ2�3ܘDNϩʔϜϒϩοΫ10�ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�3ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

51号 # 1

2

51号 $ 1 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2�4ܘDNϩʔϜϒϩοΫ3�ɻ5�20ܘNNന৭೪౔ϒϩοΫ10�ɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ5�10ܘNNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

3 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ2�3ܘDNϩʔϜϒϩοΫ30�ɻന৭೪౔ϒϩοΫؚΉɻ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

��

����N
# #`�

����N
$ $`�

�

�
�

�
�

�

�

�
�

֧ཚ

�
�

�

����N
" "`�

#
#`

$ $`�

"

"`�

���߸Ҩߏ

ௐࠪ۠֎

���߸Ҩߏ

ʲ��߸Ҩߏʳ



ୈ 25 ਤ　ۙੈ 1໘ͷ্ਫ࿏ʢ�5ɿ1/80ʣ

ᴷ 42 ᴷ

����� �N

౔૚આ໌
70号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γܽ͘ɻ3�5ܘDNϩʔϜϒϩοΫ30�ɻ

2

1

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γܽ͘ɻ5�10ܘDNϩʔϜϒϩοΫ20�ɻ1૚ͱ΄΅ಉɻ

3 ৭׊ࠇ

৭׊

೪ੑ͋Γɻక·Γܽ͘ɻϩʔϜϒϩοΫগͳۭܺ͋͘Γɻమఝग़౔ɻ໦ඉઃஔ෦෼ɻ

4 ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻϩʔϜϒϩοΫຒ౔ओ体ɻ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

��߸Ҩߏग़౔ঢ়ଶʢೆ੢ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

#
#`�

���߸Ҩߏ

調査区外

"
"`�

�

�

�
�

#
����N

#`�

���߸Ҩߏ

"
����N

"`�

�

� �

ఝग़౔Ґஔ

ʲ��߸Ҩߏʳ

・遺物

ྉは、磁器࿸（16ࢿ　 ఺）・1）ࡼ ఺）・ᆵ（2 ఺）・ළ（2 ఺）・෹൧器（1 ఺）・߳࿍（1 ఺）、陶器

࿸（5 ఺）・3）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・Ꭼു（1 ఺）・植໦ു（1 ఺）・土ළ（1 ఺）・Րു（1 ఺）・ෆ明（2

఺）、土器のᖿᖻ（4 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、21 ఺（72H）である。

　金属製品は、మఝが 85 ຊ、᭬が 5 ຊ出土した。

　໦ඉに伴うమఝは、出土地఺を記録した΋ので 86 ຊ出土した（第 26 ਤ）。出土した間ִは֓Ͷ

10DN から 30DN、྆側の෯΋ 20DN から 30DN の間ִで出土している。ૈີがあり、தԝ෦で΍΍

ີに、南東෦で΍΍ૄである。出土地఺を記録した 85 ఺の内༁は、4）ܗ׬ ఺）・಄෦ܽଛ（8 ఺）・

த間෦ܽଛ（5 ఺）・຤୺෦ܽଛ（32 ఺）・಄෦およͼ຤୺෦ܽଛ（36 ఺）となる。ܗ׬ 4 ఺のฏۉ

長は、108NN（三ੇ༨り）である。そのଞ、᭬あるいはຢఝとࢥわれる΋のが 5 ఺出土している。

・ࣗવ遺物



ୈ 26 ਤ　ۙੈ 1໘ͷ্ਫ࿏ʢ�6ɿ1/6ɾ1/50ʣ

ᴷ 43 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

� ��DN���

����� �N

���� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �����

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��������� ��� ����� �� �� �� ���

��� ��� ������������������ ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

��� ������ ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

��� ������ ��� ��� ��� ��� ��� ��� ������ ��� ��� ���
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ୈ 27 ਤ　ۙੈ 1໘ͷ্ਫ࿏ʢ�7ɿ1/80ʣ

ᴷ 44 ᴷ

����� �N

214号 ৭׊ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5�10ܘNNന৭೪౔ϒϩοΫ・1�10ܘDNϩʔϜϒϩοΫ30�ɻ

2 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1�3ܘDNϩʔϜϒϩοΫ3�ɻ

1

౔૚આ໌

���߸Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏ
�

�

���߸Ҩߏ

ௐࠪ۠֎

ௐࠪ۠֎

���߸Ҩߏ

"
����N

"`�

" "`�

ఝग़౔Ґஔ

ʲ���߸Ҩߏʳ

　αβΤが、1 ఺出土している。

214 号Ҩߏʢઍ઒্ਫ �4ʣ　<)-3ŋ4, *-4ŋ5, +-5>（̏-3 区）

・遺構（第 27・28 ਤ）

　調査区の北෦において長࣠は北東ʵ南西で 12�3N ʷ 60DN ʷ 120DN のن໛で確認された。218

号遺構（近世 1 井戸）を੾り、198 号遺構（近世 1 地下室）に੾られる。199 号遺構・200 号遺構（近

代ഉ水ࢪઃ）と΄΅同͡Ґஔである。水路ఈ面からは、΄΅౳間ִでమఝが出土した。また໦ඉのܧ

खとࢥわれる箇所には、白৭೪土が確認された。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（13 ఺）・1）ࡼ ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の࿸（4 ఺）・3）ࡼ ఺）・ു （1 ఺）・

ළ（2 ఺）・Ꭼു（1 ఺）・౮明ड2）ࡼ ఺）・ෆ明（2 ఺）、土器のෆ明（6 ఺）である。
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ᶙ　遺構と遺物

� ��DN���

����� �N

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���
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ୈ 29 ਤ　ۙੈ 1໘ͷҪށʢ�1ɿ1/40ʣ
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����� �N

౔૚આ໌

218号 1

2

3

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γܽ͘ɻ1�8ܘDNϩʔϜϒϩοΫ30�ɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5ܘDNന৭೪౔ϒϩοΫ・נย・᛽ยؚΉɻࠇ৭

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1�5ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

���߸ҨߏஅׂΓʢೆ౦ΑΓʣ

���߸ҨߏஅׂΓஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

"`
����N

"

"`"

���߸Ҩߏ

�

� �

�
ന৭೪౔ϒϩοΫ

ʲ���߸Ҩߏʳ



ୈ 30 ਤ　ۙੈ 1໘ͷҪށʢ�2ɿ1/40ʣ

ᴷ 47 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

����� �N

౔૚આ໌
1

2

3

4

5

1

1

2

240号

243号

247号

৭׊ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1�5ܘDNϩʔϜϒϩοΫ70�ɻ238号۷Γํɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ70号（上ਫߔ）ຒ౔ɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γܽ͘ɻ20ܘDNϩʔϜϒϩοΫ・খ᛽ؚΉɻԼఈ໘ʹ֋ยूڽɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1ܘDNখ᛽・֋ยؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ・క·Γ͋Γɻ5�50ܘNNϩʔϜϒϩοΫ・5ܘNNখ᛽・נย・ಃ࣓ثยؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2�3ܘNNখ᛽、2�5ܘNNന৭೪౔ϒϩοΫ、ϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�10ܘNNϩʔϜཻ・ന৭ؚཻΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ2�10ܘNNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

240号（Ҫށ）ʹ൐͏౦ଆ෇ଐࢪઃ

240号（Ҫށ）ʹ൐͏੢ଆ෇ଐࢪઃ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

���・���・���߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

����N
" "`�

�

�

�

�

�
�

�

��߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

�

" "`�

����N
# #`�#

#`�
$

$`�

����N
$ $`�

ʲ���・���・���߸Ҩߏʳ



ୈ 32 ਤ　ۙੈ 1໘ͷߔ 	1/40


ୈ 31 ਤ　ۙੈ 1໘ͷҪށʢ3ʣ

ᴷ 48 ᴷ

���߸ҨߏஅׂΓʢೆ౦ΑΓʣ ���߸ҨߏஅׂΓʢೆ౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ ���߸Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

����� �N

��߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

ʲ��߸Ҩߏʳ

����N
" "`�

" "`�

��߸Ҩߏ

��߸Ҩߏ



ୈ 33 ਤ　ۙੈ 1໘ͷ౔޵ʢ�1ɿ1/40ʣ

ᴷ 49 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

����� �N

౔૚આ໌
120号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�5ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5�10ܘNNϩʔϜϒϩοΫ5�・ಃ࣓ثยؚΉɻ

3 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

��߸Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

�
�

�

Χϫϥέ

" "`����N

" "`

ʲ��߸Ҩߏʳ

　磁器のഁࡼยをԁܗに੔えてస༻品ʮおは͡きʯとしている（第 54 ਤ -12）。

　‘ かわらけ ’ は、16 ఺（40H）である。

　໦ඉに伴うమఝは、出土地఺を記録した΋ので 86 ఺出土した（第 28 ਤ）。出土した間ִは 20DN

から 30DN、྆側の෯は 20DN ΄どの間ִで出土している。出土地఺を記録した 86 ఺の内༁は、׬

24）ܗ ఺）・಄෦ܽଛ（18 ఺）・த間෦ܽଛ（2 ఺）・຤୺෦ܽଛ（32 ఺）・಄෦およͼ຤୺෦ܽଛ（10

఺）となる。ܗ׬ 24 ఺のฏۉ長は、151NN で 19 号遺構と΄΅同͡である。その΄か複数のమఝ

が出土している（第 54 ਤ -12）。

ʲҪށʳ

218 号Ҩ3-̏）<4-*>　ߏ 区）

・遺構（第 29 ਤ）

　調査区北側の 214 号遺構（近世̍上水路）に੾られる。確認面は 224DN ʷ 180DN のପԁܗをఄする。

確認面֎ԑ෦に白৭೪土ϒϩοΫがࠞ在する埋土がドーφπঢ়に堆積する。下൒以下はܘ 94DN の正

ԁをఄする。

・遺物（第 54 ਤ）



ୈ 34 ਤ　ۙੈ 1໘ͷ౔޵ʢ�2ɿ1/40ʣ

ᴷ 50 ᴷ

����� �N

38号

2

1

౔૚આ໌
೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

৭׊ࠇ

��߸Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

#
����N

#`�

# #`�

"
����N

"`�

""`

�

̎

��߸Ҩߏ

�

�

��߸Ҩߏ

��߸Ҩߏ

��߸Ҩߏ

ʲ��߸Ҩߏʳ

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（21 ఺）・3）ࡼ ఺）・֖（3 ఺）・ළ（2 ఺）、陶器の10）ࡼ ఺）・ළ（3 ఺）・

Ꭼു（6 ఺）、土器のᖿᖻ（8 ఺）・ᖾ࿍（5 ఺）・ෆ明（10 ఺）である。

　磁器は、֖物֖（第 54 ਤ -13）である。‘ かわらけ ’ は、28 ఺（130H）である。

　మఝが、複数出土している（第 54 ਤ -15）。

・෦ࡐ（第 54 ਤ）

　瓦は、ݢฏ瓦（第 54 ਤ -14）である。

240 号Ҩߏ　 <(-3ŋ4, )-4>（̏-4 区）

・遺構（第 30・31 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北西֎ԑ෦、南西෦分を 70 号遺構（近世̍上水路）に੾られる。南側தԝ

෦に 238 号遺構（近代ૅ石）がҐஔして、70 号遺構（近世̍上水路）およͼ 240 号遺構（近世̍井戸）



ୈ 35 ਤ　ۙੈ 1໘ͷ౔޵ʢ�3ɿ1/40ʣ

ᴷ 51 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

����� �N

1

౔૚આ໌

41号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ10�50ܘNNϩʔϜϒϩοΫ10�ɻ

145号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNN�ম౔ཻ3�ɻ୸Խ物ยؚΉɻ

2 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5�10ܘNNϩʔϜϒϩοΫ3�ɻ2ܘNN୸Խ物ยؚΉɻ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

�

����N
" "`�

" "`�

��߸Ҩߏ

��߸Ҩߏ

��߸Ҩߏ

��߸Ҩߏ

��߸Ҩߏ

����N
" "`�

" "`�

� ��

̎

��߸Ҩߏ

��߸Ҩߏ

ʲ��߸Ҩߏʳ

ʲ��߸Ҩߏʳ

を੾る。東側に 243 号遺構（近世̍土坑）、西側に 247 号遺構（近世̍土坑）がҐஔしており、ຊ

遺構に伴う෇ਵࢪઃとࢥわれる。確認面はܘ 200DN ΄どの۱ؙํܗをఄし、下൒以下はܘ 150DN ΄ど

の正ԁܗとなる。確認面からਂさ 420DN ΄どで掘࡟をஅ೦した。

・遺物（第 54 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（96 ఺）・6）ࡼ ఺）・ു（2 ఺）・ළ（3 ఺）・෹൧器（3 ఺）・߳࿍（1 ఺）・

ϛχνϡΞ（1 ఺）・֖物（1 ఺）・ෆ明（3 ఺）、陶器の࿸（29 ఺）・10）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・ළ（14

఺）・ย口ു（1 ఺）・Ꭼു（16 ఺）・土ළ（2 ఺）・౮明ड1）ࡼ ఺）・౮明1）ࡼ ఺）・ෆ明（3 ఺）、

土器のՐു（38 ఺）・ᖿᖻ（30 ఺）・土製品（人1：ܗ ఺）・瓦౮（1 ఺）ෆ明（4 ఺）である。



ᴷ 52 ᴷ

　磁器は、ං前の࿸（第 54 ਤ -16、17）、磁器࿸ഁยのస༻品おは͡き（第 54 ਤ -22）である。

　陶器は、࢈地ෆ明のᆀ（第 54 ਤ -18）、੉戸・ඒೱのࡼ（第 54 ਤ -19）、౮明ࡼ（第 54 ਤ -20）、

౮明डࡼ（第 54 ਤ -21：開口෦ 3 箇所）である。

　磁器ࡼのఈ෦໏（第 54 ਤ -23：ʮએ明年製ʯ）は、17 世紀຤から 18 世紀前൒の製࡞とࢥわれる。

陶器࿸（第 54 ਤ -24：ʮਗ਼水ʯ）にఈ෦ࠁҹがある。

　土器は、角Րു（第 55 ਤ -1）である。‘ かわらけ ’ は 89 ఺（347H）で、最小ݸ体数は 2 ఺である。

　金属製品：ఝ 11 ఺の΄かෆ明మ製品が出土した（第 55 ਤ -3）。その΄かʮ๮ঢ়ಔ製品ʯ	 第 55

ਤ -2
 がある。

・ࣗવ遺物

　Ξαリ（510 ఺）・ϋϚάリ（70 ఺）・シΦϑΩガΠ（8 ఺）・αϧϘウガΠ（2 ఺）・ウϛχφྨ（1

఺）出土している。

243 号Ҩߏ　井戸෇属土坑　<(-4>（̏-4 区）

・遺構（第 30・31 ਤ）

　240 号遺構（近世̍井戸）の東側で、૬ରするҐஔに 247 号遺構（近世 1 土坑）がある。ܘ

60DN ʷ 50DN のུԁܗをఄする。ఈ面南東෦にएׯの落ちࠐΈがある。

・遺物

　‘ かわらけ ’ は、1 ఺（15H）である。

247 号Ҩߏ　井戸෇属土坑　<(-3>（̏-4 区）

・遺構（第 30・31 ਤ）

　240 号遺構（近世̍井戸）の西側で、૬ରするҐஔに 243 号遺構（近世 1 土坑）がある。ܘ

60DN ʷ 55DN のུԁܗをఄする。243 号遺構（近世̍土坑）と同͡ようにఈ面東側にएׯの落ちࠐ

Έがある。

・遺物（第 55 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（7 ఺）、陶器の࿸（3 ఺）・ᙈ（2 ఺）・ළ（2 ఺）・ෆ明（1 ఺）、土器のᖿ

ᖻ（2 ఺）・ෆ明（8 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 55 ਤ -4）である。‘ かわらけ ’ は、10 ఺（65H）である。

・ࣗવ遺物

　αβΤが、1 ఺出土している。

ʲߔʳ

55 号Ҩ3-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 32 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北西֎ԑ௚上にҐஔする。長࣠は北西ʵ南東 	280DN
 ʷ 65DN ʷ 15DN で、

北西を 38 号遺構（近世̍土坑）に੾られる。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器のළ（1 ఺）である。

ʲ౔޵ 　r　

20 号Ҩߏ　<%ŋE-2>（̍区）
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౔૚આ໌

157号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ڧɻ1ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

2 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ3ܘDNϩʔϜϒϩοΫओ体ɻ

3 ৭׊ ೪ੑ͋Γɻక·Γܽ͘ɻϩʔϜ౔ओ体ɻ

1

2

1

2

60号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ୸Խ物ยؚΉɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5ܘNN୸Խ物ยؚΉɻϩʔϜ౔ओ体ɻ

115号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1DNιフトϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ
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・遺構（第 33 ਤ）

　250DN ʷ 170DN ʷ 50DN の長ํܗをఄする。30 号遺構・31 号遺構（近世̎土坑）に੾られる。

・遺物（第 56 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（12 ఺）・3）ࡼ ఺）・֖（1 ఺）・ළ（14 ఺）、陶器の࿸（7 ఺）・7）ࡼ ఺）・

ു（5 ఺）・ළ（8 ఺）・土ು（1 ఺）・ย口ು（7 ఺）・植໦ു（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、土器のᖿᖻ（8 ఺）・

মԘᆵ（1 ఺）・土製品（人1：ܗ ఺）・ෆ明（12 ఺）である。

　磁器：࿸（第 56 ਤ 第）ࡼܗりのม࡞ܕ、（1- 56 ਤ -2：໏ʮᆹʯ、41 号遺構との遺構間接合ݸ体）、

白磁のළ（第 56 ਤ -3）、છ෇のළ（第 56 ਤ -4：38 号遺構との遺構間接合ݸ体）である。

　陶器は、੉戸・ඒೱ࢈のย口（第 56 ਤ -5）である。

　土器は、൘࡞りでແࠁҹのমԘᆵ（第 56 ਤ -6）である。ᖿᖻഁย（第 56 ਤ -7）には、ʮʓに一ʯ

のࠁҹがある。‘ かわらけ ’ は 167 ఺（460H）で、最小ݸ体数は 6 ఺である。

　金属製品は、మఝなどがある（第 56 ਤ -10）。

・෦ࡐ

　൘ࡐの石製品に金属製品が෇着したࢿྉ（第 56 ਤ -8）、ԁ൫ঢ়の൘ࡐに਑金が෇着したࢿྉ（第

56 ਤ -9）がある。

ˎ遺構間接合

　ˌ 7：磁器ࡼ（第 52 ਤ -2）は、20 号遺構と 41 号遺構（近世̍土坑）での遺構間（5N）接合である。

　ˌ 11：磁器ළ（第 56 ਤ -11）は、20 号遺構と 38 号遺構（近世̍土坑）での遺構間（2�5N）接

合である。

　南東にҐஔする 38 号遺構（近世̍土坑）およͼ東にҐஔする 41 号遺構（近世̍土坑）との関܎

が࢕われる。

・ࣗવ遺物

　ϚガΩ（1 ఺）、Ξαリ（1 ఺）΄か、ϋϚάリのഁยが出土している。

38 号Ҩߏ　<%ŋE-2ŋ3>（̍区）

・遺構（第 34 ਤ）

　	400DN
 ʷ 200DN ʷ 19DN の෯޿の溝ঢ়をఄする。長࣠は、北西ʵ南東ํ޲である。北西෦は

20 号遺構（近世 1 土坑）に੾られているが、さらに北西ํ޲に続く 31 号遺構（近世̎土坑）と同

一のՄೳੑがある。தԝ෦に 218DN ʷ 165DN のํܗঢ়の落ちࠐΈが認められ、地下室の下ఈ෦が

。ଘしているՄೳੑがある࢒

・遺物（第 56 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（14 ఺）・2）ࡼ ఺）・֖ （1 ఺）・ළ（4 ఺）・߳ ࿍（1 ఺）、陶器の࿸（15 ఺）・

3）ࡼ ఺）・ു （2 ఺）・ᆵ（1 ఺）・ᙈ（2 ఺）・ළ（14 ఺）・߳ ࿍（1 ఺）・ย口ു（1 ఺）、土器のՐു（2

఺）・ᖿᖻ（9 ఺）・౮明ड2）ࡼ ఺）・ෆ明（10 ఺）である。

　磁器は、੨磁の෹Ֆළ（第 56 ਤ -11：25 号遺構（近世 2 土坑）と 41 号遺構（近世 1 土坑）との

遺構間接合ݸ体）である。

　土器は、౮明डࡼ（第 56 ਤ -12）である。‘ かわらけ ’ は、222 ఺（323H）である。

　金属製品は、Ԏ؅のأट（第 56 ਤ -13）、ᎇ͡られた๮ঢ়のʮಔ製品ʯ（第 56 ਤ -14）、మఝなど（第
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1118号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2ܘDNιフトϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5�10ܘNNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

1143号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNখ᛽・ϩʔϜϒϩοΫ・ಃ࣓ثยؚΉɻ

1145号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ୸Խ物ยؚΉɻ
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1

1

164号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

166号 ৭ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻࠇ৭౔ओ体ɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ3ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

1

1

৭ࠇ

172号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻϩʔϜཻ3�ɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

174号 ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ2�3ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

175号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ
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56 ਤ -15）がある。

ˎ遺構間接合

　ˌ 6：磁器෹Ֆළ（第 56 ਤ -11）は、38 号遺構と 25 号遺構（近世 2 土坑）・41 号遺構（近世̍土坑）

の遺構間接合で、接合ڑ཭は 5�5N である。

　ˌ 11：磁器ළ（第 56 ਤ -11）は、20 号遺構（近世̍土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は 2�5N

である。

41 号Ҩߏ　<E-3>（̍区）

・遺構（第 35 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上、19 号遺構（近世̍上水路）と 51 号遺構（近世̍上水路）の間に

Ґஔする。北東෦を 51 号遺構（近世̍上水路）、南東෦を 25 号遺構・26 号遺構（近世̎土坑）に

੾られる。	255DN
 ʷ 	94DN
 ʷ 16DN で、ఈ面΋ෆ੔ܗをఄする。

・遺物（第 57・58 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（55 ఺）・2）ࡼ ఺）・ു （2 ఺）・֖ （3 ఺）・ළ（1 ఺）・小ഋ（2 ఺）・߳ ࿍（5

఺）・水ణ（1 ఺）・Ֆළ（2 ఺）・ෆ明（2 ఺）、陶器の࿸（33 ఺）・4）ࡼ ఺）・ു（8 ఺）・ᆵ（2 ఺）・

ᙈ（20 ఺）・ළ（14 ఺）・߳࿍（2 ఺）・Ꭼു（9 ఺）・ෆ明（4 ఺）、土器のՐു（12 ఺）・ᖿᖻ（33

఺）・মԘᆵ֖（2 ఺）・土製品（ശఉ：1 ఺）・五徳（9 ఺）・ෆ明（12 ఺）である。

　磁器は、ᆀ（第 57 ਤ -1、2）、࿸（第 57 ਤ -3 ʙ 5）、࿸֖（第 57 ਤ -7）、֖ 物֖ないしはᆵ֖（第

57 ਤ -8）、白磁水ణ（第 57 ਤ -6）である。

　陶器は、࿸（第 57 ਤ -9、10）、ു（第 57 ਤ -11）、Րു（第 57 ਤ ย（第ഁࡼ、（12- 57 ਤ -16：

ఈ෦角࿮にᝰ書ࠁҹでʮሞʯʗʮਗ਼水ʯ）、ළഁย（第 57 ਤ -17：ఝ書きʮٱʯΧ）である。

　土器は、ᖿᖻ（第 57 ਤ -13：内面にࠁҹあり）、মԘᆵ֖（第 57 ਤ -14：ʮαΧΠʗՖমԘʗϛφ

τʯ）である。ՖমԘの֖は、ʮαΧΠʗϛφτʯのࠁҹが記されており、一ൠ的に஌られているʮΠ

πϛʗπタʯとは系౷をҟにする৽஌ݟの΋のである（小川 2008）。

　土製品は、白৭の胎土を༻いた土ླ（第 58 ਤ -1）である。‘ かわらけ ’ の૯数は 859 ఺（4,494H）

で、最小ݸ体数は 25 ఺である。

　瓦製品は、ฏ瓦の再利༻品（第 57 ਤ -15）で、શ面をݚຏして正ํܗに੔ܗしてதԝにઠ޸して

十ࣈの੾りࠐΈをೖれている。༻్は、ෆ明である。

　金属製品は、મ՟が৽׮Ӭ 2 ຕ（第 58 ਤ -2、3）である。Ԏ؅は、أटが 2 ఺（第 58 ਤ -4、5）、

口がٵ 1 ఺（第 58 ਤ -6）である。మఝが、複数出土している（第 58 ਤ -7）。

ˎ遺構間接合

　ˌ 6：磁器෹Ֆළ（第 56 ਤ -11）は、25 号遺構（近世̎）と 38 号遺構（近世 1）・41 号遺構（近

世̍）の遺構間接合で接合ڑ཭は 5�5N である。

　ˌ 7：磁器ࡼ（第 56 ਤ -2）は、20 号遺構と 41 号遺構（近世̍土坑）での遺構間（5N）接合である。

　ˌ 8：陶器 （ു第 57 ਤ -11）は、41 号遺構（近世̍土坑）と 45 号遺構（近世̍土坑）の遺構間（4�5N）

接合である。

・ࣗવ遺物

　ϠϚτシδϛが、2 ఺出土している。
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176号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

177号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻࠇ৭౔ओ体ɻ

1

2

1

౔૚આ໌

1

2

1

2

178号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ2ܘNN୸Խ物ยؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻιフトϩʔϜओ体ɻ

179号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ୸Խ物ยؚΉɻࠇ৭౔ओ体ɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

1183号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2�3ܘNNιフトϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ
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����� �N

1

౔૚આ໌

1

188号 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNখ᛽・୸Խ物ย・͔ΘΒ͚ยؚΉɻ

1

2

1

2

192号 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

186号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻࠇ৭౔ओ体ɻ

195号 ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2�3ܘNNιフトϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

৭׊҉ۃ

৭׊҉ۃ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ
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���߸Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ
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45 号Ҩߏ <%ŋE-3>（̍区）

・遺構（第 35 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ෦௚上で 19 号遺構（近世̍上水路）によってೋ分されている。

230DN ʷ 90DN ʷ 28DN で、長࣠は北東ʵ南西ํ޲である。コンΫリーτύΠϧによってܽଛする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）、陶器の࿸（3 ఺）・ു（1 ఺）である。

　‘ かわらけ ’ は 3 ఺（31H）で、最小ݸ体数は 1 ఺である。

ˎ遺構間接合

　ˌ 8：陶器ു（第 57 ਤ -11）は、25 号遺構（近世 2 土坑）と 41 号遺構（近世̍土坑）との遺構

間（4�5N）接合である。

57 号Ҩ3-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 36 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上、55 号遺構（近世̍溝）の南西、43 号遺構（近世̎土坑）の北西

にҐஔする。55 号遺構（近世̍溝）に北西෦の一෦を੾られる。	69DN
 ʷ 51DN ʷ 62DN で長ପԁ

。をఄするܗ

・遺物

　出土ࢿྉは、土器のෆ明（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺（4H）である。

60 号Ҩߏ　<E-2>（̍区）

・遺構（第 36 ਤ）

　調査区西側、19 号遺構（近世̍上水路）と 51 号遺構（近世̍上水路）の間にҐஔする。74DN ʷ

49DN ʷ 30DN のପԁܗをఄする。南側の一෦をコンΫリーτύΠϧによってܽଛする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・ළ（1 ఺）・土ළ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、土器の

土製品（人1：ܗ ఺）・ෆ明（4 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、3 ఺（6H）である。

115 号Ҩ7-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 36 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦上、90 号遺構（近世̎土坑）の西側にҐஔする。	75DN
 ʷ 61DN

ʷ 22DN で南東෦を 90 号遺構（近世̎土坑）に੾られる。

118 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 37 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦上で一෦法面にかかる。北側の 108 号遺構（近世̍土坑）に੾られる。

106DN ʷ 	88DN
 ʷ 25DN のପԁܗをఄする。

143 号Ҩߏ　<(ŋ)-7>（̏-1 区）

・遺構（第 37 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦、120 号遺構（近世̎土坑）と΄΅ॏ複する。100DN ʷ 89DN ʷ

25DN のུ正ํܗをఄする。

・遺物（第 58 ਤ）
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ᶙ　遺構と遺物
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206号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5ܘNNփന৭೪౔ϒϩοΫؚΉɻ

207号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

208号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

1

౔૚આ໌

1

1

1222号 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻࠇ৭౔ओ体ɻ
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　出土ࢿྉは、磁器の࿸（2 ఺）、陶器の࿸（6 ఺）・ു（1 ఺）、土器のෆ明（1 ఺）である。

　陶器は、࿸（第 58 ਤ -8、9）である。

　‘ かわらけ ’ は 44 ఺（125H）で、最小ݸ体数は 1 ఺である。

　金属製品は、Ԏ؅のՐࡼをܽくأट（第 58 ਤ -10）が 1 ఺、మఝ（第 58 ਤ -11）が複数出土した。

145 号Ҩ1-̏）<7-(>　ߏ 区）

・遺構（第 37 ਤ）

　調査区東෦、134 号遺構（近代井戸）の西ํ、๷Ր水૧の南ํにҐஔする。92DN ʷ 71DN ʷ

25DN でུ長ํܗをఄする。　
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227号 1

౔૚આ໌

৭ࠇ ೪ੑܽ͘ɻక·Γܽ͘ɻૈཻࠇ৭౔ओ体ɻ

229号 ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ڧɻίϯΫリʔトύイルपลͷม੒౔ɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

1

2

৭ࠇ

226号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ഑ߔ؅ຒ౔ɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻࠇ৭౔ओ体ɻ

3 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

1
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230号 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ5ܘNN୸Խ物ยɻ1ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ಺༰物ͳ͠ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ಺༰物ͳ͠ɻ1
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164 号Ҩ2-̏）<5-(>　ߏ 区）

・遺構（第 38 ਤ）

　調査区北東෦、131 号遺構（近代ૅ石）とॏ複し、52DN ʷ 33DN ʷ 28DN のପԁܗをఄする。

166 号Ҩ2-̏）<7-(>　ߏ 区）

・遺構（第 38 ਤ）

　調査区北東෦、156 号遺構（近世̍土坑）の南東ํ޲にҐஔする。55DN ʷ 34DN ʷ 16DN のཛܗ

をఄする。

172 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 38 ਤ）

　調査区北東෦、87 号遺構（近世̎井戸）の北東にҐஔする。38DN ʷ 33DN ʷ 14DN のෆ੔ܗを

ఄする。
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174 号Ҩ2-̏）<7-(>　ߏ 区）

・遺構（第 38 ਤ）

　調査区北東෦、๷Ր水૧の南側にҐஔする。55DN ʷ 48DN ʷ 16DN のෆ੔ܗをఄする。

175 号Ҩ6-(>　ߏŋ7>（̏-2 区）

・遺構（第 38 ਤ）

　調査区北東෦、151 号遺構（近世̎土坑）の北側、87 号遺構（近世̎井戸）の東側にҐஔする。

47DN ʷ 36DN ʷ 25DN のପԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器のᙈ（1 ఺）である。

176 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 39 ਤ）

　調査区北東෦、175 号遺構（近世̍土坑）と隣接する。46DN ʷ 38DN ʷ 29DN のཛܗをఄする。

177 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 39 ਤ）

　調査区北東෦、155 号遺構（近世̍土坑）の北西、161 号遺構（近世̍土坑）の南東にҐஔする。

36DN ʷ 30DN ʷ 17DN のପԁܗをఄする。

・遺物（第 58 ਤ）

　出土ࢿྉは、土器のそのଞ（1 ఺）である。

　土器は、‘ かわらけ ’ のఈ෦をԁܗに੔えてதԝ෦をઠ޸した再利༻品（第 58 ਤ -12）である。

178 号Ҩ2-̏）<6-*>　ߏ 区）

・遺構（第 39 ਤ）

　調査区北東෦、๷Ր水૧南西にҐஔする。44DN ʷ 37DN ʷ 29DN のପԁܗをఄする。

179 号Ҩߏ　<)ŋ*-6>（̏-2 区）

・遺構（第 39 ਤ）

　調査区北東෦、๷Ր水૧南西にҐஔする。31DN ʷ 26DN ʷ 13DN のෆ੔ܗをఄする。

183 号Ҩ1-̏）<8-)>　ߏ 区）

・遺構（第 39 ਤ）

　調査区東෦、144 号遺構（近世̎土坑）の南東にҐஔする。40DN ʷ 32DN ʷ 11DN のପԁܗをఄ

する。

186 号Ҩ1-̏）<7-(>　ߏ 区）

・遺構（第 40 ਤ）

　調査区東෦、๷Ր水૧南側にҐஔする。68DN ʷ 53DN ʷ 10DN のෆ੔ԁܗをఄする。

188 号Ҩ1-̏）<8-(>　ߏ 区）

・遺構（第 40 ਤ）

　調査区東෦、134 号遺構（近代井戸）の南西෦に隣接する。89DN ʷ 72DN ʷ 23DN でํܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（9 ఺）、陶器の࿸（6 ఺）・4）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・ළ（1 ఺）・Ꭼു（2 ఺）・
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土ළ（1 ఺）、土器のᖿᖻ（2 ఺）・土ླ（1 ఺）・ෆ明（3 ఺）である。‘ かわらけ ’ は 26 ఺（132H）で、

最小ݸ体数は 2 ఺である。

192 号Ҩ2-̏）<6-*>　ߏ 区）

・遺構（第 40 ਤ）

　調査区北東෦、๷Ր水૧北西にҐஔする。73DN ʷ 43DN ʷ 16DN のପԁܗをఄし、南西୺を 158

号遺構（近世̍土坑）に੾られる。

195 号Ҩ2-̏）<6-*>　ߏ 区）

・遺構（第 40 ਤ）

　調査区北東෦、๷Ր水૧北西にҐஔする。53DN ʷ 	37DN
 ʷ 15DN のପԁܗをఄし、南東෦を近

代以降の๷Ր水૧によって੾られる。　

198 号Ҩ3-̏）<5-+>　ߏ 区）

・遺構（第 41 ਤ）

ܘ　 10DN ΄どのかわらけが複数ຕॏ複している。当ॳ๔ҥࡼと考えたが、޲かい合わせでの埋納は

確認できなかった。

・遺物（第 58 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）・ു（1 ఺）・ළ（1 ఺）、土器の土製品（動物1：ܗ ఺）である。

土製品は、಄෦をܽଛする動物ܗ土製品（第 58 ਤ -13）がある。‘ かわらけ ’ は 72 ఺（384H）で、

最小ݸ体数は 11 ఺である。

金属製品は、మఝ（第 58 ਤ -14）がある。

206 号Ҩߏ　<)ŋ*-4>（̏-3 区）

・遺構（第 41 ਤ）

調査区北西෦、214 号遺構（近世̍上水路）の南東にҐஔする。207 号遺構（近世̍土坑）に੾られる。

	46DN
 ʷ 54DN ʷ 12DN でପԁܗをఄする。

207 号Ҩߏ　<)ŋ*-4>（̏-3 区）

・遺構（第 41 ਤ）

　調査区北西෦、214 号遺構（近世̍上水路）の南東にҐஔする。206 号遺構・208 号遺構（近世̍土坑）

を੾る。60DN ʷ 55DN ʷ 18DN のུԁܗをఄする。

208 号Ҩߏ　<)ŋ*-4>（̏-3 区）

・遺構（第 41 ਤ）

　調査区北西෦、214 号遺構（近世̍上水路）の南東にҐஔする。207 号遺構（近世̍土坑）に੾られる。

206 号遺構（近世̎土坑）と同一遺構のՄೳੑがある。	60DN
 ʷ 45DN ʷ 10DN のପԁܗをఄする

΋のとࢥわれる。

222 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）

・遺構（第 41 ਤ）

　調査区北෦、214 号遺構（近世̍上水路）の東側にҐஔする。53DN ʷ 48DN ʷ 12DN のུԁܗを

ఄする。

226 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）
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52号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5�10ܘNNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�3ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

54号 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5�10ܘNNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

2 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�3ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

56号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

2 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ΍΍ڧɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

3 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻϩʔϜ౔ओ体ɻ

2

58号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ୸Խ物ยؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ
ϩʔϜ౔ओ体ɻ

59号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ୸Խ物ยؚΉɻ

61号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

62号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ୸Խ物ยؚΉɻ

124号 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ
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౔૚આ໌
163号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�3ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

1

1

1

2

1

2

2

1

1

2

1

2

75号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

76号 փ׊৭ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ2ܘNNᒵ৭είリア・
୸Խ物ยؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

77号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5ܘNN҉փԫ৭೪౔ϒϩοΫ50�ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

78号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ҉փԫ৭೪౔ϒϩοΫؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

79号 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ҉փԫ৭ϒϩοΫ͔ۇʹؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

80号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

2 101号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ
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11

2

1

2

1

2

1

2

102号 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ2ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

103号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ૚ք໘ʹࢎԽమঢ়ͷूڽ૚͋Γɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ୸Խ物ยؚΉɻ

104号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ3�5ܘDNϩʔϜϒϩοΫ3�ɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

105号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNιフトϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

1

114号 ৭ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ୸Խ物ยओ体ɻ
1DNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻܘ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

117号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘNN୸Խ物ย30�ɻ

2

1

৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

116号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ10�ɻ

1119号 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

156号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNᒵ৭είリア3�ɻ1
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1

1

182号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ
ఈ෦ɻ޵౔غഇנ

184号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

185号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ڧɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

187号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻࠇ৭౔ओ体ɻ

౔૚આ໌

1

1

1

1

1

191号 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

196号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ઴Ҡ૚ओ体ɻ

197号 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ઴Ҡ૚ओ体ɻ಺༰物ͳ͠ɻ

221号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ1
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1
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1

232号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘDNιフトϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

235号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

223号 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ3ܘDNখ᛽ؚΉɻ

224号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

225号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻࠇ৭౔ओ体ɻ಺༰物ͳ͠ɻ

231号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

1

228号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1�2ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ
ガϥεยؚΉɻ
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ᶙ　遺構と遺物

・遺構（第 42 ਤ）

　調査区北෦、216 号遺構（近世̎地下室）南東にҐஔする。61DN ʷ 54DN ʷ 15DN のུԁܗをఄす

る。200 号遺構（近代഑水ࢪઃ）と一෦ॏ複する。

227 号Ҩ3-̏）<5-+>　ߏ 区）

・遺構（第 42 ਤ）

　調査区北෦、北東ԑにҐஔする。	52DN
 ʷ 	26DN
 ʷ 25DN で北側෦分は調査区֎となる。ུԁ

。われるࢥをఄするとܗ

229 号Ҩ3-̏）<4-(>　ߏ 区）

・遺構（第 42 ਤ）

　調査区北西ԑ近く、240 号遺構（近世̍井戸）の北東にҐஔする。64DN ʷ 53DN ʷ 19DN のପԁ

をఄし、北西෦をܗ 228 号遺構（近世̍ϐοτ）、南東෦をコンΫリーτύΠϧによってଛյする。

230 号Ҩߏ　<(ŋ)-4>（̏-3 区）

・遺構（第 43 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦北西にҐஔする。ܘ 54DN ʷ 13DN のԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器のᎬു（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺（3H）である。

236 号Ҩ7-*>　ߏŋ8>（̏-1 区）

・遺構（第 43 ਤ）

　調査区北東ԑ近く、193 号遺構（近代土坑）の南西෦にҐஔする。南東෦ա൒をܽଛし、93DN ʷ

	40DN
 ʷ 32DN のପԁܗをఄする。237 号遺構（近世̍ϐοτ）を੾る。

ʲϐοτʳ

24 号Ҩߏ　<E-5>（̍区）

・遺構（第 44 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内෦にҐஔする。34DN ʷ 20DN ʷ 10DN の΍΍࿪んͩ長ํܗをఄする。

52 号Ҩ4-'>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 44 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。26DN ʷ 25DN ʷ 26DN のུํܗをఄする。　

54 号Ҩߏ　<E-2>（̍区）

・遺構（第 44 ਤ）

　調査区西側、38 号遺構（近世̍土坑）の北東෦にҐஔする。35DN ʷ 32DN ʷ 41DN のུํܗを

ఄする。

56 号Ҩ3-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 44 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上、43 号遺構（近世̎土坑）の北側にҐஔする。36DN ʷ 25DN

ʷ 33DN の長ํܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器の࿸（1 ఺）・Ꭼു（1 ఺）、土器のՐു（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、3 ఺（（8H）
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である。

58 号Ҩ2-%>　ߏŋ3>（̍区）

・遺構（第 44 ਤ）

　調査区南西෦、35 号遺構・36 号遺構（近世̎期੊跡）にڬまれたҐஔにある。南東෦側の一෦を

36 号遺構（近世̎੊跡）に੾られる。42DN ʷ 35DN ʷ 18DN でఈ面にํܗの掘りࠐΈを༗する。

59 号Ҩߏ　<E-2ŋ3>（̍区）

・遺構（第 44 ਤ）

　調査区西側、19 号遺構（近世̍上水路）と 51 号遺構（近世̍上水路）の間にҐஔする。ܘ 28DN

ʷ 14DN のུԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）である。

61 号Ҩߏ　<E-2>（̍区）

・遺構（第 44 ਤ）

　調査区西側、19 号遺構（近世̍上水路）と 51 号遺構（近世̍上水路）の間にҐஔする。ܘ 30DN

ʷ 50DN のུԁܗをఄする。

62 号Ҩߏ　<E-2>（̍区）

・遺構（第 44 ਤ）

　調査区西側、19 号遺構（近世̍上水路）と 51 号遺構（近世̍上水路）の間にҐஔする。62DN ʷ

41DN ʷ 12DN のෆ੔な長ํܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（5 ఺）・ළ（1 ఺）、陶器のළ（2 ఺）、土器のു（3 ఺）・ᖿᖻ（2 ఺）・౮

明1）ࡼ ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺（2H）である。

63 号Ҩ3-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 45 ਤ）

　調査区の南西෦、35 号遺構（近世̎੊跡）と 36 号遺構（近世̎੊跡）の間にҐஔする。24DN ʷ

13DN ʷ 27DN で長ํܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の小ഋ（1 ఺）、陶器のළ（1 ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）である。

75 号Ҩ5-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 45 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西ԑ௚上にҐஔする。98 号遺構（縄文建物跡）とॏ複する。52DN ʷ 44DN

ʷ 21DN のෆ੔なପԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、土器のᖿᖻ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、4 ఺（30H）である。

76 号Ҩ5-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 45 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西ԑ௚上にҐஔする。98 号遺構（縄文建物跡）とॏ複する。46DN ʷ 38DN
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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ʷ 10DN のෆ੔なପԁܗをఄする。

77 号Ҩ5-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 45 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西ԑ௚上にҐஔする。98 号遺構（縄文建物跡）とॏ複する。ܘ 24DN ʷ

9DN のԁܗをఄする。

78 号Ҩߏ　<(ŋ)-5>（̎区）

・遺構（第 45 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦௚上にҐஔする。98 号遺構（縄文建物跡）とॏ複する。ܘ 40DN ʷ

20DN のԁܗをఄする。

79 号Ҩ5-(>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 45 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦௚上にҐஔする。42DN ʷ 	25DN
 ʷ 10DN のུԁܗで北東෦は 81 号

遺構（近世̎土坑）でܽଛする。

80 号Ҩ4-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 45 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦௚上にҐஔする。98 号遺構（縄文建物跡）とॏ複する。ܘ 40DN ʷ

20DN のԁܗをఄする。

・遺物
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　出土ࢿྉは、陶器のළ（1 ఺）である。

101 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 45 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦にҐஔする。73 号遺構（近代ૅ石）と接する。38DN ʷ 34DN ʷ



ୈ 57 ਤ　ۙੈ 1໘ͷҨ෺ʢ�9ɿ1/3ɾ1/4ʣ

ᴷ 81 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物
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30DN のུԁܗをఄする。

102 号Ҩ5-)>　ߏŋ6>（̎区）

・遺構（第 46 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦、102 号遺構（近世̍土坑）の下ํにҐஔする。45DN ʷ 36DN ʷ

29DN のପԁܗをఄする。

・遺物

　‘ かわらけ ’ は、1 ఺（4H）である。

103 号Ҩߏ　<(ŋ)-5>（̎区）

・遺構（第 46 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦の北西、98 号遺構（縄文建物跡）の北西に接する。66DN ʷ 51DN ʷ

19DN のෆ੔ܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器のᎬു（1 ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、3 ఺（9H）である。

104 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 46 ਤ）
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ᶙ　遺構と遺物

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦の北東ํ87、޲ 号遺構（近世̎井戸）の南西にҐஔする。ܘ 33DN

ʷ 27DN のུԁܗをఄする。

105 号Ҩ5-(>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 46 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦の北ํ81、޲ 号遺構（近世̎土坑）とॏ複する。52DN ʷ 31DN ʷ 20DN で、

ೋつのϐοτが一෦でॏ複する。

114 号Ҩ8-'>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 46 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上、調査区南東෦、113 号遺構（近世̎井戸）の南東にҐஔする。南

側の 117 号遺構（近世̍ϐοτ）を੾る。32DN ʷ 28DN ʷ 15DN のུԁܗをఄする。

116 号Ҩ7-'>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 46 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦上にҐஔする。ఈ෦に複数のϐοτが認められる。51DN ʷ 	29DN


ʷ 14DN で南西෦を 1 号遺構（御殿堀）北東法面でܽଛする。

117 号Ҩ8-'>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 46 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上、調査区南東෦、113 号遺構（近世̎井戸）の南東にҐஔする。北

側の 114 号遺構（近世̍ϐοτ）に੾られる。	48DN
 ʷ 35DN ʷ 10DN のུԁܗをఄする。

119 号Ҩ5-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 46 ਤ）

　98 号遺構（縄文建物跡）のதԝ南東෦、1 号遺構（御殿堀）北西法面上にҐஔする。38DN ʷ

14DN ʷ 22DN のପԁܗをఄする。

156 号Ҩ6-(>　ߏŋ7>（̏-2 区）

・遺構（第 46 ਤ）

　調査区北東෦、154 号遺構（近世̍土坑）の北東にҐஔする。46DN ʷ 35DN ʷ 20DN のུପԁܗ

をఄする。

182 号Ҩ1-̏）<8-)>　ߏ 区）

・遺構（第 47 ਤ）

　調査区南東ԑ、133 号遺構（近代土坑）とॏ複する。33DN ʷ 	19DN
 ʷ 21DN のུԁܗをఄし、

南東෦は調査区֎となる。　

184 号Ҩ1-̏）<8-(>　ߏ 区）

・遺構（第 47 ਤ）

　調査区東෦、121 号遺構（近代ஷ水૧）の南西にҐஔする。42DN ʷ 38DN ʷ 9DN のུԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器のᎬു（1 ఺）である。

185 号Ҩ1-̏）<8-(>　ߏ 区）

・遺構（第 47 ਤ）
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　調査区東෦、123 号遺構（近代土坑）の東側にॏ複する。27DN ʷ 23DN ʷ 11DN のུԁܗをఄする。

187 号Ҩ1-̏）<7-(>　ߏ 区）

・遺構（第 47 ਤ）

　調査区東෦、186 号遺構（近世̍土坑）の南西にҐஔする。33DN ʷ 25DN ʷ 9DN のུԁܗをఄする。

191 号Ҩ2-̏）<6-*> 　ߏ 区）

・遺構（第 47 ਤ）

　調査区北東෦、๷Ր水૧西側にҐஔする。35DN ʷ 30DN ʷ 15DN のପԁܗをఄする。

196 号Ҩ2-̏）<6-*>　ߏ 区）

・遺構（第 47 ਤ）

　調査区北東෦、๷Ր水૧南西にҐஔする。39DN ʷ 33DN ʷ 15DN のུԁܗをఄする。

・遺物（第 58 ਤ）

　土器は、‘ かわらけ ’（第 58 ਤ -15）である。

197 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 47 ਤ）

　調査区北東෦、87 号遺構（近世̎井戸）の北側にҐஔする。41DN ʷ 31DN ʷ 25DN のପԁܗを

ఄする。

221 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）

・遺構（第 47 ਤ）

　調査区北෦、205 遺構号（近世̎土坑）とॏ複する。ܘ 39DN ʷ 11DN のԁܗをఄし、ఈ面に΍

΍大ܗの᛽を༗する。

223 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）

・遺構（第 48 ਤ）

　調査区北෦、214 号遺構（近世̍上水路）の東側にҐஔする。33DN ʷ 30DN ʷ 10DN のུԁܗを

ఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器の1）ࡼ ఺）である。　

224 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）

・遺構（第 48 ਤ）

　調査区北෦、214 号遺構（近世̍上水路）の東側にҐஔする。31DN ʷ 25DN ʷ 11DN のପԁܗを

ఄする。　　

225 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）

・遺構（第 48 ਤ）

　調査区北෦、214 号遺構（近世̍上水路）の東側にҐஔする。ܘ 24DN ʷ 11DN のԁܗをఄする。

228 号Ҩ3-̏）<4-(>　ߏ 区）

・遺構（第 48 ਤ）

　調査区北西ԑ近く、240 号遺構（近世̍井戸）の北東にҐஔする。41DN ʷ 31DN ʷ 16DN のପԁ

。をఄするܗ
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ᶙ　遺構と遺物

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器の࿸（1 ఺）である。

231 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）

・遺構（第 48 ਤ）

　調査区北෦、216 号遺構（近世̎地下室）の南東にҐஔする。33DN ʷ 21DN ʷ 14DN のପԁܗを

ఄする。

232 号Ҩ3-̏）<5-(>　ߏ 区）

・遺構（第 48 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦の北側にҐஔする。57DN ʷ 48DN ʷ 17DN のཛܗをఄする。

235 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）

・遺構（第 48 ਤ）

　調査区北෦、216 号遺構（近世̎地下室）の南東にҐஔする。39DN ʷ 33DN ʷ 44DN のཛܗをఄ

する。　

237 号Ҩߏ　ϐοτ　<*-7ŋ8>（̏-1 区）

・遺構（第 43 ਤ）

　調査区北東ԑ近く、193 号遺構（近代土坑）の南西෦にҐஔする。南東෦ա൒をܽଛし、西側を

236 号Ҩߏ（近世̍期土坑）に੾られる。	36DN
 ʷ 	32DN
 ʷ 60DN のପԁܗをఄする。

ࣸਅ �1ɿ18 号Ҩߏ
　　　੨࣓த෥Ֆೖग़౔ঢ়گ
　　　ʢୈ 52 ਤ �1ɿ76 ทʣ

ࣸਅ �2ɿ51 号Ҩߏग़౔
　　　ʮઘ઒ຑۄʯࠁҹ
　　　ʢୈ 54 ਤ �5ɿ78 ทʣ

　　　



第̏ද　近世 1 面　陶磁器・土器ࢿࡌܝྉ
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ܗ
ٕ法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 49 ਤ 1 1 号 磁器 ࿸ ං前 62 31 26 ᫛᫡ 白磁 18$ 代

第 49 ਤ 2 1 号 磁器 ࿸ ං前 76 38 34 ᫛᫡ છ෇
͜んにΌくҹ࡮

֎面দ ŋ দ葉
文

17$ 後 d
18$ 前

第 49 ਤ 3 1 号 磁器 ࿸ ං前 97 59 45 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸　ఈ෦
໏ 18$ 前

第 49 ਤ 4 1 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	29
 40 ᫛᫡ છ෇ ֎面文༷　
ΈՖ文ࠐݟ ఈ෦໏ʮએ明ʯ 17 後 d

18$ 前

第 49 ਤ 5 1 号 磁器 ࿸ தࠃか 88 50 38 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ 白
ޫ沢あり ֎面Ӣ文ଞ 　Έ文༷ࠐݟ

ఈ෦໏角࿮ᝰ書 17$ 前

第 49 ਤ 6 1 号 磁器 ࡼ ං前 	137
 36 44 ᫛᫡ ੨磁 ೾佐ݟ
Έऄの目剥ぎࠐݟ 18$ 後

第 49 ਤ 7 1 号 磁器 ࡼ ං前 	120
 30 38 ᫛᫡ છ෇ ೾佐ݟ
Έऄの目剥ぎࠐݟ 18$ 後

第 49 ਤ 8 1 号 磁器 ു ං前 ʵ 	39
 63 ᫛᫡ છ෇ ֎面ؠ ŋ ૲Ֆ
文 ఈ෦໏ʮએ明年製ʯ 17 後 d

18$ 前

第 49 ਤ 9 1 号 磁器 ࿸֖ ං前 	92
 32 	44
 ᫛᫡
છ෇
֎੨磁
͜んにΌくҹ࡮

口ԑ内面文༷
ଳ四ํ᧪文
五หՖ文ࠐݟ

18$ 後

第 49 ਤ 10 1 号 磁器 ߳࿍ ං前 ʵ 	55
 48 	97
 ᫛᫡ ੨磁 三଍・ྠ高୆　࢒ೋ
଍　高୆ඍཻ࠭෇着

17 ຤ d
18$ 後

第 49 ਤ 11 1 号 陶器 ࿸ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 112 51 42 ᫛᫡ փᬵ

ਢֆޖ 内面山水か ൧࿸ܗ 18$ 代

第 49 ਤ 12 1 号ʴ
2 号 陶器 ࿸ 京 都 ŋ

৴ָ 87 57 30 ᫛᫡ փᬵ ŋ ৭ֆ փ ֎面֨子 ŋ Ֆ
文

18$ தʙ
後

第 49 ਤ 13 1 号 陶器 ᱻ水ೖれ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ

	110 ʷ
36
 39 	112 ʷ

34

൘࡞
り

փᬵ
మֆ ŋ ֆ࡮ ֎面文༷ 18$ த

第 49 ਤ 14 1 号ʴ
2 号 陶器 Χࡼ ං前 ʵ 	64
 	110
 ᫛᫡

ಁ明ᬵ ŋ ྘ᬵ
白化হ土
ૡ取り೾文

׊҉ Έ目跡̏ࠐݟ 17$ ຤ d
18$ 後

第 49 ਤ 15 1 号 陶器 ౮明डࡼ 戸࿊ࢤ 	116
 29 44 ड෦ 80 ᫛᫡ మᬵ ׊҉ डけ෦Ξーνঢ়̏޸ 18$ 前

第 49 ਤ 16 1 号 土器 ࡼ 59 14 30 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　ࠊ෦΍
΍ؙؾຯ

第 49 ਤ 17 1 号 陶器 ࿸ ං前 ʵ 	30
 52 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ୶փԫ׊ 京ম෩陶器　
ఈ෦໏ؙ࿮ᝰࠁ

17$ 後 d
18$ ॳ

第 49 ਤ 18 1 号 陶器 ࡼ ං前 ʵ 	19
 52 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ೕԫ白 Έ山水文ࠐݟ 京ম෩陶器　ฏ࿸　
ఈ෦໏ؙ࿮ᝰࠁ

17$ 後 d
18$ ॳ

第 50 ਤ 1 1 号 陶器 ࡼ ං前 ʵ 	13
 56 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ೕԫ白 京ম෩陶器　ฏ࿸　
ఈ෦໏ᝰࠁ

17$ 後 d
18$ ॳ

第 50 ਤ 2 1 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 35 40 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文
くらわんか࿸
ఈ෦໏ʮ˘˘ʯ	 太
明か 


18$ 前

第 50 ਤ 3 1 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	18
 27 ᫛᫡ છ෇ ఈ෦໏ʮ˘ʯ 17$ ຤
d18$ 後

第 50 ਤ 4 1 号 磁器 ֖物֖ ං前 ʵ 	22
 	96
 ఱ井೾文ଞ 18$ 代

第 50 ਤ 5 1 号 磁器 ു தࠃΧ ʵ ੨磁：྘੨৭ ҉փ 内面࿇ห༷の
Ԝತ

第 50 ਤ 6 1 号 磁器 ࿸ தࠃΧ ᫛᫡ છ෇ 白 内֎面Ֆ文 	 同
一 


第 52 ਤ 1 18 号 磁器 Ֆළ ං前 ʵ 	179
 ʵ ᫛᫡ ੨磁 白 த෥Ֆೖ　上෦内面
੺ม 18$ 代

第 52 ਤ 2 18 号 陶器 合子 京 都 ŋ
৴ָ 54 11 58 62 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ୶ԫ׊ 18$ 代

第 52 ਤ 18 19 号 磁器 ᆀ ං前 57 36 24 ᫛᫡ છ෇ ֎面文༷ 17$ ຤ d
18$ 前

第 52 ਤ 19 19 号 磁器 ࿸ ෆ明 90 52 40 ᫛᫡ છ෇
֎面ཾ ŋ ౜૲
文　内面口ԑ
ଳ玉 ŋ ೾文

ඇං前　୺൓࿸　
ʯ19$˘˘ݩΈ໏ʮಓࠐݟ 前

第 52 ਤ 20 19 号 磁器 ࿸ ං前 100 60 40 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸　
ఈ෦໏ 18$ 前

第 52 ਤ 21 19 号 陶器 ࿸ 京都 103 61 43 ᫛᫡ ಁ明ᬵ
ਢֆޖ ŋ మֆ ୶ԫ׊ ֎面෩ܠ文 せん͡࿸ 18$ த d

後

第 52 ਤ 22 19 号 陶器 ߳࿍ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 110 64 81 ᫛᫡ փᬵ ֎面൒٠文 三଍ 18$ 前

第 54 ਤ 1 51 号 磁器 ழ口ߚ ං前 59�30 9 34�12 ܕ 白磁 ֎面࿇ห文 18$ 後 d
19$ 前

第 54 ਤ 2 51 号 陶器 ࿸ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 122 85 51 ᫛᫡ փᬵ

ਢֆޖ փ ֎面文༷ 御室࿸ 18$ 前

第 54 ਤ 3 51 号 陶器 ᱻ水ೖれ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 117 42 125 ൘࡞

り
փᬵ
మֆ ŋ ֆ࡮ ୶փ ֎面Ֆ文 18$ த

第 54 ਤ 4 51 号 土器 মԘᆵ֖ 75�77 20 ܕ ୶׊ ෍目　
金Ӣ฼एׯ

17$ 後 d
18$ 前



ᴷ 87 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ܗ
ٕ法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 54 ਤ 5 51 号 土器 মԘᆵ 58 97 56 ൘࡞
り ୶׊ 体෦ࠁҹʮઘ川ຑ玉ʯ

金Ӣ฼एׯ
17$ 後 d
18$ 前

第 54 ਤ 6 51 号 磁器 ࿸ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 76 46 37 ᫛᫡

છ෇ ŋ ৭ֆ
ಔ൘సࣸ　ᬵཪ
ߚ

֎面Ֆ文 ఈ෦໏角࿮文ࣈ 19$ 後 d

第 54 ਤ 11 214 号 磁器 స ༻ 品
（ࡼ） ං前 22 25 5 ᫛᫡ છ෇ 内面文༷ ֎周Ꮦり　ࡼのస༻ 18$ 代

第 54 ਤ 13 218 号 磁器 ֖物֖ ං前 85 23 30 ᫛᫡ છ෇ ఱ井ଢ଼౜૲文 18$d
19$ 前

第 54 ਤ 16 240 号 磁器 ࿸ ං前 	84
 47 34 ᫛᫡ છ෇ ֎面ؙ文 	 ૲
Ֆ文 
 ŋ ૲Ֆ文 18$ 代

第 54 ਤ 17 240 号 磁器 ࿸ ං前 	80
 48 32 ᫛᫡ છ෇ փ ֎面૲Ֆ文 17$ 後 d
18$ 前

第 54 ਤ 18 240 号 陶器 ᆀ ෆ明 	62
 45 30 ᫛᫡ ಁ明ᬵమ
ֆ ŋ 白化হ土 ֎面૲文 ୺൓࿸ 18$ 代

第 54 ਤ 19 240 号 陶器 ࡼ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 103 24 49 ᫛᫡ మᬵ ୶փ׊ 高୆内すす෇着 18$ 代

第 54 ਤ 20 240 号 陶器 ౮明ࡼ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 88 21�24 43 95 ᫛᫡ ѿᬵ ୶փ׊ ೺ख෇き　ޟ᝔ఈ 18$ 前葉

第 54 ਤ 21 240 号 陶器 ౮明डࡼ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 111 25 40 ड෦ 81 ᫛᫡ మᬵ ׊҉

わࢥと̐޸がͩ̏޸
れる　༉溝Ξーνঢ়
උ前か

18$ த d
後

第 54 ਤ 22 240 号 磁器 స ༻ 品
（࿸） ං前 20 21 3 ᫛᫡ ֎周Ꮦり　

స༻品おは͡き

第 54 ਤ 23 240 号 磁器 ࡼ ං前 ʵ 	19
 52 ᫛᫡ છ෇ ఈ෦໏ʮએ明年製ʯ　
Έ一ஈԜむࠐݟ

17$ ຤
d18$ 前

第 54 ਤ 24 240 号 陶器 ࿸ ං前 ʵ 	17
 	56
 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ୶փԫ׊ 京ম෩陶器
ఈ෦໏ࠁҹʮਗ਼水ʯ

17$ 後
d18$ ॳ

第 55 ਤ 1 240 号 土器 角Րു 300 ʷ
ʵ 117 287 ʷ

ʵ
൘࡞
り ୶҉׊

第 55 ਤ 4 247 号 磁器 ࿸ ං前 110 58 47 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 17$ 後
d18$ 前

第 56 ਤ 1 20 号 磁器 ࿸ ං前 87 55 42 ᫛᫡ છ෇
֎面区ը૭ֆ

（෩ܠ文）� ණ
ׂ文

ு࿸ࠊ
ఈ෦໏角࿮Ӕ෱ 18$ 後

第 56 ਤ 2 20 号
�41 号 磁器 角ࡼ ං前 124 ʷ

83 24 710 ʷ
44

࡞ܕ
り છ෇ 内面葉文 ŋ よ

Ζけࣶ文 ୹ܕ࡭　ఈ෦໏ʮणʯ18$ 代

第 56 ਤ 3 20 号 磁器 ළ ං前 270 145 50 	82
 ᫛᫡ 白磁 18$ 代

第 56 ਤ 4 20 号
�38 号 磁器 ළ ං前 ʵ 	83
 54 83 ᫛᫡ છ෇ ֎面ക໲ � ଢ଼

౜૲文 18$ 代

第 56 ਤ 5 20 号 陶器 ย口 ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 166 102 88 204 ᫛᫡ փᬵ 	 ԫ৭ 
 ୶փԫ׊ Έ目跡̏ࠐݟ 18$ 代

第 56 ਤ 6 20 号 土器 মԘᆵ ʵ 88 55 ൘࡞
り ୶׊ 内面෍目ࠟݦ著　

胎土白೪土࿅ࠐΈ
17$ 後葉
d18$ 前

第 56 ਤ 7 20 号 土器 ᖿᖻ 	280
 	70
 ʵ ܕ ׊ ఈ෦ちりめん　
内面ࠁҹؙにʮ一ʯ

18$ 後
d19$ 前

第 56 ਤ 11
25 号
�38 号
�41 号

磁器 ෹Ֆළ ං前 ʵ 	88
 50 68 ᫛᫡ ੨磁 18$ 代

第 56 ਤ 12 38 号 土器 ౮明डࡼ 77 16 38 ड෦ 50 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ఈ෦ࢳ੾ࠟ 18$ 後
第 57 ਤ 1 41 号 磁器 ᆀ ං前 67 33 27 ᫛᫡ છ෇ ֎面ࣶ文 18$ 代
第 57 ਤ 2 41 号 磁器 ᆀ ං前 54 38 24 ᫛᫡ ৭ֆ ֎面ւ࿝文 18$ 代

第 57 ਤ 3 41 号
�51 号 磁器 ࿸ ං前 	95
 51 40 ᫛᫡ છ෇ ୶փ

֎面ؙ文（ࣶ
� ֨子 � ૲Ֆ �
沢ׁ）

高୆に࣫۬ঢ়の෇着
物

18$ 前ʙ
த

第 57 ਤ 4 41 号 磁器 ࿸ ං前 	98
 59 34 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸ఈ෦໏ 18$ 前

第 57 ਤ 5

25 号
�41 号
� แؚ
૚

磁器 ߳࿍ ං前 110 85 77 ᫛᫡ છ෇ ֎面ക ŋ ෨文 ྠ高୆ 18$ 代

第 57 ਤ 6 41 号 磁器 水ణ ං前 102 63 39
൘࡞
り ŋ
ܕ

白磁 ఱ井௴文 18$ 代

第 57 ਤ 7 41 号 磁器 ࿸֖ ੉ 戸 ŋ
ඒೱ 80 21 30 ᫛᫡ છ෇

ఱ井ๅ文ଞ　
内面口ԑ文༷
ଳ

19$ 前

第 57 ਤ 8 41 号 磁器 ֖物֖ ං前 100 48 124�18 ᫛᫡ છ෇ ֎面౜૲文 ᆵ֖のՄೳੑあり　
内面かえり　

18$d
19$ 前

第 57 ਤ 9 41 号 陶器 ࿸ 京 都 ŋ
৴ָ 	94
 58 37 ᫛᫡ ಁ明ᬵ

ਢֆޖ ୶ԫ׊
֎面൒٠文 �
ؙ文 	 ೋつҾ
྆ 


18$ த d
後

第 57 ਤ 10 41 号 陶器 ࿸ 京都 	98
 64 59 ᫛᫡ փᬵ
ਢֆޖ ŋ మֆ ୶փԫ׊ ֎面藤文 ౵ܗ࿸ 18$ 前 d

த



第̐ද　近世 1 面　土製品ࢿࡌܝྉ

第̑ද　近世 1 面　金属製品ࢿࡌܝྉ
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ܗ
ٕ法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 57 ਤ 11
25 号
�41 号
�45 号

陶器 ു ං前 251 102 98 ᫛᫡
փᬵ � మᬵ　
白化হ土
ଧち࡮ໟ目

੺׊ Έऄの目ᬵ剥ぎࠐݟ 17$ ຤ d
18$ 後

第 57 ਤ 12

41 号
�51 号
� แؚ
૚

陶器 Րു ෆ明 316 256 268
൘࡞
り ŋ
ྠ積

మᬵ ׊҉ 　ΈॏͶমきࠟࠐݟ
ཻ࠭෇着

第 57 ਤ 13 41 号 土器 ᖿᖻ 	290
 80 ܕ ׊ ఈ෦ちりめん　
内面ࠁҹ 18$ 代

第 57 ਤ 14 41 号 土器 মԘᆵ֖ 86�87 12 Χܕ ୶׊ ఱ井໏角࿮ʮαΧΠ
ʗՖমԘʗϛφτʯ

17$ 後 d
18$ 前

第 57 ਤ 16 41 号 陶器 ࡼ ං前 ʵ ʵ ʵ ᫛᫡ ಁ明ᬵ ҉փ
京ম෩陶器　
ఈ෦໏角࿮ᝰࠁʮሞʯ
�ʮਗ਼水ʯ

17$ 後
d18$ ॳ

第 57 ਤ 17 41 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ ʵ ʵ

᫛᫡
　　 ѿᬵ փ 体෦連続ఝ書ʮ˘ 	 ٱ

か 
ʯ
18$ 前 d
த

第 58 ਤ 8 143 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 83 59 29 ᫛᫡ మᬵ ೕ白 ఱ目࿸ 18$ 前

第 58 ਤ 9 143 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 120 85 68 ᫛᫡ మᬵ ŋ మᕶ փ

口ԑ玉ԑ　ࠐݟΈ目
跡̏　
಑෦֎面ࢦ಄ࠟ̎

18$ 代

第 58 ਤ 12 177 号 土器 ෆ明 35 5 37 ᫛᫡ ੾ࠟࢳあり　ఈ෦޸
ԁ൘ঢ়

第 58 ਤ 15 196 号 土器 ࡼ 47 9 32 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種

Ϟνーϑ

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN
 උ考

第 50 ਤ 7 1 号 人ܗ 56�0 27�9 ྆࿹を͛ۂている
第 58 ਤ 1 41 号 土ླ 34�4 29�5 胎土ೕ白　ख፻Ͷ
第 58 ਤ 13 198 号 動物ܗ 動物ʁ಄なし ʵ ʵ

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 ࣭ࡐ

長さ
	 મܘ 

	NN


高さ
	 ܘ޸ 

	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 50 ਤ 8 1 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�3 5�8 2�8 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668
第 50 ਤ 9 1 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�3 5�7 2�7 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668
第 50 ਤ 9 1 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24 5 3�5 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668
第 50 ਤ 10 1 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�3 5�6 2�5 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668
第 50 ਤ 11 1 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�2 5�7 2�4 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668
第 50 ਤ 13 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�2 5�7 2�8 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 എ文ʮ文ʯ
第 50 ਤ 14 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�2 5�6 2�8 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 എ文ʮ文ʯ
第 50 ਤ 15 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�2 5�6 2�3
第 50 ਤ 16 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6�4 2�2
第 50 ਤ 17 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�4 6�3 2�1
第 50 ਤ 18 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�6 5�5 2�3
第 50 ਤ 19 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�7 5�7 2�6
第 50 ਤ 20 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�2 6�5 2�4
第 50 ਤ 22 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�5 5�7 3�2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 എ文ʮ文ʯ
第 50 ਤ 23 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25 6�1 1�2 ഁଛ
第 50 ਤ 24 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�4 6�3 2�3
第 50 ਤ 25 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�7 6�3 1�8
第 50 ਤ 26 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�3 6 3�6 2 ຕѹ着
第 50 ਤ 27 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�3 6�3 1�7
第 50 ਤ 28 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�7 5�8 1�4
第 50 ਤ 29 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�4�25 6�5�5 6�6 2 ຕ
第 50 ਤ 30 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�23 5�7�6�5 7�3 2 ຕ
第 50 ਤ 31 1 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25 6�3 2�2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 എ文ʮ文ʯ
第 50 ਤ 31 1 号 口ٵ ಔ 	25�3
 ʵ 1�7 ཏӉあり
第 50 ਤ 32 1 号 口ٵ ಔ 50�3 2�7 ありݞ
第 51 ਤ 1 1 号 金۩ ಔ 126�7 35�8 13�9
第 52 ਤ 3 18 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�4 5�6 1�5 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 52 ਤ 4 18 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�5 5�9 3�2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 52 ਤ 5 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�3 6�4 2
第 52 ਤ 6 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�9 6�5 2�1
第 52 ਤ 7 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�4 6�7 1�8



第̒ද　近世 1 面　石製品ࢿࡌܝྉ

第̓ද　近世 1 面　ガラス製品ࢿࡌܝྉ

第̔ද　近世 1 面　෦ࢿࡌܝࡐྉ
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ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 ࣭ࡐ

長さ
	 મܘ 

	NN


高さ
	 ܘ޸ 

	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 52 ਤ 8 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�7 ʵ 1�2 ഁย 2
第 52 ਤ 9 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�1 6�5 2 2 ఺接合
第 52 ਤ 10 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�1 5�1 1�6 2 ຕѹ着、ഁย
第 52 ਤ 11 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�7 6�1 1 ഁଛ
第 52 ਤ 12 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ ʵ ʵ 1�5
第 52 ਤ 13 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�5� ʵ 6�3� ʵ 4�4 2 ຕѹ着
第 52 ਤ 14 18 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�5 6�4 1 ഁย 2
第 52 ਤ 15 18 号 टأ ಔ 	52�2
 25�1 6�6 ཏӉあり
第 52 ਤ 16 18 号 口ٵ ಔ 50�0 ʵ 4�9 ཏӉあり
第 52 ਤ 23 19 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�7 6�2 2
第 52 ਤ 24 19 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�1 6�6 2�5
第 52 ਤ 25 19 号 टأ ಔ 72�2 28�6 8�3 ཏӉあり
第 54 ਤ 7 51 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�6 5�6 3�2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 54 ਤ 8 51 号 ᭔ 真᭦ 101 ʵ 21�1
第 55 ਤ 2 240 号 金۩ ಔ 13�8 ʵ 13�8
第 56 ਤ 8 20 号 金۩ ಔ 18�8 20�2 1�6
第 56 ਤ 9 20 号 金۩෇着 ಔ 42�6 33�7 54�2
第 56 ਤ 13 38 号 टأ ಔ 47�7 	13�2
 7�3
第 56 ਤ 14 38 号 ಔઢ ಔ 66�1 4�6 5�4
第 58 ਤ 2 41 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24 6�1 3
第 58 ਤ 3 41 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�3 5�6 0�8 ഁଛ
第 58 ਤ 4 41 号 टأ ಔ 38�5 15�6 3�8
第 58 ਤ 5 41 号 टأ ಔ 48�1 11�6 4�7 Րࡼ෦ܽଛ　ཏӉあり
第 58 ਤ 6 41 号 口ٵ ಔ 41�4 ʵ 2�0 ཏӉあり
第 58 ਤ 10 143 号 टأ ಔ 	47�0
 	9�7
 3�2 Րࡼ෦ܽଛ

ਤ൛番号 出土
遺構 器種 石ࡐ

長さ
長࣠
	NN


෯
୹࣠
	NN


ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 54 ਤ 9 51 号 ౐石 ೪൘ؠ 83�7 53�3 11�1 84�8 ฏ面長ํܗでፏฏなܗଶ　൒分がܽଛしている　ย面が࢖༻により΍΍ۼむ　៛ີ࣭で
࣭ߗ

ਤ൛番号 出土遺
構 器種 長さ

	NN
 ෯ 	NN
 ްさ
	NN
 特௃

第 51 ਤ 3 1 号 ฏ瓦ݢ ʵ ʵ 36�2 胎土҉փ　黒৭ཻࠞ　石ӳ࣭のඍཻ子ؚ　த৺০三ํׂՖ ŋ ౜૲文 	 江戸式 

第 51 ਤ 4 1 号 ؙ瓦 298�3 145�3 ʵ 胎土҉փ　黒৭ؚཻむ　໛ݦࠟࠎ著
第 51 ਤ 5 1 号 瓦ؙݢ 296�2 110�0 ʵ 瓦当ܘ 111�8NN　胎土փ　໛ݦࠟࠎ著　三೹　玉ԑ側に޸ 2 つ
第 51 ਤ 6 1 号 瓦ؙݢ ʵ 114�0 ʵ 瓦当ܘ 114�3NN　胎土ද૚փ　த৺҉փ　໛ݦࠟࠎ著　三೹　玉ԑ側に޸ 1 つ
第 51 ਤ 7 1 号 ฏ瓦 78�3 60�7 20�0 ತ面΍΍黒化　胎土ද૚փ　த৺҉փ　Ԝ面ૈい෍目ࠟ　側面、දཪ面にݚຏࠟ　స༻౐石
第 54 ਤ 14 218 号 ฏ瓦ݢ ʵ ʵ 37�1 胎土փ　ۃඍࡉな白৭ཻ　石ӳཻ࣭ૄにؚむ　த৺০三ํׂՖ ŋ ౜૲文 	 江戸式 

第 57 ਤ 15 41 号 ฏ瓦 35�5 35�2 16�1 શ面にݚຏࠟ　ฏ面正ํܗ　தԝにઠ޸　十ࣈのઢࠁ

ਤ൛番号 出土
遺構 器種

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN


ఈܘ
ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 51 ਤ 2 1 号 ᝓ 	38�7
 9�4 5�5 6�2 ৭調ԫ৭　அ面ํܗ　ද面ۜ化　྆側ܽଛ
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̏　近世̎面

　1713（正徳三）年に御殿堀が埋め໭されて武家地として利༻された時期以降とࢥわれる井戸 2 、ج

溝 2 ੊間溝、ج 7 地下坑、ج 2 地下室、ج 2 土坑、ج 64 ப穴土坑、ج 22 ϐοτ、ج 32 ܭのج

133 遺構をʮ近世 2 面ʯとした（第 59 ਤ）。

ʲҪށʳ

87 号Ҩߏ　<(ŋ)-6>（̎区）

・遺構（第 60 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北東֎ԑ北側にҐஔする。87 号遺構のதԝ෦に 129 号遺構（近世̎土坑）

がҐஔする。確認面から 545DN で地山が白৭೪土૚となり、掘࡟をஅ೦した。確認面ではܘ 160DN

΄ど、தఔではܘ 106DN 前後、下୺近くでܘ 128DN 前後と΍΍຤޿がりとなる。

・遺物（第 105 ʙ 108 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（223 ఺）・18）ࡼ ఺）・ു（13 ఺）・֖（1 ఺）・ළ（15 ఺）・水஫（4 ఺）・

小ഋ（6 ఺）・ߚழ口（5 ఺）・෹൧器（16 ఺）・߳ ࿍（8 ఺）・ย口ു（1 ఺）・水ణ（1 ఺）・֖ 物（1 ఺）・

ෆ明（3 ఺）、陶器の࿸（300 ఺）・48）ࡼ ఺）・ു （19 ఺）・֖ （2 ఺）・ᆵ（6 ఺）・ᙈ（28 ఺）・ළ（96

఺）・水஫（3 ఺）・土ು（6 ఺）・߳࿍（14 ఺）・ย口ു（7 ఺）・Ꭼു（32 ఺）・Ӥழ口（1 ఺）・उ

子ܕ༰器（3 ఺）・ᱻ水ೖれ（1 ఺）・土ළ（2 ఺）・ෆ明（11 ఺）、土器の1）ࡼ ఺）・ു（9 ఺）・植

໦ു（15 ఺）・Րു（173 ఺）・ᖿᖻ（121 ఺）・Րফᆵ֖（19 ఺）・মԘᆵ（18 ఺）・মԘᆵ֖（4 ఺）・

౮明ड2）ࡼ ఺）・土製品（人16：ܗ ఺・ശఉ：10 ఺・ϛχνϡΞ：9 ఺）・五徳（10 ఺）・෩口（3

఺）・十ೳ（3 ఺）・4）ܕ ఺）・ෆ明（32 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 105 ਤ -1 ʙ 4、第 107 ਤ -8・9：ఈ෦໏Ӕ෱）、ു（第 107 ਤ -15：ʮ大明੒（化）

年製ʯ）、ࡼ（第 105 ਤ -5：ఈ෦໏ʮӔ෱ʯ、第 107 ਤ -16：ఈ෦໏）、ߚழ口（第 105 ਤ -8）、そば

ழ口（第 107 ਤ -14：ʮ෋（و）長（य़）ʯ）、߳࿍（第 105 ਤ -9）、ย口（第 105 ਤ -7）、෹൧器（第

105 ਤ -6）、֖物֖（第 108 ਤ -1）である。

　陶器は、࿸（第 105 ਤ -10 ʙ 13、14：ֻ分ॎ、第 107 ਤ -5：๽書）、ࡼ（第 105 ਤ -15）、ย口

（第 105 ਤ -17）、ํ角ழ口（第 105 ਤ -16）、徳利（第 108 ਤ -2・3：ఝ書きʮϠϚにҏʯ）、Ꭼു（第

107 ਤ -1）、Ֆළ（第 107 ਤ -2：角࿮ᝰࠁ）である。

　土器は、‘ かわらけ ’（第 106 ਤ -1 ʙ 5、第 107 ਤ 、（Έに๽書ʮ大ʯ、7：：ఈ෦に๽書ʮ大ʯΧࠐݟ：6-

ਫ਼製ࡼ（第 106 ਤ -6）、Րു（第 106 ਤ -7、8）、ᖾ࿍（第 106 ਤ -9：ड口෦）、মԘᆵ（第 106 ਤ


にʮઘືҏ৫ʯڞ：11・10-、মԘᆵ֖（第 106 ਤ -12）、ു（第 107 ਤ -3：ఈ෦ઠ޸）、౮明डࡼ（第

107 ਤ -4）である。

‘ かわらけ ’ は 6,772 ఺（32,474H）で、最小ݸ体数は 337 ఺である。

　土製品は、人ܗ（第 108 ਤ -5：西行）、動物（第 108 ਤ -6：Ԑ）、建଄物（第 108 ਤ -7：᛿）、ܕ

࿮（第 108 ਤ -8：ӊఱۡ、9：৉᰻）である。土玉は、穴あき（第 108 ਤ -10）、ପԁܗ（第 108 ਤ

-11）がある。土玉は、7,848 ఺（14,690H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬΅΄・ܗ׬

の土玉は 3,326 ఺（6,456H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 4,522 ఺（8,234H）である。
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ᶙ　遺構と遺物
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　金属製品は、મ՟が৽׮Ӭ 2 ຕ（第 108 ਤ -12・13）である。Ԏ؅は、أट（第 108 ਤ -14 ʙ 17）4 ఺、

口（第ٵ 108 ਤ -18・19）2 ఺のܭ 6 ఺が出土した。その΄かಔ製の水ణ（第 108 ਤ -20）がある。

మఝなど（第 108 ਤ -21）が出土している。

ˎ陶磁器などは 18 世紀前൒からத葉の製品が多い。মԘᆵはʮઘືҏ৫ʯのࠁҹを༗し、18 世紀

த葉の時期が૝定される。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、Ξαリ（3,638 ఺）・ϋϚάリ（140 ఺）・シΦϑΩガΠ（70 ఺）・ϠϚτシδϛ（87 ఺）・

αϧϘウガΠ（14 ఺）・αβΤ（13 ఺）・όΠ（10 ఺）・ϚガΩ（4 ఺）・ατウガΠ（3 ఺）・ΞΧ

ガΠ（2 ఺）・Ωαΰྨ（1 ఺）・ΧガϛガΠ（1 ఺）が出土した。

113 号Ҩߏ　<'ŋ(-7ŋ8>（̎区）

・遺構（第 61 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。北東側にҐஔする 141 号遺構（近世̎土坑）を੾る。

ܘ 110DN ʷ 	370DN
 のԁܗをఄする。

・遺物（第 109 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（7 ఺）・3）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・֖（2 ఺）・ළ（1 ఺）・ළ༉ᆵ（1 ఺）・

Χοϓ（1 ఺）、陶器の࿸（8 ఺）・2）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・ළ（12 ఺）・土ು（6 ఺）・水ു（1 ఺）・

ෆ明（1 ఺）、土器のՐു（2 ఺）・ᖿᖻ（1 ఺）・মԘᆵ（1 ఺）・মԘᆵ֖（1 ఺）・土製品（人ܗ：

2 ఺）・ෆ明（3 ఺）である。

　磁器は、༉௷（第 109 ਤ -1）、࿸֖（第 109 ਤ -2）である。ೈ࣭磁器製Χοϓ（第 109 ਤ -3）は、

135 号遺構（近代土坑）との遺構間接合ݸ体であるが、後世のࠞೖであΖう。

　‘ かわらけ ’ は 622 ఺（2,224H）で、最小ݸ体数は 19 ఺である。

　土玉は、1 ఺（2H）でܭଌෆՄのഁଛ土玉である。

金属製品は、మఝ（第 109 ਤ -4）である。

ˎ遺構間接合

　ˌ 14：磁器Χοϓ（第 109 ਤ -3）は、135 号遺構（近代土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は

2N である。

ʲ溝ʳ

66 号Ҩߏ　<E-6, '-6ŋ7>（̎区）

・遺構（第 62 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内の北東෦にҐஔする。	600DN
 ʷ 20DN ʷ 5DN で北東と南西の྆୺෦は࡟

ฏによりܽଛする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の植໦ു（2 ఺）、陶器のළ（2 ఺）、土器のᙈ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、

12 ఺（48H）である。

74 号Ҩ4-)>　ߏŋ5>（̎区）

・遺構（第 62 ਤ）

　	174DN
 ʷ 52DN ʷ 7DN で、南東෦をํܗの 68 号遺構（近代土坑）によって੾られる。98 号遺構（縄
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ᶙ　遺構と遺物

����� �N

౔૚આ໌

87号 1 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNᒵ৭είリア50�・খ᛽ؚΉɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ10ܘNNখ᛽ؚΉɻ͔ΘΒ͚ย・౔ۄΛେྔʹؚΉɻ3

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ڧɻ10�50ܘNNϩʔϜϒϩοΫ、1ܘNN୸Խ物ยؚΉɻ4

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1ܘNNᒵ৭είリアؚΉɻ5

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ3ܘDNϩʔϜϒϩοΫ10�ɻ6

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ10ܘNNখ᛽ؚΉɻ7

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γܽ͘ɻ10ܘNNখ᛽ؚΉɻҪށ࿮ͷຒ౔ɻ8

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ͔ΘΒ͚ย・౔͢ूڽ͕ۄΔɻ9

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ2�3ܘDNখ᛽、୸Խ物ยؚΉɻ10

৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻೋຕ֋ยूڽϒϩοΫ͋Γ、ಃ࣓ثยؚΉɻ11

12 ৭׊ࠇ ೪ੑڧɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘDNখ᛽、୸Խ物ยؚΉɻ

��߸Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

��߸ҨߏஅׂΓʢೆ౦ΑΓʣ

����N" "`�
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�

�

�
�

�

�

�

�

�

��

��

��

ʲ��߸Ҩߏʳ

ୈ 60 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҪށʢ�1ɿ1/40ʣ
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����� �N

1

2

౔૚આ໌

113号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�3ܘNNϩʔϜཻ・খ᛽・୸Խ物ยؚΉɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1�10ܘNNന৭೪౔ϒϩοΫ5�ؚΉɻ

3 ৭׊҉ۃ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ3�5ܘNNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

���߸Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

���߸ҨߏஅׂΓʢ๺੢ΑΓʣ

ʲ���߸Ҩߏʳ

����N" "`�

" "`�

�

�

�

ୈ 61 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҪށʢ�2ɿ1/40ʣ

文建物跡）の南西෦にҐஔする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）、陶器の1）ࡼ ఺）・ළ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、12 ఺（51H）

である。



ᴷ 95 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

����� �N

����� �N

౔૚આ໌
174号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ͔ΘΒ͚ย・ന৭೪౔ϒϩοΫؚΉɻ

��߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ
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����N
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��߸Ҩߏ

ʲ��߸Ҩߏʳ

ʲ��߸Ҩߏʳ

ୈ 62 ਤ　ۙੈ 2໘ͷߔʢ1/40ɾ1/80ʣ
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ʲ੊ؒߔʳ

32 号Ҩ1-%>　ߏŋ2, E-2>（̍区）

・遺構（第 63 ਤ）

　調査区西側にҐஔする。	194DN
 ʷ 24DN ʷ 3DN ΄どのෆ੔ܗな溝ঢ়をఄし、南西෦は調査区֎

となる。　

33 号Ҩ2-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 63 ਤ）

　調査区西側にҐஔする。	190DN
 ʷ 55DN ʷ 7DN ΄どのෆ੔ܗな溝ঢ়をఄし、南西෦は調査区֎

となる。　

34 号Ҩ2-%>　ߏŋ3>（̍区）

・遺構（第 63 ਤ）

　調査区西側にҐஔする。	342DN
 ʷ 84DN ʷ 7DN ΄どのෆ੔ܗな溝ঢ়をఄし、南西෦は調査区֎

となる。

・遺物（第 109 ਤ）

　金属製品は、મ՟が৽׮Ӭ 2 ຕ（第 109 ਤ -6・7）である。

35 号Ҩ2-%>　ߏŋ3>（̍区）

・遺構（第 63 ਤ）

　調査区西側にҐஔする。	331DN
 ʷ 69DN ʷ 6DN ΄どのෆ੔ܗな溝ঢ়をఄし、南西෦は調査区֎

となる。

36 号Ҩ2-% ,2-$>　ߏŋ3<（̍区）

・遺構（第 63 ਤ）

　調査区西側にҐஔする。	328DN
 ʷ 32DN ʷ 4DN ΄どのෆ੔ܗな溝ঢ়をఄし、南西෦は調査区֎

となる。

37 号Ҩ2-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 63 ਤ）

　調査区西側にҐஔする。	110DN
 ʷ 58DN ʷ 4DN ΄どのෆ੔ܗな溝ঢ়をఄし、西側は 21 号遺構（近

世 2 期土坑）に੾られる。　

39 号Ҩ3-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 63 ਤ）

　調査区南西෦にҐஔする。北西ํ޲にҐஔする 34 号ʙ 36 号遺構（近世 2 土坑）とฒஔし、一連

の੊跡と判அした。

ʲ஍Լ޵ʳ

13 号Ҩ4-$>　ߏŋ5, %-4ŋ5>（̍区）

・遺構（第 64 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、北西ํ޲に 18 号遺構（近世̍൘石܈）、南ํ޲に 12 号遺構（近世̎土坑）

がҐஔする。上෦は 230DN ʷ 290DN のପԁܗ、下෦は 200DN ʷ 140DN の長ํܗをఄし、ਂさは

400DN ΄どで、1 号遺構（御殿堀）のఈ面を؏いてߋに続いている。1 号遺構（御殿堀）のఈ面か
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ᶙ　遺構と遺物
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ら 1N ΄ど下ํにۭܺがあり、そ͜から南西ํ޲にԆͼるτンωϧঢ়のۭ間を確認したが、҆શ上の

഑ྀから͜れ以上の掘࡟をஅ೦した。

・遺物（第 109 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（26 ఺）・5）ࡼ ఺）・ළ（1 ఺）・֖物（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の࿸（27
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216号 1 ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまりあり。3ܘNNϩーϜཻ3� 陶磁器ย・瓦ย・小᛽・୸化物ยؚむ。

2 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。ܘϩーϜཻ3�。かわらけย大量にؚむ。上面にԫ׊৭࣭࠭ϒϩοΫおよͼփ白৭೪土ϒϩοΫؚむ。

3 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。3ܘNNϩーϜཻ10�。

黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりܽく。3-1ܘNNϩーϜཻ・小᛽・୸化物ยؚむ。

৭׊҉ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。10-3ܘNNϩーϜϒϩοΫؚむ。

৭׊҉ۃ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。5-3ܘNNϩーϜϒϩοΫわͣかにؚむ。

4 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。5-3ܘNNϩーϜϒϩοΫ30�。

土૚આ明
144号

2

3
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৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜ౔10�ؚΉɻ
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఺）・5）ࡼ ఺）・ᆵ（1 ఺）・ᙈ（8 ఺）・ළ（10 ఺）・Ꭼു（4 ఺）・౮明2）ࡼ ఺）、土器のՐു（9

఺）・ᖿᖻ（5 ఺）・෩口（1 ఺）・瓦౮1）ࡼ ఺）・෩࿍（1 ఺）・ෆ明（9 ఺）である。

　土器は、瓦౮ࡼ（第 109-8）である。

‘ かわらけ ’ は 746 ఺（2,107H）で、最小ݸ体数は 32 ఺である。

　金属製品は、મ՟が 4 ຕ、うち৽׮Ӭは 3 ຕ（第 109 ਤ -9：ʮݩʯ、10：ʮ文મʯ、11）である。మఝ（第

109 ਤ -12）が出土している。
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ᶙ　遺構と遺物

42 号Ҩߏ　<Eŋ'-2>（̍区）

・遺構（第 65 ਤ）

　調査区北西ԑ、19 号遺構（近世̍上水路）と 51 号遺構（近世̍上水路）の間にҐஔする。開口

෦は 3N ༨りのϩーτঢ়をఄする。調査区境にҐஔしたためશ体ܗঢ়を確認する͜とができなかった

が、෴土が௜下して一෦ۭܺが生͡ていたため、地下坑のՄೳੑが高いと判அした。໦製ΞンΧーを

伴う 28 号遺構（近代土坑）に੾られる。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（5 ఺）・ു（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（3 ఺）である。

‘ かわらけ ’ は、1 ఺（2H）である。

ʲ஍Լࣨʳ

44 号Ҩߏ　<$ŋ%-3>（̍区）

・遺構（第 66 ਤ）

　調査区南西ԑ、1 号以降（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔし、1 号遺構（御殿堀）を੾る。	192DN


ʷ 182DN ʷ 97DN のํܗをఄするが、南西෦分は調査区֎に続く。北東から南西に޲けて、北西ล

にԊって̐ஈの֊ஈが確認された。

・遺物（第 109 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（6 ఺）、陶器の࿸（5 ఺）・8）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・ᙈ（3 ఺）・ළ（1 ఺）・

Ꭼു（1 ఺）・ෆ明（2 ఺）、土器のෆ明（1 ఺）である。

　陶器は、࿸（第 109 ਤ -13）、ං前・内໺山࢈のࡼ（第 109 ਤ -14）である。

　‘ かわらけ ’ は、3 ఺（19H）である。

　金属製品は、Ԏ؅のٵ口（第 109 ਤ -15）が 1 ఺出土した。

216 号Ҩߏ　<*ŋ+-4ŋ5>（̏-3 区）

・遺構（第 66 ਤ）

　調査区北෦、214 号遺構（近世̍上水路）を੾り、199 号遺構・200 号遺構（近代ഉ水ࢪઃ）に

੾られる。199 号遺構 -B（近代࿃瓦ᐩ）とॏ複し、214 号遺構（近世̎上水路）を੾る。300DN ʷ

216DN ʷ 137DN の長ํܗをఄする。

・遺物（第 110 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（127 ఺）・20）ࡼ ఺）・ു （6 ఺）・ළ（20 ఺）・小ഋ（3 ఺）・ߚழ口（2 ఺）・

෹൧器（1 ఺）・߳࿍（1 ఺）・水ణ（2 ఺）・ϛχνϡΞ（1 ఺）・֖物（2 ఺）・Ֆළ（7 ఺）・ஈॏ（1

఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の࿸（108 ఺）・16）ࡼ ఺）・ു（11 ఺）・֖（3 ఺）・ᆵ（2 ఺）・ᙈ（47 ఺）・

ළ（142 ఺）・土ು（11 ఺）・߳࿍（4 ఺）・Ꭼു（32 ఺）・土ළ（3 ఺）・֖物（1 ఺）・Ֆළ（1 ఺）・

ෆ明（3 ఺）、土器のു（3 ఺）・Րു（31 ఺）・ᖿᖻ（27 ఺）・Րফᆵ֖（10 ఺）・মԘᆵ（6 ఺）・

মԘᆵ֖（3 ఺）・土製品（人11：ܗ ఺・ϛχνϡΞ：2 ఺）・౮明3）ࡼ ఺）・٭෇౮明ड1）ࡼ ఺）・

ᜐ৪（1 ఺）・ෆ明（32 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 110 ਤ -1 ʙ 4、18）、ළ（第 110 ਤ -5）、ֻけՖළ（第 110 ਤ -6）である。

　陶器は、࿸（第 110 ਤ -7、8）、൒಑ᙈ（第 110 ਤ -9）、土ು（第 110 ਤ -10）、土ළ֖（第 110

ਤ -11）、࿸֖（第 110 ਤ -14）である。



ᴷ 102 ᴷ

　土器は、মԘᆵ（第 110 ਤ -12）、ᜐ৪（第 110 ਤ 第）ࡼ෇౮明ड٭、（15- 110 ਤ -13）である。

　磁器の໏ࢿྉは、࿸（第 110 ਤ 。東࿸ ఈ෦角࿮、17：角࿮Ӕ෱）である޿：16-

　‘ かわらけ ’ ๽書（第 110 ਤ -19・20：いͣれ΋判ಡෆೳ）である。‘ かわらけ ’ は 4,081 ఺（10,113H）

で、最小ݸ体数は 268 ఺である。

　金属製品は、Ԏأ؅ट（第 110 ਤ -21）である。その΄かʮ਑金ʯ（第 110 ਤ -22・23）が̎఺出

土した。మఝྨ（第 110 ਤ -26）が複数出土している。

　ガラス製品は、྆୺෦がܽଛしたᝓ（第 110 ਤ -24・25）である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、αβΤが 7 ఺出土した。

ʲ౔޵ʳ

2号Ҩߏ　‘ かわらけ ’・土玉遺構　<#-4ŋ5, $-4ŋ5>（̍区）

・遺構（第 67 ʙ 70 ਤ）

　検出Ґஔは、調査区の南୺෦で、北側に 12 号遺構が隣接するが੾り合い関܎は認められない。ܗ

ঢ়は北西ʵ南東を長࣠として約 4N、北東ʵ南西を୹࣠として༁ 3N が確認されたが、南ํ޲のະ調

査区にどれ΄ど࢒ଘしているのかについては༧ଌできない。ਂさは、掘りࠐΈ面から約 2�5N、ݱ地

ද面から約 3�3N をܭる。北西側で確認されたน面は、΄΅ਨ௚をఄする。

　以下では、確認からऴྃまでのঢ়گを記す。

　6 月 16 日に̍区の̍૚を機ցによるআۀ࡞ڈを開࢝し、19 日にコンΫリーτૅجのఫۀ࡞ڈを

行ない、20 日から調査区南୺෦から遺構の確認ۀ࡞を開࢝した。21 日には <#-4> άリοド北東෦近

ลから ‘ かわらけ ’ ยが集தして出土し࢝めた（ࣸ真 -1）。一ि間掘りਐめたが、‘ かわらけ ’ と土玉

の出土はとどまる͜となくより޿く、よりਂく続いていた。7 月には、遺物（‘ かわらけ ’ と土玉な

ど）をબ別するۀ࡞をஅ೦して、ܗ׬ないしは΄΅ܗ׬の ‘ かわらけ ’ のΈをબ別する͜とにした。

にす΂て土のうାに収納して後日ճ収した。ある෦分ではڞりの小ഁยは、ഉ土と࢒ ‘ かわらけ ’ と

土玉がڽ集しており、明らかに土৕より΋઎༗཰が高いঢ়گが؃取された（ࣸ真 -2）。֋௩でݴう

ʮࠞ土֋૚ʯなら͵ʮࠞ土 ‘ かわらけ ’・土玉૚ʯである。ある৔合には、‘ かわらけ ’ の上にそのまま

土玉が੝られたঢ়ଶで出土した（ࣸ真 -3・8）。土玉の多くは、ະম੒で ‘ かわらけ ’ 上で௵れて出土

した΋の΋多かった（ࣸ真 -4・7）。7 月上०には最ॳに ‘ かわらけ ’ の出土を確認した上面からްさ

70DN ΄どのแؚ૚が్੾れて土૚となったので、ఈが出たかと考えていたが、࣮はそのߋに下ํか

ら遺物แؚ૚が続いている͜とが判明した（ࣸ真 -5）。当ॳは、‘ かわらけ ’・土玉の出土した৔所が

御殿堀の埋土૚のために、堀を埋めるࡍに ‘ かわらけ ’・土玉を集தして廃棄した埋土૚のՄೳੑ΋

考えたが、͜の時఺で明確に埋土૚を੾りࠐんでいる͜とが確認されたので、‘ かわらけ ’・土玉を集

தして廃棄した遺構としてѻった。遺物をؚむഉ出土のճ収を土のうାからϑレコンόοάにมߋし

た。一෦では地ද面からの掘ਂ࡟౓が 1N50DN 近くにٴんでいたため、下૚の掘࡟については上૚

のஅ面から෯ 1N のฏஈ（ʮݘ૸りʯ）をઃけて掘࡟する͜ととした（ࣸ真 -9・10）。7 月 11 日には、

およそ 30DN の間૚をڬんで下૚の ‘ かわらけ ’ ૚がおよそ 50DN の堆積をࣔす͜とが判明した。最

ऴ的には、掘りࠐΈࣗ体はさらに下ํにٴんでおり、埋土૚の上面からは 2N50DN、地ද面からは

3N20DN となった。2 号遺構の北西෦では間૚をհ在させていた ‘ かわらけ ’・土玉૚は、南東෦で
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は同一となり ‘ かわらけ ’・土玉૚のްさは 1N50DN ΄どである。調査区南東นには、2021 年（ྩ

࿨三）のࢼ掘坑̐のஅ面が認められて、ࢼ掘時にʮ同堆積土には、多量のかわらけがࠞೖしているʯ

（東京ڀݚۀߤ所 2021：3 ท）と記ࡌされており、‘ かわらけ ’・土玉૚の上୺෦をかすめているঢ়گ

が確認できた（ࣸ真 -9）。

　8 月 7 日には 2 ϱ月ऑにٴんͩ調査をऴえて、2 号遺構શ体のࣸ真ࡱӨを行なった（ࣸ真 -6）。

9 月 20 日には、2 号遺構の北西෦の南西น面において上૚෦分およͼ下૚෦分の̎ϲ所、南東෦の

南東น面において 1 Χ所の̏ܭΧ所で 1N ʷ 1N のൣ囲でΤϙΩシ樹脂を༻いた剥ぎ取りۀ࡞を行な

った。9 月 25 日には、2 号遺構における ‘ かわらけ ’ と土玉の数量的な༰量を೺Ѳするために南୺෦

で 50DN ʷ 50DN のϒϩοΫ・αンϓϧを࠾取した（ࣸ真 -11）。

　土のうାおよͼϑレコンόοάにԾに収納した大量のճ収遺物については、ฏらにۉしてס૩した

うえ（ࣸ真 -12）、ϑϧΠによるճ収ۀ࡞を行なった。ճ収した ‘ かわらけ ’ ยについては、໢ାにೖ

れてਁ水させたうえで、高ѹચড়機を༻いて෇着した土৕のચড়ۀ࡞を行なった。͜うしたۀ࡞は、

̔月からܧ続的に行なっていたが、最ऴ的にはݱ৔での発掘調査がऴྃした後まで続き、ऴྃしたの

は 2024（ྩ࿨四）年 4 月຤日となった。2 号遺構の ‘ かわらけ ’ およͼ土玉の出土量は、ςンόコ

で 429 ശとなった。

・遺物（第 111 ʙ 120 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（183 ఺）・31）ࡼ ఺）・ു（2 ఺）・֖（5 ఺）・ළ（14 ఺）・小ഋ（1 ఺）・

෹൧器（1 ఺）・߳ ࿍（3 ఺）・植໦ （ു1 ఺）・ٸਢ（1 ఺）・֖ 物（3 ఺）・ෆ明（4 ఺）、陶器の࿸（342 ఺）・

44）ࡼ ఺）・ു（7 ఺）・֖（4 ఺）・ᆵ（5 ఺）・ᙈ（37 ఺）・ළ（123 ఺）・土ು（8 ఺）・߳࿍（3 ఺）・

Ꭼു（35 ఺）・植໦ു（1 ఺）・土ළ（18 ఺）・೘ළ（1 ఺）・౮明ड2）ࡼ ఺）・水ു（2 ఺）・ෆ明（20

఺）、土器の16）ࡼ ఺）・ു （50 ఺）・植໦ു（7 ఺）・Րു（25 ఺）・ᖿᖻ（114 ఺）・Րফᆵ֖（8 ఺）・

মԘᆵ（5 ఺）・মԘᆵ֖（2 ఺）・౮明ड3）ࡼ ఺）・土製品（人45：ܗ ఺・ശఉ：4 ఺：ϛχνϡΞ：

3 ఺）・五徳（2 ఺）・෩口（1 ఺）・౮明3）ࡼ ఺）・瓦౮9）ࡼ ఺）・瓦౮ּ（2 ఺）・୆෇౮明ड4）ࡼ

఺）・ᜐ৪（2 ఺）・స༻౐石（1 ఺）・ෆ明（272 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 111 ਤ -1 ʙ 4）、෹൧器（第 111 ਤ -5）、֖ 物֖（第 111 ਤ -6）、స༻品おは͡き（第

111 ਤ -7）である。த࢈ࠃ磁器として、㦆भ༼࢈のછ෇ࡼ小ഁย、֎面に࠼৭した৭ֆ࿸小ഁยが

出土している。

　陶器は、࿸（第 111 ਤ -8、9、10：遺構間接合、11）、ࡼ（第 111 ਤ -12）、౮明डࡼ（第 111 ਤ

-13）である。

　土器は、๲大な量の ‘ かわらけ ’ が出土したが、αΠズのҟなる主なࢿྉをఏࣔした。小αΠズは

口ܘ 70 ʙ 90NN（第 113 ਤ -1：75NN、2・3：77NN、4：80NN、5：79NN、6：85NN）、த

αΠズは口ܘ 90 ʙ 100NN（第 113 ਤ -10：95NN、11：94NN）、大αΠズは口ܘ 110 ʙ 140NN（第

113 ਤ -12・13：113NN、14：117NN、15：129NN、16：132NN、17：136NN）、 特 大 α Π

ズは口ܘ 190NN 以上（第 113 ਤ -18：197NN、19：198NN）となる。

　ଞの ‘ かわらけ ’ と胎土およͼ੔ܗがҟなる ‘ かわらけ ’ が 2 ఺出土している（第 112 ਤ -5・6）。

第 112 ਤ -5 は口ܘ 79NN・ఈܘ 52NN、第 112 ਤ -6 は口ܘ 85NN・ఈܘ 58NN で大きさࣗ体は

ଞの ‘ かわらけ ’ とมわらないが、ްさがڞに 5NN ΄どで೑ްである఺、胎土がഽ৭から白৭をఄ
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2号 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

౔૚આ໌
৭׊ࠇ ೪ੑܽ͘ɻక·Γ͋ΓɻϞルλルยͳͲۙݱ୅遺物ؚΉɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1ܘDNɻϩʔϜϒϩοΫ・ന৭೪౔ϒϩοΫؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNɻԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�8ܘDNɻϩʔϜϒϩοΫؚΉɻϩʔϜ౔࠶ଯੵ૚ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ͔ΘΒ͚・౔ۄओ体૚Ȃ̍ɻ౔৕ΑΓ΋͔ΘΒ͚・౔ۄͷྔ͕上ճΔɻ
͔ΘΒ͚͕ෳ਺ॏͳΔ৔߹͕ଟ͍、͔ΘΒ͚ͱ͔ΘΒ͚ͷؒͷ౔ۄ͸௵Ε͍ͯΔɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚・౔ۄओ体૚Ȃ̍ͱ̎ͷؒ૚ɻएׯͷ͔ΘΒ͚ยΛؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ͔ΘΒ͚・౔ۄओ体૚Ȃ̎ɻ͔ΘΒ͚・౔ۄओ体૚Ȃ̍ͱ΄΅ಉ͡、౦ଆͰ͸ؒ૚Ͱ͋Δ
̔૚͕ফࣦ͠、̓૚ͱ̕૚͕Ұ体Խ͍ͯ͠Δɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γ�క·Γ΍΍ܽ͘ɻ1�3ܘDNɻϩʔϜϒϩοΫؚΉɻԼఈ໘ʹ͔ΘΒ͚・౔͕ۄएׯଯੵ͢Δɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γ�క·Γ͋Γɻ2�10ܘDNɻϩʔϜϒϩοΫؚΉɻएׯͷ͔ΘΒ͚ยΛؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻఈ෦ʹएׯͷ͔ΘΒ͚ยΛएؚׯΉɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�5ܘDNɻϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ఼ޚງຒ౔ɻ

৭׊ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1�8ܘDNɻϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ఼ޚງຒ౔ɻ

ࣸਅ�� ࣸਅ��

ࣸਅ�� ࣸਅ��

ୈ 68 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ2ʣ

してଞの ‘ かわらけ ’ と明らかにҟなる。北関東地ํのத世期にΈられるʮ白いᆀܗΧϫラέʯとの

関連を࢕わせる（村山 2024）。

　٢঵໲ܕԡ ‘ かわらけ ’（第 112 ਤ -20）は、௚ܘ 5�9DN、ްさ 4NN のఈ෦ഁย内面に૒ཌྷの௽

の下にُຸ、ӈにদのࢬ葉ࠨ、 に஛を഑したܕԡしで٢঵໲をඳく。いわΏるʮ௽ُদ஛ܕଧ文土器ʯ

である。ཪ面（ఈ面）は、ۉ੔のとれたӔר໲をඳく。胎土は、ଞの ‘ かわらけ ’ と同༷に׊৭をఄする。

ޫに൓ࣹするࡉかいガラスঢ়の白৭ฆをඍ量にަえる。都区内からは、৽宿区四谷三丁目遺跡、ߓ区
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ࣸਅ��

ࣸਅ��

ୈ 69 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ3ʣ
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ࣸਅ�� ࣸਅ���

ࣸਅ��� ࣸਅ���

ࣸਅ�� ࣸਅ��

ୈ 70 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ4ʣ

ҏࡼ子֋௩遺跡の出土ྫが஌られている（த໺ 2000）。佐լݝ佐լ市における٢঵ܕԡ文の出土事

ྫでは、18 世紀第 4 四൒世紀からນ຤ࠒの所࢈がਪ定されている（三代・小出 2011）。๔ҥ埋納遺

構との関連について΋ਪ定されている（北区教育ҕһձ 2003）。

　その΄か֎面にઢࠁによる文ࣈらしき΋のがࠁまれたഁย（第 112 ਤ Έに์ࣹঢ়のઢࠐݟ、（21-

がなされたഁย（第ࠁ 112 ਤ -21）がある。

　‘ かわらけ ’ ๽書は、第 113 ਤ -1：ʮ຺ʯΧ、第 113 ਤ -2：ʮதʯΧ、第 113 ਤ -3：ʮ˘月十一日

ʗ˘なՖʯ、第 113 ਤ ˙Έʮ͜ࠐݟ：5- <　　>ʯཪʮ͜˙˙ʯである。口ܘ 200NN の大ܗ ‘ かわらけ ’

ഁย（第 113 ਤ -4）には、֎面に金ഩが࢒る。‘ かわらけ ’ ഁย（第 114 ਤ -14）に΋、金ഩが࢒る。

༰器（第ܗു　 113 ਤ -6）は、口ԑ෦の三か所にઠ޸を༗する（209 ท：ࣸ真 -2）。ᖿᖻ（第 113
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����� �N

౔૚આ໌
13号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ2�4ܘNN୸Խ物ย3�、͔ΘΒ͚ยେྔɻ

動物骨ؚΉɻ

�߸ҨߏҨ෺ग़౔ঢ়ଶʢೆ౦ΑΓʣ

�߸ҨߏҨ෺ग़౔ঢ়ଶʢ౦ΑΓʣ

�߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

�߸ҨߏҨ෺ݕग़ঢ়گʢ౦ΑΓʣ

�߸ҨߏҨ෺ݕग़ঢ়گʢೆ౦ΑΓʣ

�߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

����N
" "`�

" "`�

ࠎ

ࠎ

�

ʲ�߸Ҩߏʳ

ୈ 71 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ�5ɿ1/40ʣ

ਤ -7）の内面ఈ෦にʮʓに一ʯのࠁҹを༗する。

　΄かに陶器植໦ു（第 114 ਤ ു、（山ʯٱҹʮ因ࠁ：1- ༰器（第ܗ 114 ਤ -2・3）、‘ かわらけ ’ ഁย（第

114 ਤ -4：֎面にઢࠁ）、মԘᆵഁย（第 114 ਤ -5：角࿮ʮ˘ືҏ৫ʯ、6：角࿮ʮઘभ˘˘ʯ）、ᜐ৪（第
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114 ਤ -7・8）、ᖿᖻഁย（第 114 ਤ ย（第ഁࡼҹʮʓに一ʯ）、磁器ࠁ：9- 114 ਤ -10：໏ʮએ明ʯ、

11：໏角࿮ʮ෱ʯ）、陶器ྐྵ஡࿸（第 114 ਤ -13）、ഗが෇着した ‘ かわらけ ’ ย（第 114 ਤ -14）、穴

あき ‘ かわらけ ’ ഁย（第 114 ਤ -15）がある。☢ჾ㓇ᮼ∦㸦➨ ��� ᅗ ���㸸ෆ㠃ࠕグᛕ ᚋୡࠊࡣࠖ（

ࠋ࠺ࢁ࠶ΰධ࡛ࡢ

　‘ かわらけ ’ ๽書は、第 114 ਤ -16・17：ʮதʯΧ、第 114 ਤ -18：ʮय़˙˙˙˙ݟʯ、第 114 ਤ -19：ʮお

んΈんʯ、第 114 ਤ -20：判ಡෆೳ、第 114 ਤ -21：ʮதʯ、第 114 ਤ -22 ʙ 25、第 115 ਤ -1・5・6：

判ಡෆೳ、第 115 ਤ -2：ʮ小ʯ、3：ʮീʯΧ、4・7・14：ʮதʯ、9：ʮ΄うʯ、10 ʙ 13・15 ʙ 17・

19・23・26 ʙ 28：判ಡෆೳ、18：ʮਃʯΧ、20：ʮາʯΧ、21：<  > Մඃ <  >、22：<  > 者 <  >、24：

ʮうしʯ、25：文ࣈなしである。΄かにᖿᖻのഁย（第 115 ਤ -29：ʮਆా 西 <  >ʯ）である。

　‘ かわらけ ’ の૯数は 537,271 ఺（2,381,096H）で、最小ݸ体数は 27,990 ఺である。

　土製品としては、๲大な数の土玉（第 116 ਤ -1）が出土している。ઠ޸のある土玉（第 116 ਤ

-2）、そΖばん玉ܗ（第 116 ਤ -3）、ΞーϞンドܗ（第 116 ਤ -4）がएؚׯまれている。

　土玉の૯数は、136,118 ఺（189,227H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬ないしは΄΅

の土玉はܗ׬ 54,132 ఺（150,599H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 81,986 ఺（38,628H）である。

土製の人ܗは、（第 116 ਤ -5：ट人6、ܗ：ఱਆ಑෦）、動物ܗ（第 116 ਤ ݘ：7- 	273 ท：ࣸ真

-1
、8 ʙ 建଄物（第、（ޥ：11、ُ：10 116 ਤ -12：ౝ）である。

　金属製品のうちમ՟は 96 ຕである。古׮Ӭ（第 117 ਤ -1 ʙ 7）は 8 ຕ、৽׮Ӭ（第 117 ਤ -8、9・

10・15・29：మમ、11 ʙ 14、16 ʙ 28、、2 ʙ 16、、18 ʙ 30、第 119 ਤ -1 ʙ 5、、7 ʙ 9、11、

12：ʮ小ʯ、21）は 80 ຕ、৽׮Ӭのうちʮ文મʯ（第 118 ਤ -1・第 119 ਤ -17・20）が 3 ຕ、ʮݩમʯ

（第 117 ਤ -12・17、第 119 ਤ -6・10・16・18）が 6 ຕ、৽古ෆ明の׮Ӭ௨ๅが 8 ຕ、أटમ（第

120 ਤ -1 ʙ 3）が 3 ຕ、મ種ෆ明（第 120 ਤ -4・5・13・15：మ、第 120 ਤ -6 ʙ 12、14、16 ʙ

19：మ）が 16 ຕある。

　Ԏ؅は、̏఺出土している。أट（第 120 ਤ -20）1 ఺、ٵ口（第 120 ਤ -21、22）2 ఺である。

その΄かʮ࠯ঢ়のಔ製品ʯ（第 120 ਤ -23）が 1 ఺、మఝ（第 120 ਤ -24）が複数出土している。

ˎ遺構間接合

ˌ̏：٢঵໲ܕԡ ‘ かわらけ ’ （209 ท：ࣸ真 -1）は、ʮদの෦分ʯの 1�4 ഁย（ӈ下の白৭෦分）

が 2 号遺構から、ʮُの෦分ʯの 1�4 ഁยとʮ௽の෦分ʯの 1�2 ഁย（࢒りの׊৭෦分）が 7 号遺

構から出土して接合した。2 号遺構と 7 号遺構間の接合ڑ཭は、13�5N である（334 ท：第 181 ਤ）。

　ˌ 18：陶器࿸（第 124 ਤ -21）は、12 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で接合ڑ཭ 1N である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、αβΤ（90 ఺）・ϠϚτシδϛ（36 ఺）・ϋϚάリ（23 ఺）・Ξαリ（20 ఺）・ϚガΩ（2

఺）・Ωαΰྨ（1 ఺）・ウϛχφྨ（1 ఺）・ΞΧχシ（1 ఺）・ατウガΠ（1 ఺）・ϋΠガΠ（1 ఺）・

αϧϘウガΠ（1 ఺）が出土した。

は、Ϛμラ（11ྨڕ　 ఺）・ϚμΠ（6 ఺）・ΧπΦ（6 ఺）が出土した。

3 号Ҩ5-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 71 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、2 号遺構（近世̎土坑）と 5 ʙ 9 号遺構（近世̎土坑）とのத間にҐஔす



ᴷ 110 ᴷ

����� �N

5号 1 ৭׊҉ۃ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ͔ΘΒ͚ย・౔ूڽۄɻ

6号 1 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ย・౔ूڽۄɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNϩʔϜϒϩοΫ・एׯͷ͔ΘΒ͚ยؚΉɻ

౔૚આ໌

�߸Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

�߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

�߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

�߸Ҩߏʢ੢ΑΓʣ

" "`

" "`
����N

�

�

�

����N" "`�

" "`�

֧ཚ

֧ཚ

ʲ�߸Ҩߏʳ

ʲ�߸Ҩߏʳ

ୈ 72 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ�6ɿ1/40ʣ

る。103DN ʷ 97DN ʷ 45DN のԁܗをఄする。‘ かわらけ ’ ยと動物ࠎなどがؚまれる。

・遺物（第 121 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（10 ఺）・2）ࡼ ఺）・֖（1 ఺）、陶器の࿸（28 ఺）・2）ࡼ ఺）・ു（2 ఺）・

֖（1 ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（2 ఺）・ෆ明（2 ఺）、土器のു（5 ఺）・Րു（1 ఺）・ᖿᖻ（4 ఺）・土

製品（人1：ܗ ఺・ϛχνϡΞ 1 ఺）・ෆ明（6 ఺）である。

　陶器は、֖（第 121 ਤ -7：遺構間接合ˌ 9）である。

　土器は、‘ かわらけ ’ を 6 ఺ࣔした（第 121 ਤ -1 ʙ 6）。‘ かわらけ ’ ഁย（第 121 ਤ -8）には、

金ഩが࢒る。大ܗの ‘ かわらけ ’ ഁย（第 121 ਤ -9）には๽書とࢥわれたࠟ跡が認められたが、文ࣈ

とはΈなされなかった。‘ かわらけ ’ は 9,368 ఺（50,785H）で、最小ݸ体数は 365 ఺である。
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　土製品は、動物ܗ（第 121 ਤ 第）޸子಄෦）である。土玉は、ઠࢰ：10- 121 ਤ -12）およͼι

ϩόンܗ（第 121 ਤ -13）がؚまれる。土玉は、300 ఺（878H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄ

ೳなܗ׬΅΄・ܗ׬の土玉は 105 ఺（359H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 195 ఺（519H）である。

　金属製品は、৽׮Ӭʮݩમʯ（第 121 ਤ -11）が 1 ຕ、΄かમ種ෆ明が 1 ຕある。

・ࣗવ遺物

　ᄡೕྨは、Πψの㢌⵹㦵࣭ᅄ⫥㦵ࡀ࡝࡞ 13 ఺が出土した（第ᶚষ 308 ทࢀর）。

ˎ遺構間接合

ˌ 9：陶器֖（第 121 ਤ -7）は、3 号遺構と 6 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間（4N）接合である。

5 号Ҩ6-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 72 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、調査区南東ԑ近くにҐஔする。	99DN
 ʷ 	62DN
 ʷ 25DN で北東෦およͼ

南西෦をܽଛする。‘ かわらけ ’ ยおよͼ土玉がॆరする。

・遺物（第 121 ਤ）

　出土ࢿྉは、陶器の2）ࡼ ఺）、土器のϛχνϡΞ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。

　磁器は、߳࿍ย（第 121 ਤ -20：遺構間接合ˌ 13）である。

土器は、௨ৗの ‘ かわらけ ’（第 121 ਤ -15 ʙ 19）とڞに、ೕ白৭の胎土を༻いてࠐݟΈにʮળޫࣉʯ

のཅࠁがなされた ‘ かわらけ ’（第 121 ਤ -14）がある。穴あき ‘ かわらけ ’ ഁย（第 121 ਤ -21）が

ある。‘ かわらけ ’ は 4,441 ఺（25,734H）で、最小ݸ体数は 161 ఺である。

　土玉の૯数は、212 ఺（619H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬΅΄・ܗ׬の土玉は 96

఺（346H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 116 ఺（273H）である。

　金属製品は、古׮Ӭ（第 121 ਤ -22）、৽׮Ӭ（第 121 ਤ -23、24）である。Ԏ؅は、أट（第

121 ਤ -25）が出土した。మఝ（第 121 ਤ -26）が出土している。

　合੒樹脂製品は、۳（第 121 ਤ -27）である。

・ࣗવ遺物

　小ܕのϠϚτシδϛが、391 。体出土しているݸ

ˎ遺構間接合

　ˌ 13：磁器߳࿍ย（第 121 ਤ -18）は、8 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間（2N）の接合である。

6 号Ҩ6-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 72 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、5 号遺構（近世̎土坑）の北西にҐஔする。112DN ʷ 81DN ʷ 49DN で

ପԁܗをఄする。‘ かわらけ ’ ยは上൒෦に集தする。

・遺物（第 122 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（4 ఺）・֖ （1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・2）ࡼ ఺）・֖ （1 ఺）、土器のෆ明（4

఺）である。

　磁器は、ழ口（第 122 ਤ -1：遺構間接合ˌ 16）である。

　土器は、‘ かわらけ ’（第 122 ਤ -2 ʙ 5）である。‘ かわらけ ’ ๽書（第 122 ਤ -6）は、判ಡෆೳである。

‘ かわらけ ’ は 10,484 ఺（60,580H）で、最小ݸ体数は 395 ఺である。
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　土製品は、௨ৗの土玉（第 122 ਤ -7）の΄か、༗޸土玉（第 122 ਤ -8）、ιϩόンܗ（第 122 ਤ

-9）、ΞーϞンドܗ（第 122 ਤ -10）がある。土玉は、2,792 ఺（6,946H）である。大きさ（௚ܘ）

がܭଌՄೳなܗ׬・́ の土玉はܗ׬΅ 666 ఺（1,958H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 2,126 ఺（4,988H）

である。

　金属製品は、મ՟ 2 ຕのうち৽׮Ӭ（第 122 ਤ -11）、મ種ෆ明である。΄かにమఝ（第 122 ਤ

-12）がある。

ˎ遺構間接合

ˌ 9：陶器֖（第 121 ਤ -7）は、6 号遺構と 3 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合ڑ

཭は 4N である。

　ˌ 16：磁器ழ口（第 122 ਤ -1）は、6 号遺構と 9 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合

཭はڑ 1N である。

7 号Ҩߏ　<%ŋE-6>（̍区）

・遺構（第 73 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の内側で、64 号遺構（近代土坑）に北側の一෦を੾られる。	115DN
 ʷ

	113DN
 ʷ 65DN で、南東෦は調査区֎に続く。調査区南東นにおいて剥ぎ取りによる ‘ かわらけ ’

૚அ面のอଘۀ࡞を行なった。

・遺物（第 122 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（6 ఺）、陶器の࿸（7 ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（2 ఺）・土ළ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、

土器のᖿᖻ（2 ఺）・ϛχνϡΞ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。

　また 5 号ʙ 7 号遺構の出土ࢿྉとして、磁器の࿸（14 ఺）・4）ࡼ ఺）・ു （1 ఺）、ළ（3 ఺）、߳ ࿍（1

఺）、֖物（1 ఺）、陶器の࿸（8 ఺）・6）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・֖（1 ఺）・ᙈ（4 ఺）・ළ（7 ఺）・土

ು（2 ఺）・土ළ（4 ఺）、土器の1）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・ᖿᖻ（3 ఺）・ෆ明（8 ఺）である。

　土器は、‘ かわらけ ’（第 122 ਤ -13 ʙ 17）である。‘ かわらけ ’ ๽書は、第 122 ਤ -18 ʙ 21、23

ʙ 25 は判ಡෆೳで、22 は文ࣈ以֎である。‘ かわらけ ’ は 32,415 ఺（170,353H）で、最小ݸ体数

は 1,397 ఺である。

　土製品は、土玉（第 122 ਤ -26）、༗޸土玉（第 122 ਤ -27）、ιϩόンܗ（第 122 ਤ -28）、Ξー

Ϟンドܗ（第 122 ਤ -29）がある。土玉の૯数は、15,034 ఺（40,610H）である。大きさ（௚ܘ）

がܭଌՄೳなܗ׬΅΄・ܗ׬の土玉は 5,006 ఺（16,767H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 10,028 ఺

（28,843H）である。

　金属製品は、મ՟ 6 ຕで、古׮Ӭ（第 122 ਤ -30・31）は 2 ຕ、৽׮Ӭ（第 122 ਤ -32 ʙ 34）は 3 ຕ、

મ種ෆ明が 1 ຕある。΄かにమఝ（第 122 ਤ -35）がある。

ˎ遺構間接合

ˌ̏：٢঵໲ܕԡし ‘ かわらけ ’ （第 112 ਤ -20）は、ʮُの෦分ʯの 1�4 ഁยとʮ௽の෦分ʯの

1�2 ഁยが 7 号遺構、ʮদの෦分ʯの 1�4 ഁยが 2 号遺構から出土して接合した。2 号遺構と 7 号遺

構間の接合ڑ཭は、13�5N である。

8 号Ҩߏ　<E-6>（̍区）

・遺構（第 73 ਤ）
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৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻશ体ʹ͔ΘΒ͚ย・౔ूڽ͕ۄɻ

౔૚આ໌

8号 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚・౔ूڽۄ૚ɻ上൒෦͸ಛʹ౔ۄଟɻ
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ୈ 73 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ�7ɿ1/40ʣ

　1 号遺構（御殿堀）内、7 号遺構（近世̎土坑）の北西にҐஔする。120DN ʷ 115DN ʷ 54DN で

北東෦の一෦を 65 号遺構（近世̎土坑）によってܽଛする。‘ かわらけ ’ ย・土玉がڽ集する。

・遺物（第 123 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（10 ఺）・1）ࡼ ఺）・ළ（2 ఺）・߳࿍（1 ఺）・水ణ（1 ఺）・֖物（1 ఺）、

陶器の࿸（19 ఺）・1）ࡼ ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（5 ఺）・ย口ു（9 ఺）・土ළ（1 ఺）・ෆ明（2 ఺）、

土器のᖿᖻ（3 ఺）・ෆ明（9 ఺）である。
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9号 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ยएؚׯΉɻ

2 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ूڽɻ1૚ͱ΄΅ಉɻ

10号

11号 ৭׊҉ ೪ੑܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ͔ΘΒ͚ย40�ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ยूڽɻ
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ୈ 74 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ�8ɿ1/40ʣ

　陶器は、࿸（第 123 ਤ -1、2）、ย口（第 123 ਤ -3）である。

　土器は、௨ৗの ‘ かわらけ ’（第 123 ਤ -4 ʙ 8）である。‘ かわらけ ’ ๽書は、第 123 ਤ -9 の内面がʮ<  

> ҝ೭ʗ <  > ઴行ඃ੒ʯ、ཪ面がʮ月正月ʗକ崎݉太郎ʯである。第 123 ਤ -12 は、ʮ˙十࿡ʯである。
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ᶙ　遺構と遺物

第 123 ਤ -10、11 は判ಡෆೳで、第 123 ਤ -13 はʮ大ʯΧ。‘ かわらけ ’ は 25,469 ఺（155,352H）で、

最小ݸ体数は 1,129 ఺である。

　土製品は、土玉（第 123 ਤ -14）、༗޸の土玉（第 123 ਤ -15）、ΞーϞンドܗ（第 123 ਤ -16）

がある。土玉は、14,418 ఺（40,250H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬΅΄・ܗ׬の土

玉は 4,518 ఺（15,562H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 9,900 ఺（24,688H）である。

　金属製品は、મ՟が 6 ຕで৽׮Ӭ（第 123 ਤ -17 ʙ 21）は 5 ຕ、મ種ෆ明が 1 ຕある。΄かに

మఝなど（第 123 ਤ -22）がある。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、ϠϚτシδϛ（782 ఺）・Ξαリ（13 ఺）・αβΤ（1 ఺）・αϧϘウガΠ（1 ఺）・ϚガΩ（1

఺）が出土している。

ˎ遺構間接合

　ˌ 13：磁器߳࿍ย（第 121 ਤ -18）は、5 ʙ 7 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合ڑ

཭は 2N である。

　ˌ 15：陶器࿸（第 123 ਤ -1）は、9 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は 1�5N である。

9 号Ҩߏ　<%ŋE-6>（̍区）

・遺構（第 74 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、6 号遺構（近世̎土坑）の北、8 号遺構（近世̎土坑）の西にҐஔする。

一ล 100DN ʷ 54DN の΄΅正ํܗをఄする。西側の下૚に ‘ かわらけ ’ ยがෆࣗવにڽ集する。

・遺物（第 124 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（6 ఺）、陶器の࿸（13 ఺）・ു （1 ఺）・֖ （1 ఺）・ළ（1 ఺）・Ꭼു（1 ఺）・

ழ口（5 ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。

　陶器は、౵ܗ࿸（第 124 ਤ -1）である。陶器は、ᆵ֖（第 124 ਤ -7）である。

　土器は、‘ かわらけ ’（第 124 ਤ -2 ʙ 6）である。‘ かわらけ ’ ๽書（第 124 ਤ -8・9）は、判ಡෆ

明である。‘ かわらけ ’ は 7,886 ఺（60,512H）で、最小ݸ体数は 593 ఺である。

　土製品は、土玉（第 124 ਤ -10）、༗޸土玉（第 124 ਤ -11）、ιϩόンܗ土玉（第 124 ਤ -12）である。

土玉は、4,232 ఺（11,265H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬΅΄・ܗ׬の土玉は 1,478

఺（4,583H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 2,754 ఺（6,682H）である。

　金属製品：મ՟はમ種ෆ明が 1 ຕある。

・෦ࡐ

ؙ瓦（第 124 ਤ 。ҹ）であるࠁ：13-

ˎ遺構間接合

ˌ 5：陶器౵ܗ࿸（第 124 ਤ -1）は、શ体の 5�6 が 9 号遺構出土で、࢒りの 1�6 は 9N ཭れた

10 号遺構（近世 2 土坑）の出土である。

　ˌ 15：陶器࿸（第 123 ਤ -1）は、8 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は 1�5N である。

　ˌ 16：磁器ழ口（第 122 ਤ -1）は、6 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は 1N

である。

10 号Ҩ5-$>　ߏ>（̍区）
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12号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNখ᛽・୸Խ物ؚΉɻ

փ৭׊ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚・౔ूڽۄɻנยؚΉɻ

փ׊৭ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ݮগɻ࣓ثย૿ɻ֋ยؚΉɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ย・נย・ಃ࣓ثยؚΉɻ

5 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ยؚΉɻ
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ୈ 75 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ�9ɿ1/40ʣ

・遺構（第 74 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、12 号遺構（近世̎土坑）の北東にҐஔする。89DN ʷ 	52DN
 ʷ 16DN で

南西෦をܽଛする。‘ かわらけ ’ ยがڽ集する。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・1）ࡼ ఺）である。

‘ かわらけ ’ は 1,766 ఺（8,164H）で、最小ݸ体数は 66 ఺である。

　土玉は、127 ఺（368H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬・́ の土玉はܗ׬΅ 73 ఺（221H）

で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 54 ఺（147H）である。
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　金属製品：મ՟はમ種ෆ明が 1 ຕある。

ˎ遺構間接合

ˌ 5：陶器౵ܗ࿸（第 124 ਤ -1）は、શ体の 5�6 が 9 号遺構出土で、࢒りの 1�6 は 9N ཭れた

10 号遺構（近世 2 土坑）の出土である。

11 号Ҩ5-$>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 74 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、10 号遺構（近世̎土坑）の東、3 号遺構（近世̎土坑）の南にҐஔする。

ܘ 59DN ʷ 8DN のུԁܗをఄする。‘ かわらけ ’ ยがؚまれる。

・遺物

　出土ࢿྉは、土器のՐ （ു1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は 285 ఺（951H）で、最小ݸ体数は 15 ఺である。

12 号Ҩ4-$>　ߏŋ5>（̍区）

・遺構（第 75 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、2 号遺構（近世̎土坑）の北東に隣接する。227DN ʷ 94DN ʷ 165DN で、

長࣠ํ޲が北西ʵ南東の長ํܗをఄする。ఈ面には、119DN ʷ 95DN ʷ 30DN のෆ੔ܗな土坑が伴う。

・遺物（第 124 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（441 ఺）・57）ࡼ ఺）・ു（28 ఺）・֖（22 ఺）・ළ（69 ఺）・小ഋ（3 ఺）・

ழ口（5ߚ ఺）・෹൧器（4 ఺）・߳࿍（3 ఺）・土ළ（1 ఺）・ٸਢ（5 ఺）・水ణ（3 ఺）・֖物（25 ఺）・

࿇華（1 ఺）・ෆ明（10 ఺）、陶器の࿸（238 ఺）・64）ࡼ ఺）・ു（33 ఺）・֖（27 ఺）・ᆵ（6 ఺）・

ᙈ（148 ఺）・ළ（451 ఺）・土ು（5 ఺）・߳࿍（14 ఺）・ย口ു（2 ఺）・Ꭼു（91 ఺）・植໦ു（12

఺）・Ӥழ口（2 ఺）・水ു（34 ఺）・ᱻ 水ೖれ（2 ఺）・土ළ（179 ఺）・೘ළ（1 ఺）・౮明ड6）ࡼ ఺）・

౮明3）ࡼ ఺）・Րೖれ（8 ఺）・٭෇౮明ड3）ࡼ ఺）・Ֆළ（1 ఺）・行ฏು（1）・೺ख（1 ఺）・そ

のଞ（6 ఺）・ෆ明（45 ఺）、土器の2）ࡼ ఺）・ു （19 ఺）・植໦ു（78 ఺）・Րു（112 ఺）・ᖿᖻ（139

఺）・Րফᆵ֖（16 ఺）・মԘᆵ（25 ఺）・মԘᆵ֖（10 ఺）・౮明ड1）ࡼ ఺）・土製品（人29：ܗ

఺、ശఉ：1 ఺、ϛχνϡΞ：14 ఺）・五徳（4 ఺）・1）ܕ ఺）・౮明22）ࡼ ఺）・٭෇౮明ड27）ࡼ

఺）・ᜐ৪（1 ఺）・ᖾ࿍（2 ఺）・瓦౮（2 ఺）・೺ख（1 ఺）・そのଞ（5 ఺）・ෆ明（105 ఺）である。

　磁器は、そばழ口（第 124 ਤ -14：ʮ大明年製ʯ）、白磁ᆀ（第 124 ਤ -15）、ྤཨᬵ࿸（第 124 ਤ

-16）、࿸（第 126 ਤ -5：۱立て四π目݁໲、6：ؙに三つѮ໲）、֖（第 124 ਤ -19）、ു（第 124-

18：高୆内にমܧҹあり、第 126 ਤ -7：遺構間接合ˌ 2）、෹൧器（第 124 ਤ ழ口（第ߚ、（20-

124 ਤ -17）である。ʮ۱立て四π目݁໲ʯ（第 126 ਤ -5）は、大前家の家໲とされているが、大前

家は 年には当地の所༗から཭れており（268（੓۝׮）1797 ท：ʮ屋敷地所࣋者มભʯදࢀর）、19

世紀後൒の製品とされるຊࢿྉがどのようにして࢒されたのか、大前家と関܎があるのかについては、

。ෆ明であるࡉৄ

　磁器の໏は、࿸（第 125 ਤ -23：ʮ঵ਸ਼立ྑʗ太˘製ʯ、24：ʮ˘ʯ、25：ʮ੒化年製ʯ、26：角࿮ᝰ書体、

27：ʮ෋و長य़ʯ、第 126 ਤ -1：Ւ෱Χ）である。磁器の৭ֆഁยは、࿸（第 125 ਤ -19・22：૲Ֆ文）、

࿸֖（第 125 ਤ -20・21：૲Ֆ文）であࠋࡿ

　陶器は、࿸（第 124 ਤ -21：遺構間接合ˌ 18）、፻ു（第 124 ਤ -22）、土ළ֖（第 125 ਤ -2、

3）、土ළ（第 125 ਤ -4）、Ӥழ口（第 125 ਤ -15）、΃͜かん徳利（第 125 ਤ -1）、水ു（第 124 ਤ
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14号 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ2�3ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ3�5ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ֋ยؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2�5ܘNNϩʔϜཻ5�・2�3ܘNNന৭೪౔ཻ2�・খ᛽1�2DN1ˋ・נย・͔ΘΒ͚ยؚΉɻ

৭׊໌ ೪ੑ͋Γɻక·ΓڧɻϩʔϜϒϩοΫओ体૚ɻ౔ஂؚࢠΉɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2�5ܘNNϩʔϜཻ25�30ˋ・1�3DNϩʔϜϒϩοΫ5�ɻ

15号 ৭׊ࠇ ೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ͔ΘΒ͚ย・౔ूڽۄɻ֋ยؚΉɻ
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-23）、Ꭼു（第 125 ਤ -16）である。

　陶器の໏は、߳࿍ഁย（第 125 ਤ -13：ʮਗ਼水ʯ）、ළ（第 126 ਤ -8：ఝ書ʮ舎ʯ）である。

　土器は、‘ かわらけ ’（第 125 ਤ -5 ʙ 7）、মԘᆵ（第 125 ਤ -9、11：ʮઘື˘˘ʯ、12：ʮ（೻）

ຏ大ۃ（上）ʯ）、মԘᆵ֖（第 124 ਤ 第）ࡼ෇౮明ड٭、（8- 125 ਤ ༰器（第ܗു、（10- 125 ਤ

-14）、植໦ു（第 125 ਤ -17、18）がある。ʮ೻ຏ大ۃ上ʯのࠁҹを༗するমԘᆵ（第 125 ਤ -12）は、

18 世紀第三四൒期の年代がਪ定されている（小川 2008）。第 126 ਤ -9 は、2 号遺構で΋出土して

いる（第 112 ਤ -20）ʮ٢঵໲ܕԡ ‘ かわらけ ’ʯで、ਤҊのதԝの௽ُӈ側のদの෦分のഁยである。

ఈ面には、2 号遺構出土ࢿྉと同༷にӔ文がࠁまれている。その΄か穴あき ‘ かわらけ ’（第 126 ਤ

-10）がある。‘ かわらけ ’ は 54,351 ఺（286,461H）で、最小ݸ体数は 2,300 ఺である。

　土製品は、人ܗ（第 126 ਤ -11：༷࢞಄෦ܽଛ、14：西行಄෦ܽଛ、15：ُ৐りಐ子）、動物ܗ

（第 126 ਤ 器物（第、（ޥ：いͮれ΋಄෦ܽଛ、16ޅ：13・12- 126 ਤ -17：土ು）である。土玉は、

15,087 ఺（29,709H）である（第 126 ਤ -18 ʙ 22）。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬΅΄・ܗ׬

の土玉は 4,582 ఺（12,084H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 10,505 ఺（17,625H）である。

　石製品は、೪൘ؠ製のݛ（第 126 ਤ -30）、టؠ製のޟ石（第 126 ਤ -31）である。

角製品は、۳（第ࠎ 126 ਤ -32）である。7NN ʙ 9NN の௚ํ体のࡐࠎに 1 から 6 までのۼΈを

。したαΠコϩが出土しているࢪ

　金属製品は、મ՟ 4 ຕで৽׮Ӭ（第 126 ਤ -23、24：ʮݩʯ、25）が 3 ຕ、મ種ෆ明が 1 ຕある。Ԏ؅は、

口（第ٵ 126 ਤ -26 ʙ 28）が 3 ఺出土した。その΄かʮ๮ঢ়金۩ʯ（第 126 ਤ -29）がある。

・෦ࡐ（第 126 ਤ）

瓦は、ฏ瓦（第 126 ਤ -33：ඛࠁܗҹ、34：三角ࠁܗҹ）、ణ水瓦（第 126 ਤ -35）である。

ˎ遺構間接合

�1：মԘᆵ（第 133 ਤ -3）は、12 号遺構と 144 号遺構（近世 2 土坑）の接合で、接合ڑ཭はࠓ

ճの調査で最長の 29N である。

ˌ 2：磁器 （ു第 126 ਤ -7）の口ԑ෦小ഁยは 12 号遺構出土で、தഁยは 110 号遺構（近世 2 期土坑）

出土である。接合ڑ཭は、23N である。

ˌ 18：陶器࿸（第 124 ਤ -21）は、2 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は 1N である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、ϠϚτシδϛ（24 ఺）・αβΤ（20 ఺）・ϋϚάリ（6 ఺）・ΞΧχシ（1 ఺）・Ξαリ（1

఺）が出土している。ྨڕは、ϚμΠ（3 ఺）・ΧπΦ（1 ఺）が出土した。

14 号Ҩߏ　<%ŋE-6>（̍区）

・遺構（第 76 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、6 号遺構（近世̎土坑）の北東෦にҐஔする。ܘ 98DN ʷ 128DN のԁܗ

をఄするが、西側上൒を 9 号遺構（近世̎土坑）に੾られる。

・遺物（第 127 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（4 ఺）・1）ࡼ ఺）、陶器の࿸（5 ఺）・1）ࡼ ఺）・ළ（4 ఺）・ෆ明（2 ఺）、

土器のᖿᖻ（2 ఺）・মԘᆵ֖（1 ఺）・ෆ明（6 ఺）である。

土器は、মԘᆵ֖（第 127 ਤ -1）である。‘ かわらけ ’ は 141 ఺（2,563H）で、最小ݸ体数は 67
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఺である。

　土製品は、土玉（第 127 ਤ -2）である。土玉は、963 ఺（2,493H）である。大きさ（௚ܘ）がܭ

ଌՄೳなܗ׬・́ の土玉はܗ׬΅ 253 ఺（816H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 710 ఺（1,677H）である。

石製品は、౐石（第 127 ਤ -3）である。

　金属製品は、મ՟でમ種ෆ明が 1 ຕ、మఝ（第 127 ਤ -7）が複数出土している。

・෦ࡐ

瓦（第ؙݢ 127 ਤ -4：ʮკʯ）、ణ水瓦（第 127 ਤ -5）、ฏ瓦（第 127 ਤ -6：ʓ記号ࠁҹ）である。

・ࣗવ遺物
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　֋ྨは、ϚμΧΞϫϏ（1 ఺）・αβΤ（1 ఺）・αϧϘウガΠ（1 ఺）・Ξαリ（1 ఺）が出土した。

　ᄡೕྨは、Πψの大଼1）ࠎ ఺）が出土した。

15 号Ҩߏ　<%ŋE-6>（̍区）

・遺構（第 76 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、7 号遺構（近世̎土坑）の西側、8 号遺構（近世̎土坑）の南側にҐஔする。

90DN ʷ 84DN ʷ 31DN のུ正ํܗをఄする。‘ かわらけ ’ ยがॆరする。

・遺物（第 127 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の1）ࡼ ఺）・ළ（1 ఺）、陶器の࿸（4 ఺）・֖（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。

　陶器は、ᆵ֖（第 127 ਤ -17）である。

土器は、‘ かわらけ ’（第 127 ਤ -8 ʙ 16）である。‘ かわらけ ’ は 4,726 ఺（28,535H）で、最小

体数はݸ 226 ఺である。

　土製品は、༗޸土玉（第 127 ਤ -18）である。土玉は、937 ఺（3,435H）である。大きさ（௚ܘ）

がܭଌՄೳなܗ׬・́ の土玉はܗ׬΅ 347 ఺（1,205H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 590 ఺（2,230H）

である。

　金属製品は、મ՟で৽׮Ӭ（第 127 ਤ -19）が 1 ຕ、મ種ෆ明が 1 ຕである。

16 号Ҩߏ　<%ŋE-6>（̍区）

・遺構（第 77 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）内、7 号遺構（近世̎土坑）の南側、15 号遺構（近世̎土坑）の東側にҐஔする。

	95DN
 ʷ 	85DN
 ʷ 10DN で、多くをܽଛする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器の࿸（1 ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）である。

‘ かわらけ ’ は 133 ఺（464H）で、最小ݸ体数は 2 ఺である。

　土玉は、3 ఺（3H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬΅΄・ܗ׬の土玉はなく、શてܭଌ

ෆՄのഁଛ土玉である。

　金属製品は、મ種ෆ明が 1 ຕある。

17 号Ҩߏ　<%ŋE-4>（̍区）

・遺構（第 77 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西ࣼ面෦分にҐஔする。	130DN
 ʷ 112DN ʷ 6DN のପԁঢ়をఄする。南東

෦分をܽଛする。

・遺物（第 127 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（7 ఺）、陶器の࿸（7 ఺）・ᙈ（1 ఺）、土器のᖿᖻ（4 ఺）である。

　‘ かわらけ ’ ๽書は、第 127 ਤ -20 がʮ五（Χ）月ʯ、21 は判ಡෆೳである。‘ かわらけ ’ は 87 ఺（299H）

で、最小ݸ体数は 1 ఺である。

　金属製品は、મ՟のમ種ෆ明が 1 ຕ、మఝ（第 127 ਤ -22）が複数出土している。

21 号Ҩ2-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 78 ਤ）

　調査区南西෦の 32 号遺構ʙ 37 号遺構（近世̎੊跡܈）を੾る。	180DN
 ʷ 145DN ʷ 37DN の
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。ঢ়をఄする。南西෦は調査区֎となるܗ۱ؙํ

・遺物（第 128 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（15 ఺）・ു（4 ఺）・ළ（2 ఺）・෹൧器（1 ఺）・֖物（1 ఺）、陶器の࿸（6

఺）・1）ࡼ ఺）・ᙈ（9 ఺）・ළ（9 ఺）・Ꭼു（3 ఺）・そのଞ（1 ఺）、土器のᖿᖻ（10 ఺）・Րു（1

఺）・ෆ明（4 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 128 ਤ -1：角࿮Ւ෱）である。

土器は、ᖿᖻ（第 128 ਤ ‘。ҹʓに一）であるࠁ：2- かわらけ ’ は 83 ఺（145H）で、最小ݸ体数
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は 1 ఺である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　金属製品は、ԁਲ਼ঢ়の֎面にࣃڒঢ়の૷০を̏ஈにࢪした੨ಔ製のʮ༻్ෆ明品ʯ（第 128 ਤ -3、

273 ท：ࣸ真 -2）がある。同͡ようなࢿྉが、୆東区ݩઙ૲遺跡から出土している（東京都埋蔵文

化財センター 2024：231 ท）。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、αβΤ（2 ఺）が出土した。

22 号Ҩߏ　<%ŋE-2>（̍区）

・遺構（第 78 ਤ）

　調査区西側、20 号遺構（近世̍土坑）の南側にҐஔする。ܘ 65DN ʷ 11DN のུԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器のു（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器のළ（1 ఺）、土器のෆ明（1 ఺）である。

23 号Ҩߏ　<E-1>（̍区）

・遺構（第 79 ਤ）

　調査区西෦にҐஔする。60DN ʷ 33DN ʷ 30DN でฏ面は長ํܗをఄする。

25 号Ҩߏ　<Eŋ'-3>（̍区）

・遺構（第 79 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上の 51 号遺構（近世̍上水路）とॏ複するҐஔにある。西にҐ

ஔする 41 号遺構（近世̍土坑）を੾り、南西にҐஔする 26 号遺構（近世̎土坑）に੾られる。

	210DN
 ʷ 158DN ʷ 48DN の長ପԁঢ়をఄする。

・遺物（第 128 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（16 ఺）・ළ（3 ఺）・෹൧器（1 ఺）・߳࿍（7 ఺）、Ֆළ（5 ఺）・ෆ明（2

఺）、陶器の࿸（15 ఺）・3）ࡼ ఺）・ു（9 ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（5 ఺）・߳࿍（1 ఺）・Ꭼു（3 ఺）・

౮明ड1）ࡼ ఺）・ӤᎬു（1 ఺）・ෆ明（7 ఺）、土器のՐു（1 ఺）・ᖿᖻ（48 ఺）・土製品（人ܗ：

1 ఺）・ෆ明（3 ఺）である。

土器は、ᖿᖻ（第 128 ਤ ‘、（ҹʮʓに一ʯࠁ：4- かわらけ ’ ๽書（第 128 ਤ -5：ʮதʯΧ）である。

‘ かわらけ ’ は 374 ఺（1,595H）で、最小ݸ体数は 4 ఺である。

　金属製品は、మఝ（第 128 ਤ -6）が複数出土している。

ˎ遺構間接合

ˌ 6：磁器෹Ֆළ（第 56 ਤ -11）は、38 号遺構（近世 1 土坑）・41 号遺構（近世̍土坑）の遺構

間接合で接合ڑ཭は 5�5N である。

ˌ 8：陶器 （ു第 57 ਤ -11）は、41 号遺構（近世̍土坑）と 45 号遺構（近世̍土坑）の遺構間（4�5N）

接合である。

26 号Ҩߏ　<E-3>（̍区）

・遺構（第 79 ਤ）

　280DN ʷ 160DN ʷ 25DN の長ପԁঢ়をఄする。北東側の 25 号遺構（近世̎土坑）を੾る。南西

෦の下ํには 19 号遺構（近世̍上水路）がҐஔする。

・遺物
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　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・Ꭼു（1 ఺）、土器のෆ明（1 ఺）である。

‘ かわらけ ’ は、1 ఺（8H）である。

27 号Ҩ2-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 80 ਤ）

　調査区西側、33 号遺構（近世̎੊跡）と 21 号遺構（近世̎土坑）の間にҐஔする。59DN ʷ

33DN ʷ 15DN でପԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）である。

29 号Ҩߏ　<E-2>（̍区）

・遺構（第 80 ਤ）

　調査区北西ԑ、19 号遺構（近世̍上水路）の南西側にҐஔする。31 号遺構（近世̎土坑）に੾ら

れる。	54DN
 ʷ 	33DN
 ʷ 8DN で北西෦分は調査区֎になる。

・遺物

　出土ࢿྉは、土器のᖿᖻ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺（1H）である。

30 号Ҩߏ　<E-2>（̍区）

・遺構（第 80 ਤ）

　調査区北西ԑ近く、北西の 31 号遺構（近世̎土坑）を੾り、南東の 20 号遺構（近世̎土坑）に

੾られる。115DN ʷ 	60DN
 ʷ 30DN のํܗをఄする。

31 号Ҩߏ　<E-1ŋ2>（̍区）

・遺構（第 80 ਤ）

　調査区北西ԑにҐஔする。	140DN
 ʷ 160DN ʷ 25DN で北西෦は調査区֎、南東෦は 20 号遺構・

30 号遺構（近世̎土坑）に੾られる。　

43 号Ҩ3-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 81 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上、44 号遺構（近世̎地下室）の北東にҐஔする。154DN ʷ

138DN ʷ 25DN でෆ੔ܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の1）ࡼ ఺）・֖ （1 ఺）、陶器の1）ࡼ ఺）、土器のՐു（1 ఺）・瓦౮（8 ఺）・ෆ明（2

఺）である。‘ かわらけ ’ は、10 ఺（33H）である。

47 号Ҩ3-'>　ߏŋ4>（̍区）

・遺構（第 81 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上、51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間

にҐஔする。南東෦に 46 号遺構（近世̎ϐοτ）、北西෦に 48 号遺構（近世̎土坑）がҐஔする。

70DN ʷ 60DN ʷ 4DN のུԁܗをఄする。

・遺物（第 128 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（第 128 ਤ -7：遺構間接合ˌ 17）である。‘ かわらけ ’ は、41 ఺（99H）である。

ˎ遺構間接合
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ᶙ　遺構と遺物
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43号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ2�5ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

2
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1

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ4�5ܘNNϩʔϜϒϩοΫ3�ɻ

౔૚આ໌

47号 ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ڧɻ10ܘNNന৭೪౔ϒϩοΫ3�ɻ
͔ΘΒ͚ย10�ɻ୸Խ物ยؚΉɻ

৭׊ࠇ

48号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘDNϩʔϜϒϩοΫ10�ɻ୸Խ物ยؚΉɻ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

��߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

��߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

����N
" "`�

" "`�

̎̍

ϩʔϜϒϩοΫ

��߸Ҩߏ

��߸Ҩߏ

�

����N
" "`�

" "`�

�

����N
" "`�

" "`�

ʲ��߸Ҩߏʳ

ʲ��߸Ҩߏʳ

ʲ��߸Ҩߏʳ

ୈ 81 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ�15ɿ1/40ʣ



ᴷ 128 ᴷ

����� �N

50号 ৭׊҉

1
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1

౔૚આ໌

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�3ܘDNϩʔϜϒϩοΫ301ܘ��DN੨փ৭೪౔ϒϩοΫؚΉɻ

49号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ10�ɻ͔ΘΒ͚ยؚΉɻ

65号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ยूڽɻ౔ؚۄ·ͣɻ
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ᶙ　遺構と遺物

����� �N
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౔૚આ໌
71号 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�5ܘNNന৭೪౔ؚཻΉɻ

փ৭～ԫᒵ৭׊໌ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ3�6ܘDNന৭೪౔ϒϩοΫ・ᒵ৭ϒϩοΫओ体80�90ˋɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ยҰ෦ूڽɻ

೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ໦ย30�・୸Խ物ยؚΉɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻؚ༗物ͳ͠ɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻؚ༗物ͳ͠ɻ
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81号 ৭׊ࠇ

৭׊ࠇ

೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ1�3ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ1�2ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

90号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ͔ΘΒ͚ย・נย・খ᛽ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNന৭೪౔ϒϩοΫؚΉɻ׊ࠇ৭

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNϩʔϜϒϩοΫ20�ɻ׊ࠇ৭

��߸Ҩߏஅ໘ʢ੢ΑΓʣ
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　ˌ 17：磁器࿸ย（第 128 ਤ -7）は、48 号遺構（近世 2 期土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は

1N である。

48 号Ҩ3-'>　ߏŋ4>（̍区）

・遺構（第 81 ਤ）
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ᶙ　遺構と遺物

����� �N

౔૚આ໌

1

2

91号

1

৭׊ࠇ

2

৭׊ࠇ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ยଟ਺ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNιフトϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

3

4

97号

99号

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

৭׊҉ۃ

1

2

1

2

৭׊҉ۃ

৭׊ࠇ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘNN୸Խ物ย・͔ΘΒ͚ยؚΉɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ยؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ಺༰物ͳ͠ɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻנย・͔ΘΒ͚ยؚΉɻ

೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ͔ΘΒ͚ยؚΉɻ

100号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ5ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ׊ࠇ৭
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　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上、51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間

にҐஔする。南東ํ޲に 47 号遺構・46 号遺構（近世̎期土坑）が連なる。120DN ʷ 80DN ʷ 5DN

のෆ੔ܗなପԁঢ়をఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（3 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、33 ఺（45H）である。

ˎ遺構間接合

　ˌ 17：磁器࿸ย（第 128 ਤ -7）は、47 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は

1N である。

49 号Ҩ3-'>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 82 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上、51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間

にҐஔする。北ํ޲に 53 号遺構（近世̎土坑）、南ํ޲に 50 号遺構（近世̎土坑）がҐஔする。ܘ

60DN ʷ 3DN のෆ੔ܗなԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器の土ළ（1 ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）である。

50 号Ҩ3-'>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 82 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上、51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間に

Ґஔする。99DN ʷ 52DN ʷ 5DN のෆ੔ܗな長ପԁঢ়をఄする。長࣠は、北東ʵ南西ํ޲である。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）、陶器のෆ明（1 ఺）、土器のෆ明（2 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、5 ఺（8H）

である。

65 号Ҩߏ　<E-6>（̍ŋ ̎区）

・遺構（第 82 ਤ）

　調査区南東寄りの 1 号遺構（御殿堀）内෦にҐஔする。8 号遺構（近世̎土坑）を੾る。182DN

ʷ 142DO ʷ 31DN のପԁܗをఄする。

・遺物（第 128 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（2 ఺）・ළ（2 ఺）、陶器の࿸（8 ఺）・ළ（2 ఺）・߳ ࿍（1 ఺）、土器の1）ࡼ

఺）・ᖿᖻ（2 ఺）・ෆ明（3 ఺）である。

　ਤࣔした ‘ かわらけ ’（第 128 ਤ -8 ʙ 12）をؚめて、‘ かわらけ ’ ૯఺数は 2,059 ఺（19,406H）で、

最小ݸ体数は 57 ఺である。

　土玉は、ΞーϞンドܗ（第 128 ਤ -13）で、土玉の૯఺数は 929 ఺（1,468H）である。大きさ（௚

́・ܗ׬ଌՄೳなܭが（ܘ の土玉はܗ׬΅ 110 ఺（331H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 519 ఺（1,137H）

である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、ϠϚτシδϛ（1 ఺）が出土した。

69 号Ҩ5-)>　ߏ>（̎区）
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ᶙ　遺構と遺物

・遺構（第 83 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北側۶ۂ෦から南東ํ޲௚近にҐஔし、1 号遺構（御殿堀）を੾る。155DN

ʷ 100DN ʷ 40DN の小判ঢ়をఄする。長࣠は、北西ʵ南東ํ޲で、1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上

に৐る。

・遺物（第 128 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（5 ఺）・ළ（1 ఺）、陶器の࿸（2 ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（5 ఺）・Ꭼു（1 ఺）、

土器のു（2 ఺）・植໦ു（3 ఺）・土製品（人1：ܗ ఺）・٭෇౮明ड1）ࡼ ఺）・ෆ明（2 ఺）である。

　陶器は、࿸（第 128 ਤ ‘。ҹ）であるࠁ：14- かわらけ ’ は 18 ఺（37H）で、最小ݸ体数は 1 ఺である。

　金属製品は、మఝ（第 128 ਤ -15）が出土している。

71 号Ҩ7-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 83 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北東、大ܗの 110 号遺構（近世̎土坑）の南東ԑにҐஔする。91DN ʷ

81DN ʷ 32DN でུԁܗをఄする。

・遺物（第 128 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（6 ఺）・1）ࡼ ఺）・֖物（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・2）ࡼ ఺）・ᙈ（2 ఺）・

ළ（18 ఺）・Ꭼു（1 ఺）・ᖿᖻ（3 ఺）・水ു（1 ఺）・ᖾ࿍（1 ఺）、土器のෆ明（2 ఺）である。

　陶器は、ළ（第 128 ਤ -19：ఝ書ʮϠϚに川ʯ）である。

　土器は、‘ かわらけ ’ ๽書（第 128 ਤ -16：ʮ຺ʯΧ、17：判ಡෆೳ）である。‘ かわらけ ’ は 548 ఺（520H）

で、最小ݸ体数は 8 ఺である。

　金属製品は、మఝ（第 128 ਤ -18）である。

72 号Ҩ5-(>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 83 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦北西にҐஔする。93DN ʷ 	60DN
 ʷ 20DN で、北西෦をコンΫリーτ

。によってଛࣦするૅج

・遺物

　‘ かわらけ ’ は、2 ఺（13H）である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、ϠϚτシδϛ（1 ఺）が出土した。

81 号Ҩ5-(>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 84 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦北西にҐஔする。72 号遺構（近世̎土坑）とॏ複する。	250DN
 ʷ

	130DN
 ʷ 18DN で、南東෦以֎の多くを׭舎ૅجでܽଛする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）、陶器の࿸（2 ఺）・ᙈ（2 ఺）、土器のᖿᖻ（3 ఺）・মԘᆵ֖（1 ఺）

である。

　‘ かわらけ ’ は、26 ఺（56H）である。

90 号Ҩߏ　<'ŋ(-7>（̎区）
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110号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γڧɻ1ܘDNখ᛽・ࢎԽమؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ڧɻ1ܘDNখ᛽・1�2ܘNN୸Խ物ยؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘNNϩʔϜؚཻΉɻ͔ΘΒ͚ยଟྔʹؚΉɻ

౔૚આ໌

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

" "`

" "`����N

�

�

�

ʲ���߸Ҩߏʳ

ୈ 86 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ�20ɿ1/40ʣ

・遺構（第 84 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北東֎ԑ௚近にҐஔする。180DN ʷ 170DN ʷ 52DN のུԁܗの大ܗ土坑で

ある。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（2 ఺）・2）ࡼ ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の࿸（7 ఺）・ു（3 ఺）・ᆵ（1 ఺）・

ᙈ（2 ఺）・ළ（12 ఺）・Ꭼു（4 ఺）・土ළ（1 ఺）・そのଞ（5 ఺）、土器のՐു（3 ఺）・ᖿᖻ（2 ఺）

である。‘ かわらけ ’ は 274 ఺（757H）で、最小ݸ体数は 9 ఺である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、αβΤ（2 ఺）が出土した。

91 号Ҩ7-'>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 85 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北東֎ԑ௚近にҐஔする。111DN ʷ 97DN ʷ 18DN のུԁܗ土坑である。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器のළ（2 ఺）、土器のෆ明（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、9 ఺（28H）である。

97 号Ҩ7-)>　ߏ>（̎区、3-1 区）
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ᶙ　遺構と遺物

・遺構（第 85 ਤ）

 　1 号遺構（御殿堀）の北東֎ԑの 90 号遺構・91 号遺構（近世̎土坑）の北東側にҐஔする。

152DN ʷ 56DN ʷ 5DN の長ପԁܗの土坑である。複数のϐοτを伴う。南東෦にҐஔする 99 号遺

構（近世̎土坑）を੾る。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（2 ఺）・ஈॏ（1 ఺）、陶器の࿸（2 ఺）・ළ（3 ఺）・ෆ明（1 ఺）、土器の

ෆ明（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、38 ఺（158H）である。

99 号Ҩ7-)>　ߏ>（̎区、3-1 区）

・遺構（第 85 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北東֎ԑの 90 号遺構・91 号遺構（近世̎土坑）の北東側にҐஔする。

	120DN
 ʷ 160DN ʷ 51DN のෆ੔ܗをఄする。複数のϐοτを伴う。北西෦にҐஔする 97 号遺構（近

世̎土坑）に੾られる。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器のළ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の࿸（3 ఺）・1）ࡼ ఺）・ළ（3 ఺）・Ꭼു（1 ఺）・

ෆ明（1 ఺）、土器のᖿᖻ（3 ఺）・ᖾ࿍（2 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。

　97 号遺構およͼ 99 号遺構の出土ࢿྉとして磁器の࿸（3 ఺）・ു （1 ఺）・ළ（1 ఺）、陶器の࿸（3 ఺）・

ළ（4 ఺）・Ꭼു（1 ఺）・Րു（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）・মԘᆵ（1 ఺）・ෆ明（4 ఺）

である。‘ かわらけ ’ は、86 ఺（329H）である。

　土玉は、2 ఺（38H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬・́ の土玉はܗ׬΅ 1 ఺（27H）で、

ଌෆՄのഁଛ土玉はܭ 1 ఺（11H）である。

100 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 85 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上にҐஔする。86DN ʷ 	53DN
 ʷ 	23DN
 で、南൒෦を 1 号遺構（御

殿堀）によってܽଛする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、22 ఺（42H）である。

110 号Ҩ6-)>　ߏŋ7>（̎区・3-1 区）

・遺構（第 86 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北東֎ԑの௚近にҐஔする。	370DN
 ʷ 200DN ʷ 123DN の長ପԁܗの大

土坑である。北東෦のܗ 151 号遺構（近世̎土坑）に੾られる。

・遺物（第 129 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（266 ఺）・28）ࡼ ఺）・ു （11 ఺）・֖ （9 ఺）・ළ（19 ఺）・ߚழ口（2 ఺）・

土製品（ϛχνϡΞ：1 ఺）・֖物（5 ఺）・ஈॏ（1 ఺）・ෆ明（5 ఺）、陶器の࿸（225 ఺）・47）ࡼ

఺）・ു（11 ఺）・֖（1 ఺）・ᆵ（2 ఺）・ᙈ（82 ఺）・ළ（349 ఺）・土ು（10 ఺）・小ഋ（1 ఺）・

߳࿍（18 ఺）・Ꭼു（65 ఺）・土ළ（21 ఺）・水ణ（1 ఺）・౮明ड1）ࡼ ఺）・౮明1）ࡼ ఺）・ᜐ৪（1 ఺）・

Րೖれ（2 ఺）・೺ख（1 ఺）・ෆ明（32 ఺）、土器の1）ࡼ ఺）・ു （19 ఺）・植໦ു（2 ఺）・Րു（86

఺）・ᖾ࿍（3 ఺）・十ೳ（1 ఺）・ᖿᖻ（132 ఺）・Րফᆵ（6 ఺）・Րফᆵ֖（22 ఺）・মԘᆵ（6 ఺）・



ᴷ 136 ᴷ

মԘᆵ֖（5 ఺）・౮明ड3）ࡼ ఺）・土製品（人7：ܗ ఺・ശఉ：2 ఺・ϛχνϡΞ：4 ఺）・五徳（5

఺）・౮明8）ࡼ ఺）・٭෇౮明ड8）ࡼ ఺）・そのଞ（10 ఺）・ෆ明（63 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 129 ਤ -1、3 ʙ 第）ࡼ、（5 129 ਤ -6：ఈ෦໏、7：角࿮ᝰ書）、ߚழ口（第 129

ਤ -2、8）である。

　陶器は、小ഋ（第 129 ਤ -9）、࿸（第 129 ਤ -10 ʙ 14、15：྘ᬵ）、ྠՖࡼ（第 129 ਤ -16）、

߳࿍（第 129 ਤ -17）、ᆵ（第 129 ਤ -18）、土ು（第 129 ਤ -21）、౮明ࡼ（第 129 ਤ -20）、൒಑

ᙈ（第 129 ਤ -19：ఈ෦ઠ޸植໦ുస༻）である。

　土器は、‘ かわらけ ’（第 130 ਤ -1 ʙ 5）、মԘᆵ（第 130 ਤ -6）、মԘᆵ （֖第 130 ਤ -7・8）、Ր （ു第

130 ਤ -9）である。

　磁器の໏は、࿸（第 130 ਤ -10：Ւ෱）、そばழ口（第 130 ਤ -11：˘）、৭ֆはു֖（第 130 ਤ

-14）である。

　陶器の໏は、࿸（第 130 ਤ ҹʮ৿ʯ）、๽書はළ（第ࠁ：12- 130 ਤ -13：ʮ　˙集Χʯ）、৭ֆは࿸

（第 130 ਤ -15・16）である。徳利のఝ書は、第 130 ਤ -17：ʮສʯ、18：ʮたʯ、19：ʮ˘˘（ち）˘ʯ、

20：ʮʷしまʯ、第 131 ਤ -1：ʮ˘ຊʯである。

　徳利ఈ෦（第 130 ਤ -21）は、༼ҹがࠁҹされる。ᖿᖻ（第 131 ਤ -2：ʮʓに一ʯ）、মԘᆵ（第

131 ਤ -3：ʮαΧΠʗઘभ˘˘（ຏ生）ʗ御Ԙ所Χʯがある。ʮαΧΠʗઘभຏ生ʗ御Ԙ所ʯのࠁҹ

を༗するমԘᆵ（第 131 ਤ -3）は、18 世紀第三四൒期の年代がਪ定されている（小川 2008）。

　‘ かわらけ ’ ๽書は、第 131 ਤ -4・10・11：ʮதʯΧ、5 ʙ 9：判ಡෆೳである。

‘ かわらけ ’ は 5,426 ఺（16,236H）で、最小ݸ体数は 415 ఺である。　

土製品は、器物（第 131 ਤ -12・13：֖）、人ܗ（第 131 ਤ -15：ఱਆ）、໛଄՟ฎ（第 131 ਤ

-14：ද面ʮۜ࠲ৗങʯ・ཪ面ʮ以南᭼ສΧ׵Χ小判一྆ʯ）である。؝۩として利༻されていた΋の

とࢥわれる。

　土玉は、13 ఺（81H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬・́ の土玉はܗ׬΅ 6 ఺（40H）で、

ଌෆՄのഁଛ土玉はܭ 7 ఺（41H）である。

　金属製品は、મ՟で৽׮Ӭ（第 131 ਤ -16、17：ʮݩʯ）である。Ԏ؅は、ٵ口（第 131 ਤ -18・

19）である。多数のమఝ（第 131 ਤ -30）が出土している。

　ガラス製品は、គ（第 131 ਤ -20 ʙ 29）である。

ˎ遺構間接合

ˌ 2：磁器ു（第 124 ਤ -18）の口ԑ෦小ഁยが 12 号遺構（近世 2 土坑）から、தഁยが 110

号遺構（近世 2 土坑）から出土している。接合ڑ཭は、23N である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、αβΤ（1 ఺）が出土した。

120 号Ҩߏ　<(ŋ)-7>（̏-1 区）

・遺構（第 87 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上にҐஔする。139DN ʷ 120DN ʷ 64DN のུԁܗをఄする。南西に

Ґஔする 125 号遺構（近世̎土坑）を੾る。ఈ෦を上にした΍΍大ܗの ‘ かわらけ ’ がଘ在したが、

下෦にରԠする ‘ かわらけ ’ はଘ在せͣ๔ҥࡼではないと判அした。
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ᶙ　遺構と遺物

����� �N

౔૚આ໌

1120号 ৭׊҉

2

122号

৭׊ࠇ

1

125号 1

৭׊ࠇ

2 ʹͿ͍׊৭

೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γ͋Γɻ5ܘNNԫ׊৭ϩʔϜؚཻΉɻ

೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNੴփཻ・1�2ܘDNখ᛽ؚΉɻ

೪ੑڧɻక·Γ͋Γɻ1�2ܘDNന৭೪౔ϒϩοΫؚΉɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻנย・ಃ࣓ثยؚΉɻ

���߸Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ ���߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

���߸ҨߏҨ෺ݕग़ঢ়گʢ๺੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢ౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢ౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

" "`�

����N
" "`�

� �

�

���߸Ҩߏ ���߸Ҩߏ

" "`�

����N
" "`�

���߸Ҩߏ

��

�

ʲ���߸Ҩߏʳ

ʲ���・���߸Ҩߏʳ
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���߸Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

����N
" "`�

" "`�

�

�

" "`�

����N
" "`�

�

���߸Ҩߏ

�
�

���߸Ҩߏ

"
����N

"`�

" "`�

�

�

"
����N

"`�

" "`�

ʲ���߸Ҩߏʳ ʲ���߸Ҩߏʳ

ʲ���߸Ҩߏʳ ʲ���߸Ҩߏʳ

����� �N

౔૚આ໌

1

2

1

2

1

2

1

126号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNᒵ৭είリア3�ɻ୸Խ70ࡐ�ɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNԫ׊৭ϩʔϜཻ3�ɻ

129号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ڧɻ1ܘNNᒵ৭είリア・5ܘNNখ᛽・נยؚΉɻ

138号 ৭ࠇ ೪ੑܽ͘ɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ2ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻࠇ৭౔ओ体ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ

139号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻࠇ৭౔ओ体ɻ

৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻιフトϩʔϜओ体ɻ
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ᶙ　遺構と遺物

����� �N

৭׊ࠇ

৭1׊ࠇ

1
1

౔૚આ໌

2

141号

140号

142号

೪ੑ΍΍ܽ͘ɻక·Γܽ͘ɻ1�5ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ڧɻ1�3ܘDNϩʔϜϒϩοΫ30�ɻ׊ࠇ৭

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ڧɻ1ܘNNᒵ৭είリア3�ɻ

೪ੑܽ͘ɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ1ܘDNখ᛽ؚΉɻ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢ౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

�

"
����N

"`�

" "`�

�

�

"
����N

"`�

" "`�

���߸Ҩߏ

"
����N

"`�

" "`�

�

ʲ���߸Ҩߏʳʲ���߸Ҩߏʳ

ʲ���߸Ҩߏʳ
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����� �N

1

౔૚આ໌

2

1

144号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNখ᛽・୸Խ物ยؚΉɻ

2 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ׊৭౔ϒϩοΫؚΉɻ

3

1

2

3

৭׊҉ۃ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ3ܘNN୸Խ物ยؚΉɻ

149号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNN୸Խ物ย・໌׊փ৭೪౔ϒϩοΫؚΉɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNখ᛽ؚΉɻ

153号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘDNখ᛽・୸Խ物ยؚΉɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ׊৭౔ϒϩοΫؚΉɻ

৭׊҉ۃ ೪ੑ΍΍ڧɻక·Γ͋Γɻ3ܘDNϩʔϜϒϩοΫؚΉɻ

��
��
N

#

#`
�

#

#`
�

�

� �
��

� �
�

ಙར

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

"
����N

"`�

" "`�

ʲ���・���・���߸Ҩߏʳ
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・遺物（第 132 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（13 ఺）・小ഋ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の࿸（4 ఺）・ു （1 ఺）・ᙈ（ˠ 140 ท）

（4 ఺）・ළ（1 ఺）・Ꭼു（1 ఺）・ෆ明（3 ఺）、土器のᖿᖻ（6 ఺）・土製品（人1：ܗ ఺）・ෆ明（3

఺）である。

　磁器は、小ᆀ（第 132 ਤ -1）、࿸（第 132 ਤ -2）である。

　‘ かわらけ ’ は 71 ఺（705H）で、最小ݸ体数は 3 ఺である。

　金属製品は、మఝ（第 132 ਤ -3）がある。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、Ξαリ（81 ఺）・ϋϚάリ（5 ఺）・シΦϑΩガΠ（2 ఺）が出土した。
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ᶙ　遺構と遺物

144号ҨߏஅׂΓஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ 144号ҨߏஅׂΓʢ๺੢ΑΓʣ

149号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ 149号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

144ɾ149ɾ153号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

ୈ 91 ਤ　ۙੈ 2໘ͷ౔޵ʢ25ʣ

122 号Ҩ1-̏）<7-(>　ߏ 区）

・遺構（第 87 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上にҐஔする。115DN ʷ 100DN ʷ 10DN のུԁܗをఄする。東側に

Ґஔする 123 号遺構（近代土坑）に一෦੾られる。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器のළ（1 ఺）、土器のᖿᖻ（2 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、3 ఺（10H）である。

125 号Ҩ1-̏）<7-)>　ߏ 区）
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����� �N

౔૚આ໌

1

1

2

1

146号 ৭׊҉ ೪ੑ͋Γɻక·Γ΍΍ܽ͘ɻ2�3ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

148号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋ΓɻϩʔϜ౔50�ɻ

৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻࠇ৭౔ओ体ɻ

147号 ৭׊ࠇ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNϩʔϜཻ3�ɻ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

���߸Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

���߸Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

�

����N
" "`�

" "`�

���߸Ҩߏ

"
����N

"`�

" "`�

�
̎

�

"
����N

"`�

" "`�

ʲ���߸Ҩߏʳ

ʲ���߸Ҩߏʳ ʲ���߸Ҩߏʳ
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・遺構（第 87 ਤ）

　1 号以降 	 御殿堀 
 北東֎ԑ上にҐஔし、135DN ʷ 	90DN
 ʷ 30DN のུํܗをఄする。北東にҐ

ஔする 120 号以降（近世̎土坑）に੾られる。

・遺物（第 132 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（8 ఺）・߳࿍（1 ఺）、陶器の࿸（2 ఺）・2）ࡼ ఺）・ᙈ（2 ఺）・ළ（2 ఺）、
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ᶙ　遺構と遺物

土器のᖿᖻ（2 ఺）・ෆ明（5 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 132 ਤ -4）である。

　陶器は、ࡼ（第 132 ਤ -5）、ළఈ෦（第 132 ਤ -7：遺構間接合ˌ 10）である。

　土器は、‘ かわらけ ’（第 132 ਤ -6）である。‘ かわらけ ’ は 26 ఺（133H）で、最小ݸ体数は 5 ఺である。

ˎ遺構間接合

　ˌ 10：陶器ළ（第 132 ਤ -7）は、149 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は 3N

である。

126 号Ҩ1-̏）<8-(>　ߏ 区）

・遺構（第 88 ਤ）

　調査区の東側、西側に 144 号以降（近世̎土坑）がҐஔする。71DN ʷ 55DN ʷ 13DN のཛܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器の࿸（1 ఺）・ᙈ（1 ఺）、土器のさな（2 ఺）・ෆ明（39 ఺）である。‘ かわらけ ’

は、11 ఺（57H）である。

129 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 88 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上の 87 号遺構（近世̎井戸）のதԝ෦にҐஔする。82DN ʷ 71DN

ʷ 16DN のུํܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、土器のᖿᖻ（1 ఺）・土製品（人31：ܗ ఺）・ෆ明（3 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、5

఺（7H）である。

138 号Ҩ1-̏）<8-)>　ߏ 区）

・遺構（第 88 ਤ）

　調査区の東側にҐஔする。北側に 144 号遺構（近世̎土坑）、南側に 133 号遺構（近代土坑）が

Ґஔする。70DN ʷ 55DN ʷ 14DN のུ三角ܗをఄする。

139 号Ҩ1-̏）<8-(>　ߏ 区）

・遺構（第 88 ਤ）

　調査区東側にҐஔする。101DN ʷ 92DN ʷ 13DN のԁܗをఄする。

・遺物

　‘ かわらけ ’ は、18 ఺（81H）である。

140 号Ҩ7-(>　ߏŋ8>（̏-1 区）

・遺構（第 89 ਤ）

　調査区の東側にҐஔする。北東側に 188 号遺構（近世̍土坑）、南西側に 123 号遺構（近代土坑）

がҐஔする。62DN ʷ 55DN ʷ 9DN のུԁܗをఄする。

141 号Ҩ7-)>　ߏŋ8>（̏-1 区）

・遺構（第 89 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上にҐஔする。	180DN
 ʷ 64DN ʷ 80DN で、長࣠は北東ʵ南西ํ޲

である。南西෦は、113 号遺構（近世̎井戸）によって੾られる。
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2

1

1

2

3

150号

151号 ৭׊҉ۃ ೪ੑ͋Γɻక·Γ͋Γɻ1ܘNNᒵ৭είリア1�ɻ͔ΘΒ͚ยؚΉɻ
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・遺物（第 132 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器のළ（1 ఺）、陶器の࿸（4 ఺）・ළ（4 ఺）・ෆ明（2 ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）・ෆ明（1

఺）である。‘ かわらけ ’ は 16 ఺（36H）で、最小ݸ体数は 1 ఺である。

　金属製品は、මがついたΩϟοϓঢ়の金۩（第 132 ਤ -8）、మఝ（第 132 ਤ -9）である。

142 号Ҩ1-̏）<8-)>　ߏ 区）

・遺構（第 89 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦上、151 号遺構（近世̎土坑）の南東にҐஔする。122DN ʷ

63DN ʷ 12DN のପԁܗをఄする。
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ᶙ　遺構と遺物

・遺物

　‘ かわらけ ’ は、3 ఺（10H）である。

144 号Ҩߏ　<(ŋ)-8>（̏-1 区）

・遺構（第 90・91 ਤ）

　調査区東෦、153 号遺構（近世̎土坑）に西側の一෦を੾られる。291DN ʷ 109DN ʷ 114DN で

長ํܗの大ܗ土坑である。南西෦分にஈを༗する。

・遺物（第 132 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（38 ఺）・8）ࡼ ఺）・֖ （1 ఺）・ළ（5 ఺）・ߚழ口（1 ఺）、陶器の࿸（34 ఺）・

10）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・֖（1 ఺）・ᆵ（3 ఺）・ᙈ（12 ఺）・ළ（136 ఺）・߳࿍（1 ఺）・Ꭼു㸦Ѝ ��）

（5 ఺）・土ළ（3 ఺）・水ణ（1 ఺）・౮明ड2）ࡼ ఺）・౮明3）ࡼ ఺）・ᜐ৪（3 ఺）、土器のՐു（18

఺）・ᖿᖻ（122 ఺）・Րফᆵ֖（4 ఺）・মԘᆵ（12 ఺）・౮明ड1）ࡼ ఺）・五徳（4 ఺）・෩口（12

఺）・౮明1）ࡼ ఺）・瓦౮（2 ఺）・ᜐ৪（5 ఺）・ෆ明（20 ఺）である。

　͜の΄かに 144 号遺構と 153 号遺構の྆者からの出土ࢿྉとして、磁器の࿸（4 ఺）・ു（1 ఺）・

֖（1 ఺）、陶器の֖（1 ఺）・ළ（20 ఺）・߳ ࿍（1 ఺）・ෆ明（3 ఺）、土器のᖿᖻ（2 ఺）・Րফᆵ（11

఺）・ෆ明（5 ఺）である。

　磁器は、ߚழ口（第 132 ਤ -10）、࿸（第 132 ਤ -11 ʙ 第）ࡼ、（15 133 ਤ -7：角࿮ʮ෱ʯ）である。

陶器は、࿸（第 132 ਤ -16 ʙ 19）、ྠՖࡼ（第 132 ਤ -20）、൒಑ᙈ（第 132 ਤ -21：ఈ෦ઠ޸

植໦ുస༻）、౮明ࡼ（第 132 ਤ -22）、౮明डࡼ（第 132 ਤ -23・24）、ᜐ৪（第 133 ਤ -5）、ළ（第

133 ਤ -8：ఝ書ʮຢ一ʯ、9 ʙ 11：ఝ書ʮ山にҏʯ、12：ఝ書ʮສʯである。

　土器は、‘ かわらけ ’（第 132 ਤ -25）、౮明डࡼ（第 133 ਤ -6）、Րു（第 132 ਤ -26）、ᖿᖻ（第

132 ਤ -27・28）、෩口（第 133 ਤ -1）、五徳（第 133 ਤ -2）、মԘᆵ（第 133 ਤ -3：遺構間接合ˌ 1）、

Րফᆵ֖（第 133 ਤ -4）である。‘ かわらけ ’ ๽書は、第 133 ਤ -15：判ಡෆೳ、16：ʮ大ʯ、17：ʮീʯ

Χ、18：ʮதʯ、19：ʮ定ʯΧである。‘ かわらけ ’ は 169 ఺（2891H）で、最小ݸ体数は 13 ఺である。

　金属製品は、Ԏأ؅ट（第 133 ਤ -13）、小ฑのฑ（第 133 ਤ -14：ແ文）がある。

ˎ遺構間接合

ˌ 1：ϩΫϩ੒ܗແࠁҹのমԘᆵ（第 133 ਤ -3）の小ഁยが 12 号遺構（近世 2 土坑）から、大

ഁยが 144 号遺構（近世 2 土坑）から出土しており、接合ڑ཭は最大の 29N である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、ϠϚτシδϛ（93 ఺）・ϋϚάリ（10 ఺）・Ξαリ（5 ఺）・αβΤ（2 ఺）が出土した。

146 号Ҩ1-̏）<7-)>　ߏ 区）

・遺構（第 92 ਤ） 

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上にҐஔする。	90DN
 ʷ 28DN ʷ 5DN で、長࣠は北西ʵ南東ํ޲で

ある。南東෦は、141 号遺構（近世̎土坑）によって੾られる。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）、陶器のළ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺（3H）である。　

147 号Ҩ5-*>　ߏŋ6>（̏-3 区）

・遺構（第 92 ਤ）
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ᶙ　遺構と遺物

　調査区北側、217 号遺構（近世̎土坑）の南西側にҐஔする。60DN ʷ 44DN ʷ 3DN のཛܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、土器の౮明1）ࡼ ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺（3H）である。

148 号Ҩ2-̏）<6-*>　ߏ 区）

・遺構（第 92 ਤ）

調査区北東ԑ近く、217 号遺構（近世̎土坑）の南東側にҐஔする。84DN ʷ 70DN ʷ 12DN のུ

ԁܗをఄする。　

149 号Ҩߏ　<(ŋ)-7ŋ8>（̏-1 区）

・遺構（第 90・91 ਤ）

　調査区東෦、153 号遺構（近世̎土坑）の北西にҐஔする。長࣠は北東ʵ南西、118DN ʷ 82DN

ʷ 28DN の長ํܗをఄする。

・遺物（第 134 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（4 ఺）・2）ࡼ ఺）・ළ（1 ఺）・ഋ（1 ఺）、陶器の࿸（4 ఺）・1）ࡼ ఺）・

ළ（3 ఺）・ෆ明（1 ఺）、土器のՐു（1 ఺）・মԘᆵ֖（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。

　磁器は、ഋ（第 134 ਤ -1）である。‘ かわらけ ’ は 18 ఺（74H）で、最小ݸ体数は 2 ఺である。

ˎ遺構間接合

　ˌ 10：陶器ළ（第 132 ਤ -7）は、125 号遺構（近世 2 土坑）との遺構間接合で、接合ڑ཭は 3N

である。

150 号Ҩ1-̏）<8-)>　ߏ 区）

・遺構（第 93 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。北西側に 141 号遺構（近世̎土坑）、西側に 113 号

遺構（近世̎期井戸）がҐஔする。56DN ʷ 50DN ʷ 23DN のෆ੔ԁܗをఄする。

151 号Ҩߏ　<(-6ŋ7, )-7>（̏-1 区）

・遺構（第 93 ਤ）

1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ上にҐஔする。240DN ʷ 	140DN
 ʷ 60DN の大ܗํܗ土坑で、南西

෦を大ܗの 110 号遺構（近世̎土坑）に੾られる。

・遺物（第 134 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（3 ఺）、陶器の࿸（13 ఺）・ළ（5 ఺）・߳ ࿍（1 ఺）、土器の౮明ड1）ࡼ ఺）・

ෆ明（2 ఺）である。

　土器は、౮明डࡼ（第 134 ਤ -2）である。‘ かわらけ ’ は 189 ఺（906H）で、最小ݸ体数は 23

఺である。

石製品は、ݛ（第 134 ਤ -3）、Րଧ石（第 134 ਤ -4）である。

153 号Ҩߏ　<(ŋ)-8>（̏-1 区）

・遺構（第 90・91 ਤ）

　調査区東෦、東側にҐஔする 144 号遺構（近世̎土坑）を੾り、西側の 149 号遺構（近世̎土坑）

と接する。191DN ʷ 92DN ʷ 45DN の長ํܗをఄする。

・遺物
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　‘ かわらけ ’ は、11 ఺（29H）である。

189 号Ҩ1-̏）<8-*>　ߏ 区）

・遺構（第 94 ਤ）

　調査区北東ԑにҐஔする。ܗঢ়はํܗとࢥわれるがա൒が調査区֎にҐஔし判વとしない。上෦を南側

にҐஔする 194 号遺構（近代土坑）に੾られる。北西ํ޲に 193 号遺構・194 号遺構（近代土坑）が

Ґஔする。

・遺物                                                                                     

　出土ࢿྉは、磁器のു（1 ఺）、陶器の1）ࡼ ఺）・ළ（2 ఺）、土器の౮明1）ࡼ ఺）である。

213 号Ҩ3-̏）<4-(>　ߏ 区）

・遺構（第 94 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦北西ํ޲にҐஔする。	112DN
 ʷ 85DN ʷ 34DN のཛܗをఄする。北西
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ᶙ　遺構と遺物
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෦分は 212 号遺構（近世̎ϐοτ）に੾られる。

・遺物（第 134 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（2 ఺）・ළ（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・1）ࡼ ఺）である。

　陶器は、࿸（第 134 ਤ -5）である。‘ かわらけ ’ は、8 ఺（45H）である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、αβΤ（1 ఺）が出土した。

217 号Ҩ5-+ ,6-*>　ߏŋ6>（̏-2ŋ3 区）

・遺構（第 94 ਤ）

　調査区北東֎ԑ෦にҐஔする。	300DN
ʷ	100DN
ʷ	50DN
で北西෦を214号遺構（近世̍上水路）

でܽଛし、北東෦の多くが調査区֎にҐஔする。

・遺物（第 134 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（3 ఺）・1）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・ළ（1 ఺）・֖物（2 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・

2）ࡼ ఺）・֖（1 ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（4 ఺）・Ꭼു（4 ఺）、土器の1）ܕ ఺）・さな（1 ఺）・ࣣྠ（2

఺）・ෆ明（3 ఺）である。

　陶器は、ٸਢ֖（第 134 ਤ -7）である。

　土器は、ࣣྠ（第 134 ਤ -6）である。‘ かわらけ ’ は、2 ఺（6H）である。

　金属製品は、環ঢ়の೺ख（第 134 ਤ -8）、ෆ明మ製品（第 134 ਤ -9）がある。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、ϋϚάリ（7 ఺）・Ξαリ（1 ఺）が出土した。

244 号Ҩ4-̏）<3-)>　ߏ 区）

・遺構（第 95 ਤ）

　調査区北西側の 51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間にҐஔする。南東

側にҐஔする 245 号遺構（近世̎土坑）を੾る。135DN ʷ 130DN ʷ 98DN のུԁܗをఄする。

・遺物（第 134 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（12 ఺）・1）ࡼ ఺）・ළ（1 ఺）、陶器の2）ࡼ ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（2 ఺）・

Ꭼു（1 ఺）・ෆ明（2 ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）・ෆ明（15 ఺）である。‘ かわらけ ’ は 23 ఺（124H）

で、最小ݸ体数は 2 ఺である。

　金属製品は、Ԏٵ؅口（第 134 ਤ -10）、మఝ（第 134 ਤ -11）である。その΄かఝが 4 ఺出土した。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、αβΤ（1 ఺）が出土した。

245 号Ҩߏ　<'ŋ(-3>（̏-4 区）

・遺構（第 96 ਤ）

　調査区北西側の 51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間にҐஔする。

	170DN
 ʷ 125DN ʷ 16DN のෆ੔ܗをఄする。北東෦にུํܗの落ちࠐΈを伴う。北側の一෦を

244 号遺構（近世̎土坑）によって੾られる。

246 号Ҩߏ　<'ŋ(-3>（̏-4 区）

・遺構（第 96 ਤ）
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ᶙ　遺構と遺物
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1

1

1

154号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。5-1ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3�。

155号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。5-1ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ5�。

157号 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりあり。1ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3�。

1108号 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。4-2ܘNNϩーϜཻ30�。

2 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。5-1ܘDNϩーϜϒϩοΫ・瓦ยؚむ。

1

1

1

158号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。4-2ܘNNԫ׊৭ϩーϜؚཻむ。

159号 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまり΍΍ܽく。白৭೪土ϒϩοΫؚむ。

2 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。5-1ܘNNԫ׊৭ϩーϜؚཻむ。

160号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。2-1ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3�。

土૚આ明

1/400 1m

108号Ҩߏஅ໘ʢ๺ΑΓʣ

108号Ҩߏʢ๺ΑΓʣ 154号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

154号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ 155号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

155号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

157号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

157号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

158号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

158号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

159号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

159号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

160号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

160号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

24�4m
" "`�

" "`�

�

�

"
24�2m

"`�

" "`�

1

24�2m
" "`�

" "`�

1

"
24�3m

"`�

" "`�

1

"
24�1m

"`�

" "`�

1

"
24�1m

"`�

" "`�

1

2 1

"
24�1m

"`�

" "`�

ʲ���߸Ҩߏʳ ʲ���߸Ҩߏʳ ʲ���߸Ҩߏʳ ʲ���߸Ҩߏʳ

ʲ���߸Ҩߏʳʲ���߸Ҩߏʳʲ���߸Ҩߏʳ

ୈ 98 ਤ　ۙੈ 2໘ͷப݀౔޵ʢ�1ɿ1/40ʣ



ᴷ 153 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

1/400 1m

土૚આ明
161号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。4-2ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3�。

2

1

1

1

1

1

1

1

黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。4-2ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3�。

162号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。5-2ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ5�。

163号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。4-2ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3�。

165号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。3-1ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ5�。

167号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。5-3ܘNNϩーϜϒϩοΫ10�。

2 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。ιϑτϩーϜ主体。

3 ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。2૚より黒৭土多。

168号 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。5-1ܘNNϩーϜཻ20�。

2 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。15-5ܘNNϩーϜϒϩοΫ10�。

171号

2

৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。5-1ܘDN白৭೪土ϒϩοΫؚむ。

৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。5-3ܘNNϩーϜϒϩοΫ3ˋ。

161号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

161号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

162号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

162号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

163号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

163号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

165号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

165号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

167号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

167号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

168号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

168号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

171号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

171号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

"
24�1m

"`�

" "`�

1

2

"
24�2m

"`�

" "`�

1
1

"
24�2m

"`�

" "`�

1

"
24�3m

"`�

" "`�

1

2
3

"
24�2m

"`�

" "`�

1

2

"
24�2m

"`�

" "`�

ௐࠪ۠֎

1

2

" "`

" "`24�5m

ʲ���߸Ҩߏʳ

ʲ���߸Ҩߏʳʲ���߸Ҩߏʳʲ���߸Ҩߏʳ

ʲ���߸Ҩߏʳʲ���߸Ҩߏʳʲ���߸Ҩߏʳ

ୈ 99 ਤ　ۙੈ 2໘ͷப݀౔޵ʢ�2ɿ1/40ʣ



ᴷ 154 ᴷ

1/400 1m

土૚આ明
1

1

1

173号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。3-1ܘNNϩーϜཻ10�。

2 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍1ܘ。ڧNNϩーϜཻ3�。

180号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。5-2ܘNNϩーϜϒϩοΫ5�。୸化物ยؚむ。

181号 ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまりあり。10-5ܘNNϩーϜϒϩοΫ20�。

2 ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまりあり。内༰物なし。

219号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。3-2ܘNNϩーϜཻ3�。

2

1

1

黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞؚむ。

220号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍1ܘ。ڧNNԫ׊৭ϩーϜཻ5�。

2 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。内༰物なし。

173号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

173号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

180号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

180号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

181号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

181号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

219号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

219号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

220号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

220号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

"
24�1m

"`�

" "`�

1

2 1 174号Ҩߏ

174号Ҩߏ

24�1m
" "`�

" "`�

"
24�2m

"`�

" "`�

1

2

"
24�1m

"`�

" "`�

1

2
1

2

"
24�1m

"`�

" "`�

ʲ���߸Ҩߏʳ ʲ���߸Ҩߏʳʲ���߸Ҩߏʳ

ʲ���߸Ҩߏʳʲ���߸Ҩߏʳ

ୈ 100 ਤ　ۙੈ 2໘ͷப݀౔޵ʢ�3ɿ1/40ʣ



ᴷ 155 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

1/400 1m

46号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。30-1ܘNNϩーϜϒϩοΫ10�。
。2NNম土ཻ・୸化物ยؚむܘ

53号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍1ܘ。ڧNNϩーϜཻ3�。

೪ੑあり。కまりあり。1૚土ϒϩοΫঢ়にؚむ。黒׊৭

82号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘDNϩーϜϒϩοΫ3�。

83号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘDNϩーϜϒϩοΫ3�。

৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。内༰物なし。

84号 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘDNϩーϜϒϩοΫ3�。

৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。内༰物なし。

1

1

2

1

1

土૚આ明

2

1

2

1

2

85号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘDNϩーϜϒϩοΫؚ3�。

黒׊৭ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。1ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3�。

1

2

86号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。3-1ܘDNϩーϜϒϩοΫ10�。

黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。内༰物なし。

40号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ 46号Ҩߏஅ໘	ೆΑΓʣ

46号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

53号Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

53号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

82号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

82号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

83号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

83号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

84号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

84号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

85号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

85号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

86号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

86号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

24�4m
" "`�

" "`�

21号Ҩߏ

21号Ҩߏ
47号Ҩߏ

1

24�4m
" "`�

" "`�

24�5m
" "`�

" "`�

̍
̎

" "`
24�5m

" "`

1

" "`
24�5m

" "`

1

̎

" "`
24�5m

" "`

1
̎ ̍̎

" "`
24�5m

" "`

" "`
24�5m

" "`

1
̎

ʲ40号Ҩߏʳ ʲ46号Ҩߏʳ ʲ53号Ҩߏʳ ʲ82号Ҩߏʳ

ʲ83号Ҩߏʳ ʲ84号Ҩߏʳ ʲ85号Ҩߏʳ ʲ86号Ҩߏʳ

ୈ 101 ਤ　ۙੈ 2໘ͷϐοτʢ�1ɿ1/40ʣ



ᴷ 156 ᴷ

1/400 1m

1

2

1

2

1

2

土૚આ明

1

1

2

1

1

88号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘDNϩーϜϒϩοΫ3�。

黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。内༰物なし。

黒׊৭ ೪ੑあり。1ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3ˋ。

৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。内༰物なし。

89号

92号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNԫ׊৭ϩーϜཻ3�。

৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。内༰物なし。

黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘDNϩーϜϒϩοΫ・୸化物ยؚむ。

৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNԫ׊৭ϩーϜؚཻむ。

94号 1

2

93号

黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。5ܘNN࠭᛽・୸化物ยؚむ。

৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。内༰物なし。

95号 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘDN明ԫ׊৭೪土ϒϩοΫؚむ。

96号 ৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞ3�。

106号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。2-1ܘNNϩーϜؚཻむ。

2 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。2-1ܘNNϩーϜཻ30�。
。2DNϩーϜϒϩοΫؚむ-1ܘ

88号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

88号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ 89号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

89号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ 92号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

92号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

93号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

93号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

94号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

94号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ 95号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

95号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

96号Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

96号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

106号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

106号ҨߏʢೆΑΓʣ

" "`
24�5m

" "`

12

1

̎

" "`
24�6m

" "`

" "`
24�6m

" "`

1

2

" "`
24�6m

" "`

1

2

"`
24�5m

"

"`"

1
2

" "`
24�4m

" "`

1 97号Ҩߏ

97号Ҩߏ

" "`
24�6m

" "`

1 24�4m" "`�

" "`�

�
�

ʲ88号Ҩߏʳ ʲ89号Ҩߏʳ ʲ92号Ҩߏʳ

ʲ94号Ҩߏʳ

ʲ93号Ҩߏʳ

ʲ96号Ҩߏʳʲ95号Ҩߏʳ ʲ106号Ҩߏʳ

ୈ 102 ਤ　ۙੈ 2໘ͷϐοτʢ�2ɿ1/40ʣ



ᴷ 157 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

1/400 1m

土૚આ明
1

1

2

1

107号 黒׊৭

೪ੑあり。కまりあり。1ܘDN黒৭土ϒϩοΫؚむ。

৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。内༰物なし。

111号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。内༰物なし。

112号 黒׊৭1

1

109号 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞ5�。
。�৭ϩーϜཻ10׊1NNԫܘ

1

2

1

136号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまり΍΍ܽく。黒৭土主体。

৭׊҉ ೪ੑあり。కまりあり。ιϑτϩーϜ主体。

137号 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまり΍΍ܽく。1ܘDNϩーϜϒϩοΫ
ؚむ。黒৭土主体。

152号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNԫ׊৭ϩーϜؚཻむ。

೪ੑあり。కまりあり。1ܘDN黒৭土ϒϩοΫؚむ。

1203号 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞؚむ。

107号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

107号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

109号Ҩߏஅ໘ʢ๺౦ΑΓʣ

109号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

111号Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

111号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

112号Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

112号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

136号Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ

136号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

137号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ 152号Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ

152号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

203号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

203号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

" "`�

24�4m
" "`�

�
�

24�5m" "`�

" "`�

�

" "`�

24�4m
" "`�

�
�߸Ҩߏ

" "`�

24�5m
" "`�

��߸Ҩߏ

1

2

"
24�4m

"`�

" "`�

1

"
24�4m

"`�

" "`�

151号Ҩߏ

"
24�2m

"`�

" "`�

1

202号Ҩߏ

1
"

24�3m
"`�

" "`�

ʲ112号Ҩߏʳʲ111号Ҩߏʳʲ109号Ҩߏʳʲ107号Ҩߏʳ

ʲ136号Ҩߏʳ ʲ137号Ҩߏʳ ʲ152号Ҩߏʳ ʲ203号Ҩߏʳ

ୈ 103 ਤ　ۙੈ 2໘ͷϐοτʢ�3ɿ1/40ʣ



ᴷ 158 ᴷ

1/400 1m

1

土૚આ明

1

1

1

1

204号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNԫ׊৭ϩーϜؚཻむ。

205号 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりあり。1ܘDN小᛽・փ白৭೪土ϒϩοΫ
ؚむ。

210号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNԫ׊৭ϩーϜؚཻむ。

211号 ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞؚむ。

212号 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ڧ。కまりあり。2-1ܘDN小᛽ؚむ。

215号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。上面に白৭೪土ϒϩοΫؚむ。

1

1

1

209号 ৭׊҉ۃ ೪ੑあり。కまりあり。5-3ܘDNϩーϜϒϩοΫ・3-1ܘNN
փ白৭೪土ϒϩοΫؚむ。

৭׊҉ۃ

黒׊৭241号 ೪ੑあり。కまりあり。黒৭土主体。

204号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

204号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ 205号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

205号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ 209号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

209号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

210号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

210号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

211号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

211号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

212号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

212号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ 215号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

215号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ 241号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

241号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

1
"

24�3m
"`�

" "`�

1

"
24�4m

"`�

" "`�

200号Ҩߏ
1

᛽

"
24�5m

"`�

" "`�

᛽

"
24�4m

"`�

" "`�

1

1
"

24�4m
"`�

" "`�

1
213号Ҩߏ

213号Ҩߏ

"
24�5m

"`�

" "`�

1

"
24�4m

"`�

" "`�

"
24�5m

"`�

" "`�

1

ʲ204号Ҩߏʳ ʲ205号Ҩߏʳ ʲ209号Ҩߏʳ ʲ210号Ҩߏʳ

ʲ211号Ҩߏʳ ʲ212号Ҩߏʳ ʲ215号Ҩߏʳ ʲ241号Ҩߏʳ
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ᴷ 159 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

� ��DN���

��߸Ҩߏ

��DN

�

�

�

�

�

�

��
�� ��

��

��

�� ��

��
��

� � �
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ᴷ 160 ᴷ

� ��DN���

� � � �

�
�

�

�

�

�� ��

��

��߸Ҩߏ

ୈ 106 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�2ɿ1/3ʣ

　調査区北西側の 51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間、245 号遺構（近

世̎土坑）の南東側に隣接する。100DN ʷ 82DN ʷ 6DN のํܗをఄする。

・遺物（第 134 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（5 ఺）・1）ࡼ ఺）・߳ ࿍（2 ఺）、陶器の࿸（3 ఺）・13）ࡼ ఺）・ു （6 ఺）・

植໦ു（1 ఺）、土器のমԘᆵ（9 ఺）・ෆ明（4 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 134 ਤ -12）である。

　陶器は、ࡼ（第 135 ਤ -1）、ു（第 135 ਤ -2）である。

　‘ かわらけ ’ は、2 ఺（65H）である。　
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ᶙ　遺構と遺物

　金属製品は、మఝ（第 134 ਤ -14）である。

　瓦を再Ճ޻したݛのϛχνϡΞ製品（第 134 ਤ -13）がある。

・ࣗવ遺物

֋ྨは、ΞΧガΠ（1 ఺）が出土した。

248 号Ҩ4-̏）<3-(>　ߏ 区）

・遺構（第 96 ਤ）

　70 号遺構（近世̍上水路）北西୺෦の北側、南西にҐஔする 239 号遺構（近代土坑）に੾られ、

北西側は調査区֎となる。	105DN
 ʷ 	105DN
 ʷ 10DN であるが、શ体ܗঢ়はෆ明である。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（2 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・ു （1 ఺）、土器のു（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。

　‘ かわらけ ’ は、8 ఺（20H）である。

ʲப݀౔޵ʳ

108 号Ҩ6-)>  ߏ>（̎区）

・遺構（第 98 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦上、85 号遺構（近世̎土坑）が北側に、118 号遺構（近世̎土坑）

が南側にҐஔする。66DN ʷ 58DN ʷ 45DN でུԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（2 ఺）・1）ࡼ ఺）、陶器のᙈ（1 ఺）・Ꭼു（1 ఺）、土器のᖿᖻ（6 ఺）・

মԘᆵ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、21 ఺（36H）である。

154 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 98 ਤ）

調査区北東෦、ܘ 54DN ʷ 39DN のԁܗをఄする。

155 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 98 ਤ）

　調査区北東෦、154 号遺構（近世̍土坑）の北西ํ޲にҐஔする。ܘ 52DN ʷ 45DN のུԁܗを

ఄする。

157 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 98 ਤ）

　調査区北東෦、87 号遺構（近世̎井戸）の北東෦にҐஔする。50DN ʷ 40DN ʷ 22DN のུପԁ

。をఄするܗ

158 号Ҩ2-̏）<6-*>　ߏ 区）

・遺構（第 98 ਤ）

　調査区北東෦、148 号遺構（近世̎土坑）の南ํにҐஔする。ܘ 45DN ʷ 54DN のུԁܗをఄする。

159 号Ҩ2-̏）<6-*> 　ߏ 区）

・遺構（第 98 ਤ）

　調査区北東෦、158 号遺構（近世̍土坑）の北西にҐஔする。ܘ 52DN ʷ 44DN のԁܗをఄする。

160 号Ҩ2-̏）<5-*>　ߏ 区）
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・遺構（第 98 ਤ）

　調査区北東෦、128 号遺構（近代ૅ石）とॏ複する。ܘ 44DN ʷ 36DN のԁܗをఄする。

161 号Ҩ2-̏）<6-*>　ߏ 区）

・遺構（第 99 ਤ）

　調査区北東෦、160 号遺構（近世̍土坑）の南東ํ޲にҐஔする。60DN ʷ 55DN ʷ 33DN のུԁ

をఄする。（ˠܗ 73）

162 号Ҩߏ　<)ŋ*-5>（̏-2 区）

・遺構（第 99 ਤ）

　調査区北東෦、160 号遺構（近世̍土坑）の南西ํ޲にҐஔする。ܘ 42DN ʷ 50DN のԁܗをఄする。

ఈ面にϐοτঢ়のۼΈを༗する。

163 号Ҩ5-(>　ߏŋ6>（̏-2 区）

・遺構（第 99 ਤ）

　調査区北東෦、161 号遺構（近世̍土坑）の南西ํ޲にҐஔする。ܘ 48DN ʷ 46DN のԁܗをఄする。

165 号Ҩ5-(>　ߏŋ6>（̏-2 区）

・遺構（第 99 ਤ）

　調査区北東෦、157 号遺構（近世̍土坑）の北西ํ޲にҐஔする。ܘ 42DN ʷ 50DN のԁܗをఄする。

167 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 99 ਤ）

　調査区北東෦、124 号遺構（近代ૅ石）とॏ複する。50DN ʷ 45DN ʷ 48DN のུԁܗをఄする。

168 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 99 ਤ）

　調査区北東෦、167 号遺構（近世̍土坑）の北西ํ޲にҐஔする。ܘ 50DN ʷ 35DN のུԁܗを

ఄする。

171 号Ҩߏ　<*ŋ+-6>（̏-2 区）

・遺構（第 99 ਤ）

　調査区北東෦、北東෦分は調査区֎となる。	68DN
 ʷ 	22DN
 ʷ 55DN のԁܗをఄする΋のとࢥ

われる。

173 号Ҩ2-̏）<6-*>　ߏ 区）

・遺構（第 100 ਤ）

　調査区北東෦、๷Ր水૧西側にҐஔする。52DN ʷ 48DN ʷ 43DN のུԁܗをఄする。

180 号Ҩ2-̏）<7-(>　ߏ 区）

・遺構（第 100 ਤ）

　調査区北東෦、๷Ր水૧南西にҐஔする。174 号遺構（近世̍土坑）と隣接する。52DN ʷ 47DN

ʷ 45DN のུԁܗをఄする。

181 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 100 ਤ）

　調査区北東෦、163 号遺構（近世̍土坑）の南東、168 号の北西にҐஔする。ܘ 50DN ʷ 44DN
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ᶙ　遺構と遺物
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ୈ 107 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�3ɿ1/2ɾ1/3ʣ
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物

のԁܗをఄする。

219 号Ҩ4-+>　ߏŋ5>（̏-3 区）

・遺構（第 100 ਤ）

　調査区北෦、214 号遺構（近世̍上水路）の北西にҐஔする。ܘ 44DN ʷ 25DN のུԁܗをఄする。

220 号Ҩ3-̏）<4-+>　ߏ 区）

・遺構（第 100 ਤ）

　調査区北෦の北西ԑ近くで、南東ํ޲には 216 号遺構（近世̎地下室）がҐஔする。44DN ʷ

40DN ʷ 30DN のུԁܗをఄする。

ʲϐοτʳ

40 号Ҩ2-%>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 101 ਤ）

　調査区南西෦の 33 号遺構ʙ 36 号遺構（近世̎੊跡܈）のதで、੊跡܈を੾る 21 号遺構（近世̎土坑）

の東側࿬にҐஔする。34DN ʷ 22DN ʷ 44DN でཛܗをఄする。

46 号Ҩ4-'>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 101 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上、51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間に

Ґஔする。南西෦に 47 号遺構（近世̎土坑）がҐஔする。ܘ 25DN ʷ 6DN のԁܗをఄする。

53 号Ҩ3-'>　ߏ>（̍区）

・遺構（第 101 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上、51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間に

Ґஔする。北西ํ޲に 241 号遺構（近世̎ϐοτ）・246 号遺構（近世̎土坑）、南西ํ޲に 49 号

遺構（近世̎土坑）、南東ํ޲に 48 号遺構（近世̎土坑）がҐஔする。43DN ʷ 39DN ʷ 20DN の

ෆ੔ܗなܗঢ়をఄする。

82 号Ҩ5-)>　ߏŋ6>（̎区）

・遺構（第 101 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。114DN ʷ 52DN ʷ 10DN で̎つのϐοτが連接する。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器のෆ明（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺（1H）である。

83 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 101 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。ܘ 42DN ʷ 19DN のԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、土器のෆ明（1 ఺）である。

84 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 101 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上の 83 号遺構（近世̎ϐοτ）の北東෦にҐஔする。ܘ 43DN ʷ

15DN のུԁܗをఄする。
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ୈ 111 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�7ɿ1/3ʣ

・遺物（第 135 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（7 ఺）・1）ࡼ ఺）・֖物（1 ఺）、陶器の࿸（5 ఺）・ു（2 ఺）・ᙈ（2 ఺）・

水஫（4 ఺）・Ꭼു（1 ఺）・౮明ड1）ࡼ ఺）、土器のു（1 ఺）・Րു（7 ఺）・ᖿᖻ（2 ఺）・ෆ明（7

఺）である。

　磁器は、ࡼ（第 135 ਤ -4：ʮʷ製ʯ）である。

　陶器ఈ෦（第 135 ਤ -5）には、ʮいせ΍ʯの๽書がある。

　土器は、Րു（第 135 ਤ -3：遺構間接合ˌ 12）である。‘ かわらけ ’ ๽書（第 135 ਤ -6 判ಡෆೳ）

である。‘ かわらけ ’ は 18 ఺（122H）で、最小ݸ体数は 1 ఺である。

　金属製品は、મ՟古׮Ӭ（第 135 ਤ -7）である。Ԏ؅は、أट（第 135 ਤ -8・9）である。

ˎ遺構間接合

　ˌ 12：Ր （ു第 135 ਤ -1）は、87 号遺構（近世 2 井戸）との遺構間接合で、接合ڑ཭は 2�5N である。

85 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 101 ਤ）
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ᶙ　遺構と遺物
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ୈ 113 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�9ɿ1/2ɾ1/3ɾ1/4ʣ
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ᶙ　遺構と遺物
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ୈ 114 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�10ɿ1/2ɾ1/3ʣ
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ୈ 115 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�11ɿ1/2ʣ
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ᶙ　遺構と遺物
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ୈ 116 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�12ɿ1/2ʣ

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。東側に 110 号遺構（近世̎土坑）、南側に 118 号遺

構（近世̍期土坑）がある。70DN ʷ 55DN ʷ 16DN のପԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・2）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・ළ（2 ఺）、

土器のᖿᖻ（3 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、13 ఺（19H）である。

86 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 101 ਤ）
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ୈ 117 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�13ɿ2/3ʣ
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ᶙ　遺構と遺物
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ୈ 119 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�15ɿ2/3ʣ
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ᶙ　遺構と遺物
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ୈ 120 ਤ　ۙੈ 2໘ͷҨ෺ʢ�16ɿ2/3ɾ1/2ɾ1/3ʣ

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。110 号遺構（近世̎土坑）の西側で、85 号遺構（近

世̎期ϐοτ）の北東෦にҐஔする。40DN ʷ 35DN ʷ 14DN のପԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器のᙈ（1 ఺）、土器のു（1 ఺）である。

88 号Ҩ6-)>　ߏŋ7>（̎区）

・遺構（第 102 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。北側に 110 号遺構（近世̎土坑）が隣接する。
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60DN ʷ 55DN ʷ 24DN のུํܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器のළ（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・1）ࡼ ఺）・ළ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、

4 ఺（9H）である。

89 号Ҩ7-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 102 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。南東に 90 号遺構（近世̎土坑）、北西に 110 号遺構（近

世̎期土坑）がҐஔする。ܘ 39DN ʷ 12DN のུԁܗをఄする。

・遺物

　‘ かわらけ ’ は、6 ఺（11H）である。

92 号Ҩߏ　<'ŋ(-7>（̎区）

・遺構（第 102 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。東側に 113 号遺構（近世̎井戸）、北側に 99 号遺

構（近世̎土坑）、南西側に 91 号遺構（近世̎土坑）がҐஔする。ܘ 36DN ʷ 20DN のԁܗをఄする。

93 号Ҩ7-'>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 102 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。北東側に 113 号遺構（近世̎井戸）、北西側に 91

号遺構（近世̎土坑）がҐஔする。ܘ 33DN ʷ 16DN のུԁܗをఄする。

94 号Ҩ7-'>　ߏŋ8>（̎区）

・遺構（第 102 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。南東側は調査区֎になる。50DN ʷ 39DN ʷ 19DN

のུପԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器の1）ࡼ ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺（4H）である。

95 号Ҩ7-'>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 102 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。北側に 92 号遺構（近世̎ϐοτ）、東側に 113 号

遺構（近世̎井戸）、南側に 93 号遺構（近世̎ϐοτ）、西側に 91 号遺構（近世̎土坑）がҐஔする。

ܘ 20DN ʷ 15DN のԁܗをఄする。

96 号Ҩ7-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 102 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ௚上にҐஔする。北側に 97 号遺構（近世̎期土坑）、東側に 99 号遺構（近

世̎土坑）、西側に 90 号遺構（近世̎土坑）がҐஔする。39DN ʷ 30DN ʷ 15DN のཛܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器のළ（1 ఺）である。

106 号Ҩ5-(>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 102 ਤ）
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦の北東ํ87、޲ 号遺構（近世̎井戸）の西にҐஔする。44DN ʷ 39DN

ʷ 31DN のུପԁܗをఄする。

・遺物

　‘ かわらけ ’ は 8 ఺（20H）で、最小ݸ体数は 1 ఺である。

107 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）
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ᶙ　遺構と遺物

・遺構（第 103 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦にҐஔする。46DN ʷ 42DN ʷ 11DN のϋーτܗをఄする。

109 号Ҩ7-'>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 103 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北東֎ԑ෦、北ํ޲に 90 号遺構（近世̎土坑）、東ํ޲に 91 号遺構（近世̎

土坑）がҐஔする。26DN ʷ 24DN ʷ 28DN のུԁܗをఄする。

111 号Ҩ7-'>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 103 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北東法面の֎ԑ෦෇近、北東ํ޲に 91 号遺構（近世̎土坑）がҐஔする。

38DN ʷ 28DN ʷ 16DN のପԁܗをఄする。

・遺物

　‘ かわらけ ’ は、3 ఺（11H）である。

112 号Ҩ7-'>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 103 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）の北東法面の֎ԑ෦෇近、北西ํ޲に 111 号遺構（近世̎ϐοτ）がҐஔする。

36DN ʷ 28DN ʷ 21DN のପԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺（7H）である。

136 号Ҩ8-(>　ߏŋ9>（̏-1 区）

・遺構（第 103 ਤ）

　調査区の東側にҐஔする。ܘ 55DN ʷ 22YN のུԁܗをఄする。

137 号Ҩ1-̏）<8-(>　ߏ 区）

・遺構（第 103 ਤ）

　調査区の東側にҐஔする。40DN ʷ 34DN ʷ 13DN のུԁܗをఄする。

152 号Ҩߏ　<(ŋ)-7>（̏-1 区）

・遺構（第 103 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）北西֎ԑ上にҐஔする。南西側の 151 号遺構（近世̎土坑）に੾られる。

46DN ʷ 	28DN
 ʷ 20DN のෆ੔ԁܗをఄする。

203 号Ҩ3-̏）<3-)>　ߏ 区）

・遺構（第 103 ਤ）

　調査区北側にҐஔする。南東෦に 202 号遺構（近代土坑）が接する。ܘ 40DN ʷ 15DN のུԁܗ

をఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）である。

204 号Ҩ3-̏）<5-*> 　ߏ 区）

・遺構（第 104 ਤ）

　調査区北側にҐஔする。北東෦に 203 号遺構（近世̎ϐοτ）が接する。ܘ 50DN ʷ 14DN のུ
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ԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）・1）ࡼ ఺）である。

205 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）

・遺構（第 104 ਤ）

　調査区北側、214 号遺構（近世̍上水路）が北西側にҐஔする。68DN ʷ 45DN ʷ 11DN のཛܗを

ఄする。

209 号Ҩ3-̏）<4-(>　ߏ 区）

・遺構（第 104 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦の北西にҐஔする。ܘ 36DN ʷ 11DN のུԁܗをఄする。

210 号Ҩ3-(>　ߏŋ4>（̏-3 区）

・遺構（第 104 ਤ）

　調査区北西ԑ近く、北西側には 214 号遺構（近世̍上水路）がҐஔする。44DN ʷ 35DN ʷ 9DN

のପԁܗをఄする。

211 号Ҩ3-̏）<4-(>　ߏ 区）

・遺構（第 104 ਤ）

　調査区北西ԑ近く、南西側に 210 号遺構（近世̎ϐοτ）がҐஔする。ܘ 25DN ʷ 10DN のུԁ

。をఄするܗ

212 号Ҩ3-̏）<4-(>　ߏ 区）

・遺構（第 104 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦の北西ํ213、޲ 号遺構（近世̎土坑）の北側にҐஔする。49DN ʷ

40DN ʷ 19DN のପԁܗをఄする。

・遺物

　出土ࢿྉは、陶器の࿸（1 ఺）である。

215 号Ҩ3-̏）<5-(>　ߏ 区）

・遺構（第 104 ਤ）

　1 号遺構（御殿堀）۶ۂ෦の北ํ޲にҐஔする。46DN ʷ 41DN ʷ 12DN のུԁܗをఄする。　

241 号Ҩ4-̏）<3-'>　ߏ 区）

・遺構（第 104 ਤ）

　調査区北西側の 51 号遺構（近世̍上水路）と 70 号遺構（近世̍上水路）の間にҐஔする。45DN

ʷ 28DN ʷ 14DN のෆ੔長ํܗをఄする。
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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第̕ද　近世 2 面 陶磁器・土器ࢿࡌܝྉ

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 105 ਤ 1 87 号 磁器 ࿸ ං前 98 53 38 ᫛᫡ છ෇ ୶փ ֎面૲Ֆ文
೾佐ݟ　くらわんか
࿸　৞෇にཻ࠭　ఈ
෦໏

18$ 前

第 105 ਤ 2 87 号 磁器 ࿸ ං前 82 46 33 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 高୆にཻ࠭෇着 18$ 代
第 105 ਤ 3 87 号 磁器 ࿸ ං前 	78
 43 29 ᫛᫡ છ෇ ֎面࡫文 18$ 代

第 105 ਤ 4 87 号 磁器 ࿸ ං前 100 47 42 ᫛᫡ છ෇ ֎面藤文 ൒ٿ࿸ 18$ 前 d
த

第 105 ਤ 5 87 号 磁器 ࡼ ං前 134 35 84 ᫛᫡ છ෇
֎面౜૲文　内
面区ըઔ子 � 区
ը間ຮ文

৞෇ཻ࠭෇着　
ఈ෦໏Ӕ෱ 18$ 前

第 105 ਤ 6 87 号 磁器 ෹൧器 ං前 69 48 36 ᫛᫡ ୶փ ೾佐ݟか 18$ 代
第 105 ਤ 7 87 号 磁器 ย口 ං前 135 87 70 	150
 ᫛᫡ છ෇ ֎面෤ಒ文 18$ 代
第 105 ਤ 8 87 号 磁器 ழ口ߚ ං前 59 24 25 ᫛᫡ છ෇ � ৭ֆ ֎面ക文 18$ 代
第 105 ਤ 9 87 号 磁器 ߳࿍ ං前 	128
 87 	68
 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲文 18$ 代

第 105 ਤ 10 87 号 陶器 ࿸ 京都
ŋ ৴ָ 82 46 28 ᫛᫡ փᬵ

৭ֆ ֎面葉文 18$ த d
後

第 105 ਤ 11 87 号 陶器 ࿸ ੉戸
ŋ ඒೱ 96 65 45 ᫛᫡ փᬵ

ਢֆޖ ֎面山水文 18$ 前 d
த

第 105 ਤ 12 87 号 陶器 ࿸ ං前 101 71 1 ᫛᫡ ಁ明ᬵ
ਢֆޖ փ ֎面෩ܠ文 陶胎છ෇ 18$ 前

第 105 ਤ 13 87 号 陶器 ࿸ ੉戸
ŋ ඒೱ 100 47 39 ᫛᫡ փᬵ

ਢֆޖ ֎面ௗ文 ࿸ંࠊ 18$ த d
後

第 105 ਤ 14 87 号 陶器 ࿸ ੉戸
ŋ ඒೱ 96 54 40 ᫛᫡ փᬵ ŋ మᬵ

ֻ分 ࿸ંࠊ 18$ த d
後

第 105 ਤ 15 87 号 陶器 ࡼ ੉戸
ŋ ඒೱ 	123
 24 55 ᫛᫡ փᬵ

ਢֆޖ � ֆ࡮ Έ૲Ֆ文ࠐݟ 18$ த

第 105 ਤ 16 87 号 陶器 ழ口 京都
ŋ ৴ָ 68 52 40 ᫛᫡

փᬵ
మֆ
白化হ土

֎面ക文 口ԑํ角 18$ 代

第 105 ਤ 17 87 号 陶器 ย口 ං前 190 100 88 ᫛᫡ փᬵ　白化হ土
ໟ目࡮ ҉փ 18$ 代

第 105 ਤ 18 87 号 陶器 ᆵ ੉戸
ŋ ඒೱ 60 145 86 121 ᫛᫡ փᬵ � మᬵ

ྲֻྀけ ׊҉ 体෦そΖばん玉ܗ 18$ 代

第 106 ਤ 1 87 号 土器 ࡼ 75 11 45
第 106 ਤ 2 87 号 土器 ࡼ 79 14 44
第 106 ਤ 3 87 号 土器 ࡼ 77 16 42
第 106 ਤ 4 87 号 土器 ࡼ 79 15 46
第 106 ਤ 5 87 号 土器 ࡼ 83 18 38

第 106 ਤ 6 87 号 土器 かわらけ 106 34 62 ᫛᫡ ౓大　΍΍ਂめ܏֎
ຏき調੔　ਫ਼製土器

第 106 ਤ 7 87 号 土器 Րു 198 98 160 ൘࡞り
ྠ積 三଍　口ԑഗ෇着

第 106 ਤ 8 87 号 土器 Րു 272 106 212 ൘࡞り
ྠ積 三଍か　一଍ܽଛ

第 106 ਤ 9 87 号 土器 ᖾ࿍ 	151
 	138
 	38
 ൘࡞り ᖾ࿍ड口෦

第 106 ਤ 10 87 号 土器 মԘᆵ 60 86 55 ൘࡞り ୶׊
体෦ࠁҹ角࿮ʮઘື
ҏ৫ʯ　ֻ֖りあり
金Ӣ฼एׯ

17$ 後葉
d
18$ 前

第 106 ਤ 11 87 号 土器 মԘᆵ 59 91 61 ൘࡞り ୶׊
体෦ࠁҹ角࿮ʮઘື
ҏ৫ʯ　ֻ֖りあり
金Ӣ฼एׯ

17$ 後葉
d18$ 前

第 106 ਤ 12 87 号 土器 মԘᆵ֖ 79�74 20 ܕ ୶׊ ෍目　金Ӣ฼ݦ著 17$ 後葉
d18$ 前

第 107 ਤ 1 87 号 陶器 Ꭼു ੉戸 ŋ
ඒೱ 220 72 84 ᫛᫡ మᬵ ୶փԫ׊ Է目 14 ຊ � ৚

17$ 後葉
d18$ 前
葉

第 107 ਤ 2 87 号 陶器 Ֆළ ෆ明 ʵ 53 ൘࡞り ෦分長石ᬵ
ఈ面࿡角ܗか　体෦
　ഽのようなತԜؠ
ఈ෦໏角࿮ᝰࠁ

第 107 ਤ 3 87 号 土器 ു 72 44 40 ᫛᫡ ׊
ఈ෦ࢳ੾ࠟ　口ԑ֎
൓ؾຯ　
ఈ෦ઠ޸　植໦ു

第 107 ਤ 4 87 号 土器 ౮明डࡼ 86 28 66 120 ᫛᫡ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　口ԑ̏
箇所ഗ෇着

第 107 ਤ 5 87 号 陶器 ࿸ 京都 ᫛᫡ փᬵ
మֆ ֎面葉文

ฏ࿸　ࠐݟΈ目跡̏
ఈ෦๽書ʮʷਔ˘ʗ
ʷ˘˘˘ʯ

18$ 前

第 107 ਤ 6 87 号 土器 かわらけ 74 13 36
第 107 ਤ 7 87 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 38

第 107 ਤ 8 87 号 磁器 ࿸ ං前 	98
 52 42 ᫛᫡　
　　

છ෇
͜んにΌくҹ࡮ ֎面Ֆ౜૲文 ఈ෦໏角࿮Ӕ෱ 18$ 前 d

த
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ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 107 ਤ 9 87 号 磁器 ࿸ ං前 	99
 53 42 ᫛᫡　
　　

છ෇
͜んにΌくҹ࡮ ֎面Ֆ౜૲文 ఈ෦໏角࿮Ӕ෱ 18$ 前

第 107 ਤ 10 87 号 磁器 ࿸ ං前 	108
 53 	44
 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸

ఈ෦໏ʮ˘ʯ 18$ 前

第 107 ਤ 11 87 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	46
 42 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸

ఈ෦໏ʮ˘ʯ 18$ 前

第 107 ਤ 12 87 号 磁器 ࿸ ං前 101 56 45 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸

࿸ఈ෦໏ʮ˘ʯ 18$ 前

第 107 ਤ 13 87 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	22
 ʵ ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸

࿸ఈ෦໏ʮ˘ʯ 18$ 前

第 107 ਤ 14 87 号 磁器 そばழ口 ං前 	86
 66 	64
 ᫛᫡　
　　 છ෇

֎面Ֆ౜૲文 �
࿇Ֆห　内面口
ԑ文ଳ四ํ᧪文
Έ五หՖࠐݟ　

ऄの目Ԝܕ高୆
ఈ෦໏ʮ෌˘ 	 و 

長 	 य़ 
ʯ

18$ 後

第 107 ਤ 15 87 号 磁器 ழ口 ං前 ʵ 	21
 52 ᫛᫡　
　　 છ෇

֎面౜૲文　内
面൒٠文　ࠐݟ
Έ五หՖ

ఈ෦໏ʮ大明੒˘
	 化 
 年製ʯ

17$ ຤
d18$ 後

第 107 ਤ 16 87 号 磁器 ࡼ ං前 129 37 76 ᫛᫡　
　　

છ෇
͜んにΌくҹ࡮

֎面౜૲文　内
面Ֆ文　ࠐݟΈ
五หՖ

くらわんかख
ఈ෦໏ 18$ 前

第 108 ਤ 1 87 号 磁器 ֖物֖ ං前 	54
 	11
 	44
 ఱ井Ֆ文 かえりあり 18$d
19$ 前

第 108 ਤ 2 87 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 	153
 76 112 ᫛᫡　

　　 ѿᬵ ŋ ࿴փᬵ ҉փ 体෦連続ఝ書　
屋号山ܗʮҏʯ

18$ 前 d
த

第 108 ਤ 3 87 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 	151
 71 112 ᫛᫡　

　　 ѿᬵ ҉փ 体෦連続ఝ書　
屋号山ܗʮҏʯ

18$ 前 d
த

第 109 ਤ 1 113 号 磁器 ༉௷ ං前 ʵ 73 47 82 ᫛᫡ છ෇ փ白 ֎面૲Ֆ文 18$ 代

第 109 ਤ 2 113 号 磁器 ࿸֖ ං前 	98
 25 38 ᫛᫡ છ෇

ఱ井দ஛ക文内
面口ԑ文༷ଳ四
ํ᧪文　ࠐݟΈ
五หՖ文

18$ 後

第 109 ਤ 3 113 号
�135 号

ೈ࣭
磁器 Χοϓ ෆ明 92 48 34

113
	 ೺ख
ؚ 


᫛᫡　
　　 ಁ明ᬵ ŋ ྘ 体෦ࣶ文 洋৯器 20$ 代

第 109 ਤ 7 13 号 土器 瓦౮ࡼ 86�161 	56
 180 186
൘࡞り
ŋ
ඥ࡞り

׊

第 109 ਤ 12 44 号 陶 器 ࿸ ෆ明 	96
 52 39 ᫛᫡ փᬵ ŋ మᬵ ŋ ࿴
փᬵ

୶҉փԫ
׊ ҹかࠁ෦ࠊ 18$ 代

第 109 ਤ 13 44 号 陶器 ࡼ ං前 	188
 59 56 ᫛᫡
మᬵ ŋ ಔ྘ᬵ ŋ
փᬵ
ֻ分け

内໺山༼
ऄの目ᬵ剥ぎ 18$ 前

第 110 ਤ 1 216 号 磁器 ࿸ ං前 	70
 31 27 ᫛᫡ છ෇

֎面区ը（๽
Ҿき文ࣈ � ૲Ֆ
文）　ࠐݟΈ文
༷

18$ 代

第 110 ਤ 2 216 号 磁器 ࿸ ං前 	96
 49 34 ᫛᫡ છ෇
֎面連続ᝰ書ࣈ
文　ࠐݟΈᝰ書
文ࣈ

18$ 後

第 110 ਤ 3 216 号 磁器 ࿸ ං前 84 57 30 ᫛᫡ છ෇
֎面区ը（৚ઢ
� ૲Ֆ文）　ݟ
Έ五หՖࠐ

ு࿸ࠊ 18$ 後

第 110 ਤ 4
216 号
� 掘ࢼ
/P�2

磁器 ࿸ ං前 	95
 52 31 ᫛᫡ છ෇ ֎面文༷　
文ࣈΈᝰ書ࠐݟ 18$ 後

第 110 ਤ 5 216 号 磁器 ළ ං前 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 � ଢ଼
౜૲文 高୆ཻ࠭෇着 18$ 代

第 110 ਤ 6 216 号 磁器 ֻけՖළ ං前 67 ʷ
	45
 170 72 ʷ

48

൘࡞り
ŋ ख፻
Ͷ

છ෇
樹໦（ക）・ௗ　
എ面にนֻけ༻̍޸
側面にՖೖれ༻̍޸

18$ 代か

第 110 ਤ 7 216 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 98 64 48 ᫛᫡ փᬵ ŋ మᬵ

ֻ分け փ白 　Έཻ࠭ࠐݟ
ఈ෦ম୆ࠟ

18$ 前 d
த

第 110 ਤ 8 216 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 100 77 44 ᫛᫡ փᬵ փ ಑෦ԡѹによる文༷

̎ 18$ 代

第 110 ਤ 9 216 号 陶器 ൒಑ᙈ ੉戸 ŋ
ඒೱ 278 281 184 ᫛᫡ మᬵ ୶փ׊ Έ目跡̐ࠐݟ 18$ 代

d19$ 前

第 110 ਤ 10 216 号 陶器 土ು ੉戸 ŋ
ඒೱ 148 	64
 ʵ ᫛᫡ మᬵ փ डけ口　

೺खܽଛ
18$ 後
d19$ 前

第 110 ਤ 11 216 号 陶器 土ළ֖ ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 18 44 11 ʷ

17 ᫛᫡ మᬵ ୶փ׊ ड෦શ体にܽଛ　
ҙによる΋のかނ

18$ 後
d19$ 前

第 110 ਤ 12 216 号 土器 মԘᆵ 60 55 43 ᫛᫡ ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　
内֎面ϐンΫ

18$ 後葉
d19$ 前

第 110 ਤ 13 216 号 土器 ෇౮明٭
डࡼ 84 	34
 ʵ ड෦

54 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ׊
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 110 ਤ 14 216 号 陶器 ࿸֖ ੉戸 ŋ
ඒೱ 105 34 43 ᫛᫡ 長石ᬵ

మֆ ೕ白 ఱ井文༷ 口ࡺ 18$ 後
d19$ 前

第 110 ਤ 15 216 号 土器 タンコϩ 39 17 25 ᫛᫡ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　౮ਊ支
えターϧ෇着

第 110 ਤ 16 216 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	35
 65 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面文༷　

Έ௏文ࠐݟ
東࿸޿
ఈ෦໏角࿮文ࣈ 18$ 後

第 110 ਤ 17 216 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	37
 	48
 ᫛᫡　
　　

੨磁 ŋ છ෇
֎੨磁 Έ五หՖࠐݟ ఈ෦໏角࿮Ӕ෱　 18$ 後

第 110 ਤ 18 216 号 磁器 ழ口ߚ ං前 ʵ 	20
 	60
 ֎面കՖ文 19$ 前
第 110 ਤ 19 216 号 土器 かわらけ 	74
 14 	44

第 110 ਤ 20 216 号 土器 かわらけ 	74
 11 	44


第 111 ਤ 1 2 号 磁器 ࿸ ං前 99 48 37 ᫛᫡ છ෇ ֎面෤ಒ文 ൒ٿ࿸ 18$ 前 d
த

第 111 ਤ 2 2 号 磁器 ࿸ ං前 98 48 39 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 ൒ٿ࿸ 18$ 前 d
த

第 111 ਤ 3 2 号 磁器 ࿸ ං前 101 52 33 ᫛᫡ છ෇

֎面૭ֆ文 ŋ 区
ը間Ֆ文　内面
口ԑ文༷ଳཕ文
Έদ஛കࠐݟ　

18$ 代

第 111 ਤ 4 2 号 磁器 ࿸ ං前 84 40 34 ᫛᫡ છ෇
͜んにΌくҹ࡮

֎面家໲ ŋ 上り
藤 ൒ٿ࿸ 18$ 前 d

த
第 111 ਤ 5 2 号 磁器 ෹൧器 ං前 74 54 37 ᫛᫡ છ෇ ҉փ ֎面文༷ 18$ 代

第 111 ਤ 6 2 号 磁器 ֖物֖ ං前 	102
 	23
 	120
 ᫛᫡ છ෇ ఱ井Ӕ文 18$d
19$ 前

第 111 ਤ 7 2 号 磁器 ࿸ ං前 18 16 4 ᫛᫡ ֎周Ꮦり　
స༻品おは͡き　

第 111 ਤ 8 2 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 96 56 35 ᫛᫡ փᬵ փ せん͡࿸ 18$ த

第 111 ਤ 9 2 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 101 61 44 ᫛᫡ փᬵ ŋ మᬵ

ֻ分け փ 18$ 前 d
த

第 111 ਤ 10 2 号 �12
号 陶器 ࿸ 京都 ŋ

৴ָ 101 69 39 ᫛᫡ փᬵ
৭ֆ ୶փ׊ ֎面文༷

体෦ࢦԡし　ࠊ෦᭩
文　高୆内࡟りࠟݦ
著

18$ 代

第 111 ਤ 11 2 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 106 65 50 ᫛᫡ փᬵ ೕԫ白 せん͡࿸　

体෦ࢦԡし 18$ த

第 111 ਤ 12 2 号 陶器 ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	124�98
 34 53 ᫛᫡ փᬵ ୶փ ໦ӝܗ　御ਂ井か 18$ 前

第 111 ਤ 13 2 号 陶器 ౮明डࡼ 戸ࢤ
࿊ 104 26 50 ड෦

70 ᫛᫡ మᬵ डけ෦Ξーνঢ়޸ 2 18$ 前

第 112 ਤ 1 2 号 土器 ࡼ 75 15 41
第 112 ਤ 2 2 号 土器 ࡼ 77 13 41
第 112 ਤ 3 2 号 土器 ࡼ 77 14 38
第 112 ਤ 4 2 号 土器 ࡼ 80 16 42

第 112 ਤ 5 2 号 土器 かわらけ 79 20 52 ᫛᫡ ೕ白ʙ୶
փԫ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 112 ਤ 6 2 号 土器 かわらけ 85 17 58 ᫛᫡ ೕ白ʙ୶
փԫ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 112 ਤ 7 2 号 土器 ࡼ 84 15 42
第 112 ਤ 8 2 号 土器 ࡼ 82 16 44
第 112 ਤ 9 2 号 土器 ࡼ 98 19 50
第 112 ਤ 10 2 号 土器 ࡼ 95 18 50
第 112 ਤ 11 2 号 土器 ࡼ 94 18 48
第 112 ਤ 12 2 号 土器 ࡼ 113 24 68
第 112 ਤ 13 2 号 土器 ࡼ 113 22 65
第 112 ਤ 14 2 号 土器 ࡼ 117 22 64
第 112 ਤ 15 2 号 土器 ࡼ 129 23 72
第 112 ਤ 16 2 号 土器 ࡼ 132 28 72
第 112 ਤ 17 2 号 土器 ࡼ 136 27 75

第 112 ਤ 18 2 号 土器 ࡼ 197 37 122 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　口ԑか
ら内面黒ม

第 112 ਤ 19 2 号 土器 ࡼ 19�8 41 122 ୶׊ʙ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 112 ਤ 20 2 号ʴ 7
号 土器 かわらけ ʵ ʵ 62 ᫛᫡ փ׊ দࠁΈӄࠐݟ ŋ ஛ ŋ

௽ ŋ ُ　ఈ෦Ӕ文
第 112 ਤ 21 2 号 土器 かわらけ 	98
 ʵ ʵ ᫛᫡ ୶׊ ֎面ઢࠁ文ࣈ
第 112 ਤ 22 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 	56
 ᫛᫡ ୶׊ Έ์ࣹঢ়の҉文ࠐݟ
第 113 ਤ 1 2 号 土器 かわらけ 68 11 38
第 113 ਤ 2 2 号 土器 かわらけ 78 16 42
第 113 ਤ 3 2 号 土器 かわらけ 	10
 17 	50

第 113 ਤ 4 2 号 土器 かわらけ 	132
 25 80
第 113 ਤ 5 2 号 土器 かわらけ 	182
 39 113
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ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 113 ਤ 6 2 号 土器 ༰器ܕു 70 36 42 ᫛᫡ ୶׊
ఈ෦ࢳ੾ࠟ　体෦ઠ
のܗฏ面三角）̏޸
௖఺Ґஔ）

第 113 ਤ 7 2 号 土器 ᖿᖻ 	300
 	78
 ܕ ׊ ఈ෦ちりめん　
ఈ෦内面ࠁҹ 18$ 代

第 114 ਤ 1 2 号 陶器 植໦ു ෆ明 ʵ 	33
 	160
 ᫛᫡ మᬵ ҉փ 山ʯٱҹʮ因ࠁ 18$ த
d19$ 前

第 114 ਤ 2 2 号 土器 ༰器ܗു 76 50 44 ᫛᫡ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　口ԑ֎
൓ؾຯに内࿷

第 114 ਤ 3 2 号 土器 ༰器ܗു 	72
 45 25 ᫛᫡ ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ
第 114 ਤ 4 2 号 土器

第 114 ਤ 5 2 号 土器 মԘᆵ ʵ 83 	56
 ൘࡞り ୶׊ 体෦ࠁҹ角࿮ʮ˘ື
ҏ৫ʯ

17$ 後
d18$ 前

第 114 ਤ 6 2 号 土器 মԘᆵ ʵ ʵ ʵ ൘࡞り ׊ 体෦ࠁҹ角࿮ʮઘभ
˘˘ʯ

17$ 後
d18$ 前

第 114 ਤ 7 2 号 土器 タンコϩ 44 18 27 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　౮ਊ支
え୺෦ഗ෇着

第 114 ਤ 8 2 号 土器 タンコϩ 	36
 17 25 ᫛᫡ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 114 ਤ 9 2 号 土器 ᖿᖻ ʵ ʵ ʵ ܕ ׊ ఈ෦ちりめん　
内面ࠁҹؙにʮ一ʯ

18$ 後
d19$ 前

第 114 ਤ 10 2 号 磁器 ࡼ தࠃ
か ʵ ʵ ʵ ᫛᫡　

　　 છ෇ 内面૲Ֆ文 ఈ෦໏ʮએ明ʯ 17$ 前

第 114 ਤ 11 2 号 磁器 ࡼ ං前 ʵ ʵ ʵ ᫛᫡　
　　 છ෇ 内面文༷ ఈ෦ϋリ支え　

ఈ෦໏角࿮ʮ෱ʯ
17$ ຤
d18$ 後

第 114 ਤ 12 2 号 磁器 ञᆀ ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ ʵ ʵ ᫛᫡　

　　 ৭ֆ 内面文ࣈ文ʮʷ
記೦ʷʯ 19$ 後 d

第 114 ਤ 13 2 号 陶器 ࿸ 京都 ŋ
৴ָ ʵ ʵ ʵ ᫛᫡　

　　 փᬵ ŋ ৭ֆ ֎面文ࣈ ྐྵ஡࿸ 18$ 代

第 114 ਤ 14 2 号 土器 かわらけ 	78
 23 	100

第 114 ਤ 16 2 号 土器 かわらけ 80 15 41
第 114 ਤ 17 2 号 土器 かわらけ 78 16 41
第 114 ਤ 18 2 号 土器 かわらけ 96 28 48
第 114 ਤ 19 2 号 土器 かわらけ 114 23 61
第 114 ਤ 20 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 114 ਤ 21 2 号 土器 かわらけ 78 14 43
第 114 ਤ 22 2 号 土器 かわらけ 	92
 16 42
第 114 ਤ 23 2 号 土器 かわらけ 	80
 15 42
第 114 ਤ 24 2 号 土器 かわらけ 	76
 17 42
第 114 ਤ 25 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 42
第 115 ਤ 1 2 号 土器 かわらけ 	98
 17 50 
第 115 ਤ 2 2 号 土器 かわらけ 76 13 44
第 115 ਤ 3 2 号 土器 かわらけ 76 13 41
第 115 ਤ 4 2 号 土器 かわらけ 72 14 41
第 115 ਤ 5 2 号 土器 かわらけ 72 11 38
第 115 ਤ 6 2 号 土器 かわらけ 78 14 39
第 115 ਤ 7 2 号 土器 かわらけ 78 16 42
第 115 ਤ 8 2 号 土器 かわらけ 	98
 	19
 ʵ
第 115 ਤ 9 2 号 土器 かわらけ 	96
 24 	62

第 115 ਤ 10 2 号 土器 かわらけ 	84
 13 	48

第 115 ਤ 11 2 号 土器 かわらけ 	98
 	20
 ʵ
第 115 ਤ 12 2 号 土器 かわらけ 	96
 17 50
第 115 ਤ 13 2 号 土器 かわらけ 	96
 	16
 ʵ
第 115 ਤ 14 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 	22

第 115 ਤ 15 2 号 土器 かわらけ 	86
 14 	50

第 115 ਤ 16 2 号 土器 かわらけ 	130
 	19
 	80

第 115 ਤ 17 2 号 土器 かわらけ 92 19 42
第 115 ਤ 18 2 号 土器 かわらけ 92 ʵ 42
第 115 ਤ 19 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 42
第 115 ਤ 20 2 号 土器 かわらけ 	80
 13 	37

第 115 ਤ 21 2 号 土器 かわらけ 	100
 	20
 ʵ
第 115 ਤ 22 2 号 土器 かわらけ ʵ 	13
 	57

第 115 ਤ 23 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 115 ਤ 24 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 115 ਤ 25 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 115 ਤ 26 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 115 ਤ 27 2 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 115 ਤ 28 2 号 土器 かわらけ 	96
 19 50
第 115 ਤ 29 2 号 土器 ᖿᖻ ʵ ʵ ʵ
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 121 ਤ 1 3 号 土器 ࡼ 77 15 46 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　ࠊ෦΍
΍ؙؾຯ

第 121 ਤ 2 3 号 土器 ࡼ 80 15 43 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 121 ਤ 3 3 号 土器 ࡼ 80 14 44 ୶׊
ఈ෦ࢳ੾ࠟ　֎面ࠊ
෦・ࠐݟΈ֎周ϐン
Ϋ

第 121 ਤ 4 3 号 土器 ࡼ 97 18 50
第 121 ਤ 5 3 号 土器 ࡼ 136 27 74
第 121 ਤ 6 3 号 土器 ࡼ 116 24 65

第 121 ਤ 7 3 号 �6
号 陶器 ֖ ੉戸 ŋ

ඒೱ
᫛᫡　
　　 փᬵ փ 土ළ֖か 18$ 代

第 121 ਤ 8 3 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 121 ਤ 9 3 号 土器 かわらけ 116 	17
 ʵ

第 121 ਤ 14 5・6・
7 号 土器 かわらけ 113 18 53 ᫛᫡ ೕ白

内֎面ຏき調੔　ޟ
ਠఈ　ࠐݟΈʮળޫ
ࠁʯཅࣉ

第 121 ਤ 15 5 号 土器 ࡼ 78 16 45
第 121 ਤ 16 5 号 土器 ࡼ 97 21 56
第 121 ਤ 17 5 号 土器 ࡼ 112 20 60
第 121 ਤ 18 5 号 土器 ࡼ 97 20 50
第 121 ਤ 19 5 号 土器 ࡼ 133 29 76

第 121 ਤ 20 5ŋ6ŋ7
号 �8 号 磁器 ߳࿍ ං前 ᫛᫡ છ෇ 白 ૭ֆ 	 ࡫ 
 文 18$ 代

第 122 ਤ 1 6 号ʴ 9
号 磁器 ழ口 ං前 	72
 52 	45
 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 18$ த d

後
第 122 ਤ 2 6 号 土器 ࡼ 75 15 40
第 122 ਤ 3 6 号 土器 ࡼ 74 15 38
第 122 ਤ 4 6 号 土器 ࡼ 96 17 50
第 122 ਤ 5 6 号 土器 ࡼ 96 20 52
第 122 ਤ 6 6 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 122 ਤ 13 7 号 土器 ࡼ 110 21 60 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ
第 122 ਤ 14 7 号 土器 ࡼ 87 16 42
第 122 ਤ 15 7 号 土器 ࡼ 81 16 42
第 122 ਤ 16 7 号 土器 ࡼ 98 21 56
第 122 ਤ 17 7 号 土器 ࡼ 138 33 82
第 122 ਤ 18 7 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 	35

第 122 ਤ 19 7 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 122 ਤ 20 7 号 土器 かわらけ 	88
 	13
 ʵ
第 122 ਤ 21 7 号 土器 かわらけ 	112
 	20
 ʵ
第 122 ਤ 22 7 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 	60

第 122 ਤ 23 7 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 	62

第 122 ਤ 24 7 号 土器 かわらけ 	76
 	16
 ʵ
第 122 ਤ 25 7 号 土器 かわらけ ʵ 	12
 56

第 123 ਤ 1 8 号ʴ 9
号 陶器 ࿸ ං前 88 62 49 ᫛᫡ փᬵ � మᬵ ೕԫ白 ֎面山水文 京ম෩陶器 17$ 後

第 123 ਤ 2 8 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 98 67 47 ᫛᫡ փᬵ ŋ మᬵ

ֻ分け ೕԫ白 18$ 前 d
த

第 123 ਤ 3 ̔号 陶器 ย口 ੉戸 ŋ
ඒೱ 154 103 73 190 ᫛᫡ փᬵ ŋ మᬵ ೕ白 Έ目跡̏ࠐݟ 18$ 代

第 123 ਤ 4 8 号 土器 ࡼ 82 15 44
第 123 ਤ 5 8 号 土器 ࡼ 96 18 50 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ
第 123 ਤ 6 8 号 土器 ࡼ 112 21 58
第 123 ਤ 7 8 号 土器 ࡼ 117 21 60 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ
第 123 ਤ 8 8 号 土器 ࡼ 166 34 100 ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ
第 123 ਤ 9 8 号 土器 かわらけ 	92
 17 51
第 123 ਤ 10 8 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 123 ਤ 11 8 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 123 ਤ 12 8 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 123 ਤ 13 8 号 土器 かわらけ 	172
 32 85

第 124 ਤ 1 9 号ʴ
10 号 陶器 ࿸ 京都 89 60 58 ᫛᫡ փᬵ ৭ֆ ŋ ޖ

ਢֆ ŋ మֆ ೕ白 ֎面૲໦文 ŋ 文
文ࣈ ౵ܗ࿸ 18$ 前 d

த
第 124 ਤ 2 9 号 土器 ࡼ 72 13 40
第 124 ਤ 3 9 号 土器 ࡼ 105 19 54 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ
第 124 ਤ 4 9 号 土器 ࡼ 113 23 63
第 124 ਤ 5 9 号 土器 ࡼ 118 26 62 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ
第 124 ਤ 6 9 号 土器 ࡼ 131 29 78 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 124 ਤ 7 9 号 陶器 ᆵ֖ ੉戸 ŋ
ඒೱ 60 19 35 ᫛᫡ փᬵ փ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　ೋ࣍ম

੒ 17$ 後葉
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ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 124 ਤ 8 9 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 124 ਤ 9 9 号 土器 かわらけ 	80
 18 43

第 124 ਤ 14 12 号 磁器 そばழ口 ං前 75 57 48 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文　
Έ五หՖ文ࠐݟ ఈ෦໏ʮ大明年製ʯ 18$ 代

第 124 ਤ 15 12 号 磁器 ᆀ ං前 57 47 34 ᫛᫡ 白磁 18$ 後

第 124 ਤ 16 12 号 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	86
 68 	42
 ᫛᫡ ྤཨᬵ 19$ 前

第 124 ਤ 17 12 号 磁器 ழ口ߚ ං前 23 12 8 ᫛᫡ 白磁 ֎面ཅࠁ文 18$ 代

第 124 ਤ 18 12 号 磁器 ു ං前 	155
 83 	73
 ᫛᫡ છ෇

֎面࿇ห文　
内֎面口ԑ文༷
ଳ区ը（ྡྷ文 �
๽Ҿき文）
ү文ߥΈࠐݟ

高୆内মܧぎҹ 18$ 代

第 124 ਤ 19 12 号 磁器 ֖ ං前 	92
 25 43 8 ᫛᫡ ੨磁
છ෇ ఱ井文ࣈ文

下面はࢪᬵ後ϔラに
よる調੔　水֖ࢦ
かʁ

18$ 代

第 124 ਤ 20 12 号 磁器 ෹൧器 ං前 58 58 32 ᫛᫡ છ෇ ֎面ଢ଼౜૲文 18$ 代

第 124 ਤ 21 12 号 陶器 ࿸ 京都 107 54 40 ᫛᫡ փᬵ
మֆ ୶փԫ ֎面೗ҙ಄文 18$ 前 d

த

第 124 ਤ 22 12 号 陶器 ፻ു ੉戸 ŋ
ඒೱ 140 76 56 ᫛᫡ փᬵ փ白 　Έ目跡̑ࠐݟ

口ԑ玉ԑ 19$ 前

第 124 ਤ 23 12 号 陶器 水ു ੉戸 ŋ
ඒೱ 282 142 192 ᫛᫡ փᬵ ŋ మᬵྲֻྀ

け ᭩文 ୶փ ᭩ ŋ 水ྲྀ文 Έ目跡̐ࠐݟ 18$ 後
d19$ 前

第 125 ਤ 1 12 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 	218
 108 152 ᫛᫡ మᬵ ҉փ ΃͜かん徳利　

಑෦ԜΈ 19$ 前

第 125 ਤ 2 12 号 陶器 土ළ֖ 京都 ŋ
৴ָ 82 	20
 11 ᫛᫡ ྘ᬵ փ

第 125 ਤ 3 12 号 陶器 土ළ֖ ෆ明 69 20 25 14 ᫛᫡ ಁ明ᬵ
白化হ土 ୶փ ఱ井文ࣈ文 ఈ෦ࢳ੾ࠟ 19$ 前

第 125 ਤ 4 12 号 陶器 土ළ ෆ明 75 98 77 158 ᫛᫡ ಁ明ᬵ
白化হ土 ୶փ׊ ֎面文ࣈ文 3 とセοτ 19$ 前

第 125 ਤ 5 12 号 土器 ࡼ 78 14 45
第 125 ਤ 6 12 号 土器 ࡼ 94 18 50
第 125 ਤ 7 12 号 土器 ࡼ 138 30 80
第 125 ਤ 8 12 号 土器 মԘᆵ֖ 79 20 77 ܕ ׊ ෍目
第 125 ਤ 9 12 号 土器 মԘᆵ 50 74 43 ᫛᫡ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 125 ਤ 10 12 号 土器 ෇౮明٭
डࡼ 	77
 76 71 ड෦

	47
 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ׊

第 125 ਤ 11 12 号 土器 মԘᆵ ʵ ʵ ʵ ൘࡞り ׊ 体෦ࠁҹ角࿮ʮઘື
˘˘ʯ

17$ 後
d18$ 前

第 125 ਤ 12 12 号 土器 মԘᆵ ʵ 	64
 60 ᫛᫡ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　体෦ࠁ
ҹ角࿮ʮʷ˘˘ʯ 19$ 前

第 125 ਤ 13 12 号 陶器 ߳࿍ ං前 ʵ 	22
 	52
 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ҉փ 京ম෩陶器　
ఈ෦໏ࠁҹʮਗ਼水ʯ 18$ 前

第 125 ਤ 14 12 号 土器 ༰器ܗു 78 44 47 ᫛᫡ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　口ԑ֎
൓ؾຯ

第 125 ਤ 15 12 号 陶器 Ӥழ口 ੉戸 ŋ
ඒೱ 49 26 48 55 ᫛᫡ փᬵ փ ఈ෦ࢳ੾ࠟ 18$ 後

第 125 ਤ 16 12 号 陶器 Ꭼു ࡖ 	316
 116 	160
 ൘࡞り
ŋ ྠ積 ׊ মきకめ　御目 7 ຊ

� ৚
18$ 後
d19$ 前

第 125 ਤ 17 12 号 土器 植໦ു 	136
 86 80 ᫛᫡ փ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 125 ਤ 18 12 号 土器 植໦ു 116 71 56 ᫛᫡ փʙ҉փ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　口ԑ֎
൓

第 125 ਤ 19 12 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ ʵ ʵ છ෇ ֎面૲Ֆ文 18$ 代

第 125 ਤ 20 12 号 磁器 ࿸֖ ං前 	30
 20 	70
 છ෇ ఱ井区ը 	 ૲Ֆ 

文 18$ 代

第 125 ਤ 21 12 号 磁器 ࿸֖ ੉戸・
ඒೱ ʵ 22 ʵ છ෇ ఱ井૲Ֆ文 19$ 前

第 125 ਤ 22 12 号 磁器 ࿸ ං前 	84
 44 	30
 છ෇ ֎面૲Ֆ文 18$ 代

第 125 ਤ 23 12 号 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 28 29 ᫛᫡　

　　 છ෇ ֎面౜Ֆ文 ఈ෦໏ʮ঵ਸ਼立ྑ �
太˘製ʯ 19$ 前

第 125 ਤ 24 12 号 磁器 ࿸ ං前 	99
 52 42 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸

ఈ෦໏ʮ˘ʯ 18$ 前

第 125 ਤ 25 12 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 12 40 ᫛᫡ છ෇ ֎面文༷　ࠐݟ
ΈՖ文 ఈ෦໏ʮ੒化年製ʯ 17$ ຤

d18$ 後

第 125 ਤ 26 12 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 30 48 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面文༷ � ࣃڒ

文 ఈ෦໏角࿮ᝰ書体 17$ ຤
d18$ 後
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 125 ਤ 27 12 号 磁器 ࿸ ං前 	100
 50 	36
 ᫛᫡　
　　 છ෇

֎面ちりめん౜
૲文 � 角࿇ห文
内面口ԑ文༷ଳ
四ํ᧪文　ࠐݟ
Έদ஛ക文

൒ٿ࿸
ఈ෦໏ʮ෋و長य़ʯ

18$ 前 d
த

第 126 ਤ 1 12 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	37
 51 ᫛᫡　
　　

છ෇
͜んにΌくҹ࡮

֎面૲Ֆ文　ݟ
Έ五หՖ文ࠐ

くらわんか࿸
ఈ෦໏Ӕ෱か 18$ 前

第 126 ਤ 2 12 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	31
 	43
 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸

ఈ෦໏ʮ˘ʯ 18$ 前

第 126 ਤ 3 12 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 23 42 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面文 くらわんか࿸

ఈ෦໏ʮ˘ʯ 18$ 前

第 126 ਤ 4 12 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 44 38 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸

ఈ෦໏ʮ˘ʯ 18$ 前

第 126 ਤ 5 12 号 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 82 75 50 ᫛᫡　

　　 人଄コόϧτ 大前家家໲ʮ۱立て
四π目݁文ʯ 19$ 後 d

第 126 ਤ 6 12 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ ʵ ʵ ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面ؙ࿮三π葉

Ѯ໲

第 126 ਤ 7 12 号
�110 号 磁器 ു ං前 ᫛᫡　

　　 છ෇ ֎面Ӣ文　内面
ᦅ᥼文ଞ 18$ 後 d

第 126 ਤ 8 12 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 148 70 ᫛᫡　

　　 փᬵ փ 体෦྽఺ఝ書　
屋号ʮ舎ʯ

18$ ຤
d19$ 前

第 126 ਤ 9 12 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ

第 127 ਤ 1 14 号 土器 মԘᆵ֖ 76 17 75 ܕ ҉փ׊ ෍目ࠟ 17$ 後
d18$ 前

第 127 ਤ 8 15 号
169 土器 ࡼ 79 13 42 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 127 ਤ 9 15 号
171 土器 ࡼ 80 14 40 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 127 ਤ 10 15 号
170 土器 ࡼ 85 1�6 42 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 127 ਤ 11 15 号
178 土器 ࡼ 97 16 50 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 127 ਤ 12 15 号
174 土器 ࡼ 97 18 52 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 127 ਤ 13 15 号
176 土器 ࡼ 96 20 54 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 127 ਤ 14 15 号 土器 ࡼ 141 28 80

第 127 ਤ 15 15 号
167 土器 ࡼ 143 30 80 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 127 ਤ 16 15 号
168 土器 ࡼ 144 30 84 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 127 ਤ 17 15 号 陶器 ᆵ֖ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	102
 24 53 ᫛᫡ փᬵ ୶փԫ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ 17$ 後葉

第 127 ਤ 20 17 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 	42

第 127 ਤ 21 17 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ

第 128 ਤ 1 21 号 �
แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 102 50 41 ᫛᫡ છ෇ ֎面ക ŋ Ֆ文 ൒ٿ࿸

ఈ෦໏角࿮Ӕ෱ 18$ த

第 128 ਤ 2 21 号 土器 ᖿᖻ 	232
 	65
 ʵ ܕ ׊ ఈ෦ちりめん　
内面ࠁҹؙにʮ一ʯ

18$ 後
d19$ 前

第 128 ਤ 4 25 号 土器 ᖿᖻ ʵ ʵ ʵ ܕ ׊ ఈ෦ちりめん　
内面ࠁҹؙにʮ一ʯ

18$ 後
d19$ 前

第 128 ਤ 5 25 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 	42


第 128 ਤ 7 47 号
�48 号 磁器 ࿸ ං前 ᫛᫡ છ෇ 白 ֎面ؙ 	 দ 
 文・

൒٠文 18$ 代

第 128 ਤ 8 65 号 土器 ࡼ 76 16 43
第 128 ਤ 9 65 号 土器 ࡼ 78 14 44
第 128 ਤ 10 65 号 土器 ࡼ 78 16 45
第 128 ਤ 11 65 号 土器 ࡼ 97 18 46
第 128 ਤ 12 65 号 土器 ࡼ 99 19 50
第 128 ਤ 14 69 号 陶器 ࿸ ෆ明 ʵ 	21
 	36
 ᫛᫡ փᬵ ఈ෦໏ࠁҹ 18$ 代
第 128 ਤ 16 71 号 土器 かわらけ 72 8 41
第 128 ਤ 17 71 号 土器 かわらけ ʵ 	7
 	42


第 128 ਤ 19 71 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 177 76 108 ᫛᫡　

　　 փᬵ փ 体෦྽఺ఝ書　
屋号山ܗʮ川ʯ

18$ 後
d19$ 前

第 129 ਤ 1 110 号 磁器 ࿸ ං前 100 55 40 ᫛᫡ છ෇ ֎面ᝰ書ࣈ文　
文ࣈΈᝰ書ࠐݟ 18$ 代

第 129 ਤ 2 110 号 磁器 ழ口ߚ ං前 70 33 26 ᫛᫡ છ෇ ֎面࡫文 18$ 後
d19$ 前

第 129 ਤ 3 110 号 磁器 ࿸ ං前 99 48 35 ᫛᫡ છ෇ ֎面文༷ ൒ٿ࿸ 18$ 前 d
த

第 129 ਤ 4 110 号 磁器 ࿸ ං前 	84
 56 34 ᫛᫡ છ෇ ֎面ُߕ文　
ΈՖ文ࠐݟ ு࿸ࠊ 18$ 代
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ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 129 ਤ 5 110 号 磁器 ࿸ ං前 72 61 34 ᫛᫡ છ෇
͜んにΌくҹ࡮

֎面๟႗ ŋ Ӣ文
内面口ԑ文༷ଳ
四ํ᧪文　
Έ五หՖࠐݟ

౵ܗ࿸ 18$ 後

第 129 ਤ 6 110 号 磁器 ࡼ ං前 ʵ 	28
 	80
 ᫛᫡ છ෇ 内面Ֆௗ文 ఈ෦໏ 18$ 代

第 129 ਤ 7 110 号 磁器 ࡼ தࠃ 114 58 23 ᫛᫡ છ෇ ֎面ࢬ文　
内面山水文

ఈ෦໏角࿮ᝰ書　
口ԑ֎൓　
口ԑ஬۬い

d17$ 前
葉

第 129 ਤ 8 110 号 磁器 ழ口ߚ ං前 22 13 8 ᫛᫡ 白磁 18$ 代

第 129 ਤ 9 110 号 陶器 小ᆀ
੉戸 ŋ
ඒೱ
か

36 27 18 ᫛᫡ փᬵ
白化হ土 ҉փ 口ԑ֎൓　

高୆内๽書 18$ 代

第 129 ਤ 10 110 号 陶器 ࿸ 京都 ŋ
৴ָ 90 58 29 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ŋ ৭ֆ ୶փԫ׊ ֎面Ֆ ŋ ֨子文 18$ த d

後

第 129 ਤ 11 110 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 96 59 48 ᫛᫡ փᬵޖਢֆ ୶փԫ׊ ֎面文༷ 御室࿸ 18$ 前 d

த

第 129 ਤ 12 110 号 陶器 ࿸ 京都 ŋ
৴ָ 90 53 30 ᫛᫡ փᬵమֆ փ白 ֎面文༷ 18$ த d

後

第 129 ਤ 13 110 号 陶器 ࿸ 京都 ŋ
৴ָ 91 58 36 ᫛᫡ փᬵ

ਢֆޖ ŋ మֆ փ白 ֎面एਿ文 小ਿ࿸ 18$ த d
後

第 129 ਤ 14 110 号 陶器 ࿸ 京都 ŋ
৴ָ 94 60 36 ᫛᫡ փᬵ փ白 小ਿ࿸ 18$ த d

後

第 129 ਤ 15 110 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 123 62 47 ᫛᫡ ྘ᬵ ୶փԫ׊ 18$ 前 d

த

第 129 ਤ 16 110 号 陶器 ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	128
 35 68 ᫛᫡ փᬵ ŋ ྘ᬵ ୶փԫ׊ 内面目跡̏　ࡼ٠ 18$ த

第 129 ਤ 17 110 号 陶器 ߳࿍ ੉戸 ŋ
ඒೱ 96 63 72 102 ᫛᫡ փᬵ ୶փ ֎面൒٠文 三଍᭩ 18$ 前

第 129 ਤ 18 110 号 陶器 ᆵ 京都
か ʵ 	48
 29 ᫛᫡ ಁ明ᬵ

ਢֆޖ ŋ మֆ ୶փԫ׊ ֎面よΖけࣶ文
ଞ 18$ 代

第 129 ਤ 19 110 号 陶器 ൒಑ᙈ ੉戸 ŋ
ඒೱ 155 180 103 ᫛᫡ మᬵ ҉փԫ׊ ఈ෦ઠ޸　

植໦ുにస༻ 19$ 前

第 129 ਤ 20 110 号 陶器 ౮明ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 83 17 39 ᫛᫡ మᬵ ҉փ ఈ෦ॏͶমき環ঢ়ࠟ 18$ 後葉

d19$ 前

第 129 ਤ 21 110 号 陶器 土ು ੉戸 ŋ
ඒೱ 83 42 40 93 ᫛᫡ మᬵ փ 三଍　डけ口　

಑下෦にഗ෇着
18$ 後
d19$ 前

第 130 ਤ 1 110 号 土器 ࡼ 68 11 38
第 130 ਤ 2 110 号 土器 ࡼ 75 15 42
第 130 ਤ 3 110 号 土器 ࡼ 75 17 40
第 130 ਤ 4 110 号 土器 ࡼ 78 13 46
第 130 ਤ 5 110 号 土器 ࡼ 108 22 62
第 130 ਤ 6 110 号 土器 মԘᆵ 50 69 44 ൘࡞り փ׊ 内෦෍目　金Ӣ฼ؚ

第 130 ਤ 7 110 号 土器 মԘᆵ֖ 62�67 13 ख፻Ͷ
か փ ෍目　内֎面ϐンΫ 17$ 後

第 130 ਤ 8 110 号 土器 মԘᆵ֖ 77�76 23 ܕ ୶փԫ׊

内面ࡉかい෍目　࠭
著　֎ද面剥཭ݦཻ
がܹしい　ઘभຑ生
われるࢥと࢈

17$ 後葉
d18$ 前

第 130 ਤ 9 110 号 土器 Րു 224 119 176 ൘࡞り
ŋ ྠ積 ׊

三଍内面接合ଳがݟ
られる　ࢦ಄による
調੔ࠟあり

第 130 ਤ 10 110 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	22
 ʵ ᫛᫡　
　　

છ෇
͜んにΌくҹ࡮

֎面文༷　ࠐݟ
Έ五หՖ

くらわんか࿸
ఈ෦໏Ӕ෱ 18$ 前

第 130 ਤ 11 110 号 磁器 そばழ口 ං前 ʵ 	22
 44 ᫛᫡　
　　 છ෇ ֎面文༷ ఈ෦໏ʮ˘ʯ 18$ 代

第 130 ਤ 12 110 号 陶器 ࿸ ං前 ʵ 	15
 	52
 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ҉փ 京ম෩陶器　
ఈ෦໏ࠁҹʮ৿ʯ

17$ 後
d18$ ॳ

第 130 ਤ 13 110 号 磁器 ළ ං前 ʵ 	20
 62 છ෇ ֎面文༷
ܗ᝔ఈ　ऄの目Ԝޟ
高୆　ఈ෦๽書ʮʷ
˘˘˘ʯ

18$ 代

第 130 ਤ 14 110 号 磁器 ࿸֖ ං前 44 	20
 ʵ છ෇・金࠼

ఱ井૭ֆ 	 ૲Ֆ
文 
・文ߕُ・
࿇ห文　内面Դ
୮文

18$ 代

第 130 ਤ 15 110 号 陶器 ࿸ 京都・
৴ָ 	64
 33 25 白化হ土・ಁ明

ᬵ ୶׊ ֎面দ文 18$ 後

第 130 ਤ 16 110 号 陶器 ࿸ 京都・
৴ָ 	96
 51 	32
 փᬵ ୶փԫ׊ ֎面૲Ֆ文 18$ 後

第 130 ਤ 17 110 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ 33 217 69 90 ᫛᫡　

　　 փᬵ ҉փ 体෦連続ఝ書　
屋号ʮສʯ　ᰍ長

18$ 前 d
த

第 130 ਤ 18 110 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ 27 181 65 98 ᫛᫡　

　　 փᬵ ୶փԫ׊ 体෦連続ఝ書　
屋号ʮたʯ　ᰍ長

18$ 前 d
த
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 130 ਤ 19 110 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 	200
 82 114 ᫛᫡　

　　 փᬵ ҉փ 体෦྽఺ఝ書　
屋号ʮ˘˘ 	 ち 
 ˘ʯ

18$ 後
d19$ 前

第 130 ਤ 20 110 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 	177
 78 107 ᫛᫡　

　　 փᬵ ҉୶փԫ
׊

体෦྽఺ఝ書　
屋号ʮʷしまʯ

18$ 後
d19$ 前

第 130 ਤ 21 110 号 陶器 ළ උ前 ʵ 	16
 	112
 ᫛᫡　
　　 ੺׊ ఈ෦༼ҹ　মきకめ

第 131 ਤ 1 110 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 139 67 ᫛᫡　

　　 փᬵ փ 体෦連続ఝ書　
屋号ʮ˘ຊʯ

18$ 前 d
த

第 131 ਤ 2 110 号 土器 ᖿᖻ ʵ ʵ ʵ ܕ ׊ ఈ෦ちりめん　
内面ࠁҹؙにʮ一ʯ

18$ 後
d19$ 前

第 131 ਤ 3 110 号 土器 মԘᆵ ʵ ʵ ʵ ൘࡞り ׊ 体෦ࠁҹʮઘभຑ生ʯ17$ 後
d18$ 前

第 131 ਤ 4 110 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 131 ਤ 5 110 号 土器 かわらけ ʵ 	10
 40
第 131 ਤ 6 110 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 131 ਤ 7 110 号 土器 かわらけ ʵ 	6
 45
第 131 ਤ 8 110 号 土器 かわらけ 	72
 12 	44

第 131 ਤ 9 110 号 土器 かわらけ 	72
 12 41
第 131 ਤ 10 110 号 土器 かわらけ 74 10 44
第 131 ਤ 11 110 号 土器 かわらけ 70 11 42
第 132 ਤ 1 120 号 磁器 小ᆀ ං前 34 20 15 ᫛᫡ છ෇ 18$ 代
第 132 ਤ 2 120 号 磁器 ࿸ ං前 	97
 51 36 ᫛᫡ 白磁 ֎面文༷ 18$ 代

第 132 ਤ 4 125 号 磁器 ࿸ ං前 98 54 33 ᫛᫡ છ෇ ֎面Ֆଢ଼౜૲ ŋ
౜૲文

ఈ෦໏ʮ大明੒化年
製ʯ 18$ 代

第 132 ਤ 5 125 号 陶器 ࡼ ං前 125 34 42 ᫛᫡ ಔ྘ᬵ ŋ փᬵ
内໺山༼跡　
目ࠐݟΈऄの目剥ぎ 18$ 前

第 132 ਤ 6 125 号 土器 ࡼ 188 42 115 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 132 ਤ 7 125 号
�149 号 陶器 ළか ං前

か ᫛᫡ ׊҉ মきకめ・֎面ຏき

第 132 ਤ 10 144 号 磁器 ழ口ߚ ං前 	30
 13 	10
 ᫛᫡ ৭ֆ ֎面Ӌ子൘ ŋ Ӌ
根文 18$ 代

第 132 ਤ 11 144 号 磁器 ࿸ ං前 82 43 31 ᫛᫡ փ ֎面ೋॏ໢目文 18$ 前 d
த

第 132 ਤ 12 144 号 磁器 ࿸ ං前 	100
 47 38 ᫛᫡ છ෇ ֎面໼Ӌ根文 ு࿸ࠊ 18$ 代

第 132 ਤ 13 144 号 磁器 ࿸ ං前 98 53 42 ᫛᫡ છ෇

֎面দ஛ക文 �
࿇ห文　内面口
ԑ文༷ଳ四ํ᧪
文　ࠐݟΈՖ文

18$ 代

第 132 ਤ 14 144 号 磁器 ࿸ ං前 92 58 34 ᫛᫡ છ෇ ֎面দ஛ ŋ ക文 ு࿸ࠊ 18$ 代
第 132 ਤ 15 144 号 磁器 ࿸ ං前 90 51 38 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 ఈ෦໏ 18$ 前

第 132 ਤ 16 144 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 62 41 25 ᫛᫡ փᬵ 18$ 前

第 132 ਤ 17 144 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 86 52 36 ᫛᫡ փᬵ

ਢֆޖ ֎面文༷ 18$ 代

第 132 ਤ 18 144 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 92 60 41 ᫛᫡ փᬵ

ਢֆޖ ֎面山水文 18$ த

第 132 ਤ 19 144 号 陶器 ࿸ 京都 ŋ
৴ָ 92 56 31 ᫛᫡ ಁ明ᬵ

৭ֆ ŋ ਢֆޖ ֎面࡫文 18$ த

第 132 ਤ 20 144 号 陶器 ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	128
 30 60 ᫛᫡ փᬵ ྠՖࡼ 18$ த

第 132 ਤ 21 144 号 陶器 ൒಑ᙈ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	145
 139 96 ᫛᫡ మᬵ ఈ෦ઠ޸

植໦ുにస༻
18$ 後
d19$ 前

第 132 ਤ 22 144 号 陶器 ౮明ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 75 18 35 ᫛᫡ మᬵ 18$ 代

第 132 ਤ 23 144 号 陶器 ౮明डࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 75 17 39 ड෦

52 ᫛᫡ మᬵ ֎面ॏͶমࠟ
（環ঢ়ࠟ） 18$ 代

第 132 ਤ 24 144 号 陶器 ౮明डࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 79 21 32 ड෦

55 ᫛᫡ మᬵ 18$ 代

第 132 ਤ 25 144 号 土器 ࡼ 54 9 30 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　ࠐݟ
Έ・ఈ෦ϐンΫ

第 132 ਤ 26 144 号 土器 Րു 287 159 210 ൘࡞り
ŋ ྠ積 ୶׊ 三଍　ೋ଍ܽଛ

಑内෦φσ調੔
第 132 ਤ 27 144 号 土器 ᖿᖻ 	308
 78 ܕ ׊ ఈ෦ちりめん　̎޸ 18$ 代
第 132 ਤ 28 144 号 土器 ᖿᖻ 	330
 	67
 ܕ ׊ ఈ෦ちりめん 18$ 代
第 133 ਤ 1 144 号 土器 ෩口 185 113 48 ൘࡞り ׊

第 133 ਤ 2 144 号 土器 五徳 	123
 45 	74
 ঢ়　上୺෦Ԝܗ୆ٯ
Έ̎

第 133 ਤ 3 144 号
�12 号 土器 মԘᆵ ʵ 	53
 55 ᫛᫡ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ
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ᶙ　遺構と遺物

第 10 ද　近世 2 面 土製品ࢿࡌܝྉ

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈ

ܘ
	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 133 ਤ 4 144 号 土器 Րফᆵ֖ 	240
 	33
 ൘࡞り
ྠ積 ׊ ೺खܽଛ

第 133 ਤ 5 144 号 陶器 ᜐ৪ ੉戸 ŋ
ඒೱ 52 47 44 63 ᫛᫡ మᬵ ఈ෦ࢳ੾ࠟ 19$ 前

第 133 ਤ 6 144 号 土器 ౮明डࡼ 60 25 40 93 ᫛᫡ ҉փ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　ද面剥
落

第 133 ਤ 7 144 号 磁器 ࡼ ං前 ʵ ʵ ʵ ᫛᫡　 છ෇ Έ五หՖࠐݟ ఈ෦໏角࿮ʮ෱ʯ 17 ຤
d18$ 後

第 133 ਤ 8 144 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ 35 207 67 96 ᫛᫡ փᬵ 体෦連続ఝ書　

屋号ʮຢ一ʯ
18$ 前
d18$ த

第 133 ਤ 9 144 号
�153 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ

ඒೱ 31 224 74 111 ᫛᫡　 ѿᬵ ҉փ 体෦連続ఝ書　
屋号山ܗʮҏʯ

18$ த
d19$ 前

第 133 ਤ 10 144 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ 	35
 224 80 112 ᫛᫡ փᬵ 体෦連続ఝ書　

屋号山ܗʮҏʯ
18$ 前 d
த

第 133 ਤ 11 144ŋ
153 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ

ඒೱ 36 249 76 113 ᫛᫡ փᬵ 体෦連続ఝ書　屋号
山ܗʮҏʯ　ఈ෦޸

18$ 前 d
த

第 133 ਤ 12 144 号 陶器 ළ ੉戸 ŋ
ඒೱ 36 240 130 ᫛᫡ మᬵ

体෦連続ఝ書ʮສʯ
口ԑଳԁ൫ঢ়にಥ出
ఈ෦ম୆ࠟ

18$ 前

第 133 ਤ 15 144 号 土器 かわらけ ʵ ʵ ʵ
第 133 ਤ 16 144 号 土器 かわらけ ʵ ʵ 	50

第 133 ਤ 17 144 号 土器 かわらけ 	76
 11 42
第 133 ਤ 18 144 号 土器 かわらけ 72 11 42
第 133 ਤ 19 144 号 土器 かわらけ 78 12 44
第 134 ਤ 1 149 号 磁器 ᆀ ං前 72 46 34 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 口ԑ֎൓ 18$ 代
第 134 ਤ 2 151 号 土器 ౮明डࡼ 60 25 49 94 ᫛᫡ ׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 134 ਤ 5 213 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 77 38 40 ᫛᫡ మᬵ 内面目跡̏ 18$ 代

第 134 ਤ 6 217 号
� แؚ૚ 土器 ࣣྚ 	258
 	183
 ʵ ྠ積 ҉փ׊ʙ

׊ ֎面ॎಥଳ文 金Ӣ฼・ཻ࠭ݦ著

第 134 ਤ 7 217 号 陶器 ਢ֖ٸ ෆ明 48 17 64 ʗ
20

᫛᫡　
　　 ಁ明ᬵ ŋ ਢֆޖ ఱ井文༷ ઠ޸ 1 19$ 後 d

第 134 ਤ 12 246 号 磁器 ࿸ ං前 98 53 37 ᫛᫡ છ෇ ֎面஛林文 18$ 代
第 135 ਤ 1 246 号 陶器 ࿸ 京都 131 44 43 ᫛᫡ փᬵమֆ 内面஛文 ฏ࿸　ࠐݟΈ目跡̏ 18$ 前

第 135 ਤ 2 246 号 陶器 ു ෆ明 178 69 78 ᫛᫡ փᬵ　白化হ土
ŋ ໟ目࡮ ҉փ׊ 18$ 代

第 135 ਤ 3 84 号
�87 号 土器 Րു 	254
 168 232 ൘࡞り

ྠ積
಑෦֎面Ԝઢ 2
৚ � ӄࠁ౜૲文

三଍　口ԑԣφσ調
੔　಑内෦に調੔ࠟ
あり　౜૲文内੺࣫
ృりか

第 135 ਤ 4 84 号 磁器 ࡼ ං前 	136
 37 	80
 ᫛᫡　
　　

છ෇
͜んにΌくҹ࡮

֎面౜૲文　ݟ
ΈՖ文ࠐ

くらわんかख
ఈ෦໏ʮʷ製ʯ 18$ 前

第 135 ਤ 5 84 号 陶器 ළ ʵ 	74
 82
第 135 ਤ 6 84 号 土器 かわらけ 	72
 14 	32


ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種

Ϟνーϑ

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN
 උ考

第 108 ਤ 5 87 号 人ܗ 西行 ʵ 96�6
第 108 ਤ 6 87 号 動物ܗ Ԑ ʵ ʵ
第 108 ਤ 7 87 号 建଄物 ᛿ʁ 62�5 ʵ
第 108 ਤ 8 87 号 ܕ ӊఱۡ 62�9 30�3
第 108 ਤ 9 87 号 ܕ ৉᰻か 57�3 17�7
第 116 ਤ 5 2 号 人ܗ ट人ܗ ʵ ʵ Վ෣إب
第 116 ਤ 6 2 号 人ܗ ఱਆ ʵ 61�5 ෇属品のࠩしࠐΈ޸がखݩとࠊにある
第 116 ਤ 7 2 号 動物ܗ ݘ 38�4 ʵ
第 116 ਤ 8 2 号 動物ܗ ُ ʵ ʵ
第 116 ਤ 9 2 号 動物ܗ ُ ʵ ʵ
第 116 ਤ 11 2 号 人ܗ ޥ ʵ 22�3 ৭（྘・੺・੨）࠼
第 116 ਤ 10 2 号 動物ܗ ُ ʵ ʵ
第 116 ਤ 12 2 号 建଄物 ౝ ʵ ʵ
第 121 ਤ 10 3 号 動物ܗ ಄ݘࠏ ʵ ʵ
第 126 ਤ 11 12 号 人ܗ ༷࢞ ʵ 68�5 ಄なし
第 126 ਤ 12 12 号 動物ܗ ޅ ʵ ʵ ಄なし
第 126 ਤ 13 12 号 動物ܗ ޅ ʵ ʵ ಄なし
第 126 ਤ 14 12 号 人ܗ 西行 ʵ 36�7 ಄なし　ּに੺৭の胎土࢖༻
第 126 ਤ 15 12 号 人ܗ ُ৐りಐ子 51�5 59�9 人ʴُ　࠼৭（ԫ）
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第 11 ද　近世 2 面 金属製品ࢿࡌܝྉ

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 ࣭ࡐ

長さ
	 મܘ 

	NN


高さ
	 ܘ޸ 

	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 108 ਤ 12 87 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�7 6�6 2
第 108 ਤ 13 87 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�8 6�4 1�9
第 108 ਤ 14 87 号 टأ ಔ ʵ ʵ 0�9 Րࡼ෦のΈ࢒ଘ
第 108 ਤ 15 87 号 टأ ಔ 	43�8
 	11�7
 2�9 Րࡼ෦ܽଛ　ཏӉあり
第 108 ਤ 16 87 号 टأ ಔ 34�4 16�4 3�5
第 108 ਤ 17 87 号 टأ ಔ 60�0 17�9 4�8
第 108 ਤ 18 87 号 口ٵ ಔ 27�7 ʵ 1�3 ཏӉあり
第 108 ਤ 19 87 号 口ٵ ಔ 64�6 ʵ 4�0 ཏӉあり
第 108 ਤ 20 87 号 水ణ ಔ 22�4 43�0 11�4
第 109 ਤ 5 34 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24 6�1 1�5
第 109 ਤ 6 34 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ ʵ ʵ 0�3 ഁଛ
第 109 ਤ 8 13 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�2 5�5 1�8 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741 എ文ʮݩʯ
第 109 ਤ 9 13 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�2 5�7 3�7 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 എ文ʮ文ʯ
第 109 ਤ 10 13 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�4 5�7 2�7
第 109 ਤ 14 44 号 口ٵ ಔ 	26�3
 ʵ 1�1
第 110 ਤ 20 216 号 टأ ಔ 50�3 14�5 6�0
第 110 ਤ 21 216 号 ਑金 ಔ 58�0 49�0 8�0
第 110 ਤ 22 216 号 ਑金 ಔ 170�0 ʵ 6�8
第 117 ਤ 1 2 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 23�5 6�1 2�1 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 117 ਤ 2 2 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�2 5�9 2�7 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 117 ਤ 3 2 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�5 5�4 3�1 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 117 ਤ 4 2 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�3 5�9 2�7 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 117 ਤ 5 2 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�4 5�6 3�1 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 117 ਤ 6 2 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�4 5�6 4�4 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 117 ਤ 7 2 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 23�8 5�3 2�6 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 117 ਤ 8 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 26�7 5�6 1�2
第 117 ਤ 9 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ మ 24�2 5�9 3
第 117 ਤ 10 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ మ 24�7 ʵ 3�7
第 117 ਤ 11 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�5 5�3 2�6
第 117 ਤ 12 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�3 5�3 2�2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741 എ文ʮݩʯ
第 117 ਤ 13 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�2 6�6 2�6
第 117 ਤ 14 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�6 5�8 3�4
第 117 ਤ 15 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ మ 24�9 6�5 2
第 117 ਤ 16 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�3 6�1 2�1
第 117 ਤ 17 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6�1 3�2
第 117 ਤ 18 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�6 6�1 2
第 117 ਤ 19 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�6 6�1 1�8
第 117 ਤ 20 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�1 5�6 1 ܽଛ
第 117 ਤ 21 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�8 5�7 3�8
第 117 ਤ 22 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�4 6�1 2�4
第 117 ਤ 23 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6�5 2�2
第 117 ਤ 24 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�7 5�9 3�1
第 117 ਤ 25 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�6 6�4 2�7
第 117 ਤ 26 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�3 6�1 2�5
第 117 ਤ 27 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24 6�4 1�9
第 117 ਤ 28 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�6 6�7 2�4
第 117 ਤ 29 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ మ 28�4 6�1 3�2
第 118 ਤ 1 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�2 5�6 4 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 എ文ʮ文ʯ
第 118 ਤ 2 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6 2�1
第 118 ਤ 3 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�7 6�2 3�2
第 118 ਤ 4 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�3 6�1 2�4
第 118 ਤ 5 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�1 6�6 2�8
第 118 ਤ 6 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23 6�6 2�6
第 118 ਤ 7 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�9 6�2 2�6 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 所ҦʮϚ಄௨ʯ

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種

Ϟνーϑ

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN
 උ考

第 126 ਤ 16 12 号 動物ܗ ޥ 21�8 ʵ ৭（྘）࠼
第 126 ਤ 17 12 号 器物 土ು 89�5 32�7
第 131 ਤ 12 110 号 器物 ֖ 30�2 ʵ ྘ᬵ、ಁ明ᬵ　٠Ֆܗ
第 131 ਤ 13 110 号 器物 ֖ 33�7 ʵ Ωラ෇着　കՖܗ
第 131 ਤ 15 110 号 人ܗ ఱਆʁ 33�6 30�8
第 131 ਤ 14 110 号 器物 મ՟ 24�8 15�4 ද面ʮۜ࠲ৗങʯ、ཪ面ʮ以南᭼ສ˘小判一྆ʯ
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ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 ࣭ࡐ

長さ
	 મܘ 

	NN


高さ
	 ܘ޸ 

	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 118 ਤ 8 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�4 6�5 2�6
第 118 ਤ 9 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23 6�4 2
第 118 ਤ 10 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�5 7�3 2�1
第 118 ਤ 11 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�8 6�3 3�4
第 118 ਤ 12 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23 7 2�8
第 118 ਤ 13 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�6 7�2 1�5
第 118 ਤ 14 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6�8 2�7
第 118 ਤ 15 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�9 7 2�4
第 118 ਤ 16 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�1 6�2 1�9
第 118 ਤ 17 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�6 6�6 1�6 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741 എ文ʮݩʯ
第 118 ਤ 18 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�6 6�5 2�3 所Ҧʮڗอࣣ৚મʯ
第 118 ਤ 19 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23 6�5 2�3
第 118 ਤ 20 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�7 6�2 2�3
第 118 ਤ 21 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�7 5�8 2�5
第 118 ਤ 22 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�6 6�1 3�3
第 118 ਤ 23 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�4 6�1 2
第 118 ਤ 24 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�9 6�4 2�9
第 118 ਤ 25 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6�5 2�1
第 118 ਤ 26 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�8 6�1 2�9
第 118 ਤ 27 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23 6�5 2�9
第 118 ਤ 28 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�3 6�2 3�2
第 118 ਤ 29 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�2 6�5 3�2
第 118 ਤ 30 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6�2 2�4
第 119 ਤ 1 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23 6�6 2�6
第 119 ਤ 2 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�2 6�4 3�2
第 119 ਤ 3 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�4 5�8 3�8
第 119 ਤ 4 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�3 6�3 1�8
第 119 ਤ 5 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�9 6�4 2�4
第 119 ਤ 6 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22 5�7 2�3 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741 എ文ʮݩʯ
第 119 ਤ 7 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�1 6�6 2
第 119 ਤ 8 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�9 6�7 2�1
第 119 ਤ 9 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6�8 2�6
第 119 ਤ 10 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�4 6�6 2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741 എ文ʮݩʯ
第 119 ਤ 11 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�9�22�8 7�0�6�7 4�6 2 ຕѹ着
第 119 ਤ 12 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�9 7�3 2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1737 എ文ʮ小ʯ所Ҧʮ小കમʯ
第 119 ਤ 13 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�3 5�9 2�7
第 119 ਤ 14 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6�6 2�2
第 119 ਤ 15 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�2 6�1 2�8
第 119 ਤ 16 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 21�7 6�1 2�2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741 എ文ʮݩʯ
第 119 ਤ 17 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�4 5�6 3�3 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 എ文ʮ文ʯ
第 119 ਤ 18 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 21�8 5�9 1�9 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741 എ文ʮݩʯ
第 119 ਤ 19 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�7 6�5 1�9
第 119 ਤ 20 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�1 5�7 3�8 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 എ文ʮ文ʯ
第 119 ਤ 21 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�1 6 2�9 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741
第 119 ਤ 22 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�9 5�7 2�3
第 119 ਤ 23 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ మ 22�8 6�8 1�7
第 119 ਤ 24 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�7 5�6 4
第 119 ਤ 25 2 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23 6 0�8 ॳர年 	 西ྐྵ 
1737 ഁย
第 119 ਤ 26 2 号 Ӭ௨ๅ（古・৽）ಔ׮ 24�7�23�0�23�0 5�4��5�9 9�9 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636 3 ຕѹ着（古̍఺・৽ 2 ఺）
第 119 ਤ 27 2 号 Ӭ௨ๅ（古・৽）ಔ׮ 24�2�22�3 5�9�6�2 5�9 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 119 ਤ 28 2 号 Ӭ௨ๅか׮ ಔ 25 6�2 2�6
第 119 ਤ 29 2 号 Ӭ௨ๅか׮ ಔ 22�1 ʵ 0�5 2 号 1 ૚南นはぎとり 3
第 120 ਤ 1 2 号 टમأ మ 15�7 ʵ 17�6 4�3 ʵ 5�2 1�6
第 120 ਤ 2 2 号 टમأ ಔ 16�1 ʵ 17�0 4�0 ʵ 4�6 1�1
第 120 ਤ 3 2 号 टમأ ಔ 15�7 ʵ 20�7 3�7 ʵ 8�5 1�7
第 120 ਤ 4 2 号 Ӭ௨ๅか׮ ಔ 22 5 0�9 ഁଛ
第 120 ਤ 5 2 号 Ӭ௨ๅか׮ ಔ 22�5 5�6 1�2 ഁଛ
第 120 ਤ 6 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 24 5�6 5�4
第 120 ਤ 7 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 26 5 2�7 ഁଛ
第 120 ਤ 8 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 26 6 5
第 120 ਤ 9 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 26 7 5�1
第 120 ਤ 10 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 24 5 4�1
第 120 ਤ 11 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 25�5 6�2 2 ഁଛ
第 120 ਤ 12 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 26�3 ʵ 1�8 ഁଛ
第 120 ਤ 13 2 号 Ӭ௨ๅか׮ ಔ 22�3 5�5 0�8 ഁଛ
第 120 ਤ 14 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 26 ʵ 3�4 ഁଛ
第 120 ਤ 15 2 号 Ӭ௨ๅか׮ ಔ 24�2 5 4�1
第 120 ਤ 16 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 24 5�5 1�1 ഁଛ
第 120 ਤ 17 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 28 ʵ 4�7
第 120 ਤ 18 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 23�8 6�5 5�4
第 120 ਤ 19 2 号 Ӭ௨ๅか׮ మ 25 ʵ 4�6
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第 13 ද　近世 2 面ガラス製品ࢿࡌܝྉ

第 12 ද　近世 2 面 石製品ࢿࡌܝྉ

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 ࣭ࡐ

長さ
	 મܘ 

	NN


高さ
	 ܘ޸ 

	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 120 ਤ 20 2 号 टأ ಔ 	38�5
 17�7 4�7
第 120 ਤ 21 2 号 口ٵ ಔ 61�3 ʵ 6�5 ཏӉあり　רےの૷০あり
第 120 ਤ 22 2 号 口ٵ ಔ 	29�3
 ʵ 1�7
第 120 ਤ 23 2 号 金۩ ಔ 93�0 7�4 3�2
第 121 ਤ 11 3 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�9 6�4 2�6 എ文ʮݩʯ
第 121 ਤ 22 5 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�4 5�3 3�5 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636

第 121 ਤ 23 5・6・
7 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�3 5�3 3�4

第 121 ਤ 24 5・6・
7 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 26�6 ʵ 0�9

第 121 ਤ 25 5 号 टأ ಔ 	34�2
 	9�7
 2�1 Րࡼ෦ܽଛ
第 122 ਤ 11 6 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�3 5�9 2�6
第 122 ਤ 30 7 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�4 5�5 2�9 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 122 ਤ 31 7 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�5 5�7 2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 122 ਤ 32 7 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�2 6�2 2�2
第 122 ਤ 33 7 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�5 6 3�2
第 122 ਤ 34 7 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�8 6�2 3�1
第 123 ਤ 17 8 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�6 6�1 3�2
第 123 ਤ 18 8 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23 6�1 2�9
第 123 ਤ 19 8 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 24�6 6�2 3�2
第 123 ਤ 20 8 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�7 6�9 2�7
第 123 ਤ 21 8 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�6 6�3 2�7
第 126 ਤ 23 12 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�9 6�6 3
第 126 ਤ 24 12 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 22�2 6�5 1�8 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741 എ文ʮݩʯ
第 126 ਤ 25 12 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�2 6�6 1�7
第 126 ਤ 26 12 号 口ٵ ಔ 62�2 ʵ 3�6
第 126 ਤ 27 12 号 口ٵ ಔ 51�4 ʵ 2�3 ཏӉあり
第 126 ਤ 28 12 号 口ٵ ಔ 	48�9
 ʵ 2�5 ཏӉあり
第 126 ਤ 29 12 号 金۩ ಔ 96�1 ʵ 7�8
第 127 ਤ 19 15 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�3 6�2 3
第 128 ਤ 3 21 号 金۩ ಔ 66�5 11�9 13�1
第 131 ਤ 16 110 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�5 6�1 2
第 131 ਤ 17 110 号 Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�9 6�1 2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1741 എ文ʮݩʯ
第 131 ਤ 18 110 号 口ٵ ಔ 	46�3
 ʵ 3�1 ཏӉあり
第 131 ਤ 19 110 号 口ٵ ಔ 	30�7
 ʵ 1�0
第 132 ਤ 8 141 号 金۩ ಔ 33�6 22�3 2�0
第 133 ਤ 13 144 号 टأ ಔ 	22�3
 	9�2
 2�1 Րࡼ෦ܽଛ
第 133 ਤ 14 144 号 小ฑ ಔ 95�7 13�4 21�5
第 134 ਤ 8 217 号 ೺ख ಔ 35�0 72�4 17�8
第 134 ਤ 10 244 号 टأ ಔ 42�0 ʵ 2�1
第 135 ਤ 7 84 号 Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�1 5�7 3�2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 135 ਤ 8 84 号 टأ ಔ 	40�4
 	10�3
 4�4 Րࡼ෦ܽଛ
第 135 ਤ 9 84 号 टأ ಔ 63�5 18�8 9�2

ਤ൛番号 出土
遺構 器種

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN


ఈܘ
ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 109 ਤ 5 113 号 ৯品ළ 77 186 78 422�5 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ/E4$"'E */4T"/ ˘ $0'' ˘ Eʯʮ/E4TL¬ +"1"/ L*.*TE% 
,0#Eʯ౳　ఈ෦ཅࠁ � 石௩঳子ϚーΫ̏ωスレ日ຊג式ձࣾ

第 110 ਤ 24 216 号 ᝓ 	58�7
 9�3 5�2 9�9 ৭調ԫ৭　அ面長ํܗ　ද面ۜ化　྆側ܽଛ
第 110 ਤ 25 216 号 ᝓ 	49�8
 5�4 5�4 4�7 ৭調ແ৭　அ面ํܗ　ද面ۜ化　྆側ܽଛ　
第 131 ਤ 20 110 号 ᝓ 	97�0
 	6�0
 3�2 4�9 ৭調ԫ৭　அ面長ํܗ　ද面ۜ化　ย側ܽଛ

ਤ൛番号 出土
遺構 器種 石ࡐ

長さ
長࣠
	NN


෯
୹࣠
	NN


ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 126 ਤ 30 12 号 ݛ ೪൘ؠ 129�3 66�7 14�8 170�2 長ํܗのݛでݛのւ෦分とԑがܽଛする　ݛഎとݛ側にઢࠁがある

第 126 ਤ 31 12 号 石ޟ టؠ 21�4 21�4 4�7 3�2 දཪ面はฏୱで֎ԑ෦がؙΈをଳͼる　ԑล෦はฏ面ܗがԁܗとなるよう面取りՃ޻
がࢪされる

第 127 ਤ 3 14 号 ౐石 千ຕؠ 139�6 50�8 31�8 271�3 அ面がํܗの๮ঢ়の౐石　̐面のうちڱい一側面のΈが࢖༻されている　Ӣ฼がΈら
れೈ࣭

第 134 ਤ 3 151 号 ݛ ೪൘ؠ 108�2 61�5 9�2 81�1 長ํܗのݛで石ࡐの൘ঢ়にׂれるੑ࣭によってݛදがܽଛし一෦にւの෦分のΈが࢒
る　ݛഎ΋΄΅ഁ落している

第 134 ਤ 4 151 号 Րଧ石 玉਷ 61�8 46�4 16�4 38�8 ෆ定ܗ剥ยのԑลの一෦に෯̎DN ఔのϊονঢ়の剥཭෦を࣋つ（ย面のΈ）　石器の
ԑล෦はશ体的に摩໣している　ҵ৓ݝৗ཮大ٶ
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ᶙ　遺構と遺物

第 14 ද　近世 2 面 ࠎ角製品ࢿࡌܝྉ

第 15 ද　近世 2 面 ෦ࢿࡌܝࡐྉ

ࣸਅ �1ɿ2号Ҩߏग़౔
　　　௽ُ٢঵໲ܕԡ b ͔ΘΒ͚ `
　　　ʢୈ 112 ਤ �20ʣ

ࣸਅ �2ɿ2号Ҩߏग़౔
ث༰ܗ౔੡ു޸ԑ෦༗ޱ　　　
　　　ʢୈ 113 ਤ �6ʣ

ਤ൛番号
出土
遺構

種ྨ ࣭ࡐ
長さ
	NN


෯ 	NN

ްさ
	NN


ॏ量
	H


特௃

第 126 ਤ 32 12 号 ۳ ࠎ ʵ ʵ 4�0 1�2 ද面に੺৭と金৭の࠼৭ృ૷࢒ଘ

ਤ൛番号 出土
遺構 器種 長さ

	NN
 ෯ 	NN
 ްさ
	NN
 特௃

第 124 ਤ 13 9 号 ؙ瓦 ʵ ʵ ʵ ֎ද面黒化　胎土փ　Ԝ面ૈい෍目ࠟ　ඛܗに̒ຊઢの੕
第 126 ਤ 33 12 号 ฏ瓦 ʵ ʵ ʵ 胎土փ　ཻ࠭のࠞೖۃめてগ　武ాඛ
第 126 ਤ 34 12 号 ฏ瓦 ʵ ʵ ʵ 胎土ද૚փ　த৺҉փ　黒৭ཻࠞ　三角に記号
第 126 ਤ 35 12 号 ణ水瓦 ʵ ʵ 86�5 胎土փ　ཻ࠭のࠞೖۃめてগ　த৺০三ํׂՖ ŋ ౜૲文 	 江戸式 

第 127 ਤ 4 14 号 瓦ؙݢ ʵ ʵ ʵ ֎ද面黒化　胎土փ　֎面金Ӣ฼ཻૄ　კ
第 127 ਤ 5 14 号 ణ水瓦 ʵ ʵ ʵ ֎ද面黒化　胎土ද૚փ　த৺黒փ　ཻ࠭のࠞೖૄগ　த৺০三ํׂՖ ŋ ౜૲文 	 江戸式 

第 127 ਤ 6 14 号 ฏ瓦 ʵ ʵ ʵ 胎土փ　ཻ࠭のࠞೖۃめてগ　側面・Ԝ面黒化 ؙ࿮に山ܗ
第 134 ਤ 13 246 号 ؙ瓦 76�1 55�5 23�7 正面தԝに長ܗの࡟り　側面に๮ঢ়޻۩によるࠟ࡟

ਤ൛番号 出土
遺構 器種

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN


ఈܘ
ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 131 ਤ 21 110 号 ᝓ 	75�8
 	6�0
 4�6 6�7 ৭調ԫ৭　அ面長ํܗ　ද面ۜ化　ย側ܽଛ
第 131 ਤ 22 110 号 ᝓ 	64�0
 	6�0
 3�3 3�9 ৭調ԫ৭　அ面長ํܗ　ද面ۜ化　྆側ܽଛ
第 131 ਤ 23 110 号 ᝓ 	17�8
 	12�2
 6�9 3�1 ৭調ແ৭　ପԁܗ　ย側ܽଛ
第 131 ਤ 24 110 号 ᝓ 	57�7
 5�6 5�6 5�7 ৭調ແ৭　அ面ํܗ　྆側ܽଛ
第 131 ਤ 25 110 号 ᝓ 	25�5
 7�9 3�6 2�1 ৭調ແ৭　அ面長ํܗ　ย側ܽଛ
第 131 ਤ 26 110 号 ᝓ 	39�0
 5�2 2�4 1�0 ৭調ແ৭　அ面長ํܗ　ඃ೤ʁ
第 131 ਤ 27 110 号 ᝓ 	52�0
 8�0 1�4 5�3 ৭調ແ৭　அ面ԁܗ　Ͷ͡り　
第 131 ਤ 28 110 号 ᝓ 	34�5
 8�5 4�8 4�2 ৭調ແ৭　அ面ପԁܗ　྆側ܽଛ
第 131 ਤ 29 110 号 ᝓ 	22�2
 9�5 5�3 3�3 ৭調ແ৭　அ面ପԁܗ　྆側ܽଛ
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̐　近代

　近代の遺構は、井戸 1 土坑、ج 11 石ૅ、ج 8 ઃࢪഉ水、ج 3 である（第ج 136 ਤ）。その΄か調

査区東୺に 3N ʷ 2�5N のコンΫリーτ製ஷ水૧、௚ܘ 5N の๷Ր水૧、֎ܘ 30DN・内ܘ 17�5DN

のコンΫリーτύΠϧが 3 ຊ一૊でܭ 66 ຊଧちࠐまれてコンΫリーτૅجを支えていた。

ʲ井戸ʳ

134 号Ҩߏ　<)ŋ*-8>（̏-1 区）

・遺構（第 137 ਤ）

　調査区北東ԑに隣接し、121 号遺構（ஷ水૧）の北西にҐஔする。ܘ 220DN（395DN）の正ԁܗ

をఄする。上૚෦には瓦ย・మยなどがڽ集する。セΫシϣンࣸ真では下෦΄どઌࡉりとなっている

が、掘࡟箇所が調査区ԑลに当りஅ面をਨ௚にઃ定できなかったためで、ຊདྷのਨ௚அ面はԁ౵ঢ়を

なす。近代以降に属する遺物は上൒෦に集தするために、近世に࢖われていた井戸を近代以降に廃棄

৔所として再利༻したՄೳੑがある。

・遺物（第 146 ʙ 150 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（108 ఺）・53）ࡼ ఺）・ു（17 ఺）・֖（25 ఺）・ᆵ（10 ఺）・ළ（18 ఺）・

߳࿍（1 ఺）・ย口ു（3 ఺）・植໦ു（3 ఺）・土ළ（31 ఺）・ٸਢ（4 ఺）・水ణ（4 ఺）・֖物（6

఺）・௔子（16 ఺）・そのଞ（5 ఺）・ෆ明（26 ఺）、陶器の࿸（21 ఺）・8）ࡼ ఺）・ു（8 ఺）・֖

（9 ఺）・ᆵ（5 ఺）・ᙈ（21 ఺）・ළ（67 ఺）・土ು（3 ఺）・Ꭼു（12 ఺）・植໦ു（1 ఺）・土ළ（8

఺）・֖物（1 ఺）・そのଞ（11 ఺）・ෆ明（2 ఺）、土器の植໦ു（7 ఺）・Րു（7 ఺）：ᖿᖻ（13 ఺）・

౮明ड2）ࡼ ఺）・ཆࢋᖾ࿍（9 ఺）・ෆ明（8 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 146 ਤ -7：ʮ࣭ߗ陶器ʗ .E*+* T0,*ʯ、8：ʮ࿡江製ʯ、9：ʮฏീ園ʯ）、ࡼ（第 146

ਤ -1：ఈ෦ཅࠁʮോډಊʯ、11：ʮ名ʗ 21ʯ）、ߚழ口（第 146 ਤ -5）、ഋ（第 146 ਤ -6：ʮ˘ʯ）、ു（第

146 ਤ -12：ʮ大˘（明）年˘（製）ʯ、13、14：྘৭ೋॏݍઢ）、ย口（第 146 ਤ -15：ʮ林町ʗ࿨ઘ

屋ञళʯ）、௔子（第 146 ਤ -16・17）、֖（第 146 ਤ -10：֎ʮ˘ʷʗ東ʷʗ۝十ʯ内ʮ੒化ʗ˘˘ʯ、

18、19）である。

　陶器は、࿸（第 146 ਤ -2）、ළ（第 146 ਤ -3）、Րു֖（第 146 ਤ -4：गట陶器）である。

　洋৯器は、Χοϓ（第 147 ਤ -1・2：ʮ4IPGV $IJOBʯ（দ෩陶器）、3：ʮ'6+* $)*/" ʗ +"1"/ ʗ

."%E */ 0$$61*E% +"1"/ʯ（෋࢜製陶）、4：Ԧף・१ʮ.E*T0ʯ（名古屋製陶所）、5：ʮ4"/(0 

$)*	/"
 ʗ ."%E */ +"	1"/
ʯ（三ڷ陶器）、6：ʮ෋࢜にྲྀ水ʯ（ਂ川製磁））、ࡼ（第 147 ਤ -7：ʮ/"	36.*


ʗ $)	*/"
ʯ（໐ւ製陶）、8：ʮ4BOHP ʗ +"1"/ʯ（三ڷ陶器）、9：ʮ,:0T0 ʗ $)*/" ʗ L"/$4TE3

ʗ 7202 ʗ +"1"/ʯ（日ຊ༼޻๵қ）、10：ʮ෋࢜にྲྀ水ʯ（ਂ川製磁、6 とセοτ）、11：ʮ෋࢜にྲྀ水ʯ

（ਂ川製磁）、12：ʮ4"/(0 ʗ $)*/"ʯ（三ڷ陶器）、13：ʮ*.1E3*"L ʗ $)*/" ʗ 0$$61*E% +"1ʯ（෋

࢜製陶）、ു（14：ʮ෋࢜にྲྀ水ʯ（ਂ川製磁））、ে༉ࡼ（15：ԣ浜Ӻʗ崎ཅݢのシウϚΠ）、ে༉ࠩ

し（16）である。

ʮ4BOHP ʗ +"1"/ʯは、三ڷ陶器の製品である。三ڷ陶器は、1932（ত࿨ࣣ）年に三ڷ製陶所と

してઃ立されて、1946（ত࿨ೋ十一）年ઃ立の三ڷ陶器と 1952（ত࿨ೋ十ࣣ）年に合ซして（ˠ 212

ท）ݱ在の三ڷ陶器ג式ձࣾ（ຊࣾ：Ѫ஌ݝඌுѴ市）となった。
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ᶙ　遺構と遺物

1/2000 5m
1 2 3

4

5
6

7
8

9

C

B

D

E

F

H

I

J

G

๷Րਫ૧

239号

238号

234号

233号

202号

201号

200号　

199号　

193号

194号

190号

135号

134号

133号

132号

131号

130号

128号
127号

124号

123号

121号

73号

68号

67号

64号

28号　

4号

ୈ 136 ਤ　ۙ୅ͷҨߏ෼෍ਤʢ1/200ʣ
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ʮ.E*T0ʯԦףに६のཪҹは、1911 年にઃ立された名古屋のఇࠃ製陶所、その後ਐの名古屋製陶

所の製品である（ᖛ屋 2018）。1969 年にղࢄした。

ʮ4IPGV ʗ DIJOBʯは、1848（ՅӬ一）年͝Ζから京都で૑ۀしたদ෩陶器の製品である。1906（明

治三十۝）年にはদ෩陶器合ࢿձࣾがઃ立され、ݱ在では陶ࣃ製଄で஌られる（ᖛ屋 2017）。

ʮ/"ʜʗ $)ʜʗ +"1"/ʯは、໐ւ製陶ג式ձࣾの 1954 年に製଄・ൢചされた΋のである（日ຊ

陶磁器ҙঊセンターの͝教ࣔによる）。໐ւ製陶所は、1938（ত࿨十三）年に名古屋製陶所がઃ立し

た໐ւ޻৔が前身である。

ʮ෋࢜にྲྀ水ʯのਂ川製磁は、1894（明治ೋ十ࣣ）年に佐լݝ༗ా町でઃ立された（ᖛ屋 2020）。

ʮ'6+* $)*/"  ."%E */ 0$$61*E% +"1"/ʯ、ʮ*.1E3*"L $)*/" 0$$61*E% +"1ʯは、ڞにѪ஌ݝ

多治ݟ市高ా町に所在した෋࢜製陶ג式ձࣾが 1950 年͝Ζに製࡞・ൢചしたࢿྉである（日ຊ陶

磁器ҙঊセンターの͝教ࣔによる）。ʮ."%E */ 0$$61*E% +"1"/ʯは、()2 が༌出༻঎品にରして

1947（ত࿨ೋ十ೋ）年から 1949（ত࿨ೋ十四）年、一෦は 1952（ত࿨ೋ十ࣣ）年までٛ務෇けた

ද記である。

ʮ,:0T0 ʗ $)*/" ʗ L"/$"4TE3 ʗ 7202 ʗ +"1"/ʯは、1947 年にѪ஌ݝ名古屋市でઃ立され

た日ຊ༼޻๵қג式ձࣾが取りѻった製品である。

ʮランΧスターʯは、シリーズ名শで製଄ݩはෆ明である。1954 年の文ࢿݙྉで確認できる（日

ຊ陶磁器ҙঊセンターの͝教ࣔによる）。

陶器は、࿸（第 148 ਤ -1）、徳利（第 148 ਤ -2：ఝ書ʮ上ʗ˘白ʯ）、ंؿ土ළ（第 148 ਤ -3：మ

ಓলの動ྠϚーΫ）である。

　‘ かわらけ ’ は 17 ఺（96H）で、最小ݸ体数は 2 ఺である。

　石製品は、ݛ（第 148 ਤ -10）のཪ面には、ઓ後に当地にॅډしていたํの氏名がࠁまれている。

ガラス製品は、文۩・ҩༀ品・化হ品・৯ྉ品・調ຯྉ・日༻品の΄か༻్ෆ明品である。

文۩（第 149 ਤ -1・2：ΠンΫᆵ、3：ʮΫϩンϘʗΠンΩফʯ（ϩΠドۀ࢈）、4：ʮνーϓކʯ、5：ʮ3*()T 

*/, ʗ 20; ʗ ."%E ʗ */ +"1"/ʯࣰ崎ΠンΩ）、ҩༀ品（6：ʮ'6.*/"*/ "ʯ（ཾ角ࢄຊฮ）、7：大

正製ༀ、8：ༀ品、9：目ༀ、10：ༀ品ʮ/�T�,�ʯ）、化হ品（11：ʮTELL .E ʗ 80D�D�ʯςϧϛー化হ品、

12：ʮ*%E"Lʯ高ڮ東洋ಊ、13：ʮ,*/T4636 1E3'6.E3: $0�, LT% ʗ ."%E */ +"1"/ʯ金௽߳水（ݱ

ϚンμϜ）、14：ウςφ঎ඪ、15ʮ༄家（΁）ϠーτχοΫʗ 360DD ʗ（ג）式ձࣾ༄家ຊ（ళ）ʯ、

16：化হΫリーϜʮ,/, ʗ ,2ʯΧωΧ、17・18：༄屋঎ඪ）、৯ྉ品（第 150 ਤ -1：ʮԦףҹϐー

φοπόターʗ 1�2 ϙンドʯ、2：ʮ玉࿐園ʯ）、調ຯྉ（3：ʮώήタしょうΏʯώήタে༉、4：ʮ"*$)* 

T0."T0 $0� 57ʯΧΰϝ঎ඪ࿡ᢵ੕、5：ʮ発߬ೕ 生ەϠΫϧτʯʮ33�11 30(ʯ）、日༻品（6：ʮ7*0L"ʯ

品川༉化ʀۺΫリーϜ、7：金属製֖ʮ$PMVNCVT 4IPF 1PMJTIʯコϩンϒス、8：ʮ03("/ʯϛシンΦ

Πϧ、9：փࡼʀඦ合）、༻్ෆ明品（10：ʮʷʗ / 15 ʗ 50ʯ、11・12：ఈ෦ΤンϘス）である。

　金属製品は、Ԏٵ؅口（第 148 ਤ -4・5）、ʮϘタンʯ（第 148 ਤ -6 ʙ 9）がある。

　 合 ੒ 樹 脂 製 品 は、 ࣃ ϒ ラ シ（ 第 150 ਤ -13：ʮ."%E */ ʗ 8E4T (E3."/: T�,�* %03L0/ ʗ

130%6$:ʯ、14：ॎ書ʀࢿ生ಊϚーΫʮࢿ生ಊ࡮ࣃ子 ʓに 40ʯ、15：ॎ書ʮΦリνφϧ ීܕٴʯ、

16：ʮϚスϗ ʓに 9ʯ）、ϕーΫラΠτ製࿸（第 150 ਤ -17）、Ωϟοϓ（第 150 ਤ -18）、༻్ෆ明品（第

150 ਤ -19・20）である。
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ᶙ　遺構と遺物

1/400 1m

134号（井戸） 1 փ׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまり΍΍ܽく。瓦ย・మยなど近ݱ代ࢿྉ主体。

2 ৭׊҉ ೪ੑ΍΍ܽく。కまり΍΍ܽく。ম土50-70�。1ܘNN୸化物ย多数ؚむ。

3 黒׊৭ ೪ੑܽく。కまりܽく。ম土50�。

土૚આ明

134号Ҩߏʢ੢ΑΓʣ

134号Ҩߏஅ໘

134号ҨߏஅׂΓ

" "`�

" "`
24�5m

1
2

2

3

ʲ134号Ҩߏʳ

ୈ 137 ਤ　ۙ୅ͷҪށʢ1/40ʣ
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・෦ࡐ（第 150 ਤ）

　֕子（第 150 ਤ -21：ʮ"0,* ʗ 1348ʯ）である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、ϋϚάリ（5 ఺）・ϠϚτシδϛ（4 ఺）・αβΤ（1 ఺）が出土した。

ʲ土坑ʳ

28 号Ҩߏ　<Eŋ'-2>（̍区）

・遺構（第 138 ਤ）

　南西෦にҐஔする 19 号遺構（近世̎上水路）、北西෦にҐஔする 42 号遺構（近世̍地下坑）を੾

る。175DN ʷ 52DN ʷ 104DN の長ํܗをఄする。長さ 140DN のؙ太に਑金がרき෇く。໦製のΞ

ンΧーで、上下に̎ݸ体確認された。上෦のΞンΧーは෗ৰが著しく、下෦のΞンΧーは࢒ଘঢ়گが

。であった。̏ຊのؙ太のதԝ෦を、ಔઢでଋͶている޷ྑ

・遺物（第 151 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（14 ఺）・֖ （1 ఺）・ᆵ（1 ఺）・ළ（1 ఺）・ஈॏ（1 ఺）、陶器の࿸（4 ఺）・

ᙈ（2 ఺）・ළ（12 ఺）・土ು（1 ఺）・土ළ（1 ఺）・౮明ड1）ࡼ ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 151 ਤ -1）である。

　‘ かわらけ ’ は、̒఺（33H）である。

　金属製品は、మ৚໢のஅย（第 151 ਤ -2）の΄か、మ製品（第 151 ਤ -3）が複数出土している。

123 号Ҩ7-(>　ߏŋ8>（̏-1 区）

・遺構（第 139 ਤ）

　西側にҐஔする 122 号遺構（近世̍期土坑）を੾る。108DN ʷ 105DN ʷ 15DN の΄΅正ํܗを

ఄする。ఈ面はෆ੔ܗである。陶磁器・ガラス製品・瓦ย・֋ยなどがࠞ在する。

・遺物（第 151 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（15 ఺）・1）ࡼ ఺）・ു（2 ఺）・֖（3 ఺）・小ഋ（3 ఺）・֖物（1 ఺）・

そのଞ（1 ఺）、陶器の࿸（12 ఺）・ᙈ（2 ఺）・ළ（3 ఺）・植໦ു（2 ఺）・ंؿ土ළ（12 ఺）・Րു（1

఺）・ෆ明（2 ఺）、土器のᖾ࿍（76 ఺）・土製品（人1：ܗ ఺）である。
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ᶙ　遺構と遺物

　磁器は、ञഋ（第 151 ਤ -3：ʮ໏ञʗ金ࠗʗΩンコンʯ）、ࡼ（第 151 ਤ -4：ʮ（ా）代࣭ߗ磁器ʗ

TBTIJSP 4FJUPTZP ʗҙ・ొ 56865ʯ）、࿸（第 151 ਤ -5）である。洋ഁࡼย（第 151 ਤ -4）は、Ѫ஌

名古屋市に所在したా代঎ళ（ᖛ屋ݝ 2016）が 1935 年͝Ζに製࡞・ൢചした洋৯器である（日ຊ

陶磁器ҙঊセンターの͝教ࣔによる）。

　陶器は、ंؿ土ළ（第 151 ਤ -6：మಓলʮ動ྠϚーΫʯ಑෦ཅࠁ）である。

　‘ かわらけ ’ は、2 ఺（15H）である。

　合੒樹脂製品は、ࣃϒラシ（第 151 ਤ -7：ӈಡΈʮ東京 ࢿ生ಊ ۜ࠲ʯࠨにࢿ生ಊ঎ඪ、ӈにʮʓ

に公 13 196（ೋຊ下ઢ）ʯ、8：ॎ書ʮπόϝࣃϒラシʯ）である。

・෦ࡐ（第 152・153 ਤ）

　瓦は、ฏ瓦（第 151 ਤ -9：ʮඌ 山にਙ ຊʯ）である。衛生陶器は、ʮუ下ବ（第 152-1 ਤ）で、同

種のഁย（45 ఺ʀ3,040H）が出土している。ʮუ下ବʯは、ାঢ়の前෦と後෦は௚接に接合せͣ、

同一ݸ体か確定しない。ʮუ下ବʯとはʮ༻を଍すࡍにচをԚさなくてࡁむよう、立ちҐஔをࣔすた

め小ศ器の前にஔかれた΋のʯである（*/"9 ラΠϒϛϡーδΞϜ：IUUQT���MJWJOHDVMUVSF�MJYJM�DPN�

JMN�MFBSO�DPMMFDUJPO@BOUJRVFUPJMFU�）。1930 年代の製陶所のΧタϩάに΋記ࡌがある。

　ຊࢿྉにϓリンτされているʮT0:0)"4)*ʯの文ࣈはʮ๛ڮ製陶所ʯをදわし、1922（大正

十一）年にʮ๛࣭ߗڮ陶器合ࢿձࣾʯとしてઃ立、ຊࣾはѪ஌ݝ๛ڮ市Ֆా町で、1971（ত࿨

四十࿡）年に廃ۀした。છ෇ศ器ഁย（第 152 ਤ -2）の上୺෦側面にはཕ文、上面にはՖ௏がඳか

れている。

・ࣗવ遺物

֋ྨは、ϠϚτシδϛ（8 ఺）が出土した。

127 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 139 ਤ）

　北側にҐஔする 127 号遺構（近代以降ϐοτ）を੾る。94DN ʷ 84DN ʷ 31DN で΍΍ෆ੔な正

。である。陶磁器・金属製品・ガラス製品などがॆరするܗをఄする。ఈ面はෆ੔ܗํ

・遺物（第 151 ਤ）

　出土ࢿྉは、陶器のᙈ（1 ఺）、土器のു（1 ఺）・ᖿᖻ（2 ఺）である。

ガラス製品は、調ຯྉ（第 151 ਤ -10：ʮ東京த໺৯品גۀ޻式။ࣾʯ金属製֖෇）である。

石製品は、正ํܗの൘ঢ়製品のதԝにઠ޸されている༻్ෆ明品（第 152 ਤ -13）である。

133 号Ҩ1-̏）<8-)>　ߏ 区）

・遺構（第 139 ਤ）

　3-1 区の東側にҐஔし、調査区֎に続く。（165DN）ʷ 120DN ʷ 44DN の長ํܗঢ়をఄする。ఈ

面はฏୱをなす。182 号遺構（近世̎ϐοτ）を੾る。

・遺物（第 151 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（14 ఺）・6）ࡼ ఺）・֖ （7 ఺）・ළ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の1）ࡼ ఺）・

ു（2 ఺）・ළ（14 ఺）・土ළ（3 ఺）・౮明ड1）ࡼ ఺）・ෆ明（4 ఺）、土器のു（3 ఺）・ෆ明（1 ఺）

である。‘ かわらけ ’ は、2 ఺（8H）である。

ガラス製品は、؝۩（第 151 ਤ -11）で目ༀළの再利༻品とࢥわれる。
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1/400 1m

土૚આ明

1127号 ৭׊ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりなし。ガラスย・瓦ย・໦ࡐยؚむ。

123号 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまり΍΍ܽく。ガラスළ・土؅ยؚむ。瓦ย大量にؚむ。1

127号Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ123号Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ

127号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

133号Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ

133号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

123号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

" "`�

24�6m
" "`�

1

" "`�

24�8m
" "`�

1

ௐࠪ۠֎

"
24�7m

"`�

" "`�

ʲ127号Ҩߏʳ

ʲ133号Ҩߏʳ

ʲ123号Ҩߏʳ

ୈ 139 ਤ　ۙ୅ͷ౔޵ʢ�2ɿ1/40ʣ
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・ࣗવ遺物

　֋ྨは、Ξαリ（2 ఺）・ϠϚτシδϛ（1 ఺）・シΦϑΩガΠ（1 ఺）が出土した。

193 号Ҩߏɾ194 号Ҩߏ <*-7ŋ8>（̏-1 区）

・遺構（第 140 ਤ）

　3-1 区の北側にҐஔする。	185DN
 ʷ 	85DN
 の 193 号遺構（近代以降土坑）を੾るように、地下

坑とࢥわれる 	102DN
 ʷ 	32DN
 の 194 号遺構（近代以降土坑）がҐஔするが、同一遺構のՄೳੑ

΋ある。ա൒が調査区֎にҐஔして定かではない。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（7 ఺）、陶器のළ（1 ఺）である。

ˎ遺構間接合

ˌ 4：190 号遺構出土の磁器洋ࡼの大ഁยと 194 号遺構出土の小ഁยが接合した（第 154 ਤ -3）。

接合ڑ཭は、10N である。

201 号Ҩߏ　<*ŋ+-5>（̏-3 区）

・遺構（第 141 ਤ）                                                                                                                   

　調査区北෦、199 号遺構・200 号遺構（近代以降഑水ࢪઃ）の東にҐஔする。ܘ 80DN ʷ 70DN のུ

ԁܗ土坑上෦に瓦ยがڽ集する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・෦ࡐ（第 155 ਤ）

　瓦は、鬼瓦（第 155 ਤ -1）で 201 号遺構とแؚ૚出土の接合ݸ体である。

202 号Ҩ3-̏）<5-*>　ߏ 区）

・遺構（第 142 ਤ）

　3-3 区にҐஔする。北側に 225 号遺構（近世̎ϐοτ）、西側に 235 号遺構（近世̎ϐοτ）がҐ

ஔする。83DN ʷ 73DN ʷ 18DN の΄΅ԁܗをఄする。

・遺物（第 153 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・ළ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、

23 ఺（18H）である。

ガラス製品は、છྉ（第 153 ਤ -2：ʮΈ΍͜છʯܡ屋）である。

233 号Ҩ2-'> 　ߏŋ3>（̏-5 区）

・遺構（第 141 ਤ）

　石製ΞンΧーを༗する 234 号遺構（近代以降土坑）を੾る。329DN ʷ 102DN ʷ 	40DN
 の溝ঢ়

をఄする。ラΠΦンࣃຏきළ（第 155 ਤ -6）から 1940 年以降の埋຅がਪ定される。

・遺物（第 153 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（10 ఺）・6）ࡼ ఺）・֖（1 ఺）・෹൧器（1 ఺）・Χοϓ（1 ఺）・ෆ明（3

఺）、陶器の࿸（3 ఺）・ു（3 ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（5 ఺）・߳࿍（1 ఺）・土ළ（1 ఺）・֖物（1 ఺）・

ෆ明（1 ఺）、土器の植໦ു（3 ఺）・ᖿᖻ（1 ఺）・ట面子（1 ఺）・ෆ明（5 ఺）である。

　磁器は、Χοϓ（第 153 ਤ -3：ʮ4)ELT0/ ʗ #0/E $)*/" ʗ +"1"/ʯ製଄ݩෆ明）である。

　陶器は、֖物（第 153 ਤ -4：౷੍番号ʮذʗ 46ʯ）である。

　‘ かわらけ ’ は、4 ఺（17H）である。
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土૚આ明
194号 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまり΍΍ܽく。近ݱ代遺物をؚむ。1

2 ৭׊ ೪ੑあり。కまりあり。2-1ܘDN小᛽ؚむ。

1/400 1m

193ɾ194号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

193ɾ194号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

193号Ҩߏ

194号Ҩߏ

189号Ҩߏ

ௐࠪ۠֎

" "`

"`
25�2m

"

193号Ҩߏ　

194号Ҩߏ

12

189号Ҩߏ

֧ཚ

ʲ193ɾ194号Ҩߏʳ
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ガラス製品は、化হ品（第 153 ਤ -5：දʮϗーΧーӷʯཪʮ堀ӽʯఈ෦ʮʓに四ʯ）である。ʮϗ

ーΧーӷʯは、1909（明治四十ೋ）年に堀ӽՅ太郎が૑ۀした堀ӽೋീಊの製品である（ٴ川

2008）。1915 年にਆా区༄原Տ؛にҠస、1924 年にג式ձࣾ化したが、1945 年前後に廃ۀとࢥわ

れる。日༻品（第 153 ਤ -6：ఈ෦ཅࠁʮL*0/ʯラΠΦンࣃຏʀݱラΠΦンג式ձࣾ）である。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、ϋϚάリ（22 ఺）・Ξαリ（4 ఺）が出土した。

234 号Ҩ5-̏）<2-'>　ߏ 区）

・遺構（第 141 ਤ）

　51 号遺構（近世̎上水路）を੾り、233 号遺構（近代以降土坑）に੾られる。170DN ʷ 	110DN


ʷ 93DN で長ํܗをఄする。南西෦に 55DN ʷ 40DN の੾石にઠ޸෦に๮ঢ়のమ製品が࢒ଘする石

製ΞンΧーおよͼ 35DN ʷ 20DN の੾石が഑ஔされている。

・遺物（第 155 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（8 ఺）・2）ࡼ ఺）・ළ（1 ఺）、陶器の࿸（2 ఺）・2）ࡼ ఺）・ു（1 ఺）・

ᙈ（1 ఺）・ළ（14 ఺）・土ළ（1 ఺）・ฑउܗ༰器（1 ఺）・ϛχνϡΞ（1 ఺）、土器の植໦ു（2 ఺）・

ᖿᖻ（3 ఺）・土製品（人1：ܗ ఺・ϛχνϡΞ：1 ఺）・ෆ明（5 ఺）である。

　土器は、植໦ു（第 153 ਤ -7）である。‘ かわらけ ’ は、3 ఺（11H）である。

　陶器は、ௗܗ（第 153 ਤ -8：സஔき）である。

　金属製品は、小ᭉ（第 153 ਤ -9）である。

　ガラス製品は、文۩でΠンΫᆵ（第 153 ਤ -10：ʮ文ʯ、11：側面ʮ࣮༻৽Ҋʯʮ/P3218ʯఈ෦ʮ.ʯ
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1/400 1m

1

1

234号 黒׊৭ ೪ੑ΍΍ܽく。కまりܽく。2-1ܘDN小᛽・ガラスย・コンΫリーτ製ΞンΧーをؚむ。

土૚આ明

201号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。瓦ย・Ϟϧタϧย多量にؚむ。

234号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

234号Ҩߏग़౔ঢ়گʢೆ੢ΑΓʣ

234号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

233号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

201号Ҩߏஅ໘ 201号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

233号Ҩߏ

234号Ҩߏ

233号Ҩߏ

234号Ҩߏ

1

"
24�7m

"`�

" "`�

1

"נ
24�4m

"`�

" "`�

ʲ233ɾ234号Ҩߏʳ

ʲ201号Ҩߏʳ
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ؙળ）である。

239 号Ҩߏ　<(ŋ)-3>（̏-4 区）

・遺構（第 142 ਤ）

　70 号遺構（近世̎上水路）の北西୺にҐஔする。330DN ʷ 	180DN
 ʷ 68DN の長ํܗをఄする

が北西෦分は調査区֎に続く。陶磁器・金属製品・ガラス製品・瓦ย・֋ยなどがڽ集する。

・遺物（第 154 ʙ 157 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（58 ఺）・14）ࡼ ఺）・ു （11 ఺）・֖ （1 ఺）・ᆵ（1 ఺）・ළ（12 ఺）・小ഋ（2

఺）・࿇華（1 ఺）・そのଞ（4 ఺）・ෆ明（2 ఺）、陶器の࿸（20 ఺）・4）ࡼ ఺）・ു（4 ఺）・֖（4

఺）・ᙈ（6 ఺）・ළ（18 ఺）・߳࿍（1 ఺）・合子（1 ఺）・Ꭼു（5 ఺）・植໦ു（2 ఺）・൅༉ᆵ（1

఺）・Րു（6 ఺）・1）ܕ ఺）・෹Ֆළ（1 ఺）・そのଞ（8 ఺）・ෆ明（3 ఺）、土器の植໦ു（55 ఺）・

ϛχνϡΞ（1 ఺）・さな（1 ఺）・そのଞ（25 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 154 ਤ -1、8：ʮ大明年製ʯ、9：౷੍番号ʮذʗ 304ʯ、10、11：ʮ陶山園ʯ、12：

౷੍番号ʮذʗ 139ʯ、13）、小ഋ（第 154 ਤ -7）、ു （第 154 ਤ -2）、ළ（第 155 ਤ -3：ΤンϘスʮذ

8 ˘˘ʯ）、༰器（第 155 ਤ -4：ΤンϘスʮذʗ˘ 	2
 ˘ 	7
ʯ、5：ΤンϘス6、ࡩ：౷੍番号ΤンϘスʮذ

ʗ˘ 62ʯ、7：ʮ.E/6." 1 ʷʯϝψϚϙϚード）である。

　陶器は、ఱ目࿸（第 154 ਤ -3）、࿸（第 154 ਤ -14）、߳ ࿍あるいは֖ஔ（第 154 ਤ -4）、合子֖（第

154 ਤ -5）、Ꭼു（第 155 ਤ -8）である。

　洋৯器は、ϙοτ（第 154 ਤ -15）、Χοϓ（第 154 ਤ -16：ʮ第一࣭ߗ・磁器ʗ %"*・*TT0ʯં

り௽ϚーΫ）、ࡼ（第 155 ਤ -1）、ു（第 155 ਤ -2：ʮ෱ᆹʯ）である。 

　土器は、ࣣྠ（第 154 ਤ -6）である。

　土製品は、器物（第 155 ਤ ࿮（第ܕ、（֖：9- 155 ਤ -10：ฌୂ人ܗ 	341 ท：ࣸ真 -1）である。

ฌୂ人ܗのܕ࿮（第 155 ਤ -10）は、ॎ 5�1DN・ԣ 3�7DN・ްさ 1�3DN の൘ঢ়土製品にమדをඃり

๋͛ॐをするฌୂがூりۼめられている。ද面には、཭ࡐとࢥわれる白৭ඍคঢ়の΋のが෇着してい

る。ʮܕൈき༡ͼʯに༻いられた土製؝۩である（দ井 1991、੪藤 2009）。

　‘ かわらけ ’ は 28 ఺（142H）で、最小ݸ体数は 1 ఺である。

　金属製品は、ᘤᘠ製Χοϓ（第 155 ਤ -11：ʮT0,:0 ʗ .�T�)���ʯ）、೺खঢ়金۩（第 155 ਤ -12）

がある。

　ガラス製品は、ҩༀ品（第 156 ਤ -1：ʮ΍はぎʯʮ目ༀʯ）、2：ʮ෍ాの؟ༀʯʮ根؛ʗༀԦ山ʯ佐

լ製ༀג式ձࣾが製଄し千葉ݝ東金市の෍ాༀԦࣉが発ച3、ݩ：ԣ書ʮ内༻ʯॎ書ʮༀਫ਼ʯ、4：ʮ$ʯ、5：

ʮ+6,"* ʗ 4E*:",64)0ʯ、5：ʮ+6,"* 4E*:",64)0ʯ、6：࿡角ܗにʮ,ʯ、7：ʮ௟֏ʗʓに :ʮコσνンʯ

ʗ㬌ᙹʯ、1896（明治ೋ十۝）年にઃ立された大໦合名ձࣾ（ݱ：大໦製ༀג式ձࣾ、ຊࣾ：文京

区ԻӋ）、8：ʮΦΩシϑϧ 09:'6LLʯ三ڞΦΩシϑϧ、9：ʮ;"/%6ʯβンドΡは、1910 年ઃ立の

Πンド西ϕンガϧभΧϧΧοタにຊࣾをஔくΞーϢϧϰΣーμ製品を取りѻうҩༀ品ձࣾ、10：ʮݘ

ҹʯ小फ化学ༀ品は、1892（明治ೋ十五）年૑ۀの化学ༀ品঎を原఺として、ʮݘҹのࢼༀʯとして

高७౓ༀ品౳の製଄を行う。࡛玉ݝ行ా市にຊࣾ）、調ຯྉ（第 156 ਤ -12：ʮϒϧドοάιース ʓ

に # ʗ #6LL%0( 4"6(E $0�LT%�ʯ正式名শはʮϒϧドοΫιースג式ձࣾʯであるが、ຊࢿྉはʮϒ

ϧドοάʯ、またӳ文ද記΋ʮ#6LL-%0(ʯがʮ#6LL%0(ʯにʮ4"6$Eʯがʮ4"6(Eʯとなってい
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る。ྨ品がʮ小石川植物園西遺跡（/P�123）から出土している（文京区教育ҕһձ 2017：253 ท）。

ҿྉ水（第 157 ਤ -1、2：ʮ#EE #3"/% ,0;"/ 8*/Eʯʮ3�,0/%0 � $0� ʗ T0,:0ʯ　ʮ๘ҹ߳᜵

෤ಒञʯは、ਆ谷ၚฌ衛が 1881（明治十四）年に発ചした෤ಒञでݱ在はʮϋνϒドーञʯとし

て合同ञਫ਼ג式ձࣾ（ຊࣾ：๽ా区東ۨܗ）がൢച）、化হ品（第 156 ਤ -11：ఈ෦のཅࠁはڸ文

第）۩؝、（ʮ(*"/ʯʮ1BUFOUʯࣈ 157 ਤ -5：ಠָ）、調ཧ器۩（第 157 ਤ -4：おΖし器）、ෆ明（第

157 ਤ -3：಑෦ཅࠁ目੝、6：ԣ書ʮ東京ʯॎ書ʮਿຊ製ʯ、7：ఈ෦ཅࠁʮ31ʯ、8：ೋॏ۱੾角࿮

ʮ,"T0ʯ）である。

　合੒樹脂製品は、セϧϩΠド製の۳（第 157 ਤ -9）である。

　金属製品は、మఝの΄か൘ঢ়のమ製品が複数出土している（第 161 ਤ -6）。

・෦ࡐ（第 158 ʙ 161 ਤ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

瓦は、ݢฏ瓦（第 158 ਤ -1：四角࿮ʮೋຢʯʮ五ೋ号ʯ）、ࢅݢ瓦（第 158 ਤ -2：四角࿮ʮ˘ʯʮ一ʓ四

号ʯ、第 159 ਤ -2：四角࿮ʮ˘ʯʮ一ʓ四号ʯ）、੾۱瓦（第 159 ਤ -1：ʮʓに十ʯ）、ࢅ瓦（第 159 ਤ

-3：ʮ˘ʯʮ五ೋ号ʯ）、鬼瓦（第 159 ਤ -4、5）である。

　衛生陶器は、ʮᙹు෇ચ面器ʯ（第 160 ਤ）である。ԣ෯ 65DN・Ԟ行 47DN・高さ 12DN で、ચ面

Ϙウϧのࠨ上に石ݨஔき、ࠨ下にᙹᆵが࡞り෇けられている。1910 年代຤にᙹᆵとચ面器を合体さ

せた΋のが࣮༻৽Ҋݖを取ಘしたが、ࢍ൱྆࿦があった。1954 年にץ行さえたʰタΠϧと衛生陶器

の஌ࣝฒ޻ࢪ法ʱでは、ʮᙹు෇ચ面器ʯをめ͙る関܎者の΍り取りが記されている。

ʮʜۀ޻ٱࡈ小川誠ࣖҕһから、ैདྷのᙹు෇ચ面器など、ਙͩෆ衛生ͩから֨نから֎してྃえと

Ӡう御ҙݟが出ましたが、ච者΋͜の࿦にはࢍ੒で、͜のܗはよく٤஡ళ΍ా舎のཱྀ館でお目にかʍ

るચ面器ですが、ᙹが陶器のࠨ側につくられたᆵのதに͜ͼりついてશく΍り੾れない。どうして΋

͜のᙹు෇がよくചれるから、つまりध要があるならϝーΧーはコοΫをͻͶると͜のᙹు穴のதに

΋、水がྲྀれるҐな޻෉΋して΋ྑいとٕज़者でないච者はྑ৺的に考え、׌つվྑしないٕज़者に

฀りさえ͡ײます。ʯ（小林・தౡ 1954：138 ท）

　ચ面所น面のコーφー෦分に取り෇ける製品は正式名শがෆ明のためʮ三角ラοΫʯ（第 161 ਤ

-1）とする。น面に接する౳ลにはωδ穴が̎つઠたれており 36DN、ख前のఈลは 49DN、౳ลの

ԑ高は 7�5DN をܭる。衛生陶器のഁย（第 161 ਤ -2）には、ݍઢ内の੕ܗにʮ4T,ʯという高ౡ製

陶所の঎ඪがϓリンτされている。高ౡ製陶所は、1915（大正四）年にઃ立されて 1919（大正ീ）

年にᙹᆵ෇ચ面器の࣮༻৽Ҋݖを取ಘし、1975（ত࿨五十）年に衛生陶器の製଄からఫୀした。小

ศ器下෦のഁย（第 161 ਤ -3）がある。

・ࣗવ遺物

　֋ྨは、ϚガΩ（2 ఺）・ϋϚάリ（2 ఺）Ξαリ（1 ఺）が出土した。

ʲૅ石ʳ

67 号Ҩߏ　<'ŋ(-4>（̎区）

・遺構（第 143 ਤ）

ܘ　 50 ʙ 60DN ΄どのུԁܗに഑ஔされている。

・遺物（第 162 ਤ）

　土器は、‘ かわらけ ’（第 162 ਤ -1）で口ԑ෦にഗが෇着している。
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1202号 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞؚむ。黒৭土主体。

土૚આ明

1/400 1m

239号Ҩߏஅ໘ʢೆ౦ΑΓʣ 239号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

202号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ 202号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

"
24�6m

"`�

" "`�

調査区外

փന৭೪౔

1

"
24�4m

"`�

" "`�

ʲ239号Ҩߏʳ

ʲ202号Ҩߏʳ

ୈ 142 ਤ　ۙ୅ͷ౔޵ʢ�5ɿ1/40ʣ

73 号Ҩ6-)>　ߏ>（̎区）

・遺構（第 143 ਤ）

ܘ　 50DN ΄どのུԁܗに഑ஔされている。

124 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 143 ਤ）
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ᶙ　遺構と遺物

1/400 1m

土૚આ明

1124号 黒׊৭

2

128号

130号

黒׊৭

1 ৭׊҉

1 黒׊৭

೪ੑあり。కまりあり。1ܘDNփ白৭೪土ϒϩοΫؚむ。

೪ੑあり。కまりあり。3-2ܘDNԫ׊৭ϩーϜϒϩοΫؚむ。

೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞ3�。

೪ੑあり。కまりあり。3ܘDN小᛽ؚむ。

67号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ73号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

124号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

124号Ҩߏʢ౦ΑΓʣ

128号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

128号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

128号Ҩߏʢ౦ΑΓʣ

130号Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ 130号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

130号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

" "`�

24�8m
" "`�

1

᛽

᛽

2

" "`�

24�7m
" "`�

1

᛽

ίϯΫϦʔτ

᛽

" "`�

24�7m
" "`�

1
᛽

ʲ73号Ҩߏʳʲ67号Ҩߏʳ ʲ124号Ҩߏʳ

ʲ128号Ҩߏʳ

ʲ130号Ҩߏʳ

ୈ 143 ਤ　ۙ୅ͷૅੴʢ�1ɿ1/40ʣ
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1/400 1m

土૚આ明

1

132号

黒׊৭

1 黒׊৭

131号 ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞ3�。

೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞ3�。

238号 1 黒׊৭ ೪ੑあり。కまりあり。1ܘNNᒵ৭スコリΞ5�。

131号Ҩߏஅ໘ʢೆ੢ΑΓʣ

131号ҨߏʢೆΑΓʣ

132号Ҩߏஅ໘ʢ๺੢ΑΓʣ 132号Ҩߏʢ๺੢ΑΓʣ

131号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

132号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

238号Ҩߏʢೆ੢ΑΓʣ

᛽

1

"
24�7m

"`�

" "`�

᛽

"
24�7m

"`�

" "`�

1

24�4m
" "`�

" "`�

1

ʲ131号Ҩߏʳ

ʲ132号Ҩߏʳ

ʲ238号Ҩߏʳ

ୈ 144 ਤ　ۙ୅ͷૅੴʢ�2ɿ1/40ʣ

ܘ　 50DN ΄どのུԁܗに഑ஔされている。下෦に 74DN ʷ 63DN ʷ 30DN のԁܗの土坑を伴う。

・遺物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の࿸（1 ఺）・ළ（2 ఺）、土器のᖿᖻ（1 ఺）・ෆ明（4

఺）である。‘ かわらけ ’ は、15 ఺（20H）である。

128 号Ҩ5-* ,5-(>　ߏŋ6>（̏-2 区）

・遺構（第 143 ਤ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　30DN ʷ 100DN ΄どのྻঢ়をఄする。コンΫリーτยを伴う。下෦に 105DN ʷ 94DN ʷ 6DN の
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ᶙ　遺構と遺物

1/800 2m

0 50Dm1/20

4号Ҩߏʢೆ౦ΑΓʣ

121号Ҩߏʢ๺౦ΑΓʣ

199号ҨߏʢೆΑΓʣ

200号ҨߏʢೆΑΓʣ

ௐࠪ۠֎

ௐࠪ۠֎

200号Ҩߏ

199号Ҩߏ

" "`�

25�0m
" "`�

ௐࠪ۠֎

ʲ121号Ҩߏʳ

ʲ4号Ҩߏʳ ʲ199ɾ200号Ҩߏʳ

ୈ 145 ਤ　ۙ୅ͷഉਫࢪઃʢ1/20ɾ1/80ʣ
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ԁܗの土坑を伴う。

・遺物（第 162 ਤ）

　金属製品は、મ՟で৽׮Ӭ（第 162 ਤ -2：ʮݩʯ）である。‘ かわらけ ’ は、6 ఺（21H）である。

130 号Ҩ2-̏）<6-(>　ߏ 区）

・遺構（第 143 ਤ）

　80DN ʷ 64DN ʷ 42DN のପԁܗ土坑に᛽が̎ݸ഑ஔされている。

・遺物

　‘ かわらけ ’ は、1 ఺（5H）である。

131 号Ҩ2-̏）<5-(>　ߏ 区）

・遺構（第 144 ਤ）

　80DN ʷ 50DN のପԁঢ়に᛽が഑ஔされている。下෦には 115DN ʷ 90DN ʷ 10DN のུԁܗの土

坑を伴う。

・遺物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　出土ࢿྉは、陶器のළ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、6 ఺（9H）である。

132 号Ҩ2-̏）<5-(>　ߏ 区）

・遺構（第 144 ਤ）

　大小の᛽が 50DN ʷ 40DN のུԁܗに഑ஔされている。下෦に 100DN ʷ 92DN ʷ 13DN の土坑を

伴う。

・遺物

　出土ࢿྉは、土器のমԘᆵ（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、2 ఺（5H）である。

238 号Ҩ4-̏）<4-)>　ߏ 区）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・遺構（第 144 ਤ）

　3 ᛽がܕの大ݸ 75DN ʷ 40DN のൣ囲で഑ஔされている。下෦に 49DN ʷ 42DN ʷ 45DN の土坑

を伴う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ʲഉ水ࢪઃʳ

4 号Ҩߏ　<Eŋ'-3>（̍区）

・遺構（第 145 ਤ）

　51 号遺構（近世̎上水路）のதԝ෦にҐஔする。50DN 四ํのํܗの࿃瓦ᐩである。഑؅などの

接続ࢪઃは認められなかった。

・遺物

　金属製品は、મ՟でમ種ෆ明が 1 ຕある。

・෦ࡐ（第 162 ਤ）

　࿃瓦（第 162 ਤ -3 ʙ 5）には、ઔܗのࠁҹが認められる。

199 号Ҩ4-*>　ߏŋ5, +-5>（̏-3 区）

・遺構（第 145 ਤ）

　調査区北東෦から南西෦に޲けてώϡーϜ؅ྻ（199 号遺構 -B）とそれにյされている࿃瓦積構

଄物（199 号遺構 -C）が検出された（199 号遺構 -C ˠ 199 号遺構 -B）。ώϡーϜ؅ྻ（199 号遺構
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ᶙ　遺構と遺物

���

���߸Ҩߏ

� �

�

�

�

�

�

�
�

��

��

��

��

��

��

�� ��

�� ��
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ᶙ　遺構と遺物

� �

�

�

� � �
��

�

�

���

���

���߸Ҩߏ

ୈ 148 ਤ　ۙ୅ͷҨ෺ʢ�3ɿ1/2ɾ1/3ʣ

-B）は、௚ઢ෦が 2N ΄ど、ۂઢ෦が 60DN ΄どの୹いώϡーϜ؅を༻いて、શ長で 8N ΄どがݱଘ

する。200 号遺構を෴う。࿃瓦積構଄物（199 号遺構 -C）は 1N 四ํのຊ体෦に 1N ΄どのுり出

し෦が෇ਵする。͜の࿃瓦積遺構は、ࢼ掘坑̎で確認されたʮ࿃瓦଄ࢪઃʯに૬当する（東京ݚۀߤ

所ڀ 2021：2 ท）。

・遺物（第 162 ਤ）

　出土ࢿྉは、磁器の࿸（6 ఺）・4）ࡼ ఺）・ു（3 ఺）・ළ（1 ఺）・ෆ明（1 ఺）、陶器の࿸（3 ఺）・

1）ࡼ ఺）・ᙈ（2 ఺）・ළ（9 ఺）・ෆ明（2 ఺）、土器のᖿᖻ（3 ఺）・মԘᆵ֖（2 ఺）・ෆ明（2 ఺）

である。

　磁器は、࿸（第 162 ਤ -7：ʮ˘ʯ）である。

　陶器は、ᙈ（第 162 ਤ -8：ʮ˘山ʯ）、൒಑ᙈഁยのస༻品（第 162 ਤ 。ຏ）であるݚにܗํ：6-

　‘ かわらけ ’ は、10 ఺（9H）である。

　金属製品は、Ԏأ؅ट（第 162 ਤ -9）である。

200 号Ҩ3-(>　ߏŋ4, *-4ŋ5, +-5>（̏-3 区）

・遺構（第 145 ਤ）

　調査区北東෦から南西෦にかけてώϡーϜ؅ྻ（200 号遺構 -B）と࿃瓦積構଄物（200 号遺構

-C）が西側に෇ਵする。ώϡーϜ؅ྻ（200 号遺構 -B）は 60DN ΄どの୹い΋ので構੒されており、

14N ΄どをܭる。࿃瓦積構଄物（200 号遺構 -C）は、60DN 四ํの正ํܗをఄし、ώϡーϜ؅ྻの

南西෦において南東ํ޲΁޲かう分ذをࣔす。199 号遺構 -B と 200 号遺構の前後関܎は 200 号遺

構ˠ 199 号遺構 -B をࣔすが、200 号遺構と 199 号遺構 -C の前後関܎はෆ明である。199 号遺構・

200 号遺構と΋に下૚の 214 号遺構（近世 1 期水路）とํ޲を同͡くする。

・遺物（第 162 ਤ）
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ᶙ　遺構と遺物
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　出土ࢿྉは、磁器の࿸（3 ఺）・ു（2 ఺）、陶器の࿸（2 ఺）・1）ࡼ ఺）・ᙈ（1 ఺）・ළ（1 ఺）・

Ꭼു（1 ఺）・化হළ（1 ఺）、土器のෆ明（3 ఺）である。

　磁器は、化হළ（第 162 ਤ -10：ʮ1�ʯҏ藤މ௏園ύϐリΦ）である。

　‘ かわらけ ’ は、5 ఺（8H）である。

ガラス製品は、ༀ品֖（第 162 ਤ -11：ʮ(ZOBO $BQTVMFʯ生ཧ௧ༀ品、ΠンドのΞーϢϧϰΣー

μの製ༀձࣾʮΫϚʕ・ϓϩμΫτʯのҩༀ品）である。

金属製品は、ఝ（第 162 ਤ -12）である。

121 号Ҩߏ　ஷ水૧　<)-8ŋ9, *-8>（̏-1 区）
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ୈ 151 ਤ　ۙ୅ͷҨ෺ʢ�6ɿ1/3ɾ1/4ʣ

� ��DN���

� ��DN���

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

���߸Ҩߏ

� ��DN���

� ��DN���� ��DN���

��

�

�

�

��

��

�

�

�

��߸Ҩߏ

�

・遺構（第 145 ਤ）

　敷地東۱に構築されたమےコンΫリーτ製ஷ水૧である。֤種の廃ࡐで埋められていた。

・遺物

　出土ࢿྉは、磁器࿸（2 ఺）・ു（1 ఺）・植໦ു（1 ఺）である。‘ かわらけ ’ は、1 ఺である。

แؚ૚ग़౔（第 163 ʙ 174 ਤ）

　出土ࢿྉは磁器の࿸（775 ఺）・167）ࡼ ఺）・ു （42 ఺）・֖ （48 ఺）・ළ（97 ఺）・小ഋ（12 ఺）・

෹൧器（4 ఺）・߳࿍（4 ఺）・植໦ു（2 ఺）・ٸਢ（6 ఺）・水ణ（1 ఺）・࿇華（2 ఺）・Ֆළ（1 ఺）・

人3）ܗ ఺）・ϛχνϡΞ（1 ఺）・ழ口（2 ఺）・֖ 物（14 ఺）・ஈॏ（18 ఺）・൅༉ᆵ（1 ఺）（ˠ 250 ท）

ෆ明（34 ఺）・陶器࿸（301 ఺）・103）ࡼ ఺）・ു（44 ఺）・֖（22 ఺）・ᆵ（10 ఺）・ᙈ（133 ఺）・

ළ（385 ఺）・土ು（19 ఺）・߳ ࿍（17 ఺）・Ꭼ （ു125 ఺）・植໦ （ു13 ఺）・Ӥழ口（2 ఺）・土ළ（74 ఺）・

ਢ（5ٸ ఺）・水ു（1 ఺）・೘ළ（1 ఺）・Րു（5 ఺）・౮明ड4）ࡼ ఺）・֖物（2 ఺）・౮明7）ࡼ

఺）・փਧ（1 ఺）・Րೖれ（2 ఺）・٭෇౮明ड4）ࡼ ఺）・水ു（2 ఺）・Ӌ7）ז ఺）・൅༉ᆵ（3 ఺）・

೺ख（1 ఺）・そのଞ（12 ఺）・ෆ明（80 ఺）、土器ു（73 ఺）・ᆵ（5 ఺）・ᙈ（1 ఺）・植໦ു（27 ఺）・

Րു（76 ఺）・ᖿᖻ（101 ఺）・Րফᆵ（17 ఺）・Րফᆵ֖（10 ఺）・মԘᆵ（7 ఺）・মԘᆵ֖（6 ఺）・
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ᶙ　遺構と遺物

� ��DN���

� ��DN���
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ୈ 152 ਤ　ۙ୅ͷҨ෺ʢ�7ɿ1/3ɾ1/4ʣ
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���

� ��DN���

� ��DN���

� �DN���

ୈ 153 ਤ　ۙ୅ͷҨ෺ʢ�8ɿ1/2ɾ1/3ɾ1/4ʣ

౮明ड3）ࡼ ఺）・土製品（人48：ܗ ఺）・ϛχνϡΞ（11 ఺）・五徳（2 ఺）・෩口（1 ఺）・2）ܕ

఺）・౮明7）ࡼ ఺）・瓦౮（6 ఺）・٭෇౮明ड5）ࡼ ఺）・ᜐ৪（3 ఺）・ᖾ࿍（4 ఺）・さな（4 ఺）・

ట面子（2 ఺）・そのଞ（35 ఺）・ෆ明（251 ఺）である。

　磁器は、࿸（第 163 ਤ -1、2、3：角࿮ᝰ書、第 164 ਤ -15：֎面ʮ山ࢵ水明ʗੋਆ山ʷʗܢӢ再ʷʯ、

16：ʮ真陶園ʗฏ҆製ʯ川ຊ൒ॿ、17：౷੍番号ʮ੉ʗ 781ʯ、18：ʮ園山ʯ、第 166 ਤ -1：౷੍番号ʮ੉

ʗ 870ʯ、2：ʮ˘山ʯ、3：Ւ෱、4：౷੍番号ӄࠁʮʓに品ʗ 50ʯ、5：౷੍  番号ཅࠁʮذʗ 81ʯ、6：

ʮ大明年製ʯ、7：ʮ大明年˘（製）ʯ、8：ʮ大明˘（੒）化˘（年）˘製ʯ、9・10・11：ʮ大明年製ʯ、
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物
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ᶙ　遺構と遺物

� ���� ��DN

�

���߸Ҩߏ

ୈ 160 ਤ　ۙ୅ͷҨ෺ʢ�15ɿ1/10ʣ

12：ʮ大˘（明）年˘（製）ʯ、13：ʮએ明年製ʯ、14：Ւ෱、15・16：ʮ˘˘ʯ、17：ʓに山ʗʮؙ山園ʯ）、

第）ࡼ 163 ਤ -4、第 168 ਤ -18：ುౡ、19、20：ࠐݟʮ長ण҇ʗ 	941
 ೋ三五五ʯ21：౷੍番号ʮ༗

ʗ 14ʯ、22・23：ࢻ׽文）、มࡼܗ（第 163 ਤ -5：角࿮ᝰ書ʀத࢈ࠃ）、෹൧器（第 163 ਤ -6）、ஈ
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ୈ 161 ਤ　ۙ୅ͷҨ෺ʢ16ɿ1/5ʣ

ॏ（第 163 ਤ -8）、స༻品（第 164 ਤ -8：࿸高୆෦分）、ञഋ（第 164 ਤ ʮ正ࠐݟ：14、12・11-

फʯ）、ഋ（第 164 ਤ ໺ʯ）、ৠし器֖（第ݟ໏ʮୢࠐݟ：13- 165 ਤ -1：ΤンϘスʮ小ʯ）、࿸֖（第

165 ਤ -2：ತԜ黒ฌ衛ʀాՏ水๐、3：ࢻ׽文、5、6：角࿮ᝰ書）、ു֖（第 165 ਤ -7：角࿮ᝰ書）、

֖物֖（第 165 ਤ -4）、洋ࡼ（第 167 ਤ -1：౷੍番号ʮʮ4L ʗذ 1163ʯ、2：ʮ. ʗ +"1"/ʯϊリタέ、
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3：ʮ*30/ 4T0/E$)*/" ʗ ,"/";"8" ʗ /*110/ ,04)*T6 T0,* $P� ʗ ."%E */ +"1"/ʯʯ、փࡼ

（第 167 ਤ -4：ʮT0:0 T0,* ʗ ,0,63" ʗ +"1"/ʯ東洋陶器）、小ᆵ（第 167 ਤ -5：ʮוমʯʮ΍っ

͜ʗి 	84
 ۝ീീ࿡ - ീʯ）、༰器（第 167 ਤ -8：౷੍番号ʮذʗ 783ʯ体෦ཅࠁʮ610 ʗ ")"ʯ、

第 167 ਤ -6：౷੍番号ʮذ 690ʯウςφ঎ඪ）である。

　陶器は、ഋ（第 170 ਤ -2）、࿸（第 165 ਤ -14、15、16、第 166 ਤ - ：̐౷੍番号ʮ品ʗ 50ʯ、 ：̑
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౷੍番号ʮذʗ 81ʯ、第 169 ਤ -1：ఈ෦ࠁҹʮਗ਼水ʯ）、ു（第 163 ਤ 第）ࡼ、（9- 165 ਤ -17：౷

੍番号ʮ品ʗ 180ʯ）、ࡼないしは࿸֖（第 163 ਤ -7：֙ ख）、ു（第 163 ਤ -10：三ౡख）、߳࿍（第

165 ਤ -11）、ළ（第 163 ਤ -12：΃͜かん徳利、第 167 ਤ -9：ʮװ山ʯ、10・11：ʮ原ฏʯ、第 168

ਤ -2：ఝ書ʮ内定ʯ、3：山にʮ舎ʯ、4：山にʮ੺ʯ、5：ʮ定ʯ、6：ฟ書ʮຊʯ、7）、土ළ（第 164 ਤ

-1、2）、Ֆළ（第 167 ਤ -12）、ᆵ（第 168 ਤ -1：ʮ日ຊΞϧϓスʯ）、水஫（第 168 ਤ -9）、ᙈ（第

169 ਤ ਢ（第ٸ、（5- 169 ਤ -6：角࿮ࠁҹʮᤈ古ʯ）、༰器（第 168 ਤ -10：౷੍番号ʮذʗ 674ʯ）、

౮明ࡼ（第 164 ਤ -3）、౮明डࡼ（第 169 ਤ 第）ࡼ෇౮明ड٭、（3- 164 ਤ -4）、֖（第 164 ਤ -5、
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第 168 ਤ -8）、ᆵ֖（第 169 ਤ -4）、స༻品（第 164 ਤ -9・10：ఱ目࿸ഁย）である。

　土器は、মԘᆵ（第 169 ਤ -8：ʮ˘˘ҏ৫ʯ、9：ʮઘभ˘˘ʯ、10：山ܗʮ正ʯʮࡖ˘ʯ）、٭෇౮明डࡼ（第

164 ਤ -6）、Րফᆵ֖（第 164 ਤ -7）、さな（第 168 ਤ -11）、‘ かわらけ ’ ๽書（第 169 ਤ -7：ʮ小˙ʯ）

である。

　磁器࿸֖（第 165 ਤ -2）は、1933（ত࿨ീ）年から 1938（ত࿨十三）年までߨஊࣾのʰ්人۞

ָ෦ にɦ長期連ࡌされたాՏ水๐ʮತԜ黒ฌ衛ʯにొ৔する黒うさぎ（黒ฌ衛）と白うさぎ（白ちΌん）

がඳかれている（高ڮ 1982、山口 第）ࡼ陶器製のփ࣭ߗ。（2013 167 ਤ -4）にはʮT0:0T0,* ʗ

,0,63" ʗ +"1"/ʯのཪҹがあり、1917（大正࿡）年にઃ立された東洋陶器ג式ձࣾ（ݱ：T0T0）

の製品である。洋৯器のഁࡼย（第 167 ਤ -1）のཪҹは、ʮ4$ ʗذ 1163ʯと౷੍番号が記されている。

౷੍番号から 1940（ত࿨十五）年から 1946（ত࿨ೋ十一）年までのদ෩陶器ג式ձࣾの製品であ

る͜とが確かめられる。Ֆฑのࡼ（第 167 ਤ -2）のʮ. ʗ +"1"/ʯのཪҹは、ϊリタέのʮࡩҹά

リーンʯとݺばれる΋ので、1924（大正十三）年から 1941（ত࿨十࿡）年にかけて主にΞϝリΧ

第）ࡼされた。洋৯器の࡞け༌出製品として製޲ 167 ਤ -3）は、ʮ	*.1E3*"L
 *30/4T0/E $)*/"

ʗ /*110/ ,04)*T6 T0,* $P� ʗ ."%E */ +"1"/ʯのཪҹがあり、1908（明治四十一）年に金沢市
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長町で૑ۀされた日ຊ࣭ߗ陶器（ݱ：χοコーג式ձࣾ）の製品である。

　土製品は、人ܗ（第 169 ਤ -11）、動物（第 169 ਤ ಄෦、13：Ԑ಄෦）、建଄物（第ޅ：12- 169

ਤ -14：᛿）、༰器（第 169 ਤ -15・16：植໦ുϛχνϡΞ）、ట面子（第 169 ਤ 第）ܕ、（18・17-

169 ਤ -19：ఱਆの಑෦）である。

　金属製品は、મ՟で古׮Ӭ（第 169 ਤ -20 ʙ 23）、৽׮Ӭ（第 170 ਤ -1、2：ʮ文ʯ）である。Ԏ؅は、



ᴷ 252 ᴷ

� ��DN���

�

� � �

� �
�

�

� ��

�� �� ��

��

�� ��

�� ��

ୈ 171 ਤ　ۙ୅ͷҨ෺ʢ26ɿ1/3ʣ



ᴷ 253 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

� ��DN���

�

� �
�

�

�

�

ୈ 172 ਤ　ۙ୅ͷҨ෺ʢ�27ɿ1/3ʣ

ट（第أ 170 ਤ -3：真᭦製৚ઢ૷০、4 ʙ 口（第ٵ、（7 170 ਤ -8 ʙ 10）である。΄かにܞଳ式ࣃ

ϒラシ（第 170 ਤ -11：開ดできͣ 	341 ท：ࣸ真 -2
）、金۩（第 170 ਤ -12）、Ϙタン（第 172 ਤ

-13：ཅࠁʮதʯ）、ৣ剤έース（第 170 ਤ -14：ʮॅ༑化学גۀ޻式ձࣾʯʮωΦンϩέ˘ʯ）、೺ख（第

170 ਤ -15）である。

　ガラス製品は、文۩はΠンΫᆵ（第 170 ਤ -17：ఈ෦ཅࠁʮొ録ʯʮ.ʯؙળ、18：಑෦ཅࠁʮ4�4�4 

'06/T"*/ 1E/ */,�ʯαンΤスສ年චຊฮ）、ༀ品（第 170 ਤ -19：小林製ༀג式ձࣾ、20：಑෦ཅ

ݱʮ500ʯ藤ᖒ༑٢঎ళʀࠁʮ#L6T04Eʯఈ෦ཅࠁʮ0),*ʯ、21：側面ཅࠁʮコσνンʯఈ෦ཅࠁ

Ξスςラス製ༀ、第 171 ਤ -1：಑෦ཅࠁʮ#*0'E3.*/ʯʮ,)Lʯఈ෦ཅࠁʮ: 29ʯϏΦϑΣϧϛン

製ༀג式ձࣾ、2：಑෦ཅࠁʮༀӷϋϧφʵʯڮຊέϛΧϧ合ࢿձࣾ、3：಑෦ཅࠁʮ҆川コϩμΠンʯ

҆川ߊӫಊ、4：ఈ෦ཅࠁʮT5 ʗ " ˍ .ʯ）、化হ品 5：ఈ෦ཅࠁʮ,/, Wʮ4ʯג式ձࣾΧωΧ、6：

ఈ෦ཅࠁʮʓにԦ ̐ W、7：ఈ෦ཅࠁʮ˖に /ʯ日ຊ঳子記号、༄屋঎ඪʮ,ʯ༄屋ຊళ、8：ఈ෦ཅ

 ʮ040.E ELE("/$Eࠁ式ձࣾコンςス、9：಑෦ཅגݱ東洋ಊʀڮ式ձࣾ高גʮΞΠσΞ（ϧ）ʯࠁ

)"*3�0*Lʯఈ෦ཅࠁʮҙঊొ録ʯ、10：ఈ෦ཅ11、ࠁ：ఈ෦ཅࠁʮ,*/T4636 1E3'6.E3: $0�,LT%� 

."%E */ +"1"/ 5411ʯ金௽߳水ג式ձ ʀࣾגݱ式ձࣾϚンμϜ、12：ఈ෦ཅࠁʮࢿ生ಊ঎ඪ：Ֆ௴ʯ、
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13、14：ఈ෦ཅࠁʮΧωϘウʯ৊෵๰੷ג式ձࣾʀݱΧωϘウ化হ品、15：಑෦ϓリンτʮ.BLF-VQ 

#BTF L*26*% '06/%"T*0/ʯʮ,JTT .FʯʮT)E *4E)"/�$P�,LT%�ʯʮ1"T127330ʯג式ձࣾҏ੎൒、

16、17、18）、৯品（第 172 ਤ -1：ఈ෦ཅࠁʮ˖に 4�(�'ʯ、2、3、4：ʮוমʯ）、ҿྉ（第 172 ਤ

-5：಑෦ཅࠁʮ東京อূڇೕ။ࣾʯʮ180D�D�ʯ́ か東京อূڇೕג式ձ ʀࣾݱઇҹϝάϛϧΫג式ձࣾ、6：

಑෦ཅࠁॎ書ʮશೕ一合ೖʯఈ෦ཅࠁʮ4ʯ、7：಑෦ཅࠁʮొ録঎ඪ %/# ঎ඪʯʮ大日ຊᴁञג式ձ

ࣾ製଄ʯ΄か 
、日༻品 	 第 173 ਤ -1：ఈ෦ཅࠁʮχοαン̓セϒンʯ΄か、2：ఈ෦ཅࠁʮ日ۺృ

࿆ʯۺΫリーϜ）、৯器（第 173 ਤ -3、5）、調ཧ器۩（第 173 ਤ -4）、༻్ෆ明（第 173 ਤ -6、7：

ఈ෦ཅࠁʮ͜う΋りࡿのϚーΫʯ、8、9ɼ10）である。

ϒラシ（第ࣃ角製品はࠎ　 173 ਤ -11・12）、໦製品は൘ยに金属൘が෇着する（第 173 ਤ -13）。

　合੒樹脂製品は、ࣃϒラシ（第 173 ਤ -14：ʮ/P�1ʯӈ書きʮ東京 ࢿ生ಊ ۜ࠲ʯࠨにॎ書きʮ࿐

ໟʯӈにࢿ生ಊ঎ඪ、15：地ّٿの঎ඪʮT063*4T ʗ T00T)-#364)ʀંりたたΈ式ܞଳ༻）、֖

（第 173 ਤ -16：ʮ1"TE/T +"1"/ 88847 E/(L"/% 367844 6�4�" 2008620 '3"/$E 732570ʯなど）

である。

　แؚ૚出土の ‘ かわらけ ’ ૯数は、5,390 ఺（25,076H）である。最小ݸ体数は、215 ఺である。

　แؚ૚出土の土玉૯数は、171 ఺（410H）である。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬΅΄・ܗ׬
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の土玉は 64 ఺（175H）で、ܭଌෆՄのഁଛ土玉は 107 ఺（235H）である。

・෦ࡐ

　瓦は、ؙ瓦（第 174 ਤ 瓦（第ؙݢ、（1- 174 ਤ -2）、ฏ瓦（第 174 ਤ -3：角࿮ʮࣲ˘（ౠ）Χʯ）

である。֕子は、ԁ౵ܗ（第 174 ਤ -5：ʮʓに , 1951ʯ）、൘ঢ়（第 174 ਤ -6：ʮొ録঎ඪ : 10" 

2507ʯ）、ԁܗ（第 174 ਤ -7：ʮ1"250� 3"1257� T%, 1"T�/0�165778ʯ）である。陶製છ෇ศ器の

೺ख෦分ഁย（第 174 ਤ -8）である。
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　かつて大௩ۼ町に所在していたԻָ学ߍの金属製؃൘（第 174 ਤ -4）が出土した。ʮ大௩ۼ町ʯは、

調査区から 600N ΄ど西ํの大௩̏丁目に該当し、ݱ在の都ಓ 437 号ઢ（ෆ೜௨り）にはかつて市

ి 16・17 系౷のʮ大௩ۼ町ʯఀཹ৔がଘ在していた。

ˎ小ׅ

　ૅ石܈は、一間（1�8N）のப間で北東ʵ南西ํ޲に̎ྻ（124 号ʵ 130 号ʵ 73 号、128 号ʵ

131 号）、྆ྻの間の北西ʵ南東ํ޲は三間（5�4N）となる。1901 年建ઃの学生宿舎（උத館）な

いしは 1950 年ʙ 1968 年の裁判所ฏ屋׭舎に伴うૅ石と考えられる。

28 号遺構の໦製ΞンΧーおよͼ 234 号遺構の石製ΞンΧーは、調査区西側に埋ઃ式の支ઢΞンΧ

ーをඞ要とするిபなどԿらかのࢪઃがଘ在した͜とを҉ࣔする。

ώϡーϜ؅ྻによるಋ水؅（199 号遺構・200 号遺構）は、214 号遺構（近世̎期上水路）と΄

΅ॏ複するように構築されており、近世以降同͡ような৔所で同͡ようなํ޲のಋ水利༻がなされて

いた͜とが࢕える。

出土した洋৯器には、઎ྖ期に༌出༻঎品に記ࡌがٛ務෇けられていたʮ."%E */ 0$$61*E% 

+"1"/ʯのද記がなされており、当地を接収したとされる ()2 との関連が࢕われる。
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈܘ

	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 146 ਤ 1 134 号 磁器 ֆ۩
ࡼ

੉戸 ŋ
ඒೱ

35 ʷ
20 19 33 ʷ

19 ܕ 白磁 　ࡼ۩ֆؠ
ఈ෦ཅࠁʮോډಊ製ʯ 19$ 後 d

第 146 ਤ 2 134 号 陶器 ࿸ ෆ明 	74
 84 40 ᫛᫡ փᬵ
京都か　᫛᫡目・࡟りࠟ
著　内֎面一෦ϐンΫݦ
᝔ఈޟ　

18$ 代

第 146 ਤ 3 134 号 陶器 ළ 京都 ŋ
৴ָ 22 100 	42
 71 ᫛᫡

փᬵ
మֆ ŋ ৭ֆ　ᒵ
ŋ 金࠼

֎面֟文
19$ 後 d

第 146 ਤ 4 134 号 土器 Րു
֖か 205 39 ʵ ൘࡞り

ŋ ྠ積 ද面੺࣫ 上面̎޸

第 146 ਤ 5 134 号 磁器 ழߚ
口 ං前 80 36 25 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ ֎面૲Ֆ文 ŋ

文ࣈ文 18$ 代

第 146 ਤ 6 134 号 磁器 ᆀ ੉戸・
ඒೱ 	90
 60 34 ᫛᫡ છ෇ ֎面文༷ 口ԑ֎൓　ఈ෦໏ʮ˘ʯ 19$ 後 d

第 146 ਤ 7 134 号 磁器 ࿸ ෆ明 108 59 39 ᫛᫡ છ෇ ఈ෦໏ʮ࣭ߗ陶器 � Ϛー
Ϋ �.E*+*T0,*ʯ 19$ 後 d

第 146 ਤ 8 134 号 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 123 65 48 ᫛᫡　 છ෇

֎面山水文 �
೾文　内面口
ԑ文༷ଳ

ఈ෦໏ʮ࿡江製ʯ
19$ 後 d

第 146 ਤ 9 134 号 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 54 37 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ ֎面文༷ 口ԑ֎൓ఈ෦໏ʮฏീ園ʯ19$ 後 d

第 146 ਤ 10 134 号 磁器 ࿸֖ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	28
 28 	84
 ᫛᫡ છ෇

୺൓࿸֖　ఱ
井文ࣈ文ʮ˘
ʷ � 東ʷ �
۝十ʯ　

内面໏ʮ੒化 � ˘˘ʯ

19$ 前

第 146 ਤ 11 134 号 磁器 ࡼ 名古
屋 ʵ 26 ʵ ᫛᫡ ౷੍陶器　

ఈ෦໏ʮ名 �21ʯ
1940d
1945 年

第 146 ਤ 12 134 号 磁器 ു ං前 ʵ 	44
 64 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ ֎面区ըࢻ׽
文 � 山水文

ఈ෦໏ʮ大˘ 	 明 
 年˘
	 製 
ʯ 18$ 代

第 146 ਤ 13 134 号 磁器 ു ੉戸 ŋ
ඒೱ 116 47 48 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ 内֎面়ו文 ྠՖ 20$ 代

第 146 ਤ 14 134 号 磁器 ു ෆ明 	152
 72 	60
 ᫛᫡ ৭ֆ ŋ 人଄コό
ϧτ 	 ྘ 
 20$ 代

第 146 ਤ 15 134 号 磁器 ย口 ෆ明 	128
 48 56 ᫛᫡ છ෇ ŋ ੨磁ᬵ ŋ
੨ᬵ ֎面角࿇ห文 ᭩文　ఈ෦ʮ林町 � ࿨ઘ

屋ञళʯ 19$ 後 d

第 146 ਤ 16 134 号 磁器 ௔子 ෆ明 96 107 68 124 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ 体෦দ文 20$ 代

第 146 ਤ 17 134 号 磁器 ௔子 ෆ明 64 100 62 109 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ 体෦૭ֆ 	 ஛ 

文・দ・ക文 20$ 代

第 146 ਤ 18 134 号 磁器 ࿸֖ ෆ明 104 28 36 છ෇ ŋ ৭ֆ ఱ井֟文 20$ 代

第 146 ਤ 19 134 号 磁器 ֖ ੉戸 ŋ
ඒೱ 60 24 10 ʗ 77 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ ఱ井文༷ かえしあり 20$ 代

第 147 ਤ 1 134 号 磁器 Χο
ϓ 京都 72 100 50 ᫛᫡ ྘ᬵ দ෩גۀ޻式ձʮ4IPGV 

DIJOBʯ 20$ த d

第 147 ਤ 2 134 号 磁器 Χο
ϓ 京都 72 101 50 ᫛᫡ ϐンΫ দ෩גۀ޻式ձʮ4IPGV 

DIJOBʯ 20$ த d

第 147 ਤ 3 134 号 磁器 Χο
ϓ 	96
 55 52 ᫛᫡ ֎面Ֆ文

三ڷ製陶ג式ձʮ'6+* 
$)*/"� ϚーΫՖྠ ŋ ෋
࢜山 �."%E */ 0$$1*E% 
+"1"/ʯ

1945d
1952 年

第 147 ਤ 4 134 号 磁器 Χο
ϓ

名古
屋 ʵ 	25
 50 ᫛᫡ ఈ෦ϚーΫԦף१

ʮ.E*T0ʯ 20$ த d

第 147 ਤ 5 134 号 磁器 Χο
ϓ ෞذ ʵ 51 50 ᫛᫡ ֎面文༷ 三ڷ製陶ג式ձࣾ　Ֆྠ

ʮ4"/(0 $)*/"ʯ
1932 年
d

第 147 ਤ 6 134 号 磁器 Χο
ϓ ං前 89 59 	48
 ᫛᫡ ྤཨᬵ ŋ ৭ֆ ֎面水ઋ文 ਂ川製磁　෋࢜山 19$ ຤ d

第 147 ਤ 7 134 号 磁器 ࡼ 名古
屋 140 30 80 ᫛᫡ 内面஛文 Τンタシスʮ/" ˘˘˘

˘（36.*）ʯ 20$ த d

第 147 ਤ 8 134 号 磁器 ࡼ ෞذ ʵ 38 92 ᫛᫡ 内面Ֆ文 三ڷ製陶ג式ձࣾ　
ʮ4"/(0�+"1"/ʯ 20$ த d

第 147 ਤ 9 134 号 磁器 ࡼ 京都 ʵ ʵ ʵ ᫛᫡ 内面Ֆ文
ʮ,:0T0 $)*/"� 角࿮
ʮL"/$"4TE3ʯ�7202�
+"1"/ʯ

20$ த d

第 147 ਤ 10 134 号 磁器 ιー
αʕ ං前 145 22 77 ᫛᫡ ྤཨᬵ ŋ ৭ֆ 内面水ઋ文 ਂ川製磁　෋࢜山 19$ ຤ d

第 147 ਤ 11 134 号 磁器 ࡼ ං前 260 29 153 ᫛᫡ ৭ֆ 内面稲ึ文 ਂ川製磁　ఈ෦ϋリ 1 ఈ
෦ϚーΫ෋࢜山 19$ ຤ d

第 147 ਤ 12 134 号 磁器 ࡼ ෞذ ʵ ʵ ʵ ᫛᫡ ֎面文༷ 三ڷ製陶ג式ձࣾ　Ֆྠ
ʮ4"/(0 $)*/"ʯ

1932 年
d

第 147 ਤ 13 134 号 磁器 ࡼ 120 13 94 ᫛᫡ ֎面ᤳᤶ文 Ԧףʮ*/1E3*"L�$)*/"�
0$$1*E% +"1"/ʯ

1945d
1952 年

第 147 ਤ 14 134 号 磁器 ു ං前 	124
 51 56 ᫛᫡ ྤཨᬵ ŋ ৭ֆ 内֎面葉文 ਂ川製磁　ྠՖ　෋࢜山
　˞ਂ川製磁 19$ ຤ d

第 147 ਤ 15 134 号 磁器 ࡼ ෆ明 45 13 42 ᫛᫡ 人଄コόϧτ
	 ྘ 


角ࡼ　ে༉ೖれ　
体෦ʮԣ浜Ӻ � 崎ཅݢの
シウϚΠʯ

1955 年
d

第 16 ද　近代 陶磁器・土器ࢿࡌܝྉ
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈܘ

	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 147 ਤ 16 134 号 磁器 ළ ෆ明 12 21 37 48 ᫛᫡ છ෇ ත୻ܕে༉ࠩしͻょう
ちΌん 	 إ ŋ 取りڕ 


第 148 ਤ 1 134 号 陶器 ࿸ ෆ明 56 82 40 ಁ明ᬵ ŋ ྤཨᬵ ୶ԫ׊ ౵ܗ࿸ 20$ 代

第 148 ਤ 2 134 号 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ 37 201 79 106 ᫛᫡ փᬵ ҉փ 体෦྽఺ఝ書　

屋号ʮ上 � ˘白ʯ
18$ 後
d19$ 前

第 148 ਤ 3 134 号 陶器 ंؿ
土ළ ෆ明 36 80 65 合わܕ

せ ѿᬵ 体෦ശܗ　அ面四角ܗ体
෦動ྠϚーΫ 	 మಓল 
 20$ 前

第 151 ਤ 1 28 号 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 77 36 31 ᫛᫡ ΫϩϜ੨磁 ֎面᭩ࣶ文 19$ 後 d

第 151 ਤ 3 123 号 磁器 ञᆀ ੉戸 ŋ
ඒೱ 20 30 56 ᫛᫡ છ෇ ֎面৚ઢ文 Έʮ໏ञࠐݟ � 金ࠗ � Ω

ンコンʯ 19$ 後 d

第 151 ਤ 4 123 号 磁器 ࡼ ෆ明 ʵ 	20
 	100
 ᫛᫡ 白磁
ʮ˘˘˘࣭ߗ陶器 � Ϛー
Ϋ �TBTIJSPTFJUPTZP� ҙ ŋ
ొ 56865ʯ

19$ ຤ d

第 151 ਤ 5 123 号 陶器 ࿸ ෆ明 50 74 40 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ŋ ੨ ŋ ྘
ŋ ੺

高୆୺෦ࢪᬵ　体෦水ઋ
か 20$ 代

第 151 ਤ 6 123 号 陶器 ंؿ
土ළ ෆ明 40 88 80 合わܕ

せ ԫᬵ 体෦ശܗ　அ面四角ܗ　
体෦動ྠϚーΫ 	 మಓল 
 20$ 前

第 153 ਤ 3 233 号 磁器 Χο
ϓ Ѫ஌ ʵ 	25
 46 ᫛᫡ ϊリタέʮ4)ELT0/�

#0/E $)*/"�+"1"/ʯ 20$ ॳ d

第 153 ਤ 4 233 号 陶器 ֖物 ෞذ 	76
 24 	76
 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ౷੍陶器
ʮذ �46ʯ

1940d
1945 年

第 153 ਤ 7 234 号 土器 植໦
ു 102 68 60 ᫛᫡ ҉փ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 154 ਤ 1 239 号 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 81 47 28 ᫛᫡ છ෇ ŋ ྘

ಔ൘సࣸ 人଄コόϧτ 19$ ຤ d

第 154 ਤ 2 239 号 磁器 ു ෆ明 107 ʷ
95 50 40 ᫛᫡ છ෇

ಔ൘సࣸ Έ山水文ࠐݟ 高୆内໏ 19$ ຤ d

第 154 ਤ 3 239 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	92
 59 40 ᫛᫡ మᬵ ୶փԫ

׊ ఱ目࿸ 18$ 前

第 156 ਤ 4 239 号 陶器 ߳࿍ 京都 86 54 82 ᫛᫡ ಁ明ᬵ
ਢֆޖ

୶փԫ
׊ ֎面葉文 18$ 代

第 154 ਤ 5 239 号 陶器 合子
֖

京都 ŋ
৴ָ 52�53 13 ᫛᫡ ಁ明ᬵ

ਢֆޖ
୶փԫ
׊ ఱ井Ֆ文 18$ 代

第 154 ਤ 6 239 号 土器 ࣣྚ 220 200 170 ൘࡞り
ŋ ྠ積

୶փ白
׊

ುडけಥىの剥落ࠟ̐　
さなडけ̐

第 154 ਤ 7 239 号 磁器 小ᆀ ੉戸 ŋ
ඒೱ 56 31 22 ᫛᫡ છ෇ ֎面文ࣈ文 19$ 後 d

第 154 ਤ 8 239 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	20
 42 ᫛᫡ છ෇ ֎面文༷ ʮ大明年製ʯ 18$ 代

第 154 ਤ 9 239 号 磁器 ࿸ ඒೱ 	100
 52 30 ᫛᫡ છ෇ ʮذ �304ʯ 1940d
1945 年

第 154 ਤ 10 239 号 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 97 54 33 ᫛᫡ છ෇ ୺൓࿸ 19$ 前

第 154 ਤ 11 239 号 磁器 ࿸
੉戸 ŋ
ඒೱ
か

110 57 36 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ ֎面ࣶ文 ʮ陶山園ʯ 20$ 前 d

第 154 ਤ 12 239 号 磁器 ࿸ ෞذ 92 48 30 ᫛᫡ ౷੍陶器
ʮذ �139ʯ

1940d
1945 年

第 154 ਤ 13 239 号 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	56
 60 34 ᫛᫡ ৭ֆ ֎面文ࣈ文

ʮणʯ 20$ 前 d

第 154 ਤ 14 239 号 陶器 ࿸ ෆ明 64 62 32 73 合わܕ
せ փᬵ ŋ మᬵ ֎面ୡຏ文・

文ࣈ文 ཅࠁ 20$ 代

第 154 ਤ 15 239 号 洋物 ϙο
τ ෆ明 68 111 59 116 ৭ֆ ֎面ᤳᤶ文 洋࣫器　 19$ 後 d

第 154 ਤ 16 239 号 磁器 Χο
ϓ ෆ明 ʵ 	37
 44 ᫛᫡ ʮ第一࣭ߗ ŋ 磁器 � Ϛー

Ϋં௽ �%"*ŋ*TT0ʯ 20$ த d

第 155 ਤ 1 239 号 洋物 ࡼ ෆ明 208 25 118 ᫛᫡ 人଄コόϧτ 洋࣫器　高୆୺෦ແᬵ 19$ 後 d

第 155 ਤ 2 239 号 磁器 ു ੉戸 ŋ
ඒೱ 156 67 70 ᫛᫡ փᬵ ŋ మᬵ

֎面文ࣈ文
ʮ෱णʯ・দ葉
文・ࠐݟΈদ
葉文

ྠՖ　口ࡺ 19$ 後 d

第 155 ਤ 3 239 号 磁器 ළ ඒೱ 12 112 50 ܕ ΫϩϜ੨磁 ౷੍陶器　ఈ෦ཅࠁ໏
ʮذ �8 ˘˘ʯ

1940d
1945 年

第 155 ਤ 4 239 号 磁器 ༰器 ඒೱ 50 53 42 白磁 ౷੍陶器　ఈ෦ཅࠁ໏
ʮذ � ˘ 	2
 ˘ 	7
ʯ

1940d
1945 年

第 155 ਤ 5 239 号 磁器 ༰器 ඒೱ 67 52 62 白磁 ఈ෦ཅࡩࠁϚーΫ 1940d
1945 年

第 155 ਤ 6 239 号 磁器 ༰器 ඒೱ 68 49 61 白磁 ౷੍陶器　ఈ෦ཅࠁ໏
ʮذ � ˘ 62ʯ

1940d
1945 年

第 155 ਤ 7 239 号 陶器 ༰器 ෆ明 	52
 36 	72
 ಁ明ᬵ ϝψϚϙϚード
体෦ʮ.E/6." 1 ʷʯ　 20$ த d

第 155 ਤ 8 239 号 陶器 Ꭼു ੉戸 ŋ
ඒೱ 157 65 72 ᫛᫡ మᬵ ೕ白 Է目 25 ຊ � ৚ 19$ 後 d

第 155 ਤ 11 239 号 ϗー
ϩー

Χο
ϓ 92 60 52 ʮT0,:0� ϚーΫ �

.�T�)���ʯ
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ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈܘ

	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 162 ਤ 1 67 号
356 土器 ࡼ 77 14 44 ୶׊ ఈ෦ࢳ੾ࠟ　口ԑターϧ

෇着

第 162 ਤ 6 199 号 陶器 ᙈ ੉戸 ŋ
ඒೱ 40 	31
 11 ᫛᫡ మᬵ ֎周Ꮦり　൒಑ᙈのస༻ 19$ 前

第 162 ਤ 7 199 号 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	34
 44 ᫛᫡ છ෇ ֎面ೋॏ໢目
文

くらわんか࿸ʮ˘ʯ　高
୆ཻ࠭෇着

17 ຤ d
18$ 後

第 162 ਤ 8 199 号 陶器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 	41
 48 ᫛᫡ փᬵ ŋ మᬵ փ ऄの目高୆　ࠁҹʮ˘山ʯ18$ 代

第 162 ਤ 10 200 号 陶器 化হ
ළ ෆ明 36 49 55 ಁ明ᬵ ŋ ੨ᬵ

式ձࣾύϐリΦ　体෦ג
ശܗ　体෦ϚーΫʮ1�ʯ　
ҏ藤މ௏園 	44 ૑ۀ 


20$ 後

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種

Ϟνーϑ

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN
 උ考

第 153 ਤ 8 234 号 動物ܗ ௗ ʵ ʵ 陶製　փᬵ、మᬵ、છ෇
第 155 ਤ 9 239 号 器物 ֖ 49�2 12�8
第 155 ਤ 10 239 号 ܕ ฌୂ 51�2 37�7 Ωラ෇着

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 ࣭ࡐ

長さ
	 મܘ 

	NN


高さ
	 ܘ޸ 

	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 148 ਤ 4 134 号 口ٵ మ 81�4 ʵ 16�3
第 148 ਤ 5 134 号 口ٵ ಔ 75�2 ʵ 11�3
第 148 ਤ 6 134 号 Ϙタン ಔ 11�0 23�2 3�7
第 148 ਤ 7 134 号 Ϙタン ಔ 13�4 23�7 4�3
第 148 ਤ 8 134 号 Ϙタン ಔ 11�0 24�0 4�5
第 148 ਤ 9 134 号 Ϙタン ಔ 12�0 24�0 4�7
第 152 ਤ 17 135 号 ௭ࣽළ֖ మ 58 ʵ 12�3 ʮञӻʯג式ձࣾञӻ
第 153 ਤ 9 234 号 ೺ख金۩ ಔ 35�2 17�0 5�8 四角ݻ　ܗ定۩は四۱がಥ出した長ํܗで྆側に̎つの穴がある
第 155 ਤ 12 239 号 金۩ ಔ 32�2 68�7 25�5 ଳঢ়
第 162 ਤ 2 128 号 Ӭ௨ๅ（৽）ಔ׮ 25�4 5�8 3�3 ॳர年 	 西ྐྵ 
1668 എ文ʮ文ʯ
第 162 ਤ 9 199 号掘ํ टأ ಔ 51�5 21�8 6�1

ਤ൛番号 出土
遺構 器種 石ࡐ

長さ
長࣠
	NN


෯
୹࣠
	NN


ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 148 ਤ 10 134 号 ݛ ೪൘ؠ 123�4 63�5 16�6 236�1 ෦分のԑが一෦ܽଛするٰ　ݛのܗのํܗ׬ུ

ਤ൛番号 出土
遺構 器種

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN


ఈܘ
ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 149 ਤ 1 134 号 文۩ ֤ 35 37 102 313 ৭調ແ৭　ΠンΫᆵ
第 149 ਤ 2 134 号 文۩ 35 46 51 254�5 ৭調ແ৭　ΠンΫᆵ
第 149 ਤ 3 134 号 文۩ 10 52 24 28�3 ৭調ແ৭　口ԑΰϜખ　ΰϜย෇ガラス๮෇　ʮΫϩンϘΠンΩফʯ　ϩΠドגۀ࢈式ձࣾ
第 149 ਤ 4 134 号 文۩ 43 42 44 68�2 ৭調྘　口ԑスΫリϡー　ʮνーϓކʯ
第 149 ਤ 5 134 号 文۩ 27 69 53 100 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮ3*()T */, 2P[ ."%E */ +"1"/ʯ　ࣰ崎ΠンΩ製଄ג式ձࣾ　ラΠτΠンΩ

第 149 ਤ 6 134 号 ༀ品 5 164 62 266 ৭調׊৭　口ԑスΫリϡー・スϙΠτঢ়　ʮ'6.*/"*/ "ʯ　ཾ角ࢄຊฮ　ג式ձࣾ藤井ಘ三郎঎
ళ 	 ࢄ式ձࣾཾ角ג　ݱ 
　ϑϛφΠン "	 ༀޮཆໟྉ 


第 149 ਤ 7 134 号 ༀ品 8 107 34 82�8 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　大正製ༀϩΰ　側面にॎઢঢ়のԜತあり　大正製ༀג式ձࣾ
第 149 ਤ 8 134 号 ༀ品 12 56 10 4�4 ৭調ແ৭　口ԑખ
第 149 ਤ 9 134 号 ༀ品 55 13 ʵ 4�6 ৭調׊৭　目ༀ
第 149 ਤ 10 134 号 ෆ明 18 78 32 57�2 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮ/�T�,ʯ　
第 149 ਤ 11 134 号 化হ品 ʵ ˞ 77 56 96 ৭調白　ʮTELL .E 80D�D�ʯ　ςϧϛー化হ品 	 式ձࣾςϧϛーιリϡーシϣンズג　ݱ 
　

第 149 ਤ 12 134 号 化হ品 10 113 49 110 ৭調白　口ԑスΫリϡー　ʮ*%E"Lʯ　ג式ձࣾ高ڮ東洋ಊ 	 式ձࣾコンςスג　ݱ 
　ΞΠσΞϧ
化হ品

第 149 ਤ 13 134 号 化হ品 8 135 57 165�4 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ,*/T4636 1E3'6.E3: $0�,LT% ŋ."%E */ +"1"/ŋʯ　̎　金௽߳
水ג式ձࣾ 	 式ձࣾϚンμϜג　ݱ 


第 149 ਤ 14 134 号 化হ品 12 123 54 134�3 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　,　ウςφϚーΫ　日ຊ঳子ϚーΫ　ג式ձࣾウςφ

第 17 ද　近代 土製品ࢿࡌܝྉ

第 18 ද　近代 金属製品ࢿࡌܝྉ

第 19 ද　近代 石製品ࢿࡌܝྉ

第 20 ද　近代 ガラス製品ࢿࡌܝྉ
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ਤ൛番号 出土
遺構 器種

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN


ఈܘ
ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 149 ਤ 15 134 号 化হ品 11 164 79 348 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ༄屋˘ϠーτχοΫʯ360DD　ʮ˘式ձࣾ༄屋ຊ˘ʯ　༄屋ϚーΫ　
式ձࣾ༄屋ຊళ　༄屋ϔϠʕτχοΫג　̏

第 149 ਤ 16 134 号 化হ品 42 63 44 149�9 ৭調白　口ԑスΫリϡー　ʮ,/,ʯ ,2　ג式ձࣾΧωΧ

第 149 ਤ 17 134 号 化হ品 51 53 36 165�2 ৭調白　口ԑスΫリϡー　ϓラスνοΫ֖ 	 ༄屋ϚーΫ　ʮ:"/"(*:"ʯ
 ෇　༄屋ϚーΫ　4�28
　֖௚ܘ 60ᶱ　ג式ձࣾ༄屋ຊళ

第 149 ਤ 18 134 号 化হ品 61 63 44 127�3 ৭調白　口ԑスΫリϡー　༄屋ϚーΫ　/4　ג式ձࣾ༄屋ຊళ
第 150 ਤ 1 134 号 ৯品 <62> <92> 50 168�7 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　金属֖෇　ʮԦףҹϐーφππόター　1�2 ϙンドʯ
第 150 ਤ 2 134 号 ৯品 25 86 34 96�5 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ玉࿐園ʯ　玉࿐園৯品גۀ޻式ձࣾ

第 150 ਤ 3 134 号 調ຯྉ 21 62 38 71�3 ৭調ແ৭　口ԑ内側スΫリϡー　ώήタϚーΫ　ʮώήタしょうΏʯ　ϚーΫ 	3 つの 4 がೖってい
る 
　ώήタḛ༉ג式ձࣾ

第 150 ਤ 4 134 号 調ຯྉ 35 96 40 142�6 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ"*$)* T0."T0 $0�ʯ57　ΧΰϝϚーΫ　Ѫ஌τϚτג式ձࣾ 	 ݱ
　Χΰϝג式ձࣾ）

第 150 ਤ 5 134 号 ҿྉ 26 70 28 75�2 ৭調ແ৭　口ԑ֖ࢴ　シϩタϚーΫ　:BLVMU ϩΰ　ʮൄ߬ೕ　生ەϠΫϧτ⡴ʯ　33�11 30(　第
一঳子ϚーΫ　ג式ձࣾϠΫϧτຊࣾ　ϠΫϧτ 	 ೕەࢎҿྉ 


第 150 ਤ 6 134 号 日༻品 <53> <39> 50 94�9 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　金属֖෇　7*0L" ϩΰ　品川༉化ڀݚ所　ϰΟΦラۺΫリーϜ

第 150 ਤ 7 134 号 日༻品 <53> <41> 52 83�9 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　金属֖ 	$PMVNCVT 4IPF 1PMJTI உੑの঻૾のϚーΫ 
 ෇　ג式ձࣾ
コϩンϒス　ۺຏき

第 150 ਤ 8 134 号 日༻品 7 83 40 76 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ03("/ʯ　ΦϧガンΦΠϧ 	 ϛシンΦΠϧ 

第 150 ਤ 9 134 号 փࡼ 149 45 112 442 ৭調Ϟスάレー　ఈ෦ཪ面に立体的なϢリのӄࠁ　փࡼ
第 150 ਤ 10 134 号 ෆ明 ʵ ˞ 74 56 78�7 ৭調ແ৭　ʷ　˘に̣　15 の下に・　50
第 150 ਤ 11 134 号 ෆ明 17 53 18 25�4 ৭調ແ৭
第 150 ਤ 12 134 号 ෆ明 14 54 23 28�1 ৭調ແ৭　口ԑખ　ԁとԁのத৺にʮ˞ʯ、その周りにԁ環ঢ়に 6 つのʮ山ʯのようなϚーΫ

第 151 ਤ 10 127 号 調ຯྉ 34 85 40 134�2 ৭調ແ৭　口ԑ金属֖・スΫリϡー　金属த֖ԑ෦分෇　ʮ東京த໺・৯品גۀ޻式။ࣾʯ̐　˚
　৯品גۀ޻式ձࣾ 	 式ձࣾגΩϢーϐー　ݱ 
　ϚϤωーズ

第 151 ਤ 11 133 号 ۩؝ 34 9 ʵ 11�2 ৭調੨　Ֆのֆ　おは͡き

第 153 ਤ 2 202 号 日༻品 24 43 28 37�9 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮΈ΍͜છ 	 ͜はม体Ծ名 
ʯ　ܡ屋 	 式ձג屋ϑΝΠンάοズܡ　ݱ
ࣾ 
　Έ΍͜છ 	 家ఉ༻છྉ 


第 153 ਤ 5 233 号 化হ品 ʵ ˞ 71 23 82�7 ৭調ແ৭　ʮϗーΧーӷʯʮ堀ӽʯ　四　堀ӽՅ太郎঎ళ　ϗーΧーӷ 	 ඒإྉ 

第 153 ਤ 6 233 号 日༻品 57 67 55 164�8 ৭調Φリーϒ　ラΠΦンࣃຏ 	 式ձࣾגラΠΦン　ݱ 
ຏきคࣃ　
第 153 ਤ 10 234 号 文۩ 18 40 47 38�1 ৭調ແ৭　口ԑખ　˓に文　ΠンΫ

第 153 ਤ 11 234 号 文۩ 16 40 35 35�7 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮ࣮༻৽Ҋ　/P3218ʯ　.　ؙળג式ձࣾ 	 式ձؙࣾળδϡンΫಊ書ג　ݱ
ళ 
　ΠンΫ

第 156 ਤ 1 239 号 ༀ品 15 67 18 19 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮ΍はぎʯʮ目᥂ʯ　΍はぎ目೫ༀ　目ༀ
第 156 ਤ 2 239 号 ༀ品 17 52 26 23�3 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮ෍ాの؟᥂ʯʮ根؛　᥂Ԧ山ʯෆ࿝山　෍ాༀԦࣉ　෍ాの目ༀ
第 156 ਤ 3 239 号 ༀ品 29 45 38 79�3 ৭調水৭　口ԑҹ᝷֖　ʮ内༻　ༀਫ਼ʯ
第 156 ਤ 4 239 号 ༀ品 29 150 65 269�1 ৭調ബ੨྘　口ԑખ　$
第 156 ਤ 5 239 号 ༀ品 13 57 34 34�7 ৭調׊৭　口ԑખ　ʮ+6,"* 4E*:",64)0ʯ
第 156 ਤ 6 239 号 ༀ品 8 97 41 40�3 ৭調ແ৭　口ԑખ　目੝෇ 	 ӈ側面ࠨ 2 箇所 
　࿡角ܗに , ϚーΫ

第 156 ਤ 7 239 号 ༀ品 18 115 38 68�3 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮ௟֏　< ҥยにڈ > ᙹʯ　⡻　ʮコσνンʯ目੝෇　大໦合名ձࣾ 	 大໦　ݱ
製ༀג式ձࣾ 
　コσνン 	 めシϩοϓࢭ֏ 


第 156 ਤ 8 239 号 ༀ品 21 112 38 119�8 ৭調׊৭　口ԑખ　ʮ09:'6LL ΦΩシϑϧʯ　82　三ڞ製ༀϚーΫ　8　三גڞ式ձࣾ 	 第　ݱ
一三גڞ式ձࣾ 
　ΦΩシϑϧ 	 ফಟ༻աࢎ化水ૉ水 


第 156 ਤ 9 239 号 ༀ品 38 94 48 126�8 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ;"/%6ʯ　˓にഴ　;"/%6　;"/%6 #BMN	 ௟௧ೈߣ 


第 158 ਤ 10 239 号 ༀ品 24 204 72 307 ৭調水৭　口ԑખ　ʮݘҹʯʮ大ʯݘҹϚーΫ　ఈ෦にᢌঢ়のԜΈあり　小फ化学ༀ品ג式ձࣾ　
ༀࢼҹݘ

第 156 ਤ 11 239 号 化হ品 <18> <128> 62 126�6 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　த֖ 	 ޸ 1 つ 
 ෇　ඛܗの連続໛༷　ʮ(*"/ʯϩΰ　1BUFOU	 ࣈ文ڸ 


第 156 ਤ 12 239 号 調ຯྉ 19 208 46 271 ৭調ബ੨྘　口ԑખ　⡤　ʮϒϧドοάιースʯʮ#6LL%0( 4"6(E $0�LT%�ʯ　˚　10　ʷ　ϒϧ
ドοΫιースג式ձࣾ　ιース

第 157 ਤ 1 239 号 ҿྉ 20 242 54 452�5 ৭調׊৭　口ԑખ　⢶　̏　ළ内෦からコϧΫยを発ݟ

第 157 ਤ 2 239 号 ҿྉ 19 290 64 679 ৭調׊৭　口ԑખ　ʮ#EE #3"/% ,0;"/ 8*/Eʯʮ3�,0/%0�$0�　T0,:0ʯ　˚に・　̍　ൢച �
近藤利ฌ衛঎ళ　製଄ � ਆ谷ၚฌ衛　๘ҹ߳᜵෤ಒञ 	 ؁ຯ෤ಒञ 
　

第 157 ਤ 3 239 号 ෆ明 13 68 28 26 ৭調ແ৭　口ԑખ　目੝෇

第 157 ਤ 4 239 号 調ཧ器
۩ 147 38 102 348 ৭調水৭　ఈ෦தԝに四角ਲ਼ঢ়の小ಥى多数　ཪ面にドοτঢ়の׈りࢭめ　おΖし器

第 157 ਤ 5 239 号 ۩؝ 26 11 ʵ 5�4 ৭調白地にΦレンδのϚーϒϧ　コϚ
第 157 ਤ 6 239 号 ෆ明 17 144 59 224�8 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮ東京　ਿຊ製ʯ
第 157 ਤ 7 239 号 ෆ明 43 125 36 166�5 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　31
第 157 ਤ 8 239 号 ෆ明 22 81 45 122�7 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ,"T0ʯϩΰ

ਤ൛番号 出土
遺構 種ྨ ࣭ࡐ 長さ

	NN
 ෯ 	NN
 ްさ
	NN


ॏ量
	H
 特௃

第 173 ਤ 11 1 区ද土一ׅ ϒラシࣃ ࠎ ʵ 13�9 5�3 6�2 ಄෦ܽଛ
第 173 ਤ 12 1 区ද土一ׅ ϒラシࣃ ࠎ ᰍ෦のΈ　ඃ೤かʁ

第 21 ද　近代以降 ࠎ角製品ࢿࡌܝྉ



ᴷ 261 ᴷ

ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 器種 長さ

	NN
 ෯ 	NN
 උ考

第 150 ਤ 13 134 号 ϒラシࣃ 157 11�3 ʮ."%E　˘　8E4T (E3."/:　T�,�*�　%03L0/　130%6$Tʯ
第 150 ਤ 14 134 号 ϒラシࣃ 157 12�5 Ֆ௴ϚーΫ　ʮࢿ生ಊ࡮ࣃ子ʯ　ʓに 生ಊࢿ　式ձࣾג　40
第 150 ਤ 15 134 号 ϒラシࣃ 135�5 10 ʮΦリξφϧ　ීܕٴʯΦリξφϧༀহג式ձࣾ
第 150 ਤ 16 134 号 ϒラシࣃ 120 8�5 ʮϚスϗʯ　ʓに 9
第 150 ਤ 17 134 号 ࿸ 50 111�2 ʮ	 ๯಄ܽଛ 
 ඪʯ
第 150 ਤ 18 134 号 文۩ 54�8 12 ϖンのΩϟοϓ
第 150 ਤ 19 134 号 52�1 9�6 ෆ明
第 150 ਤ 20 134 号 94 12 目ଧちʁ
第 151 ਤ 7 123 号 ϒラシࣃ 163 12 ʓに公　13 196　ʮ東京　ࢿ生ಊ　ۜ࠲ʯ　Ֆ௴ϚーΫ　ג式ձࣾ　ࢿ生ಊ　1940 年 d1945 年ʁ
第 151 ਤ 8 123 号 ϒラシࣃ 151�5 11�5 πόϝのϚーΫ　ʮπόϝࣃϒラシʯ໼໺芳߳園
第 153 ਤ 7 233 号 ખ ʵ 26�1
第 157 ਤ 9 239 号 ۳ 52�1 97�9 ௏とՖのઢࠁ
第 162 ਤ 11 200 号 ֖ 32 ʵ ʮ(ZOBO $BQTVMFʯ　̔　,6."3 130%6$T4　(ZOBO $BQTVMF　ঁੑ޲けΧϓセϧ剤かʁ

ਤ൛番号 出土
遺構 器種 長さ

	NN
 ෯ 	NN
 ްさ
	NN
 特௃

第 150 ਤ 21 134 号 ガΠシ ʵ 57 52 地ෆ明　体෦ϚーΫؙ࿮ʮ"0,*ʯʗʮ1348ʯ࢈
第 151 ਤ 9 123 号 ฏ瓦 ʵ ʵ ʵ ֎ද面黒化　胎土փ　四角࿮にʮඌʯ� 山ܗʮ˘ 	 ਙ 
ʯ� ຊ
第 152 ਤ 1 ӈ 123 号 უ下ବ 	285
 150 119 黒ࣈでʮT0:0)"4)*　+"1"/ʯとϓリンτされている。ཪ面にࠁҹがある。
第 152 ਤ 2 123 号 ࿨式大ศ器 	216
 	86
 127 ԑは੨と྘のછ෇で໛༷がඳかれており、ԑ以֎は白ແ地である。
第 153 ਤ 1 201 号ʴද土 鬼瓦 胎土փ　ཻ࠭のࠞೖۃめてগ

第 158 ਤ 1 239 号 ฏ瓦ݢ ʵ 291�0 43�3 瓦当ܘ 91NN　֎ද面黒化　胎土白৭ ŋ 黒৭ؚཻむ　金Ӣ฼ཻݦ著　ತ面৚ઢ ؙ十 四
角࿮にʮೋຢʯʮ五ೋ号ʯ

第 158 ਤ 2 239 号 瓦ࢅݢ 316�5 295�4 45�9 瓦当ܘ 88�8NN　֎ද面黒化　金属࣭のޫ沢　胎土白৭ ŋ 黒৭ؚཻむ　金Ӣ฼ཻತ面৚
ઢ　৲側に޸ ؙ十 四角࿮にʮ˘ʯʮ一ʓ四号ʯ

第 159 ਤ 1 239 号 ੾۱瓦 ʵ ʵ 47�2 瓦当ܘ 92�3NN　ؙ十　֎ද面金属࣭のޫ沢　胎土փʙփ白　白৭ඍཻ࠭ࠞ

第 159 ਤ 2 239 号 瓦ࢅݢ ʵ ʵ 44�5 ֎ද面黒化　金属࣭のޫ沢　胎土白৭ ŋ 黒৭ؚཻむ　金Ӣ฼ཻ　ತ面৚ઢ ؙ十 四角࿮
にʮ˘ʯʮ一ʓ四号ʯ

第 159 ਤ 3 239 号 瓦ࢅ ʵ ʵ ʵ ֎ද面黒化　金属࣭のޫ沢　胎土白৭ ŋ 黒৭ؚཻむ　金Ӣ฼ཻݦ著　Ԝ面৚ઢ 四角࿮
にʮ˘ʯʮ五ೋ号ʯ

第 159 ਤ 4 239 号 鬼瓦 ʵ ʵ 222�3 ֎ද面金属࣭のޫ沢　胎土փ白　ཻ࠭のࠞೖۃめてগ
第 159 ਤ 5 239 号 鬼瓦 ʵ ʵ ֎ද面金属࣭のޫ沢　胎土փ白　白৭ ŋ 黒৭ඍཻ࠭ࠞ

第 160 ਤ 1 239 号 ᙹు෇ચ面器 650 470 243
ચ面Ϙウϧのଞ、金۩・石ݨஔき・ᙹᆵがඋえ෇けられている。ચ面Ϙウϧにはࠨख前
にΦーόーϑϩーϗーϧがある。石ݨஔきのഉ水構଄とΦーόーϑϩーϗーϧはᙹᆵか
ら下水؅にܨがるとΈられる࿙ేঢ়の෦分にܨがっている。

第 161 ਤ 1 239 号 コーφーラοΫ 490 365 75 ਤதӈ上の角は角ばっているが、ࠨ下の角はؙΈをଳͼている。޸がۭいている面は内
側に޲かってۇかに܏いている。

第 161 ਤ 2 239 号 小ศ器か 	259
 	196
 ʵ 高ౡ製陶所ג式ձࣾのϚーΫがҹࣈされている。

第 161 ਤ 3 239 号 小ศ器 	303
 	209
 	97
 大෦分がܽଛしておりશ体的なܗঢ়は定かではないが、Ԟ側の面はฏらな൘ঢ়になって
いる。ഉ水溝は 9 。の穴がฒんでいるݸ

第 162 ਤ 3 4 号 ࿃瓦 223�1 109�1 58�7 スタンϓӄࠁ：ઔܗ　側面のうち̏面がฏ׈
第 162 ਤ 4 4 号 ࿃瓦 227�5 108�6 57�6 スタンϓӄࠁ：ઔܗ　側面のうち̏面がฏ׈　Ϟϧタϧ෇着
第 162 ਤ 5 4 号 ࿃瓦 222�4 110�5 57�7 スタンϓӄࠁ：ઔܗ　側面のうち̏面がฏ׈　Ϟϧタϧ෇着

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈܘ

	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 163 ਤ 1 แؚ૚ 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 90 49 39 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 ୺൓࿸ 19$ 前

第 163 ਤ 2 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 98 57 40 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸ 18$ 前
第 163 ਤ 3 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 100 52 39 ᫛᫡ છ෇ ֎面ຮ૲文 ఈ෦໏Ӕ෱ 18$ 前

第 163 ਤ 4 แؚ૚ 磁器 ࡼ ෆ明 	180
 39 	92
 ᫛᫡ છ෇
ಔ൘సࣸ

֎面ࣣๅൟ文　
内面口ԑ文༷ଳ
四ํ᧪文　内面
ക文

ྠՖ　ඃ೤ 19$ 後 d

第 163 ਤ 5 แؚ૚ 磁器 ࡼ தࠃ 72 ʷ
58 14 55 ʷ

42 ܕ છ෇ 内面Ֆ౜૲文 ఈ෦໏角࿮ᝰ書 d17$ 前葉

第 163 ਤ 6 แؚ૚ 磁器 ෹൧器 ං前 68 60 44 ᫛᫡ છ෇ ֎面ଢ଼౜૲文 18$ 代

第 163 ਤ 7 แؚ૚ 陶器 ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 102 26 42 ᫛᫡ మᬵ　֎面

ඈ᭍ ֙ख　 18$ த d
後

第 163 ਤ 8 แؚ૚ 磁器 ஈॏ ං前 93 ʷ
93 36 93 ʷ

93 ൘࡞り છ෇ ֎面山水文 19$ 後 d

第 163 ਤ 9 แؚ૚ 陶器 ു ੉戸 ŋ
ඒೱ 198 85 70 ᫛᫡ փᬵ ŋ ྘ᬵ

ྲֻྀけ
口ԑԜΈ̏　
Έ目跡̏ࠐݟ 18$ 代

第 22 ද　近代 合੒樹脂製品ࢿࡌܝྉ

第 23 ද　近代 ෦ࢿࡌܝࡐྉ

第 24 ද　แؚ૚ 陶磁器・土器ࢿࡌܝྉ



ᴷ 262 ᴷ

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈܘ

	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 163 ਤ 10 แؚ૚ 陶器 ു ං前 261 78 76 ᫛᫡
փᬵ ŋ మᕶ
白化হ土 ŋ
ໟ目࡮

҉փ
׊

三ౡख　ࠐݟΈॏͶ
মきのཻ࠭環ঢ়に෇
着

18$ 前

第 163 ਤ 11 แؚ૚ 陶器 ߳࿍ ੉戸 ŋ
ඒೱ 49 42 30 ᫛᫡ փᬵ փ 18$ 代

第 163 ਤ 12 แؚ૚ 陶器 ළ ੉戸 ŋ
ඒೱ 27 181 72 109 ᫛᫡ మᬵ ΃͜かん徳利 19$ 前

第 164 ਤ 1 แؚ૚ 陶器 土ළ ੉戸 ŋ
ඒೱ 60 122 76 174 ᫛᫡ మᬵ փ 三଍か　ࠊއ　಑下

෦よりఈ෦ᬵ剥ぎ 19$ 前

第 164 ਤ 2 แؚ૚ 陶器 土ළ 京都 ŋ
৴ָ 93 113 72 180 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ŋ ѿ

ᬵ ŋ ৭ֆ
୶փ
ԫ׊ ֎面文༷ 19$ 前

第 164 ਤ 3 แؚ૚ 陶器 ֖ 京都 ŋ
৴ָ 	90
 27 35 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ŋ ѿ

ᬵ ŋ ৭ֆ
୶փ
ԫ׊ ఱ井文༷ ௨̎޸ؾ

第 164 ਤ 4 แؚ૚ 陶器 ౮明ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 100 22 40 ᫛᫡ మᬵ Έྠঢ়にແᬵࠐݟ 18$ 代

第 164 ਤ 6 แؚ૚ 土器 ෇౮明٭
डࡼ 77 68 68 ड෦ 45 ᫛᫡ ಁ明ᬵ

第 164 ਤ 5 แؚ૚ 陶器 ෇౮明٭
डࡼ

੉戸 ŋ
ඒೱ 	60
 41 45 ड෦ 34 ᫛᫡ փᬵ փ白 18$ 代

第 164 ਤ 7 แؚ૚ 土器 Րফᆵ֖ 	260
 34 30 ൘࡞り
ŋ ྠ積 ׊

第 164 ਤ 8 แؚ૚ 磁器 స༻品
（࿸） ං前 	41
 24 	41
 ᫛᫡ છ෇ ֎周Ꮦり　࿸のస༻ 18$ 代

第 164 ਤ 9 แؚ૚ 陶器 స༻品
（࿸）

੉戸 ŋ
ඒೱ 50 80 13 ᫛᫡ మᬵ ఱ目࿸

֎周Ꮦり　࿸のస༻
17$ 後
d18$ 前

第 164 ਤ 10 แؚ૚ 陶器 స༻品
（࿸）

੉戸 ŋ
ඒೱ 45 45 13 ᫛᫡ మᬵ ఱ目࿸

֎周Ꮦり　࿸のస༻
17$ 後
d19$ 前

第 164 ਤ 11 แؚ૚ 磁器 ञᆀ ੉戸 ŋ
ඒೱ 56 30 25 ᫛᫡ છ෇ ֎面山水文 � 文

文ࣈ 19$ 後 d

第 164 ਤ 12 แؚ૚ 磁器 ञᆀ ੉戸 ŋ
ඒೱ 56 31 20 ᫛᫡ છ෇ ֎面ᝧ文 � 文ࣈ

文

第 164 ਤ 13 แؚ૚ 磁器 ᆀ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	54
 33 23 ᫛᫡ ৭ֆ ఈ෦໏ʮୢݟ໺ʯ 19$ 後 d

第 164 ਤ 14 แؚ૚ 磁器 ञᆀ ੉戸 ŋ
ඒೱ 64 27 28 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ ֎面文༷　

内面ʮ正फʯ

第 164 ਤ 15 แؚ૚ 磁器 ࿸
੉戸 ŋ
ඒೱ
か

ʵ ʵ ʵ ᫛᫡ છ෇
֎面ࢻ׽文ʮ山
水明ࢵ � ੋਆ山
ʷ � Ӣ再ʷʯܢ

19$ 後 d

第 164 ਤ 16 แؚ૚ 磁器 ࿸ ෆ明 112 59 47 ᫛᫡ 黒৭に近い
છ෇ ֎面山水文ଞ ఈ෦໏ʮ真陶園 � ฏ҆

製ʯ 20$ 前

第 164 ਤ 17 แؚ૚ 磁器 ࿸ ੉戸 	116
 63 36 ᫛᫡ છ෇ ֎面৭ࢴ	ക文
・
文ࡩ

౷੍陶器　ఈ෦໏ʮ੉
�781ʯ

1940d
1945 年

第 164 ਤ 18 แؚ૚ 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	114
 66 37 ᫛᫡ 人଄コόϧ

τ ֎面٠Ֆ文 ఈ෦໏ʮ園山ʯ 19$ 後 d

第 165 ਤ 1 แؚ૚ 磁器 ৠし୆ 146 18 86 ಁ明ᬵ
つまΈ෇　ઠ޸複数
　かえりあり　内面
ཅࠁʮ小ʯ　洋৯器

20$ 前 d

第 165 ਤ 2 แؚ૚ 磁器 ࿸֖
੉戸 ŋ
ඒೱ
か

87 25 ʵ 32 ᫛᫡ ৭ֆ ఱ井ీ文
ాՏ水๐　黒ీ：ತ
Ԝ黒ฌ衛　白ీ：し
ΖちΌん

1933 年 d

第 165 ਤ 3 แؚ૚ 磁器 ࿸֖ ੉戸 ŋ
ඒೱ 32 30 	80
 ᫛᫡ છ෇

ఱ井山水文 � ׽
文　内面口ԑࢻ
文༷ଳཕ文

19$ 後 d

第 165 ਤ 4 แؚ૚ 磁器 ֖物֖ ෆ明 58 13 44 ᫛᫡ છ෇ ఱ井文ࣈ文 19$ 後 d

第 165 ਤ 5 แؚ૚ 磁器 ࿸֖ ෆ明 93 27 38 ᫛᫡ 人଄コόϧ
τ ఱ井ւ࿝文 20$ 代

第 165 ਤ 6 แؚ૚ 磁器 ࿸֖ ං前 ʵ 	15
 ʵ ᫛᫡ છ෇ ఱ井Ֆ౜૲文　
内面文༷ つまΈ໏角࿮ᝰ書体 18$ 後

第 165 ਤ 7 แؚ૚ 磁器 ു֖ ੉戸 ŋ
ඒೱ 	106
 43 	58
 ᫛᫡ ৭ֆ ఱ井文༷ つまΈ໏角࿮ᝰ書体

　どんぶりു 19$ 後 d

第 165 ਤ 8 แؚ૚ 磁器 ෆ明 ඒೱ ʵ ʵ ʵ ΫϩϜ੨磁
ŋ છ෇

౷੍陶器　体෦ཅࠁ
ʮ610�")"ʯ　体෦໏
ʮذ �783ʯ

1940d
1945 年

第 165 ਤ 9 แؚ૚ 磁器 ࿸ ੉戸・
ඒೱ 	104
 51 	32
 ֎面കՖ文 19$ 前

第 165 ਤ 10 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ ʵ ʵ ֎面૭ֆ 	 ౜Ֆ 

文・ྡྷ文 18$ 代

第 165 ਤ 11 แؚ૚ 磁器 ࡼ ං前 111 22 56 છ෇

֎面౜૲文　内
面区ը 	 ౜Ֆ 

文・区ը間	෩ܠ

文　দ஛ക文

18$ 代

第 165 ਤ 12 แؚ૚ 磁器 ਢ֖ٸ ෆ明 44 21 ʵ 56 ʗ 12 ఱ井文༷ 19$ 前 d
第 165 ਤ 13 แؚ૚ 磁器 ֖物֖ ං前 ʵ ʵ ʵ ఱ井૲Ֆ文 18$ 代

第 165 ਤ 14 แؚ૚ 陶器 ࿸ ෆ明 88 47 	40
 ᫛᫡

白ᬵ ŋ ಁ明
ᬵ ŋ 白化হ
土 ŋ ྘ ŋ మ
ᬵ ŋ 黒

֎面文༷ 19$ 後 d
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ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈܘ

	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 165 ਤ 15 แؚ૚ 陶器 ࿸ 京都 ŋ
৴ָ ʵ 	56
 ʵ ᫛᫡ ಁ明ᬵ ŋ మ

ֆ ŋ છ෇ ֎面文ࣈ文ଞ ౵ܗ࿸ 18$ த d
18$ 後

第 165 ਤ 16 แؚ૚ 陶器 ࿸ 京都 ŋ
৴ָ ʵ ʵ ʵ ᫛᫡ փᬵ ŋ ৭ֆ ֎面文ࣈ 18$ 代

第 165 ਤ 17 แؚ૚ 陶器 ࡼ ੉戸 ʵ 	27
 68 ᫛᫡ փᬵ ŋ 黒 ŋ
੺ 内面人物文ଞ ౷੍陶器　ࠁҹʮ品

�180ʯ
1940d
1945 年

第 166 ਤ 1 แؚ૚ 磁器 ࿸ ੉戸 	124
 61 34 ᫛᫡ છ෇ ŋ ৭ֆ ֎面๟႗文・Ֆ
文 ౷੍陶器　ʮ੉ �870ʯ 1940d

1945 年

第 166 ਤ 2 แؚ૚ 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 	37
 33 ᫛᫡ છ෇ ֎面ؙ文 ʮ˘山ʯ 19$ 後 d

第 166 ਤ 3 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	34
 	46
 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸　Ӕ෱ 18$ 前

第 166 ਤ 4 แؚ૚ 磁器 ࿸ ੉戸 102 51 46 ᫛᫡ܕ
ଧ

փᬵ ŋ మᬵ
ŋ మᕶ 内֎面࿇ห文

ྠՖ　౷੍陶器　ࠁ
ҹʮ品 �50ʯ　˞品は
੉戸 ŋ 品໺

1940d
1945 年

第 166 ਤ 5 แؚ૚ 磁器 ࿸ ඒೱ 115 58 47 ᫛᫡ మᬵ ౷੍陶器　ʮذ �81ʯ 1940d
1945 年

第 166 ਤ 6 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 106 53 44 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ・山水
文 ʮ大明年製ʯ 17$ ຤ d

18$ 前
第 166 ਤ 7 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 	98
 54 41 ᫛᫡ છ෇ ֎面஛林文 ʮ大明年˘ 	 製 
ʯ 18$ 前

第 166 ਤ 8 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	40
 42 ᫛᫡ છ෇
֎面文༷区ը �
区ը間Ֆ文　ݟ
Έ文༷ࠐ

ʮ大明˘ 	 ੒ 
 化˘ 	 年 

˘ 	 製 
ʯ 18$ 前

第 166 ਤ 9 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	22
 	44
 ᫛᫡ છ෇ ֎面文༷ ʮ大明年製ʯ 18$ 前

第 166 ਤ 10 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	26
 	22
 ᫛᫡ છ෇
֎面文༷区ը �
区ը間文༷　ݟ
Έ文༷ࠐ 	 Ֆ 


18$ 前

第 166 ਤ 11 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	21
 	38
 ᫛᫡ છ෇ ֎面ؙ文 	 ٠ 
 ʮ大明年製ʯ 18$ 前

第 166 ਤ 12 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	21
 	38
 ᫛᫡
છ෇
͜んにΌく
ҹ࡮

֎面٠文 ʮ大˘ 	 明 
 年˘ 	 製 
ʯ18$ 前

第 166 ਤ 13 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	11
 42 ᫛᫡ છ෇ ʮએ明年製ʯ　֎周Ꮦ
り

17$ ຤ d
18$ 前

第 166 ਤ 14 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	39
 	64
 ᫛᫡
છ෇
͜んにΌく
ҹ࡮

֎面૲Ֆ文　ݟ
Έ五หՖ文ࠐ くらわんか࿸　Ӕ෱ 18$ 前

第 166 ਤ 15 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	36
 	36
 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸　ʮ˘
˘ʯ 18$ 前

第 166 ਤ 16 แؚ૚ 磁器 ࿸ ං前 ʵ 	31
 52 ᫛᫡ છ෇ ֎面૲Ֆ文 くらわんか࿸　ʮ˘
˘ʯ 18$ 前

第 166 ਤ 17 แؚ૚ 磁器 ࿸ ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 	22
 40 ᫛᫡ છ෇ ŋ ྤཨ

ᬵ
ϚーΫೋॏ山ؙܗ࿮

ʮ山ʯ�ʮؙ山園ʯ 19$ 後 d

第 166 ਤ 18 แؚ૚ 磁器 ࡼ ං前 ᫛᫡ છ෇
֎面౜૲文 � ۳
　文ࣃ
内面౜Ֆ文

ುౡ 17$ ຤ d
18$ ॳ

第 166 ਤ 19 แؚ૚ 磁器 ࡼ ෆ明 65 28 29 ᫛᫡ 人଄コόϧ
τ

Έക・দ葉ࠐݟ
文 19$ 後 d

第 166 ਤ 20 แؚ૚ 磁器 ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 84 18 48 ᫛᫡ ৭ֆ Έʮ長ण҇ࠐݟ �	941


ೋ三五五ʯ 20$ 前

第 166 ਤ 21 แؚ૚ 磁器 ࡼ ං前 140 26 71 ଧܕ ΫϩϜ੨磁
ŋ છ෇ 内面葉文 ౷੍陶器　ྠՖఈ෦

໏ʮ༗ �14ʯ
1940d
1945 年

第 166 ਤ 22 แؚ૚ 磁器 ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 115 23 62 ᫛᫡ છ෇ 内面山水文 � ׽

文ࢻ 19$ 後 d

第 166 ਤ 23 แؚ૚ 磁器 ࡼ ੉戸 ŋ
ඒೱ 125 24 56 ᫛᫡ છ෇

内面口ԑ文༷ଳ
ࣼ֨子文　ࠐݟ
Έ山水文 � ࢻ׽

ྠՖ 19$ 後 d

第 167 ਤ 1 แؚ૚ 磁器 ࡼ ෞذ ʵ 11 96 ᫛᫡
ϊリタέ　ఈ෦Ϛー
ΫՖྠ ŋ १ʮ4Lʯ� 角
࿮ʮذ 1163ʯ

20$ த d

第 167 ਤ 2 แؚ૚ 磁器 ࡼ Ѫ஌ ʵ 	17
 116 ᫛᫡ 内面Ֆ文 ϊリタέ　ఈ෦Ϛー
ΫՖ ʮྠ.ʯ�ʮ+"1"/ʯ20$ ॳ d

第 167 ਤ 3 แؚ૚ ࣭ߗ
陶器 ࡼ 石川 	224
 28 103 ᫛᫡ ֎面Ֆ文

日ຊ࣭ߗ陶器ג式ձ
ࣾ　ྠՖఈ෦ϚーΫ
*30/4T0/E$)*/"�
ϚーΫର面௽

ʮ,"/";"8"ʯ�
ʮ/*110/,04)*
ʵ T46T0,* $P��
."%E */ +"1"/ʯ

20$ ॳ d

第 167 ਤ 4 แؚ૚ 磁器 փࡼ 小૔ 112 22 64 東洋陶器ʮT0:0T0,*ʯ
�ʮ,0,63"ʯ�ʮ+"1"/ʯ20$ ॳ d

第 167 ਤ 5 แؚ૚ 磁器 ᆵ ෆ明 27 41 25 34 ᫛᫡
ත୻ܗ：ʮוমʯ　ཪ

ʮ˘˘ʯ�ʮ΍っ͜ � ి
	84
 ۝ീീ࿡ʵീʯ

第 167 ਤ 6 แؚ૚ 磁器 ළ ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 45 45 ᫛᫡ ʮذ 690ʯ　ウςφ 20$ த

第 167 ਤ 7 แؚ૚ 磁器 ֖物 ෆ明 81 50 51 ᫛᫡ܕ
ଧち మᬵ ֎面文ࣈ文ʮ෱

࿣णʯ ീ角ܗཅࠁ 20$ 代
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種 地࢈

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯

	NN


ఈܘ
ްΈ
	NN


最大෯
つまΈܘ

	NN


੒ٕܗ
法

文༷
ᬵༀ

ֆ෇のٕ法
胎土 文༷内༰ උ考 年代

第 167 ਤ 8 แؚ૚ 磁器 ֖物
੉戸 ŋ
ඒೱ
か

83 60 46 ᫛᫡ ΫϩϜ੨磁 体෦ཅࠁ౜Ֆ �
ʮつ΅うにʯ ৯品༰器 19$ 後 d

第 167 ਤ 9 แؚ૚ 磁器 ළ
੉戸 ŋ
ඒೱ
か

25 183 57 ᫛᫡ છ෇ ʮװ山ʯ 19$ 後 d

第 167 ਤ 10 แؚ૚ 磁器 ළ
੉戸 ŋ
ඒೱ
か

	24
 185 63 ᫛᫡ છ෇ ʮ原ฏʯ 19$ 後 d

第 167 ਤ 11 แؚ૚ 磁器 ළ ੉戸 ŋ
ඒೱ 22 145 45 64 ᫛᫡ છ෇ ʮ原ฏʯ 19$ 後 d

第 167 ਤ 12 แؚ૚ 磁器 Ֆළ ෆ明 61 127 55 70 ᫛᫡ ΫϩϜ੨磁 ֎面角࿮໢代文 角ܕ 20$ 代

第 168 ਤ 1 แؚ૚ 陶器 ᆵ ෆ明 84 122 58 108 ᫛᫡
֎面షり෇け文
	 山 
�ʮ日ຊΞϧ
ϓスʯ

মきకめ ŋ 金࠼ 20$ 前 d

第 168 ਤ 2 แؚ૚ 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ 41 194 67 84 ᫛᫡ փᬵ փ 体෦྽఺ఝ書　

屋号ʮ内定ʯ
18$ 後 d
19$ 前

第 168 ਤ 3 แؚ૚ 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ 33 204 62 79 ᫛᫡ փᬵ փ 体෦྽఺ఝ書　

屋号ʮ舎ʯ
18$ 後 d
19$ 前

第 168 ਤ 4 แؚ૚ 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ ʵ ʵ ᫛᫡ փᬵ փ 体෦྽఺ఝ書　

屋号山ܗʮ੺ʯ
18$ 後 d
19$ 前

第 168 ਤ 5 แؚ૚ 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ 115 70 ᫛᫡ փᬵ փ 体෦྽఺ఝ書　

屋号ʮ定ʯ
18$ 後 d
19$ 前

第 168 ਤ 6 แؚ૚ 陶器 徳利 ੉戸 ŋ
ඒೱ ʵ ʵ ʵ ᫛᫡ փᬵ փ 体෦ϔラ書ʮຊʯ 18$ 後 d

19$ 前

第 168 ਤ 7 แؚ૚ 陶器 ළ ෆ明 ʵ 101 45 合わܕ
せ

మᬵ ŋ ࿴փ
ᬵ 19$ 後 d

第 168 ਤ 8 แؚ૚ 陶器 ֖ ෆ明 51 29 64 ʗ 14 ᫛᫡ ಁ明 ŋ మֆ
ŋ ྘

ఱ井文༷　つま
Έ֎周෤ಒ文 20$ 代

第 168 ਤ 9 แؚ૚ 陶器 水஫ ෆ明 72 105 62 111 ᫛᫡ ಁ明 ŋ మ྘
ŋ ྘

֎面文༷　಑෦
下൒࿇ห文 20$ 代

第 168 ਤ 10 แؚ૚ 陶器 ༰器 ඒೱ 47 38 46 ಁ明ᬵ ౷੍陶器　ఈ෦ཅࠁ
໏ʮذ �674ʯ

1940d
1945 年

第 168 ਤ 11 แؚ૚ 土器 さな ෆ明 136 27 144 ೕԫ
白 年代ෆৄ

第 169 ਤ 1 แؚ૚ 陶器 ࿸ ං前 ʵ 	30
 56 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ୶փ
ԫ׊

京ম෩陶器　
ఈ෦໏ࠁҹʮਗ਼水ʯ

17$ 後 d
18$ ॳ

第 169 ਤ 2 แؚ૚ 陶器 ᆀ ෆ明 54 39 30 ᫛᫡ փᬵ ŋ ࿴փ
ᬵ ୶փ 18$ 代

第 169 ਤ 3 แؚ૚ 土器 ౮明डࡼ 100 23 44 ड෦ 64 ᫛᫡ ಁ明ᬵ ఈ෦ࢳ੾ࠟ

第 169 ਤ 4 แؚ૚ 陶器 ᆵ֖ ੉戸 ŋ
ඒೱ 64 16 42 ᫛᫡ ೕԫ

白
ఈ෦ࢳ੾ࠟ　মきక
め 17$ 後葉

第 169 ਤ 5 แؚ૚ 陶器 ᙈ ੉戸 ŋ
ඒೱ 113 84 66 ᫛᫡ మᬵ ଙ太ᙈ　ఈ෦ࢳ੾ࠟ 18$ ຤ d

19$ 前

第 169 ਤ 6 แؚ૚ 磁器 ਢٸ 三ॏ 65 52 56 110 ᫛᫡ ৭ֆ
ສ古　金࠼・黒・྘・
੺　体෦໏ࠁҹ角࿮

ʮᤈ古ʯ
19$ 後 d

第 169 ਤ 7 แؚ૚ 土器 かわらけ

第 169 ਤ 8 แؚ૚ 土器 মԘᆵ ʵ 41 52 ൘࡞り ׊ 体෦ࠁҹ角࿮ʮ˘˘
ҏ৫ʯ

17$ 後 d
18$ 前

第 169 ਤ 9 แؚ૚ 土器 মԘᆵ ʵ ʵ ʵ ൘࡞り ׊ 体෦ࠁҹ角࿮ʮઘभ
˘˘ʯ

17$ 後 d
18$ 前

第 169 ਤ 10 แؚ૚ 土器 মԘᆵ ʵ ʵ ʵ ൘࡞り
体෦ࠁҹʮϚーΫ山
�ʮ正ʯܗ ˘˘˘ࡖ �
˘˘ʷʯ

17$ 後 d
18$ 前

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 器種

Ϟνーϑ

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN
 උ考

第 169 ਤ 11 แؚ૚ 人ܗ 37�1 ʵ ੺子࠲り
第 169 ਤ 12 แؚ૚ 動物ܗ ޅ ʵ ʵ ಄のΈ
第 169 ਤ 13 แؚ૚ 動物ܗ Ԑ ʵ ʵ إ
第 169 ਤ 14 แؚ૚ 建଄物 ᛿ ʵ ʵ ఈ෦ઠ޸　᛿正面தԝにఱਆ　ཪ面にʮఱʯのઢࠁ　Ωラ෇着
第 169 ਤ 15 แؚ૚ ۩؝ 32 28 ᫛᫡　植໦ു　口ԑંԑ　ఈ෦ࢳ੾ࠟ
第 169 ਤ 16 แؚ૚ ۩؝ 	32
 29 ᫛᫡　植໦ു　口ԑંԑ　ఈ෦ࢳ੾ࠟ
第 169 ਤ 17 แؚ૚ 器物 ట面子 23�2 ʵ ଧ面Ϟνーϑෆ明
第 169 ਤ 18 แؚ૚ 器物 ట面子 22�1 ʵ ଧ面Ϟνーϑෆ明
第 169 ਤ 19 แؚ૚ ܕ ఱਆ 50�1 84�5 ಑のΈのܕ

第 25 ද　แؚ૚ 土製品ࢿࡌܝྉ
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ᶙ　遺構と遺物

ਤ൛番号 出土
遺構 種別 ࣭ࡐ

長さ
	 મܘ 

	NN


高さ
	 ܘ޸ 

	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 169 ਤ 20 แؚ૚ Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 25�6 5�4 1�7 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636 ഁଛ
第 169 ਤ 21 แؚ૚ Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�7 5�7 2�4 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636
第 169 ਤ 22 แؚ૚ Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 24�6 6�1 3�2 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636 എ文ʮ文ʯ
第 169 ਤ 23 แؚ૚ Ӭ௨ๅ（古）׮ ಔ 26�5 ʵ 0�9 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636 ഁଛ
第 170 ਤ 1 แؚ૚ Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 23�2 6�2 2�5
第 170 ਤ 2 แؚ૚ Ӭ௨ๅ（৽）׮ ಔ 25�5 5�2 2�3 ॳர年 	 西ྐྵ 
1636 എ文ʮ文ʯ2 ఺接合
第 170 ਤ 3 แؚ૚ टأ ಔ・真᭦ 53�0 17�8 8�1 ཏӉあり　૷০あり
第 170 ਤ 4 แؚ૚ टأ ಔ 21�3 22�8 1�7
第 170 ਤ 5 แؚ૚ टأ ಔ 28�5 20�2 4�0
第 170 ਤ 6 แؚ૚ टأ ಔ 43�5 	13�2
 6�1
第 170 ਤ 7 แؚ૚ टأ ಔ 50�5 ʵ 3�6
第 170 ਤ 8 แؚ૚ 口ٵ ಔ 74�5 ʵ 8�2 ཏӉあり
第 170 ਤ 9 แؚ૚ 口ٵ ಔ 46�7 ʵ 4�1 ཏӉあり
第 170 ਤ 10 แؚ૚ 口ٵ ಔ 32�1 ʵ 2�6
第 170 ਤ 11 แؚ૚ ϒラシࣃ ʁ 87�2 25�3 30�4 開ด式のέースで௨޸ؾらしき޸が྆面にある
第 170 ਤ 12 แؚ૚ 金۩ ಔ 14�0 33�0 12�3 が྆側にある޸定༻のݻ
第 170 ਤ 13 แؚ૚ Ϙタン ಔ 20�9 21�1 2�2 ʮதʯのΤンϘス
第 170 ਤ 14 แؚ૚ ৣ剤έース Ξϧϛ 40 ʵ 4�3 ʮॅ༑化学גۀ޻式ձࣾʯʮωΦンϩέ˙ʯ
第 170 ਤ 15 แؚ૚ ೺ख ಔ 34�1 71�9 20�3

ਤ൛番号 出土
遺構 器種 石ࡐ

長さ
長࣠
	NN


෯
୹࣠
	NN


ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 170 ਤ 16 แؚ૚ ౐石 టؠ 92�3 50�2 19�0 113�3 長ํܗの౐石で྆面が࢖༻によってফ໣している　ೈ࣭

ਤ൛番号 出土
遺構 器種

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN


ఈܘ
ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 170 ਤ 17 แؚ૚ 文۩ 26 62 49 101�5 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮొ録ʯʮ.ʯ　ؙળג式ձࣾ 	 式ձؙࣾળδϡンΫಊ書ళג　ݱ 
　ΠンΫ
第 170 ਤ 18 แؚ૚ 文۩ 27 65 54 104 ৭調水৭　口ԑખ　ʮ4�4�4 '06T"*/ 1E/ */,�ʯ　αンΤスສ年චຊฮ　ΠンΫ

第 170 ਤ 19 แؚ૚ ༀ品 13 63 44 61�9 ৭調ແ৭　口ԑખ　ラϕϧยにԫ৭地にۜのඳը　දཪにමཹめঢ়のԑ取り　側面にԣઢঢ়のԜ
ತ　小林製ༀג式ձࣾ　小林タϜシνンΩ

第 170 ਤ 20 แؚ૚ ༀ品 12 121 ˞
42	51
 105�3 ৭調ബ੨྘　口ԑખ　ʮコσνンʯ側面目੝෇　ʮ0),*ʯ　大໦合名ձࣾ 	 式ձࣾג大໦製ༀ　ݱ 


　コσνン 	 めシϩοϓࢭ֏ 


第 170 ਤ 21 แؚ૚ ༀ品 20 226 78 598�5 ৭調׊৭　口ԑԦף　ʮ#L6T04Eʯ　500　7　藤ᖒ༑٢঎ళ 	 Ξスςラス製ༀ　ݱ 
　ϒϧτー
θ 500H ೖ 	 ૖剤ڧ݂ิ 


第 173 ਤ 1 แؚ૚ ༀ品 27 128 50 214�8 ৭調׊৭　口ԑスΫリϡー　ʮ#*0'E3.*/ʯʮ,�)�Lʯ　:　29　ϏΦϑΣϧϛン製ༀג式ձࣾ　
ϏΦϑΣϧϛン 	 ೕەࢎ੔௎ༀ 


第 173 ਤ 2 แؚ૚ ༀ品 11 91 30 41�2 ৭調྘　口ԑખ　ʮ᥂ӷϋϧφーʯ　側面 2 面に׈りࢭめՃڮ　޻ຊέϛΧϧ合ࢿձࣾ　ༀӷϋ
ϧφー 	 ֎༻皮膚ઐ໳ҩༀ品 


第 171 ਤ 3 แؚ૚ ༀ品 12 98 35 51�6 ৭調੨　口ԑખ　ʮ҆川コϩμΠンʯ　҆川ߊӫಊ　҆川コϩμΠン 	 ң௎ༀ 

第 171 ਤ 4 แؚ૚ ༀ品 ー ˞ 77 34 44�8 ৭調ແ৭　T5　" ˍ .
第 171 ਤ 5 แؚ૚ 化হ品 6 132 45 139�3 ৭調੨　口ԑスΫリϡー・スϙΠτঢ়　ʮ,/,ʯ4　ג式ձࣾΧωΧ
第 171 ਤ 6 แؚ૚ 化হ品 15 125 65 194�3 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʓにԦ　̐

第 171 ਤ 7 แؚ૚ 化হ品 21 165 86 365�5 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　19　ఈ෦ཅࠁ � 日ຊ঳子ϚーΫ　༄屋ϚーΫ　,　ג式ձࣾ༄屋ຊ
ళ　ϔΞτχοΫ

第 171 ਤ 8 แؚ૚ 化হ品 21 141 ˞
32	52
 151�4 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮΞΠσΞ˘ʯ　ג式ձࣾ高ڮ東洋ಊ 	 式ձࣾコンςスג　ݱ 
　ΞΠσΞϧ

化হ品
第 171 ਤ 9 แؚ૚ 化হ品 5 84 40 88�5 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ040.E ELE("/$E )"*3 ʵ 0*Lʯʮҙঊొ録ʯ

第 171 ਤ 10 แؚ૚ 化হ品 9 56 21 29�2 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　தԝに四角ਲ਼ঢ়の˖　˖֎周にԁ環ঢ়に 6 つのʮ山ʯのようなϚー
Ϋ

第 171 ਤ 11 แؚ૚ 化হ品 55 55 56 170�1 ৭調白　口ԑスΫリϡー　ʮ,*/T4636 1E3'6.E3: $0�, LT%� ."%E */ +"1"/ 54**ŋʯ̎　金௽
߳水ג式ձࣾ 	 式ձࣾϚンμϜג　ݱ 
　化হΫリーϜ

第 171 ਤ 12 แؚ૚ 化হ品 24 63 28 86�8 ৭調白　口ԑスΫリϡー　Ֆ௴ϚーΫ　ג式ձࣾࢿ生ಊ
第 171 ਤ 13 แؚ૚ 化হ品 42 62 43 136 ৭調白　口ԑスΫリϡー
第 171 ਤ 14 แؚ૚ 化হ品 ー ˞ 18 44 12�2 ৭調ਂ྘ఈ෦Ϛーϒϧ　ʮΧωϘウʯ　৊෵๰੷ג式ձࣾ 	 式ձࣾΧωϘウ化হ品ג　ݱ 


第 171 ਤ 15 แؚ૚ 化হ品 20 53 34 45 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ʮ.BLF ʵ VQ #BTF L*26*% '06/%"T*0/ʯʮ,JTT .FʯʮT)E 
*4E)"/ ˍ $0�,LT%�ʯʮ1"T 127230ʯ　ג式ձࣾҏ੎൒　,*44.E　リΩοドϑΝンσーシϣン

第 171 ਤ 16 แؚ૚ 化হ品 45 42 46 66�4 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー
第 171 ਤ 17 แؚ૚ 化হ品 22 65 40 61�1 ৭調ແ৭　口ԑખ
第 171 ਤ 18 แؚ૚ 化হ品 65 58 74 242�7 ৭調白　口ԑスΫリϡー

第 172 ਤ 1 แؚ૚ ৯品 ー ˞ 44 40 39�8 ৭調ແ৭　4�(�' ϚーΫ　ౡా঳子製࡞所 	 式ձࣾג東洋ガラス　ݱ 
　ΞンΧーάラス 	 ৯ྉ品
٧の代༻༰器؈ 


第 172 ਤ 2 แؚ૚ 調ຯྉ 21 76 33 59�4 ৭調ബ੨྘　口ԑスΫリϡー
第 172 ਤ 3 แؚ૚ 調ຯྉ <22> <85> 34 79�5 ৭調ബ੨྘　口ԑスΫリϡー　金属த֖ 	 ޸ 1 つ 
 ෇
第 172 ਤ 4 แؚ૚ 調ຯྉ ー ˞ 40 30 11�1 ৭調ແ৭　ʮוমʯ　וমのたれ

第 172 ਤ 5 แؚ૚ ҿྉ 42 130 50 283�7 ৭調ແ৭　口ԑ֖ࢴ　อূϚーΫ　ʮશೕʯʮ180D�D�ʯʮ東京อূڇೕ။ࣾʯ　? にτ　2　東京อ
式ձࣾגೕڇূ 	 式ձࣾגઇҹϝάϛϧΫ　ݱ 
ೕڇ　

第 26 ද　แؚ૚ 金属製品ࢿࡌܝྉ

第 27 ද　แؚ૚ 石製品ࢿࡌܝྉ

第 28 ද　แؚ૚ ガラス製品ࢿࡌܝྉ
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ਤ൛番号 出土
遺構 種別 長さ

	NN
 ෯ 	NN
 高さ
	NN
 ໦取り 樹種 උ考

第 173 ਤ 13 แؚ૚ ಔ൘෇着໦ย 66�5 36�0 20�0 ൘目取り ෆ明 ໦ࡐにԊって L 定される　ಔ൘のްさݻにಔ൘がࣈ 0�5NN

ਤ൛番号 出土
遺構 器種 長さ 	NN
 ෯ 	NN
 උ考

第 173 ਤ 14 一ׅ ϒラシࣃ 150�4 12�5 ʮ࿐ໟʯ　/P�1　ʮ東京　ࢿ生ಊ　ۜ࠲ʯ　Ֆ௴ϚーΫ　ג式ձࣾ　ࢿ生ಊ
第 173 ਤ 15 一ׅ ϒラシࣃ 98�7 22�7 ʮT3"%E ."3,ʯ　ʮT063*4T T00T) ʵ #364)ʯܞଳ༻ંり৞Έ式ࣃϒラシ
第 173 ਤ 16 一ׅ ֖ ֎֖ 35、内֖ 25 ʵ ʮ1"TE/T +"1"/ 88847 E/(L"/% 367844 6�4�" 2008620 '3"/$E 732570ʯ�72

ਤ൛番号 出土
遺構 器種 長さ 	NN
 ෯ 	NN
 ްさ 	NN
 特௃

第 152 ਤ 1 ࠨ แؚ૚ უ下ବ 	119
 	106
 	56
 黒ࣈでʮT0:0)"4) ˘　+"1"/ʯとϓリンτされている。
第 174 ਤ 1 แؚ૚ ؙ瓦 293�5 137�8 ʵ ֎ද面黒化　胎土փ　Ԝ面ૈい෍目ࠟ
第 174 ਤ 2 แؚ૚ 瓦ؙݢ ʵ 150�2 ʵ 玉ԑ側に޸ 2 つ
第 174 ਤ 3 แؚ૚ ฏ瓦 ʵ ʵ ʵ 胎土փ　֎面金Ӣ฼ཻ　Ԝ面ޫ沢　Ԝ面৚ઢ　四角࿮にʮࣲ˘ 	 ౠ 
ʯ

第 174 ਤ 4 แؚ૚ ؃൘ 300 90 ϰΝΠΦリン　Ϛンドリン　ϐΞϊ　Φϧガン　Ϊター　セϩ　˘੾教त � 市ి大௩
町ఀཹ所前ۼ � 正ଇԻָӃ

第 174 ਤ 5 แؚ૚ ガΠシ 60 88 60 ؙに ,　1951
第 174 ਤ 6 แؚ૚ ガΠシ 62 82 29 ˘˘特۝　ڐ四ീീ三　۝四ീീ四 � ొ録঎ඪ �:�10ɽ"ɽ250ɽ7
第 174 ਤ 7 แؚ૚ ガΠシ 60 42 44 1"250ɽ3"1257ɽ　T0,　1"Tɽ/0ɽ165778
第 174 ਤ 8 แؚ૚ ࿨式大ศ器 	100
 	32
 ࣋ちखܘ 28 陶器　金Ӆし上෦࣋ちख　Ֆ౜૲文のޖਢֆがࢪされている　19$ 後 d

ࣸਅ �1ɿ2号Ҩߏग़౔　౔੡඼ʢݘʣ
　　　　ʢୈ 116 ਤ �7ɿ173 ทʣ　　　

ࣸਅ �2ɿ21 号Ҩߏग़౔　੨ಔ੡ෆ໌ԁܗ
　　　　౵੡඼ʢୈ 116 ਤ �7ɿ173 ทʣ　　

ਤ൛番号 出土
遺構 器種

口ܘ
長さ
	NN


器高
෯ 	NN


ఈܘ
ްさ
	NN


ॏ量
	H
 උ考

第 172 ਤ 6 แؚ૚ ҿྉ 20 188 48 266�4 ৭調ແ৭　口ԑખ　ʮϞʯঢ়の׈りࢭめ　ʮશೕ一合ೖʯ　4　ڇೕ

第 172 ਤ 7 แؚ૚ ҿྉ 20 225 52 444 ৭調ബ੨྘　口ԑԦף　ʮొ録঎ඪʯ　大日ຊഴञ 	%/#
 ϚーΫ　˓に・　ʮ大日ຊᴁञג式။ࣾ
製଄ʯ　੕に˓に・　6　大日ຊഴञג式ձࣾ　Ϗーϧ

第 173 ਤ 1 แؚ૚ 日༻品 16 151 48 242 ৭調ແ৭　日ຊ༉脂 	 4/　ݱ ϑΝーϑΝ ŋ δϟύンג式ձࣾ 
　χοαンセϒン 	 ચ剤 

第 173 ਤ 2 แؚ૚ 日༻品 47 43 50 81 ৭調੨྘　口ԑスΫリϡー　ʮ日ۺృ࿆ʯ　日ۺృ࿆　ۺΫリーϜ
第 173 ਤ 3 แؚ૚ ৯器 53 39 44 62�7 ৭調ബ੨྘
第 173 ਤ 4 แؚ૚ 調ཧ器۩ 38 26 20 31�9 ৭調ແ৭　くちばしঢ়の஫口෇　಑෦を一周するԣઢ　ʮ5 瓦ʯ
第 173 ਤ 5 แؚ૚ ৯器 81 25 60 95�8 ৭調ബ੨
第 173 ਤ 6 แؚ૚ ෆ明 37 100 45 157�2 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　,�T　ʮ21	 一ͣࣈつඛܗに囲まれている 
ʯ̓
第 173 ਤ 7 แؚ૚ ෆ明 28 58 30 48�6 ৭調ແ৭　口ԑスΫリϡー　ᦅ᥼ࡿのϚーΫ
第 173 ਤ 8 แؚ૚ ෆ明 15 58 27 41�1 ৭調Φリーϒάリーン　口ԑખ
第 173 ਤ 9 แؚ૚ ෆ明 33 39 40 66�2 ৭調白　口ԑҹ᝷֖
第 173 ਤ 10 แؚ૚ ෆ明 ˞ 80 ˞ 69 21 83�7 ৭調ԫ྘　ఈ෦に 3 ॏの 6 ঢ়の溝あり　ϒラοΫラΠτ൓Ԡあり　ウランガラス製品ࣈ

第 29 ද　แؚ૚ ໦製品ࢿࡌܝྉ

第 30 ද　แؚ૚ 合੒樹脂製品ࢿࡌܝྉ

第 31 ද　แؚ૚ ෦ࢿࡌܝࡐྉ



˞ 公益財団法人 徳川ᴈ明ձ 徳川林੓࢙ڀݚ所

	1
　ຊ調査地に関わるઌ行の文࢙ݙྉの調査には、੿ߘᾜʮʮ小石川植物園ʯの土地利༻に関する歴࢙的มભʯ（東京大学埋蔵
文化財調査室編・発行ʰ東京大学構内遺跡調査ڀݚ年報̑ʱ2006 年、所収、172 ʙ 210 ท）、੿ߘᾝʮ小石川御殿とそ
の跡地の利༻ʕ北୺෦தԝについてʕʯ（東京都埋蔵文化財センター編・発行ʰ文京区 小石川植物園内֋௩・原町遺跡ʕ
日ຊۜ行ຊళ原町家଒ྈ地఺における埋蔵文化財発掘調査ʕʱ2020 年、所収、417 ʙ 436 ท）がある。ຊߘではมભに
ついては主に੿ߘᾜにͮجき、そのଞにґڌする৔合はமを෇す。

	2
下ʯのうݩ ձਤ書館σδタϧコレΫシϣン。なお調査地の৔所をඳくֆਤがʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 ್रࠃ立ࠃ　
ちʮ小石川白山御殿跡և川小໺ࣉ御༬御ༀ園、᥷川૬໛守、高井石ݟ守屋ฯ、ණ川明ਆࣾ地、御࿫ํ大縄地、ଖ֎小屋ฯ
ล೭෦ʯ（以下、ʮԊֵਤ書̖ʯ）と、ʮ同 ್र ݩ上ʯのうちʮ小石川白山御殿跡৽屋ฯ、同所大௨・த௨、小原町小屋ฯ
ล೭෦ʯ（以下、ʮԊֵਤ書̗ʯ）にわたり、Ԋֵਤ書̖では東୺෦、Ԋֵਤ書̗では南西୺தԝ෦にඳかれる。したがっ
て第̏ʙ 12 ਤにԊֵਤ書̖、第 13 ʙ 16 ਤにԊֵਤ書̗をࡌܝして以下ซせてࢀরする。

ᶚ　分析

1　原町西遺跡の江戸時代における土地利༻

渋谷 葉子˞

͸͡Ίʹ

　ຊߘは、文京区原町西遺跡（以下ʮ調査地ʯ）に関わる文࢙ݙྉの調査である。まͣはその江戸時

代における土地利༻のมભを文ݙ・ֆਤ࢙ྉによって明らかにし
ᾇ

、さらに発掘調査で検出された遺

構・遺物を౿まえて、千川上水と瘡守稲荷についてड़΂る。

　なお土地利༻と所࣋者のมભはʮ屋敷地所࣋者มભʯ（第̍ද）、所࣋者の履歴はʮ屋敷地所࣋者履歴ʯ

（第̎ද）、૬ରସによる土地のतडはʮ屋敷地૬ରସ一ཡʯ（第̏ද）にまとめ、ࢀরしつつߘをਐめる。

̍ɽॴ࣋ऀͱ౔஍ར༻ͷมભ

1� 館林藩小石川下屋敷

　調査地は、まͣ׮Ӭ 19 ʙ 20 年（1642 ʙ 1643）の༷૬とされるʮ江戸શਤʯ（第̍ਤ）によれ

ば小石川村ʮඦ੏地ʯであったが、̑҆ܚ年（ঝԠ1652・ݩ）、ঝԠ̐年（明ྐྵ1655・ݩ）と׮文 ・̎

̕年（1662・1669）の̐ճにわたり、小石川村ඦ੏地のうちが三代ক܉徳川家ޫの四உで館林藩主

であった٢ߝに下ࣀされて、一ଳに同藩の小石川下屋敷となった。͜うして武家地としての土地利༻

が࢝まり、ນ຤まで続く。

　小石川下屋敷の௶数はෆৄͩが、શ๴は׮文 11 年（1671）のʮ৽൘江戸֎ֆਤʯ（第̎ਤ）のʮؘ

林࠻૬殿ʯにΈるように޿大な敷地で、̑҆ܚ・ঝԠ̐年に༩えられた南෦が֓Ͷ殿舎΍ఉ園౳を༴

したいわΏる御殿ۭ間、׮文̎・̕年にఴ地された北෦が֓Ͷ家ਉのॅډ౳がઃけられたいわΏる٧

人ۭ間、という土地利༻ͩったと考えられる。

　調査地については、敷地北෦の٧人ۭ間のうちであったとਪ定される。それをؚむʮ御෎内৔຤ԟ

ؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯ
ᾈ

のʮԆๅ年த೭ܗʯ（1673 ʙ 1681、第̏・13 ਤ）では、一ଳにʮؘ林殿ʯと

してඳくのΈͩが、後ड़のようにその内෦は藩࢜らのۭॅډ間が޿がっていた΋ようである。
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年月日 西ྐྵ ֆਤ・࢙ྉ名 西 東

Ӭ׮ 19 ʙ 20
年

1642
ʙ 43 江戸શਤ ඦ੏地

文׮ 11 年 1671 ৽൘江戸֎ֆਤ ؘ林࠻૬殿
（徳川٢ߝ）

Ԇๅ年த 1673
ʙ 81

御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 
Ԇๅ年த೭ܗ

ؘ林殿
（徳川٢ߝ）

ఱ࿨年த 1681
ʙ 84

御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 
ఱ࿨年த೭ܗ 小屋敷

࿣ݩ 11 年 1698 御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 
ܗ࿣十一ಪ年೭ݩ ಓ・御殿޿

正徳̏年 1713 御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 
正徳三າ年ࠒ೭ܗ ಓ・御殿跡地޿

正徳̐年
̏月ր日 1714 屋敷渡༬ֆਤূ文 ˞ഈྖ 250 ௶

（近ܟ）ฏ࣍تຊڮ
˞ഈྖ 250 ௶

大前ଙฌ衛（ॏ৬）

正徳̐ʙ̒年 1714
ʙ 16

御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 
正徳四ޕ年・同五ະ年・同࿡
ਃ年೭ܗ

（近ܟ）ฏ࣍تຊڮ 大前ଙฌ衛（ॏ৬）

อ̎年ڗ 1717 御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 
ܗอೋಫ年೭ڗ （周ܟ）ീ郎تຊڮ 大前ଙฌ衛（ॏ৬）

อ̓年ڗ 1722 御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 
ܗอࣣಪ年೭ڗ （周ܟ）ീ郎تຊڮ 大前ଙฌ衛（ॏ৬）

อڗ 18 年
̒月̎日 1733 屋敷渡༬ֆਤূ文 ˞ࠩ上

（周ܟ）ീ郎تຊڮ
อڗ 18 年
10 月̔日 1733 屋敷渡༬ֆਤূ文 ˞༬地 250 ௶

大前٢十郎（๪࣍） 大前٢十郎（๪࣍）

อڗ 18 年
11 月 16 日 1733 屋敷渡༬ֆਤূ文 ˞ഈྖ 250 ௶

土山ਙ五郎（ণ紀） 大前٢十郎（๪࣍）

年ݩԆ׮ 1748 御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 
Ԇڗ五ୢ年೭ܗ 土山צ（ϚϚ、ਙ）五郎（ণ紀） 大前٢十郎（๪࣍）

ๅྐྵ̎年 1752 御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 
ๅྐྵೋਃ年೭ܗ 土山ਙ十郎（紀時） 大前࣍۽郎（๪明）

明࿨̑年
̕月 26 日 1768 ૬ରସ御書ෟ書ൈ ˞૬ରସ 200 ௶

小川長十郎（ܚ߁）
地࢒˞ 50 ௶

大前࣍۽郎（๪明）
҆Ӭ̐年

正月 22 日 1775 屋敷渡༬ֆਤূ文 ˞ࠩ上
土山ਙ十郎（紀時）

҆Ӭ̐年
10 月 29 日 1775 屋敷渡༬ֆਤূ文 ˞ഈྖ 125 ௶

௽ాॳ三郎
˞ഈྖ 125 ௶

໦村周蔵（ޫٳ） 小川長十郎（ܚ߁）

ఱ明̓年
10 月 1787 御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 ˞上地

௽ా٢ݯ郎
ఱ明̔年
̔月̓日 1788 屋敷書ൈ ˞ഈྖ 125 ௶

ฏాܙ十郎
੓̓年׮

̓月 28 日 1795 ૬ରସ御書ෟ書ൈ ˞૬ରସ 125 ௶
小林ࣣ郎ӈ衛໳（正武）

੓̕年׮
̑月 1797 御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 ˞上地

大前ଙฌ衛（๪明）
੓̕年׮
̑月ր日 1797 屋敷渡༬ֆਤূ文 小川長ࠨ衛໳（ߕ߁） ˞༬地 50 ௶

小川長ࠨ衛໳（ߕ߁）
੓̕年׮

̓月 16 日 1797 ૬ରସ御書ෟ書ൈ ˞૬ରସ 200 ௶
ӂ山徳࣍郎（ڷ޿）

文化̒年
̑月 11 日 1809 屋敷書ൈ ˞༬地 50 ௶

ӂ山֎記（ڷ޿）
文化̕年
̔月̑日 1812 屋敷書ൈ ˞ഈྖ 50 ௶

ؙ山Ԟӈ衛໳
文੓ݩ年

̓月 14 日 1818 ૬ରସ御書ෟ書ൈ ˞૬ରସ 50 ௶
小川༐ീ

ఱอ̏年
12 月 29 日 1832 ඃ下屋敷૬ରସ੾௶ֆਤ書ൈ ˞૬ରସ

堀ాਙฌ衛
ՅӬݩ年

̓月 16 日 1848 ૬ରସ御書ෟ書ൈ ˞૬ରସ 200 ௶
渡ลҏฌ衛

ՅӬ̓年
10 月 1854 御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書 

当時೭ܗ ฏాॱ೭ॿ 小林দ೭৏ 渡ลҏฌ衛 小川₩೭ॿ

҆੓̏年 1856 諸޲地面取調書 なし

ഈྖ屋敷
小石川白山御殿跡

125 ௶
小林দ೭৏
地守ෟஔ

ഈྖ屋敷
小石川白山御殿跡த௨り

200 ௶
渡ลҏฌ衛

地守ෟஔ、当分小川町一
௨り小ී੥大Ԭฌ五郎ڮ

ํ同ډ

ഈྖ屋敷
小石川白山御殿跡

50 ௶
小川₩೭ॿ
地守ෟஔ

Ԡ年間ܚ 1865
ʙ 68 江戸ֆਤ̏号 ฏ˙ॱ˙ 大村⇀ࣣ郎 長谷川ຢ三郎 த内˙˙衛໳

明治̒年 1873 第四大区ᔗ݊地ਤ（十小区） （ແ番地、ۭ白）
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第 3 ද　屋敷地૬ରସ一ཡ

ୈ 1ਤ　ʮʢށߐશਤʣʯʢ׮Ӭ 19 ʙ 20 ೥ɺ෦෼ʣӓڭࢢ٩ҭҕһձॴଂ

ୈ 2ਤ　৽൘ށߐ֎ֆਤʢ׮จ 11 ೥ɺ෦෼ʣࠃཱࠃձਤॻؗॴଂ

ᴷ 271 ᴷ

ᶚ　分析

Ґஔ 年（西ྐྵ）月日 所࣋者 屋敷種別 ৔所 ௶数 ֫ಘ者

西側 ੓̓年（1795）׮
̓月 28 日

小林ࣣ郎ӈ衛໳ഈྖ屋敷四谷஥町 417 ௶ 御代׭໦村周蔵（ޫٳ）
໦村周蔵ഈྖ屋敷小石川白山御殿跡 125 ௶ 小ී੥૊南෦主੫支഑小林ࣣ郎ӈ衛໳（正武）

東側 明࿨̑年（1768）
̕月 26 日

大前࣍۽郎ഈྖ屋敷白山御殿跡 250 ௶のうち 200 ௶ 西ؙ御書Ӄ番小ּ原ӽத守૊小川長十郎（ܚ߁）
小川長十郎ഈྖ屋敷ਆా三Տ町 500 ௶ Ԟ御ӈච大前࣍۽郎（๪明）

੓̕年（1797）׮
̓月 16 日

ӂ山徳࣍郎ഈྖ屋敷小日޲石੾ڮ 340 ௶ 御書Ӄ番দฏ内ঊ಄૊小川長ࠨ衛໳（ߕ߁）
小川長ࠨᦱ໳ഈྖ屋敷小石川白山御殿跡 200 ௶ 小ී੥戸ాத務支഑ӂ山徳࣍郎（ڷ޿）

文੓ݩ年（1818）
̓月 14 日

ؙ山ສ٢ഈྖ屋敷小石川白山御殿跡 50 ௶ 御ී੥ํվ໾小川༐ീ
小川༐ീഈྖ屋敷౬ౢఱਆதࡔ下 60 ௶༨ 御ୋ໺ํؙ山ສ٢

ఱอ̏年（1832）
12 月 29 日

堀ాਙฌ衛ഈྖ屋敷小石川࿇Ֆࡔࣉ 400 ௶のうち 150 ௶ ӂ山小ീ郎
ӂ山小ീ郎ഈྖ屋敷小石川白山御殿跡 200 ௶ 堀ాਙฌ衛

ՅӬݩ年（1848）
̓月 16 日

Ճ藤ࠨ内ഈྖ屋敷小石川白山御殿ࡔ上ԣ町 60 ௶ 大御番ٺ໦周๷守૊堀ాਙฌ衛
渡ลҏฌ衛ഈྖ屋敷市谷ݩୋঊ町 150 ௶༨ 小ී੥૊Ԭ村උ後守支഑Ճ藤ࠨ内
堀ాਙฌ衛ഈྖ屋敷小石川白山御殿跡த௨ 200 ௶ 小ී੥૊௡ామ太郎支഑渡ลҏฌ衛



	3
　ຌྫによればֆਤの前に記されているそのઆ明書きをʮ文ஊʯとݺশしているので、ຊߘは͜れに฿った。
	4
　Ԋֵਤ書̗のఱ࿨年தの΋ようを記した文ஊはʮ（前ུ）ӈ御殿地χ૬੒ީ࢒地、当所御屋ฯ跡地೭内χ前々⾕ॅډདྷީ者、

ଖວ屋ฯഈྖいたしީّ༩૬ݟ、ఱ࿨年த೭ࠒ者同所೭内෉々ಓ敷༗೭、名前ෆৄ小屋ฯ（後ུ）ʯとあり、Ԋֵਤ書̖
と同༷に土地利༻がల開をした͜とが確認される。

	5
　ਂ井խւ著ʰ徳川ক܉੓治ྗݖのڀݚ （ɦ٢川߂文館、1991 年）、166 ʙ 167 ท。
	6
　そのม༰のશ๴は前ܝம 	 ̍
 ੿ߘᾜ、ਤ̑・̒（176 ท）をࢀর。なお྆ਤはʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯの関܎

項目のֆਤをච者が合੒して࡞੒した΋のである。
	7
　文京ふるさと歴࢙館所蔵。

	8
　前ܝம 	 ̍
 ੿ߘᾝ、ਤ̒ʮ小石川御殿北୺囲៴ࢪઃਪ定໛式ਤʯ（433 ท）ࢀর。

2� 小石川御殿࢒地

　Ԇๅ̔年（1680）̑月̒日、٢ߝはܑで四代ক܉家ߝのڈࢮにより五代ক܉となり、館林藩主は

その長子、徳দがܧいͩ。館林藩の小石川下屋敷はཌఱ࿨ݩʙ̎年（1681 ʙ 1682）の൒ばまでの

間に、֓Ͷ南෦がນ෎の小石川御殿（俗শʮ白山御殿ʯ）にస׵された。一ํ北෦の調査地のลりは

ʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯの文ஊ
ᾉ

によれば、ʮӈ御殿地χ૬੒ީ࢒地೭内χ前々よりॅډདྷީ

者、ଖວ屋ฯഈྖいたしީّ༩૬ݟ、ఱ࿨年த೭ࠒ者同所೭内χ෉々ಓ敷༗೭名前ෆৄ小屋ฯʯとあ

り、小石川下屋敷で小石川御殿にならなかった࢒地は、そ͜に前々からॅډしてきた者がそのまま屋

敷をഈྖしたようで、ఱ࿨年த（1681 ʙ 者ෆৄの小屋敷ͩॅډはそれͧれಓ敷にԊったࠒ（1684

ったというのである
ᾊ

。

　小石川下屋敷にॅډしてきた者とは当વ館林藩࢜で、したがってഈྖ者はそれらという͜とになる。

ນ෎が屋敷地を༩えるのは原ଇとして大名・ນਉにݶられ、ജਉである館林藩࢜΁の下ࣀはมଇ的ͩ

が、同藩主の徳দはক٢ߝ܉の世子で、それ΁࢓える藩࢜は江戸৓西ؙに࢓ۈしてক܉世子ෟのນਉ

同༷のଘ在ͩったといい
ᾋ

、そうしたཧ༝によるાஔとΈられる。

　͜のようにして調査地は、館林藩࢜のഈྖ屋敷にస׵した。前にҾいたʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵ

ਤ書ʯの文ஊによれば、ʮఱ࿨年த೭ܗʯ（第̐・14 ਤ）でʮ小屋敷ʯとある֗区が館林藩࢜のॅډ

Ҭとཧղされ、その文ݴからすると小ن໛な屋敷がಓに面してฒんでいたようすが૝定される。それ

らは館林藩࢜がॅډしてきた屋敷をそのままഈྖした΋のといい、したがって小石川下屋敷時代の٧

人ۭ間の༷૬をཹめていたՄೳੑ΋考えられる。

　そしてఱ࿨̏年（1683）Ӟ̑月 28 日、館林藩主徳川徳দが຅した。݁Ռ同藩は廃ࢭされて、藩

࢜の΄とんどがນਉに編ೖされた。つまり館林藩࢜のॅډした小屋敷はນਉのॅډにస׵し、͜͜に

おいてജਉのഈྖ屋敷地というมଇ的なঢ়گがղফされた。͜うして調査地΋ນਉのഈྖ屋敷地とい

うҐஔ෇けとなった。

3� 小石川御殿・޿ಓ

࿣ݩ　 11 年（1698）、小石川御殿が北およͼ西側に大きく֦ுし、その北側屋敷境にԊって৽たにʮ޿

ಓʯが敷ઃされた
ᾌ

。調査地は͜の֦ுҬにؚまれて、所在した屋敷地はঌし上͛られた。そのҐஔ

はʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯのうちʮݩ࿣十一ಪ年೭ܗʯ（第̑・15 ਤ）でいえば北西の角ล

りで、֓Ͷが޿ಓとなった。さらに南側の一෦は御殿地にస׵したが、小石川御殿は周囲に堀と土ډ

がնっていた͜とがֆਤから明らかとなっており、そのͻとつʮ小石川御殿ਤʯ（第 23 ਤ）
	7


によ

れば堀口 10 間・ਂさ̏間の堀と高さ̎間の土ډ（෯ෆৄ）はݘ૸と土ญを伴う大ن໛な΋ので 	8
、
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	9
　ʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯのʮڗอೋಫ年೭ܗʯ・ʮڗอࣣಪ年೭ܗʯと΋に西側屋敷地にはʮڮຊتീ郎ʯ、つまり
とΈޡࡨอ̔年（1723）̏月̑日の͜とでڗ੓ॏम諸家ේʯによれば૬続は׮周の名が記されているが、ʮܟ近の࣍代ܟ
られる。

。ઃに関わる༻地になった΋のとΈられるࢪಓ内側の御殿地෦分は֓Ͷそうした޿

　小石川御殿はক٢ߝ܉とその家଒らのอཆ΍ںԠの৔であるとと΋に、޿大なༀ園΍いわΏる生ྨ

࿁れΈのྩをडけてௗྨのசཆࢪઃがઃけられるなど、٢ߝの੓治੓ࡦの࣮ફ৔としての機ೳがあっ

たが、ๅӬ̐年（1707）̐月 21 日の世子家એの๚໰を最後にক܉΍その家଒らが๚れる͜とはな

くなり、そして同̒年（1709）正月 10 日、٢ߝが຅して生ྨ࿁れΈのྩが廃されると、ࣂ育動物

は଎΍かに์たれてசཆࢪઃとしての機ೳ΋ࣦった。

　その後の小石川御殿は、࢑くは奉行がஔかれてԹଘされたが、正徳̏年（1713）̐月 19 日に廃

ࠒがܾ定した。当時の調査地をؚむ周ลの༷૬はʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯのʮ正徳三າ年ࢭ

೭ܗʯ（第̒ਤ）にݟるとおりͩが、͜れより間΋なく殿舎౳の建築物は取りյされて、囲៴してい

た堀΍土ډは埋め立てられ、޿ಓは大෯にڱめられた͜とが、࣍にड़΂る΋ようからਪ察される。

4� 小石川御殿跡

　そして小石川御殿およͼ޿ಓの跡地は、大名・ນਉのഈྖ屋敷地として利༻される͜とになり、廃

定のܾࢭ 10 ϲ月後、正徳̐年（1714）̎月 19 日から下ࣀが࢝まり、同̒年（ڗอ1716・ݩ）̏

月̕日までの間に大小 113 චの屋敷地となった。調査地をؚむ一ଳはʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯ

のʮ正徳四ޕ年・同五ະ年・同࿡ਃ年೭ܗʯ（第̓ਤ）のようになり、調査地は北西角の̎චに当る。ʮ屋

敷渡༬ֆਤূ文ʯによれば、͜ れらは正徳̐年̏月ր日にضຊ 20 名に下ࣀされた屋敷地のうちで（第

18 ਤ）、ഈྖ者は西側がڮຊتฏ࣍（ܟ近）、東側が大前ଙฌ衛（ॏ৬）であった。྆屋敷地と΋௶

数は 250 ௶、間口・Ԟ行はʮ屋敷渡༬ֆਤূ文ʯのֆਤにΈるとおりͩが、同ਤによれば޿ಓは大

きくॖ小して෯̐間のಓ敷（௨শʮ小石川白山御殿跡大௨ʯ）となり、また޿ಓԊいには堀と土ډが

෯ 10 数間にわたってあった͜とから、ڮຊの屋敷地は΄΅શҬ、大前の屋敷地は南側の͝く一෦を

আき、޿ಓおよͼ堀・土ډの଄੒地であったとਪ定される。

　ഈྖ者については、正徳̐年に小石川御殿地跡の屋敷地を下ࣀされたضຊはܭ 65 名に上ったが、

その΄とんどがক٢ߝ܉にঌし出され、あるいは࣍代家એのক܉家ཆ子ೖりに伴ってນਉとなり྆人

の側近くに࢓える໾৬にあったが、その廃໾΍ݮһによりແ໾となって小ී੥ೖりした者というڞ௨

の履歴があり、ڮຊと大前΋そうした者であった（第̎ද、後ड़̎-2ʲ࿨ా૔御༻屋敷の瘡守稲荷ʳ

。（রࢀ

5� ນਉ屋敷

　͜のように調査地はນਉ屋敷地となり、以後ນ຤まで利༻される͜ととなった。その所࣋者のมભ

と土地の分ׂについて、以下西側・東側に分けてॱにΈていく（第̍දࢀর）。

ʲ西側ʳ

　当ॳのഈྖ者であるڮຊܟ近から、その࣍代تീ郎（ܟ周）がҾきܧいͩが（第̔・̕ਤ）
ᾏ

 、

小石川金ਿԣ町௨高井十ࠨ衛໳上地 222 ௶とのҾきସえがڗอ 18 年（1733）̒月̎日にڐՄされ
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	10
   ʮ屋敷渡༬ֆਤূ文ʯ（ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン）。
	11
   ʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯのʮԆڗ五ୢ年೭ܗʯの西側屋敷地にはʮ土山צ三郎ʯと記されており（第 10 ਤ）、ʮਙʯ

をʮצʯとޡࡨした΋ようである。
	12
   同上。

ると同時に上地されて
ᾐ

 、同年 10 月 18 日に東隣の屋敷地所࣋者大前٢十郎（๪࣍）の༬地となり（第

19 ਤ）、間΋ない同年 11 月 16 日に土山ਙ五郎（ণ紀）΁下された（第 20 ਤ）。土山はഈྖ当時は

支഑צ定を務める御家人で、ݩ文̑年（1740）̒月 22 日にضຊに取り立てられた。その所࣋は続

き（第 10 ਤ）
֏

、຅後は࣍代ਙ十郎（紀時）がҾきܧいͩ͜とが確認されるが（第 11 ਤ）、දೋ番

町原ా໻ӈ衛໳上地のうち 250 ௶とのҾきସえが҆Ӭ̐年（1775）正月 22 日にڐされて上地とな

り
ᾒ

、同年 10 月 29 日には北・南 125 ௶ͣつにೋ分ׂされて、北側が௽ాॳ三郎΁、南側が໦村周

蔵（ޫٳ）΁、それͧれ༩えられた（第 21 ਤ）。྆人はී੥໾を務める御家人であった。

　それから北側の屋敷地はఱ明 7 年（1787）10 月、ཧ༝はෆৄͩが௽ాより上地となってཌఱ明̔

年（1788）̔月̓日にฏాܙ十郎がഈྖした。ฏా΋またී੥໾を務める御家人であった。そして

下ったՅӬ̓年（1854）10 月のʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯのʮ当時೭ܗʯにʮฏాॱ೭ॿʯ（第

12・16 ਤ）、またܚԠ年間（1865 ʙ 1868）の༷૬とΈられるʮ江戸ֆਤ̏号ʯに一෦判ಡෆೳな

がらʮฏ˙ॱ˙ʯとݟえ（第 17 ਤ）、ນ຤までฏాの所࣋が続いた΋のと考えられる。

　一ํ南側の屋敷地は、׮੓̓年（1795）̓月 28 日に໦村ޫٳよりضຊ小林ࣣ郎ӈ衛໳（正武）

΁૬ରସでৡ渡されて（第̏ද）、その後はՅӬ̓年 10 月のʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯのʮ当

時೭ܗʯにʮ小林দ೭৏ʯとあり（第 12・16 ਤ）、҆੓̏年（1856）ࠒນ෎࡞੒とされるʮ諸޲地

面取調書ʯで΋同人が所࣋しており、正武の֫ಘ以དྷ小林家が代々所࣋してきた΋のとΈられる。た

ͩしʮ同ʯによれば調査地の小石川白山御殿跡 125 ௶はʮ地守ෟஔʯ、すなわち所࣋はした΋ののډ

ॅはしていなかった͜とが判明する。そしてܚԠ年間のʮ江戸ֆਤ̏号ʯになるとʮ大村⇀ࣣ郎ʯの

名が記されており（第 17 ਤ）、時期・ํ法はෆৄͩが、ضຊ大村⇀ࣣ郎の所࣋すると͜Ζとなった

΋ようである。

ʲ東側ʳ

　当ॳのഈྖ者である大前ॏ৬から࣍代٢十郎（๪࣍）、࣍۽郎（๪明）と所࣋をҾきܧいͩ΋よう

ͩが（第̓ʙ 11 ਤ）、๪明のとき、明࿨̑年（1768）̕月 26 日に੾௶૬ରସによって 250 ௶のう

ち 200 ௶をضຊ小川長十郎（ܚ߁）にৡ渡して、大前は 50 ௶の所࣋を続けていた。しかしそれが׮

੓̕年（1798）̑月に上地されて、同月ր日に隣地の所࣋者小川長ࠨ衛໳（ߕ߁）に༬けられた（第

22 ਤ）。͜のとき࡞੒されたʮ屋敷渡༬ֆਤূ文ʯのֆਤから、੾௶૬ରସで大前が࢒した所࣋地は

北東角の 50 ௶であった͜とが判明する。

　一ํ小川ܚ߁が֫ಘした 200 ௶は࣍代ߕ߁にҾきܧがれたが、׮੓̕年̓月 16 日ضຊӂ山徳࣍

郎（ڷ޿）に、ఱอ̏年（1832）12 月 29 日にضຊ堀ాਙฌ衛に、ՅӬݩ年（1848）̓月 16 日に

はضຊ渡ลҏฌ衛に、Կれ΋૬ରସにより所࣋者がਪҠし（第̏ද）、以後はՅӬ̓年 10 月のʮ御

෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯのʮ当時೭ܗʯ（第 12・16 ਤ）、҆੓̏年ࠒのʮ諸޲地面取調書ʯと΋

渡ลの所࣋が確認される。たͩしʮ同ʯによればʮ地守ෟஔʯでॅډはしていなかった。そしてܚԠ

年間のʮ江戸ֆਤ̏号ʯではʮ長谷川ຢ三郎ʯの名が記されており（第 17 ਤ）、時期・ํ法はෆৄ

ᴷ 274 ᴷ



	13
   千川上水については東京学ܳ大学近世࢙ڀݚձ編ʰ千川上水・༻水と江戸・武蔵໺ （ɦ名著出൛、2006 年）で種々検౼
　　されている。うち第ೋষ・山୺ึʮ千川上水の開ઃʯと第四ষ・古谷߳ֆʮ千川上水と江戸の町ʯはຊߘと࢙ྉ΍ࢹ఺が
　　ॏなると͜Ζがগなくない。
	14
   h 上水記ʱרീ（ࠃ立公文書館σδタϧΞーΧΠϒ）のうちʮ千川上水೭事ʯ。
	15
   ࿅അ区立石ਆ井公園ふるさと文化館所蔵ʮ千川家文書ʯ291。
	16
   ʮ屋敷渡༬ֆਤূ文ʯ・ʮ屋敷書ൈʯ（ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン）。

ͩがضຊ長谷川ຢ三郎に所࣋がҠ行していたようである。

　さて北東角の 50 ௶については、׮੓̕年̑月の大前よりの上地後は࢑く隣地の所࣋者である小川・

ӂ山の༬地となっていたが（第̍ද）、文化̕年（1812）̔月̑日になってؙ山Ԟӈ衛໳がഈྖする

͜ととなった。ؙ山は御ୋ໺ํを務める御家人であった。そして文੓ݩ年（1818）̓月 14 日、૬

ରସによりؙ山から小川༐ീにৡ渡された（第̏ද）。小川΋またී੥ํվ໾を務める御家人で、そ

の後はՅӬ̓年 10 月のʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯのʮ当時೭ܗʯ（第 12・16 ਤ）、҆੓̏年

地面取調書ʯと΋にʮ小川₩೭ॿʯの所࣋となっており、༐ീ以དྷ小川家の所࣋が続いた޲のʮ諸ࠒ

とΈられる。たͩしʮ諸޲地面取調書ʯによればʮ地守ෟஔʯでॅډはしていなかった。そしてܚԠ

年間のʮ江戸ֆਤ̏号ʯでは一෦判ಡෆೳながらʮத内˙˙ӈ衛໳ʯの名がݟえ（第 17 ਤ）、時期・

ํ法はෆৄͩが所࣋者がத内๭にҠ行していた΋ようである。

̎ɽҨߏɾҨ෺͔ΒΈΔ౔஍ͱར༻

1� 小石川御殿と千川上水
֑

ʲඳかれた上水ඉと遺構ʳ

　発掘調査では、小石川御殿を囲៴した堀跡と堀΁の取水口に関わるとΈられる遺構が検出された。

小石川御殿の堀は水堀で、千川上水をҾいた΋のであった͜とは஌られている。

　前ड़のように、調査地は֓Ͷ小石川御殿北西角の内・֎に当る。ʮ小石川御殿ਤʯ（第 23 ਤ）のそ

のลりのඳࣸには、޿ಓのと͜Ζに御殿の堀にಥき当たるฏ行ઢとʮ水ಓ、上ϋಓʯの記ࡌ、さらに

その続くઌ、堀の内側に୹いฏ行ઢとʮᗢ΁出ʯの記ࡌがある。すなわちʮ水ಓʯとは千川上水でฏ

行ઢはそのඉઢとΈられ、͜れが޿ಓの地下を௨って堀側面のʮᗢʯに出ていた΋ようをඳいたとཧ

ղされ、͜のֆਤから調査地が、҉ڎでҾ水した千川上水の堀΁の落ち口に当った͜とがվめて認ࣝ

される。

ʲ千川上水の֓要ʳ

　ນ෎ී੥奉行上水ํを務めた石໺޿௨が׮੓̏年（1791）に࡞੒したʰ上水記ʱによれば、千川

上水は五代ক٢ߝ܉の代、ݩ࿣̕年（1696）にॳめて出དྷした小石川御殿・౬ౡ੟ಊ・東ӥ山（׮

Ӭࣉ）・ઙ૲御殿（ઙ૲ࣉ）΁の上水で、อ谷৽ాから૥י村まで̑ཬ 24 町（約 20ᶳ）の白堀（ૉ

掘りの開ڎ）ͩったという
ᾔ

。そして૥י村からはඉ（҉ڎ）で、江戸市தのຊڷ・౬ౡ・֎ਆాか

ら下谷・ઙ૲ลりにまでڅ水した。

　そのྲྀ路の֓Ͷはʮ千川上水江戸෎内ֆਤʯ（第 24 ਤ）から஌る͜とができる。͜のֆਤは当ॳ

より千川上水のී੥と؅ཧに当った千川家に఻དྷした
֓

。ඳࣸ内༰からその年代は、٢঵ࣉཪखにあ

るʮ御ୋ৔ʯは೻ຏࠃඣ路藩ࡗ原家のۨࠐ千ବ໦林近所̍ສ௶の上地がڗอ̎年（1717）̐ 月 16 日、

御ୋঊ಄戸ా五ॿ・小܀長ӈ衛໳૊に御ୋ෦屋御༻屋敷として渡された΋ので
֔

、したがって͜れが
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	17
   ʮ屋敷渡༬ֆਤূ文ʯڗอ̐年̏月̎日・̐月̕日෇。೦のためʮ׮੓ॏम諸家ේʯでֆਤに記名された武家、ܭ 31 の
　　うちॏ複̑・ʮ׮੓ේʯແ記̍ࡌをࠩしҾいた 25 名を調΂た݁Ռ、ڗอ̎ʙ̐年の間の׭৬・डྖ名がֆਤ記ࡌ名とᴥᴪ
　　する者は̏名にཹまり、したがってਪ定した年代はଥ当といえる。
	18
   文京区教育ҕһձ編ʰ東京都文京区 ༄沢家ۨࠐ屋敷（࿡ٛ館・࿡ٛ園）跡 第̐地఺ʕ文京区立࿡ٛ公園ӡ動৔؅ཧ౩վ
　　築事ۀに伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ʕ （ɦ文京区、2020 年）は千川上水の࿡ٛ園΁のྲྀ路検౼に当り͜のਤを༻いるが、
　　小石川御殿にవわる文ࣈಡղٴͼ年代をຊߘのݟղとҟにしている（113 ʙ 114 ท）。
	19
   前ܝம 	15
ʮ千川家文書ʯ279。なお͜のֆਤはʰ東京市࢙ߘ 上水ร 第一ʱにʮ正徳຤ࠒϊ上水ਤʯ（正徳̑年̒月ʙڗ
　　อ̏年 10 月）としてࡌܝされている。
	20
   ࿅അ区立石ਆ井公園ふるさと文化館副館長渡邉Յ೭氏より͝教ࣔを௖いた。
	21
   大দᱍ一h 千川上水三ඦ年のಾを௥う （ɦ東京ۜ࠲出൛ࣾ、1996 年）は小石川御殿΁の水ےのݱ代をʮ旧தઋಓ（地蔵௨り）
　　かその西側の（தུ）高୆にԊって南ϔਐΈ、十文ࣈ高ߍ（北大௩三丁目）あたりから、千石三・四丁目の境քลを௨り、
　　文京区立十தのํから堀΁Ҿかれたʯ（30 ท）とਪ定しており、֓Ͷ白堀分ذ఺と御殿との最୹ڑ཭に合கしておりଥ当
　　とࢥわれる。

上ݶとなる。一ํ下ݶはਤதʮদฏ日޲守ʯとあるઙ૲御໳֎の๛後٩ࠃ築藩দฏ家上屋敷はڗอ̐

年（1719）̏月に上地されてཌ月̕日には町地にస׵しており、そのときとなる。つまり֓Ͷڗอ

̎ʙ̐年の༷૬と判அされる
֕

。

　小石川御殿は͜の年代にはطにఫ廃されており、したがってʮ小石川御殿跡ʯとඳࣸされ、千川上

水΋ʮ小石川御殿΁水ے、୞ࠓ૬ݒりෆਃީʯと当時は௨水していなかったࢫが記されている
֖

。

ʲ小石川御殿΁水ےのҐஔʳ

　小石川御殿΁ࢸる千川上水の水ےを検౼するため、まͣʮ千川上水江戸෎内ֆਤʯからその周ลを

τレースした（第 25 ਤ）。͜れによれば千川上水は北上したのちத山ಓ南側にԊって間΋なく̏ຊ

に分れ、北から̍ຊ目は్த四角ܗのඳࣸを経て北ํに۶ۂし、த山ಓにԊいのʮ水໺൏人正ʯ（দ

ຊ藩水໺家૥י屋敷）、ʮদฏՃլ守ʯ（Ճլ藩前ా家ۨࠐ屋敷）΄か΁の水ےとなり、͜れが江戸市

த΁のڅ水経路となる（以下、水ےᶃ）。そして̎ຊ目はʮ小石川御殿΁水ےʯ（同ᶄ）、̏ ຊ目はʮ大

谷ʯํ面΁南下する（同ᶅ）。

　࣍にʮ江戸水ಓ഑水ਤʯよりʮ千川上水江戸෎内ֆਤʯのτレース෦分（第 25 ਤ）に該当するൣ

囲を੾り取った（第 26 ਤ）。ʮ江戸水ಓ഑水ਤʯ΋また千川家に఻དྷした、江戸五上水（玉川・ਆా・

੨山・三ా・千川）のྲྀ路をඳいたਤである
֗

。͜れによれば千川上水はத山ಓ南側でʮ千川水໳ʯ

となےしத山ಓԊいのʮ水໺出Ӌ守ʯ、ʮদฏՃլ守ʯ౳屋敷΁の水ۂのඳࣸを経て北に۶ܗͼ四角ٴ

っている。͜͜にඳかれた四角ܗはཷ஑（ʮཷ堀ʯ）をදし、水໳はその上ྲྀ側にあったとΈられる
֘

。

したがって͜͜が開ڎ（白堀）と҉ڎの境目ͩったとཧղされる。そして͜の水ےはʮ千川上水江戸

෎内ֆਤʯの水ےᶃと同一にݟて取れ、つまり水ےᶃの四角ܗ΋ཷ஑をදݱした΋のという͜とがで

きる。

しذᶄについて、第一にそれがཷ஑より上ྲྀで分ےʯである水ےఠしたいのはʮ小石川御殿΁水ࢦ　

ている͜と、第ೋに水ےをそのままԆ長していくとʮ小石川御殿跡ʯの北西෦に行き当る͜とである。

　ઌに第ೋの఺から、堀の上水落ち口が御殿北西෦にあった͜とはʮ小石川御殿ਤʯ（第 23 ਤ）の

ඳࣸと発掘調査での検出遺構から確࣮である。͜れと水ےᶄのඳࣸを考え合せると、千川上水の小石

川御殿ϔの水ےは白堀から分ذした地఺と御殿との最୹ڑ཭を࠾って開ᮓされた΋ようがӐえる
☘☠☟☙
ࠋ

ʲ小石川御殿΁水ےによるڅ水ʳ

　そして上でࢦఠした第一、水ےᶄがཷ஑より上ྲྀで分ذした事࣮とҙຯは、࣍ の࢙ྉから判明する。
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ୈ 7ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�ਖ਼ಙ࢛ޕ೥ɾ
ಉޒະ೥ɾಉ࿡ਃ೥೭ࠃཱࠃ　ܗձਤॻؗॴଂ

ୈ 5ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻݩ�࿣ेҰಪ೥
　　　　೭ࠃཱࠃ　ܗձਤॻؗॴଂ

ୈ 8ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻڗ�อೋಫ೥೭
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ　ܗ　　　　

ୈ 6ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�ਖ਼℄ࡾາ೥߲
　　　　೭ࠃཱࠃ　ܗձਤॻؗॴଂ

ୈ 3ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�Ԇๅ೥த೭ܗ
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ�　　　　

ୈ 4ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�ఱ࿨೥த೭ܗ
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ�　　　　

ᴷ 277 ᴷ

ᶚ　分析



ୈ 9ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻڗ�อࣣಪ೥೭
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ　ܗ　　　　

ୈ 10 ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�Ԇୢޒڗ೥೭
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ　ܗ���　　　　

ୈ 11 ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�ๅྐྵೋਃ೥೭
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ　ܗ���　　　　

ୈ 12 ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�౰࣌೭ܗʢՅ
　　　　���Ӭ̓೥ʣ　ࠃཱࠃձਤॻؗॴଂ

ୈ 13 ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�Ԇๅ೥த೭ܗ
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ���　　　　

ୈ 14 ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�ఱ࿨೥த೭ܗ
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ���　　　　
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ୈ 15 ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻݩ�࿣ेҰಪ೥
　　　　���೭ࠃཱࠃ　ܗձਤॻؗॴଂ

ୈ 16 ਤ　ޚ෎಺৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤॻ�౰࣌೭ܗʢՅ
　　　　���Ӭ̓೥ʣ　ࠃཱࠃձਤॻؗॴଂ

	22
   前ܝம 	15
ʮ千川家文書ʯ241。
	23
   ๅӬ̐年、૥י村より上ྲྀの村ํからの୰願によりᕲᕱ༻水として分水が認められた。
	24
   Ҿ༻ʬ࢙ྉʭதのʮ（தུ）ʯ෦分にはʮ૥ཷיϝ堀ʯよりઌのڅ水Ҭがུ֓的に記されており、それはʮ千川上水江戸෎内ֆਤʯ
　　にࣔされたڅ水Ҭに֓Ͷ合கする。

ʬ࢙ྉʭʮ千川上水録ʯ
☘☠☠☙

のうちʮ千川上水ಓ古དྷ御༻χࣕ૬ݒりਃީ御৔所、ኂ御武家ࣉ・ ・ࣾ町 ・ํ

　　　　໺ํ分水೭書上ʯ

　（前ུ）

　一、૥י村水口஛戸ඉ、村数合ςरࣣϲ村、御ྖ・ࠑ、ڞྖࢲ町൓ඦ੊༨、ࠑ分水ඦ四रീ࠽、

　一、小石川御殿御堀江૬ֻりީ戸ඉ内法 < ұई್ੇχұई್ੇ 、࠽分水ඦ四र四ࠑ、<

　一、૥ཷיϝ堀⾕ຊڷ四丁目຦大௨、町間ຌ五र町ఔ、ࠑ分水ඦ۝र್࠽ < ұई್ੇχұई࿡ੇ >、

　（தུ）

　一、ӈ೭௨、໺ล村ํ江૬ֻりީ分水ඦ四रീ࠽、

　一、小石川御殿江૬ݒりީ分水ඦ四र四࠽、

　一、江戸೭内江૬ֻީ分水ඦ۝र್࠽

　（後ུ、下ઢҾ༻者）

　͜れは千川上水の分水͝と、水口のඉの内法とڅ水量を書き上͛た箇所である。ݟる΂きは下ઢ෦

で、分水をʮ໺ล村ํʯ、ʮ小石川御殿ʯ、ʮ江戸೭内ʯのॱに区分して記していると͜Ζである。ʮ໺

ล村ํʯは૥י村より上ྲྀの村ํ
☘☠☡☙

、ʮ小石川御殿ʯは文ࣈ௨り、ʮ江戸೭内ʯは૥י村ཷ஑より下

ྲྀの江戸市தの͜とで、つまり上ྲྀから下ྲྀ΁、分ذしたॱに記しており、したがってʮ江戸೭内江

૬ֻީ分水ʯとは別に、それより上ྲྀにʮ小石川御殿૬ݒりީ分水ʯの水口がઃけられていたとಡΈ

取れる。ʮ江戸೭内江૬ֻީ分水ʯは水ےᶃに૬当し
☘☠☢☙

、それより上ྲྀで分ذするʮ小石川御殿江૬

。ᶄに౳しいと判அされるےりީ分水ʯは水ݒ

　΋うͻとつݟる΂きはڅ水量で、ʮ໺ล村ํʯは 148 約）࠽ 267 リοτϧ）、ʮ小石川御殿ʯは 144 約）࠽

260 リοτϧ）、ʮ江戸೭内ʯは 192 約）࠽ 350 リοτϧ）とある。ʮ໺ล村ํʯは 17 箇村 100 ੊༨（約

̍ສ㎡）のᕲᕱを࿫い、ʮ江戸೭内ʯはʮ千川上水江戸෎内ֆਤʯにݟるような޿い市தを५すに଍
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ୈ 17 ਤ　ށߐֆਤ̏号ʢܚԠ೥ؒɺ෦෼ʣࠃཱࠃձਤॻؗॴଂ

ୈ 18 ਤ　ਖ਼ಙ̐೥݄̏ր೔෇�԰ෑ౉༬ֆਤূจʢڮຊۙܟɾେલॏ৬ഈྖʣτϨʔεਤ　ࠃཱࠃձਤॻؗॴଂ
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ୈ 19 ਤ　ڗอ 18 ೥ 10 ݄̔೔෇�԰ෑ౉༬ֆਤূจ
ʢڮຊܟप্஍େલ๪࣍༬ΓʣτϨʔεਤ
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ

ୈ 21 ਤ　҆Ӭ̐೥ 10 ݄ 29 ೔෇�԰ෑ౉༬ֆਤূจ
ʢ౔্࣌لࢁ஍௽ాॳࡾ࿠ɾ໦ଜޫٳഈྖʣ
τϨʔεਤ　ࠃཱࠃձਤॻؗॴଂ

ୈ 20 ਤ　ڗอ 18 ೥ 11 ݄ 16 ೔෇�԰ෑ౉༬ֆਤূจ
ʢڮຊܟप্஍౔ࢁণلഈྖʣτϨʔεਤ
ձਤॻؗॴଂࠃཱࠃ

ୈ 22 ਤ　׮੓̕೥݄̑ր೔෇�԰ෑ౉༬ֆਤূจ
ʢେલଙฌӴ্஍খ઒ߕ߁༬Γʣ
τϨʔεਤ　ࠃཱࠃձਤॻؗॴଂ
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ୈ 23 ਤ　খੴ઒఼ޚਤ　จژ;Δ͞ͱྺ࢙ؗॴଂ

ୈ 24 ਤ　ઍ઒্ਫށߐ෎಺ֆਤ　࿅അཱ۠ੴਆҪެԂ;Δ͞ͱจԽؗॴଂ
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ୈ 26 ਤ　ށߐਫಓ഑ਫਤʢ෦෼ʣ　࿅അཱ۠ੴਆҪެԂ;Δ͞ͱจԽؗॴଂ
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	25
   h 御෎内උ考 ר೭四十一 小石川೭一 （ɦࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン）のうちʮ白山御殿੼ʯ。
	26
   ʮ千川一݅ʯ（前ܝம 	15
ʮ千川家文書ʯ21）のうち明࿨̑年（1768）̔月̒日෇ʮ御ۛຯ御ਘ೭झࠨχ御ஊਃ上ީʯ。
　　なお後出の࢙ྉは白山前町千川屋敷ഈྖをݩ࿣年த΍同̕年とするが、༨ޠ古҇のຊڷ御ٷ町屋敷はʮ屋敷渡༬ֆਤূ文ʯ
　　からๅӬݩ年（1704）̓月 27 日に明地をഈྖした΋のと判明、さらにʮ御෎内ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯ（h 江戸৓下มભֆਤ
　　集 御෎内Ԋֵਤ書ʱ第 14・15 原書๪、1986、ר 年）のֆਤによれば、小石川ࢦϲ谷町屋敷（白山前町千川屋敷）はʮݩ
　　࿣十ೋӎ年೭ܗʯまではʮ༨ޠ古҇町屋ʯ、͙࣍ʮڗอ十າ年೭ܗʯからʮ千川屋敷ʯとなり（h 同ʱ第 15 、（ท̕・̓、ר
　　一ํຊڷ御ٷ町屋敷はʮݩ࿣十ೋӎ・同十࿡ະ年೭ܗʯまではʮ明地ʯ、͙࣍ʮๅӬݩਃ年೭ܗʯからʮ༨ޠ古҇町屋ʯと
　　なっており（h 同ʱ第 14 79・77、ר ท）、前のʮ屋敷渡༬ֆਤূ文ʯの内༰と合கする。したがって太ฌ衛の千川屋敷ഈ
　　ྖは、ນ෎࢙ྉによればๅӬݩ年 7 月 27 日以降の͜ととなる。
	27
   前ܝம 	26
ʮ千川一݅ʯのうち明࿨̑年 12 月̎日෇ʮ಻ڪ書෇を以奉ਃ上ީʯ。
	28
   h 御෎内උ考 ר೭四十四 小石川೭四 （ɦࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン）。

る量とΈられるが、小石川御殿΁の水量にൺすと前者は大ࠩなく、後者΋ 1�3 ഒ΄どにཹまっており、

御殿堀΁のڅ水量がいかにഁ֨であったかというཧղにࢸる。

　すなわち千川上水から小石川御殿΁のڅ水は、ઐ༻の水ےで༏ઌ的かつ大量に確อされていた。͜

れによりʮࡔの内五ஈの୍ありて、石֞より落るありさまϋઈܠ也、ʯ
☘☠☣☙

とݴわしめた؍ܠはݱ出し

たのであった。

ʲ小石川御殿΁水ےのී੥・؅ཧʳ

　千川上水のී੥は主に徳ฌ衛・太ฌ衛が੥けෛい、྆人はそのޭでນ෎からʮ千川ʯ੏を༩えられ、

以後΋྆家で؅ཧ・ӡӦを୲ったとされるが、小石川御殿΁の水ےに関してはඞͣし΋そうではなか

った΋ようが、白山前町千川屋敷にవわる࢙ྉからӐえる。

　まͣ太ฌ衛のଙ、千川޾治郎と江戸町年寄୬屋໾所の໰౴から、ʮ一、小石川ࠩϲ谷町屋ฯ೭ّ、

Կ༁χࣕܭࢲに御ީ࠲哉御ਘχ御ّࠑ、ީ࠲者ݩདྷ御ҩࢣ༨ޠ古҇࿝ഈྖ地χ御ީ࠲ॲຊڷ御ٷ町屋

敷ସ御ࣕީ࠲上リ地χඁ੒ީ間、૆෕太ฌ衛御願ਃ上ഈྖީ࢓༝ঝりਃީʯ
(☠☤


、なͥ小石川ࢦ（ࠩ）

ϲ谷町屋敷（ʹ白山前町千川屋敷）は޾治郎ばかりの所࣋なのかとの୬屋໾所からのਘͶに、͜れは

ҩࢣ༨ޠ古҇のഈྖ屋敷ͩったが同人がຊڷ御ٷ町屋敷΁ସ地となり上地されたので、૆෕太ฌ衛が

願ってഈྖしたとঝ஌していると޾治郎は౴えた。つまり白山前町屋敷は太ฌ衛がࣗらのために願っ

てഈྖし、୯ಠで同家代々が所࣋してきた͜とがわかる。

　さらに޾治郎がນ෎上水奉行にఏ出した書෇にはʮ小石川白山前町千川屋ฯഈྖඁ࢓在ީّ者、ݩ

࿣年த小石川御殿御堀΁御上水૬ݒϲީχ෇ඃ下ஔީ地面ʯ
(☠☥


、白山前町屋敷のഈྖは小石川御殿

堀΁の上水ઃஔにରする΋ので、したがってそのഈྖ者である太ฌ衛が小石川御殿΁の水ےをී੥し

たとղされる。

　Ճえてʰ御෎内උ考ʱのʮ白山前町千川屋ฯʯの項にʮݩ࿣۝子年த千川上水੥ෛ人太ฌ衛༩ਃ者

ഈྖީ࢓ॲ、ଖ後上水御ࠩཹχࣕ上ϲ地χ૬੒、正徳四ޕߕ年ೋ月೓ࣣ日、小石川御殿地上水੥ෛ人

໾屋敷上り地༩૬এ、白山前町名主࿡೭৏江御༬地χඁ੒ީډॲ、ʯ
(☠☦


と、小石川御殿΁の上水ࠩし

ݺめで白山前町屋敷は太ฌ衛より上地され、その後はʮ小石川御殿地上水੥ෛ人໾屋敷上り地ʯとࢭ

ばれたといい、白山前町屋敷は明らかに小石川御殿΁の水ےを୲当する͜とにରして༩えられた໾屋

敷であった。
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	29
   なお太ฌ衛は根௡૜໳前ڮ三ϲ所৽ن・म෮と΋ࣗ分ೖ༻でۈめる͜とを出願して認められ、正徳̐年̏月 22 日に白山
　　前町千川屋敷を໾屋敷として再ͼ下され、以後太ฌ衛家が代々डけܧいͩ（前ܝம 	28
ʰ御෎内උ考ʱのうちʮ白山前町
　　千川屋ฯʯ、ʮ屋敷渡༬ֆਤূ文ʯ）。
	30
   ྫえばຊ所上水の廃ࢭ後にそうした事ྫがΈられる（ʮڗอક要ྨ集ʯ、h 東京市࢙ߘ 上水ร 第一 、ɦ341 ʙ 344 ท）。
	31
   前ܝம 	26
ʮ御ۛຯ御ਘ೭झࠨχ御ஊਃ上ީʯ。
	32
   前ܝம 	14
ʮ千川上水೭事ʯによればڗอ̓年̔月に廃ܾࢭ定、同年 10 月̎日に૥י村白堀ཷがดめられた。なお૥י
　　村より上ྲྀのᕲᕱ༻水෦分（前ܝம 	23
 。に関らͣʮ千川༻水ʯとして続行したࢭ水ఀڅর）は市த΁のࢀ
	33
   同上。
	34
   千川上水は小石川御殿΁のڅ水が第一ٛͩったとのํݟがあるが（前ܝம 	13
 山୺・古谷࿦ߘ 63・127 ท）、御殿΁の

࿣ݩ水は開ᮓから̎年΋後のڅ 11 年で当ॳܭըにはなかったՄೳੑがあり、またड़΂たように上水廃ࢭのܖ機が御殿廃
ઈでなかった͜とからそうとは判அし೉く、むしΖ開ᮓにはՃլ藩前ా家と༄沢٢อがਂく関わったようすが諸࢙ྉにӐ
える。すなわちᶃݩ࿣̕年̑月の着޻時にはຊڷまでのܭըͩった͜と（ʮ御上水Ӭ々御੥ෛ定खܗ೭事ʯ、ʮ千川家文書ʯ1）、
ᶄ開ᮓ経අのෛ୲はʮ御屋ฯํʯ（武家）金 1,393 ྆΄ど、ʮํࣉʯ金̎྆̏分΄ど、ʮ町ํʯ金̓྆̎分΄ど、ʮՃլ守༷ʯ
金 385 ྆΄ど（ʮ千川上水録ʯ、ʮ千川家文書ʯ241）、つまりՃլ藩前ా家が約 46ˋ΋ෛ୲した͜と、ᶅՃլ藩のฏඌ・ۨ
屋敷にҾ水された͜と（hࠐ 東京大学ຊڷ構内の遺跡 山上ձ館・御殿下記೦館地఺ʱ第三分࡭、東京大学埋蔵文化財調査室、
1990 年、15 ท・ʮ千川上水江戸෎内ֆਤʯ）、ᶆݩ࿣̔年̐月、Ճլ藩ۨࠐ屋敷の一෦̐ສ 7,000 ௶が上地されて༄沢٢
อに下ࣀされたཌ年に着޻した͜と、ᶇその༄沢家ۨࠐ屋敷ఉ園ʮ࿡ٛ園ʯにҾ水された͜となどがࠓのと͜Ζݟ出される。
ຊߘの主ࢫに֎れるので͜れ以上ड़΂るのは߇えるが、千川上水開ᮓについては再考の༨地があると考える。

　以上から小石川御殿΁水ےのී੥・؅ཧには、太ฌ衛がઐら当っていた΋のとਪ定される
☬☠☧


。

ʲ小石川御殿と千川上水の廃ࢭʳ

　小石川御殿はطड़のように正徳̏年̐月 19 日に廃ࢭがܾまり、ཌ̐年̎月 19 日には跡地が武家

屋敷地として഑分され࢝めた。その଄੒は堀を埋め立てて行われたのであり、ඞવ的に堀΁のڅ水は

それにઌ立ちࢭめられたഺで、ڪらく白堀からの分水口をด͡るのがその最΋ありಘたํ法ͩったと

考えられる。ඉは掘り出してʮ古ඉʯとしてച٫΍再利༻された事ྫがあり
☬☡☞


、͜の৔合΋そのՄ

ೳੑがある。

　千川上水は͜うして小石川御殿΁のڅ水をऴえたが、江戸市த΁の供څはڗอ̓年（1722）まで

続いてఀࢭした。そのహ຤は千川޾治郎によるとʮ一、正徳四年χ白山御殿御Ҿඃ༡ީಘڞ、ଖ後ڗ

อࣣಪ年຦上水༗೭、ଇಪ年御ෆ༻χඁ੒ީނଖઅ御上水૬ࢭϛਃީ、ʯ
☬☡☟☭

、正徳̐年に小石川御殿

はఫ廃されたが、上水はその後ڗอ̓年までଘ続し、そして同年ෆ༻になったのでその機にఀࢭにな

ったという
☬☡☠☭

ࠋ

の要因は小石川御殿廃ઈではなくࢭอ̓年まで続いたのͩからその廃ڗຯਂいのは、千川上水はڵ　

ʮ御ෆ༻ʯ、つまりນ෎にෆ༻となったからͩとड़΂ている఺である。࣮はڗอ̓年 10 月、千川上水

と同時に੨山・三ా・ຊ所（ُ༗）の̏上水΋ນ໋により廃ࢭされており
☬☡☡☭

つまり͜のとき江戸ࠊ

̒上水のうち玉川・ਆా以֎のʮதڵʯの̐上水は廃ࢭするという੓ࡦの大స׵がਤられたのである。

͜の事࣮を౿まえれば、千川上水廃ࢭのܖ機は小石川御殿廃ઈにではなく、ນ෎੓ࡦにあった͜とは

明白である
☬☡☢☭

。

2� ຊ大前家屋敷の瘡守稲荷ض

ʲ瘡守稲荷のࠟ跡ʳ

　発掘調査で検出された土坑から、大量のΧϫラέとؙい౾ཻ大の土玉が出土した。͜れは小石川御

殿の堀埋め立て後に଄੒された武家屋敷に伴う΋ので、Ґஔは調査地東ํͩった͜とから大前家屋敷
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	35
   ʮ江戸࠭子Թނ名跡ר ࢽ೭三ʯ（京都大学وॏࢿྉσδタϧΞーΧΠϒ）。
	36
   ஜ೾大学ෟ属ਤ書館所蔵、ࠃ書σータϕース。
	37
。ձਤ書館σδタϧコレΫシϣンࠃ立ࠃ   
	38
   h 日ຊޠࠃ大ࣙయ （ɦ小学館）。
	39
   h ৽గ׮੓ॏम諸家ේʱ第ೋ十ೋ（続܈書ྨै׬੒ձ）、19 ʙ 21 ท。
	40
   ʮೳָ࢙֓આʯ（h ᶗ ݴڰ・ೳ ࠲ߨ೾ؠ 、ɦؠ೾書ళ、1987 年）、114 ʙ 115 ท。なおԞ޲番ऺの土ܓ間番と٢ߝ在೚த  
　　に৽ઃされたۅ間番・御࣍番・御近श番΋Ԑָに関わる໾৬であるՄೳੑが高い。
	41
   ࿨ా૔御༻屋敷の機ೳをࣔす࢙ྉはݟ出されないが、大前ॏ৬をؚむԐָに関わり出࢓した者、গなくと΋ 39 名が正徳
　　̐年̏月 29・ր日と̒月̕日に小石川御殿跡に屋敷地を下され（前ܝம 	 ̍
 ੿ߘᾜ、ද̎ʮ正徳̐ʙ̒年小石川御殿跡
　　ഈྖ者一ཡʯࢀর）、間΋ない正徳̐年̕月 13 日に࿨ా૔御༻屋敷が廃ࢭされた͜とから、それがԐָに関わり出࢓した
　　者たちのॅډであったとਪ定される。

に関わる遺構と判அされた。

อڗ　 17 年（1732）ץのʰ江戸࠭子ʱにʮ˓瘡守稲荷　御殿跡、大前ଙฌ衛殿΍しきの௟守也、

小ࣇのإ・かしらなとのでき物、ࠑਆにいのれはふしきのحਸ਼༗、願੒बの時、土団子といふて土を

以たん͝の͜とくまΖめてਆ前にさʍ͙也、΍しきの௟守なれはॳඌ౳かつて੥られす、ʯ
☬☡☣☭

、すな

わち小石川御殿跡の大前ଙฌ衛（ॏ৬）の屋敷にはʮ瘡守稲荷ʯが௟守として᛾られており、子供の

࣪਄の治癒ف願にྶݧがあって、੒ब時は土をͩん͝ঢ়にؙめたʮ土団子ʯを供えるのがशわしであ

ったという。

　以上から出土した土玉は供物の土団子、ΧϫラέはそのࡼとΈられ、かつての大前家屋敷に瘡守稲

荷がଘ在したࠟ跡が認められたのである。

ʲ瘡守稲荷のק੥ʳ

　大ా南੊著ʮ武江൸࠭ ֎編ʯにʮ白山御殿跡瘡守稲荷ʯについて͜うある。ʮๅӬ年த࿨ా૔御༻

屋敷χॅډ೭અ、京都٢ా家೭ࡶঠ屋敷江૬ӽ、ઁ௡ࠃև川瘡守稲荷を屋敷೭௟守χק੥கス、正徳

年தӈ೭御༻΍しき一౷Ҿ෷、白山御殿跡χࣕସ地ഈྖகީઅӈ௟守を΋白山΁Ҡީॲحਸ਼೭ٛ༗೭、

৴ڼ೭者΋༗೭ީ༝೭事、大前氏屋敷ʯ
☬☡☤☭

。

のּ৿稲荷で、h（大阪෎高௬市内ݱ）և川ࠃ੥したのはઁ௡ק　 ઁ௡名所ਤձ 五ʱによればʮ世人

瘡ਆとশして土の団子を供͡、瘡ಟを病΋のԕ近より͜ʍにདྷοてف願す、ּと瘡と܇を௨ͣ、ʯ
☬☡☥☭

、

つまりʮּʯがʮ瘡ʯと同܇のためʮ瘡ਆ（ŜšŜŶ）ʯとݺばれ、ʮ瘡（Ŝš）ʯは皮膚のでき物・ज物΍瘡֖、

瘡ಟ（കಟ）の俗শであり
☬☡☦☭

、そうしたጶױ者が土団子を供えてفったといい、それを大前ॏ৬ࣗ

らがෝき࿨ా૔御༻屋敷のॅډにק੥して、小石川御殿跡΁ସ地のࡍ΋ભしてܮࢀ者にྶݧがあり৴

。を集めたというのであるڼ

ʲ࿨ా૔御༻屋敷の瘡守稲荷ʳ

　瘡守稲荷をק੥したॏ৬は大前家のॳ代で、ๅӬ̑年（1708）̎月 23 日にঌされて五代কߝ܉

٢に࢓えた。h ੓ॏम諸家ේʱにʮॲ࢜にしてԐָのҥ૷着（ŘŢŔřŝŤ）ʯとあり׮
☬☡☧☭

、࿘人からೳの

ԋ者に૷ଋを着せる܎として出࢓したと判明する。٢ߝはೳをҟৗに޷Έ、ྫえばॏ৬が当ॳྻせら

れた࿓下番は大量にঌし๊えたԐָ四࠲（؍世・ๅ生・金߶・金य़）のೳ໾者らのためにఃݩڗ年（1684）

に৽ઃされたԞ޲番ऺで、٢ߝが江戸৓内でݸ人的に࠵すԋೳを務める໾ฑであった
☬☢☞☭

。

　͜うした৬務のありํから、࿓下番らはొ৓にࢸศな࿨ా૔御໳޲かいの御༻屋敷にॅまわされた

とΈられ
☬☢☟☭

、ॏ৬΋その内にॅډを༩えられたため瘡守稲荷はそ͜に᛾られた。たͩし࿨ా૔御༻
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	42
   ࿨ా૔御༻屋敷は、廃ࢭ後の正徳̑年（1715）正月 15 日、দฏ（อՊ）ං後守΁の༬地にࡍして࡞੒されたʮ屋敷渡
　　༬ֆਤূ文ʯのֆਤによれば、໳は̍箇所のΈで長屋とญに囲われていた。
	43
   ʮ谷தࣾࣉ書上 三ʯ（ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン）のうちʮ谷த大ԁࣉʯ。
	44
   ྫえば߂化̏年（1846）に堀ాਙฌ衛が著したʮඈௗ川ʯ（別名ʮ世のたʍͣまͻʯ、ʮ江戸Ԋֵʯ、ʮ堀ాਙฌ衛記ʯ）தʮ谷
　　தの稲荷ʯはޡࡨがਙͩしく、ݱ代の事・ࣙయྨ΋྆ࣾを正しくཧղしてࡌせる΋のはݟ؅のݶり΄΅ない。
	45
   ʮ江戸ࢤ 三ʯ（ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン）。͜れは׮੓年間（1789 ʙ 1801）の੒立という。
	46
   ʮ谷த町ํ書上 શʯ（ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン）のうちʮ谷தײԠࣉத໳前町ʯ。
	47
   前ܝம 	39
ʰ৽గ׮੓ॏम諸家ේʱ第ೋ十、24 ท。
	48
   ʮ再ߍ江戸࠭子Թނ名跡רࢽ三ʯ（ࠃ立ࠃձਤ書館σδタϧコレΫシϣン）。なお前ܝம 	35
 อڗ 17 年ץʮ江戸࠭子Թނ
　　名跡ר ࢽ೭三ʯにはʮּ৿稲荷ʯの記ࡌがなく、それは੒立前ͩったか、以後で΋名所ではなかったためͩΖう。なおお
　　ઋは明࿨̓年（1770）に૔地஧ݟのཆ子੓೭ॿ（ຬࡁ）の࠺となりళをୀいた。

屋敷の敷地のようすから出ೖりは੍約されたと考えられ
☬☢☠☭

、当時の瘡守稲荷が一ൠに開かれた΋の

ͩったかはෆৄである。

ʲ小石川御殿跡屋敷の瘡守稲荷ʳ

　小石川御殿跡にҠసしてからの瘡守稲荷には多くのف願者が๚れたようすが諸࢙ྉから、また発掘

調査から΋Ӑわれ、ࣾはࣗ༝なܮࢀがՄೳなҐஔにあったと૝定される。

　前ड़のように大前家は明࿨̑年̕月 26 日、੾௶૬ରସで小石川御殿跡屋敷 250 ௶のうち 200 ௶

をख์したが 50 ௶は࢒して所࣋し続け、͜れが׮੓̕年̑月に上地となった。そしてʮࣾࣉ書上ʯ

の大ԁࣉの記ࡌにʮ境内҆ஔ稲荷、ଚ٬者ݩ白山御殿大前ଙฌ衛殿屋敷χ҆ஔ、ڈϧ׮੓۝າ年五月

十۝日当ࣉ΁ભ࠲、（தུ）俗χ瘡守稲荷τ奉শ、ʯ
☬☢☡☭

と瘡守稲荷は׮੓̕年̑月 19 日に大ԁࣉにભ

地࢒と明記されている。その年月は࠲ 50 ௶の上地と一கしており、したがって瘡守稲荷は大前家が

所࣋し続けた 50 ௶の地にあったと判அされ、それは敷地北東角でද௨りに面したҐஔであった（第

22 ਤ）。

ʲ瘡守稲荷とּ৿稲荷ʳ

　瘡守稲荷がભった大ԁࣉは大前家の฾ఏࣉで谷தに所在した。そして同͡谷தのײԠࣉ境内にはʮּ

৿稲荷ʯがあり、同܇ながら྆ࣾはى立がશくҟなるに΋関わらͣ、ޡղによりしばしばࠞ同されて

きた
☬☢☢☭

。

　ּ৿稲荷はʰ江戸ࢤʱにʮࠑ稲荷別当御家人૔地ਙࠨ衛໳とӠ、稲荷ࣾの地のΈਙࠨ衛໳の地也、

ଖ以前ۨࠐ೭瘡守稲荷೭別当と૪࿦の事༗しか、ࠑかさ守ϋּϊࣈにてۨࠐの瘡守とϋ別ࣾ也とてਃ

൸ީࡁよし、ࠑ稲荷΋土の団子を以願をかけ願ຬしてถの団子をඋとい΁り、一体ϋײԠࣉの໳前地

の内也、ʯ
☬☢☣☭

とあり、御家人（のちضຊ）૔地ਔࠨ衛໳（஧ݟ）がק੥してײԠࣉ境内आ地に௟࠲し

た͜と
☬☢☤☭

、瘡守稲荷と名শのࠞ同をめ͙り૪った͜と、瘡守稲荷同༷ف願時には土団子を๋͛た͜

とが判明する。

　૔地家は家߁よりその子པએにෟ属され紀भ藩࢜となり、ڗอ̏年（1718）のক٢܉फ฼ড়ԁӃ

の江戸下޲にਵいນਉにྻした૔地文ࠨ衛໳（ຬ๪）の子が஧ݟであった
☬☢☥☭

。すなわちּ৿稲荷の

੒立はそれ以降となる。明࿨̑年ࠒから໳前の水஡屋ݤ屋の່、௨শʮּ৿おઋʯがඒ๴でධ判と

なりּ৿稲荷の஌名౓΋上ったようで、同̕年（҆Ӭ1772・ݩ）ץʰ再ߍ江戸࠭子ʱにʮּ৿稲荷ʯ

の項目がՃචされたが
☬☢☦☭

、ʮ（前ུ）白山にある所の瘡守いなりϋ当ࣾのק੥なりといふ、いつれか

৽古をしらすʯ、瘡守稲荷のק੥ਆはײԠࣉのּ৿稲荷というが、どちらが৽古かはわからないとした。
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͜の記ड़から当時、ּ৿稲荷が瘡守稲荷のجはࣗらͩと主ுしていた͜とがಡΈ取れ、著者は瘡守稲

荷が古くそれはありಘないと஌っていたഺͩが、׶えてその真ِには৮れͣは͙らかしたとղされる。

しかし͜れが݁Ռ的に一ൠにޡࡨを生む一因となり、さらに瘡守稲荷が谷தにભって一૚のࠞཚが生

͡たのではないかとਪ察される。

͓ΘΓʹ

　ຊߘでड़΂た事ฑをまとめておく。ຊ調査地は 17 世紀൒ば以དྷ、一؏して武家地に利༻された。

まͣ館林藩小石川下屋敷の藩࢜ॅډҬから同藩࢜屋敷地、そしてນਉ屋敷地、その後小石川御殿ٴͼ

ったと明らかにし、それͧれの土地利༻のありํをࢸಓとなり、再ͼນਉ屋敷地とมભしてນ຤に޿

考えた。

　発掘調査の੒Ռに関しては、千川上水は小石川御殿΁ઐ༻の水ےでڅ水された͜とをղ明し、その

経路とී੥・؅ཧに考察をՃえ、また小石川御殿と千川上水開ᮓの関ੑ܎΁の再考をଅした。そして

瘡守稲荷のありํを、ק੥したضຊ大前家の履歴と屋敷地のมભを౿まえて明らかにし、同܇の名を

࣋つּ৿稲荷とのޡࡨをটいた要因をՄೳੑとしてࣔした。

ʲँࣙʳ

　ʮ千川家文書ʯのӾཡにあたり、࿅അ区立石ਆ井公園ふるさと文化館副館長渡邉Յ೭༷にたい΁ん

お世࿩になりました。຤ඌながら記してँײகします。
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2　ּ৿稲荷৴ڼ遺構に関する民俗学的考察　

長沢 利明˞

ߏҨڼΕͨ৴͞࢒ʹொ੢Ҩ੻ݪ　̍

　2023 年̑月から 2024 年̏月にかけて࣮ࢪされた原町西遺跡の発掘調査を௨͡、近世江戸でݦ著

な発లをݟせたּ৿稲荷৴ڼのࠟ跡を、明確にとどめる遺構が発ݟされた͜とは、ま͜とに特චす΂

き͜とであったといえる。ּ৿稲荷とはいうまで΋なく、近世த期にര発的にྲྀ行した民間৴ڼਆの

ͻとつで病ؾฏ癒、特にੑ病・皮膚病ฏ癒にઈ大なޮݧのあるਆとされ、あつい৴৺とف願とがそ͜

に寄せられてきた͜とで஌られている。ּ৿のʮּʯとはʮ瘡
ㆉ㆕

ʯに௨͡、ੑ病などによって生͡た皮

膚のあばたの͜とをࢦしているのであるが、それがফえڈる͜と΁のف願のҙをࠐめてʮ瘡
ㆉ㆕

守
㇂㇊

ʯとい

うݴ葉が生まれた͜とになる。それがਆ᛿のࣾ号にあてられた時、ʮּ৿ʯ・ʮ瘡守ʯ・ʮ瘡ޢʯなどと

いった۩合に、さま͟まなද記がなされる͜とになった΋のの、͜͜では一ൠ名শとしてड़΂る৔合

にݶってʮּ৿ʯのද記を༻いる͜とにし、ݸ々のਆ᛿のݺশについては、そのつど࢖い分ける͜と

にしたい。

　江戸におけるּ৿稲荷৴ڼのその発঵地のͻとつとされているのが、小石川白山御殿跡にあったض

ຊ大前家の屋敷地内なのであって、ઁ௡ࠃౡ上܊真上村և川のּ৿ຊ᛿からק੥されたּ৿稲荷がそ

͜に௟࠲しており、ʮ瘡守稲荷ʯというশ号がそ͜では༻いられていた。༗അ家の水ఱٶ΍南෦家の

南෦稲荷などと同༷、大名家΍武家屋敷内に᛾られている屋敷ਆ΁のܮࢀを、޿く一ൠॸ民に΋ڐし

て開์していたྫは数多くݟられるが、大前家の瘡守稲荷΋また同͡で、江戸市தにॅむ多くの৴ె

らがوᩮを໰わͣ、ܮࢀにおとͣれていたのであった。その大前家の跡地͜そが、まさにࠓいうと͜

Ζの原町西遺跡なのであったから、৴ڼの発঵地その΋のからその関連遺構が௚接、しか΋明確にݟ

い出された͜とのҙٛはきわめて大きい。

　ּ৿稲荷΁のॸ民৴ڼは近世後期にࢸってさらにོ੝し、大前家の屋敷内からそれがফえڈったの

ち΋、その分ྶが֤地΁とさかんにק੥され、江戸市த΍近߫地Ҭに数多くの分ࣾが生Έ出されてい

く͜とに΋なった。そ͜でのف願श俗にはಠ特な΋のがݟられ、立願のࡍには土で࡞られた黒い団子

をਆ前に奉納し、病ؾฏ癒後のྱࢀりにはถで࡞られた白い団子がささ͛られるという͜とが長年な

されてきた。供物としてささ͛られる黒い土団子とは、΋ちΖん病によるױ෦の病มを、白いถ団子

はฏ癒後の白いഽを৅௃している。そのようにありたいという願いを、物΍行ҝにたとえてදݱする

という一種のྨײढज़が、そのようなܗを取ってなされていたのである。ּ৿稲荷΁寄せられる͜う

した特घな৴ڼश俗は、近世のࡀ事記ຊ΍ਵචࢿྉなどにくわしく記されており、ຕڍにいとまがな

い΄どである。

ࢣߨ法੓大学 ݩ ˞
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ճ、原町西遺跡からはその土団子（土玉）の࣮物と、それを੝った土ࠓ　
ㆉ㇏㇉㆐

器ࡼとがおͼたͩしい数量

で出土しており、そうした特घなف願श俗が࣮ࡍにお͜なわれていた͜とがॳめて明らかとなった。

近世の文ݙ記録を࣮ࡍにཪ෇ける発ݟがなされた͜とは、きわめてॏ要であって、江戸のॸ民৴࢙ڼ

のڀݚ上、多大な੒Ռがಘられた͜とになる。͜͜ではその͜とのҙٛを、民俗学的な؍఺からएׯ、

考察してΈる͜とにしよう。

ڼͷּ৿Ҵՙ৴ژ౦ށߐ　̎

　江戸市தの֤地に生Έ出されたּ৿稲荷の、数あるその分ࣾのதには、小石川白山御殿跡のそれ

とݞをฒ΂つつ、͜ちら͜そがּ৿稲荷৴ڼの発঵地であるとされてきた΋の΋ଘ在する（長沢

1998：10-26 ท）。たとえば、谷தのײԠࣉの境内にかつて௟࠲していたּ৿稲荷など΋そのච಄的

地Ґにあり、その໳前の水஡屋ʮݤ屋ʯの؃൘່であったּ৿おઋというঁੑは、江戸ਵ一のඒঁと

されてきたのであった。おઋのධ判は江戸市தに޿く஌れわたり、大ా南੊のʰ一࿩一ݴʱ΍山東京

఻のʰּ৿່ڂۋ੆ʱをは͡めとする数多くのධ判記΍人৘ຊなどの΄か、Վ෣٭بຊ΍ߨஊに΋取

り上͛られ、いくつかのۋֆに΋ඳかれている。

　おઋは明࿨̓年（1770）にນ෎御ఉ番の御家人、૔地੓೭ॿの΋と΁Շいでいるが、その૔地家

のઌ૆であった૔地ਙࠨ衛໳は、ఱ正 12 年（1584）の小຀・長ٱखのઓいのࡍ、जれ物に೰んで

いた徳川家߁のためにּ৿稲荷にفり、ฏ癒にಋいたと఻えられる。その͜とのԑから૔地家では

代々、͜ のਆをਂく৴৺し、ついには江戸谷த؍Ԡࣉの境内にそれをק੥する͜とになったという。h御

෎内උ考ʱに΋、ʮ一ּ৿稲荷ࣾ、ӈ者御࿫ํ૔地ਙ四郎、؍Ԡࣉ境内आ地࢓、ӈ地内΁҆ஔகしީʯ

とड़΂られている。おઋと૔地家の間には、そのようなԑが΋と΋とあったという͜とになる。おઋ

は文੓ 10 年（1827）に຅し、四谷の正ࣉݟにあった૔地家のุ所に૴られているが、同ࣉはその後、

த໺の上高ాにҠసしたため、おઋはࠓではそちらに຾っている。

　谷தのײԠࣉは、その後のఱอ̏年（1833）にఱԦࣉとվশされ、ࠓにࢸっているが、境内にあ

ったּ৿稲荷は明治ҡ৽後、上໺׮ӬࡔࣉのཆणӃにҠされる͜とになった。ཆणӃのຊಊ内にࠓ΋

それが᛾られているが、෹式でのࡇ᛾がなされているため、ݱ在ではּ
ㆉ ㆕ ㇂ ㇊ ㆠ ㆌ

৿ଫᐯೌ
ㆫ ㆦ ㇓

ఱとݺばれている。

ཆणӃでは明治時代ॳ期、ʮּ৿ଫᐯೌఱ 御
ㆈ ㆪ ㆧ

෡石
ㆂ㆗

ʯとশするԑى物の小石を৴ెらにत༩しており、

病ؾに೰む৴ెがその石でױ෦を෡でながら、ʮφϚαϚンμϘμφンΩリΠΧΫιϫΧʯのଫཏೌ

をඦീวএえるとສ病が治るとされていた。そのようなܗでײԠࣉ時代以དྷの病ؾฏ癒のف願श俗が、

ཆणӃに΋ܧঝされていた͜とがわかる。

　一ํ、谷தײԠࣉ跡のּ৿稲荷の旧地には明治 16 年（1883）、ޭ 徳林ࣉというࣉが৽たに建立され、

その境内にはত࿨ 37 年（1962）、再ͼּ৿稲荷とশする稲荷ࣾが建てられる͜ととなって、ࠓ΋そ

れがそ͜にある。΍はり෹式でのࡇ᛾がなされているため、正式にはʮּ৿稲荷ଫ
ㆠ ㆌ

ᐯೌ
ㆫ ㆦ ㇓

ఱʯとশして

いるけれど΋、かつて同͡地にあった近世のּ৿稲荷との௚接の関܎はなく、そ͜が旧ּ৿稲荷の௟

ࠄ代のּ৿稲荷は五ݱ。されたという͜とであΖうڵ代に再ݱ彰しつつ、ਆ᛿がݦ地である͜とを࠲

๛য়・家内҆શのਆとされており、病ؾ治しのਆではすでにないと、ޭ徳林ࣉではઆ明している΋の

の、その周ลの土を掘り͜ىしてΈると、江戸時代に奉納されたおͼたͩしい数の土団子が、ࠓで΋

出てくるとの͜とである（三ా村 1975：155-160 ท）。
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　と͜Ζで谷த地Ҭには、΋うͻとつのּ৿稲荷があって、三崎ࡔの大ԁࣉというࣉにそれが᛾られ

ている。͜のࣉではʮּ৿稲荷ʯをʮ瘡守稲荷ʯとද記していて、正式にはʮ瘡
ㆉ㆕

守
㇂㇊

ༀ
㇄ㆎ

Ԧ
ㆈㆄ

฾
ㆼ ㆕ ㆤ

ʯとশࡵ

しているのであるが、ʮༀԦ฾ࡵʯというশ号に΋また、病ؾ治しのਆ෹というҙຯがࠐめられている。

͜の大ԁࣉの瘡守稲荷については、明治期に編さんされたʰ৽ક東京名所ਤձʱに、࣍のようにड़΂

られている。

瘡
ㆉ㆕

守
㇂㇊

ༀ
㇄ㆎ

Ԧ
㇏ㆄ

฾
ㆼ ㆕ ㆤ

ੋ。に在りࣉは大ԁࡵ れּ
ㆉ㆕㇂㇊

৿稲
ㆂ ㆪ ㇊

荷の事なり。ࠓはࣉに᛾れるҝに΍。稲荷の体
ㆦㆂ㆕ㆂ

裁ઈてなく、

　શく෹
ㆶㆤㆩㆄ

ಊとなりたり。ಊ前にๅ
ㆻㆄ㆘㇅ㆋ㆟

चܗの大߳࿍をஔき、߳
㆓ㆄ

Ր
ㆎ㇏

を供し、࿲口をֻけ、ࠨӈに多く奉納の

　小ֹを௠
ㆡ㇓ㆦ㇓

లし、ຢ小ܕ土ۮのޅ
ㆌㆤㆭ

をஔく。ྻ植せるች
ㆮㆼ㇊

には瘡
ㆉ㆕

守
㇂㇊

稲
ㆂ ㆪ ㇊

荷と書したるあり。҃は旧にနりּ

　৿稲荷大明ਆなど記したる΋のあるはおかし。俗間にてはੲ時よりּ৿は瘡
ㆉ㆕

守
㇂㇊

なりとて、瘡の病に

ޮ
ㆉㆄ㆐㇓

ありと৴͡、ॳは土ݧ
ㆤㆡ㆛ㆂ

製の団子を納めて೭をفり、ฏ
ㆸ ㆂ ㇆

癒せし時はถの団子を納るのश׳なり。　

໳
㇂㇓ㆪㆂ

内にଖ団子をឩ
ㆲ㆕

きډれり。

ઌのཆणӃと同༷、稲荷はຊಊ内に᛾られている

が、土団子・ถ団子の奉納श俗がҡ৽後΋守られ

てきた͜とはڵຯਂく、境内にはそれらをചるళ

まで出ていたとある。大ԁࣉではݱ在΋、ࢀഈ者

に土団子をत༩しているが、さすがにࠓでは土を

͜Ͷた団子ではなく、ૉমきの土製の団子にมわ

っている（ࣸ真̍ʙ̎）。しかし、ত࿨時代のઓ

前期までは土で͜Ͷた黒団子の奉納がなされてい

たと΋いい、ઌ代ॅ৬の๛ా؏඙ࢣが࣍のように

ड़΂ておられる。

ઓ前は下の病にޮくというので、٢原のঁ郎ऺ

が๊え主のお฼さんに連れられてきたり、ܳ者

さん΋多かった。ܳ者さんのํがお行ّがよか

ったですͶ。ͩからそれをݟにஉど΋΋生৴

৺で΍ってきた΋のです。（தུ）願かけには

土の団子、願いがかなうと上しんคを͜Ͷて

小さくؙめたお団子を供えるのがならわしで、

境内の஡屋でചってました。子供の͜Ζよくؙ

めたけど、ೃれると一΃んに࿡つ΋ؙめられる

んです（৿ 1987：22 ท）。

͜͜に΋あるように当ࣉの瘡守稲荷はઓ前、٢原

のঁ郎ऺらにあつく৴৺をされており、ੑ病ฏ癒

の利益で஌られていたのであったが、ज物΍ࠊか

ら下の病に΋多大なޮݧがあったといわれてい

る。ݱ在では、࣒病・Ξτϐーなどの治癒をفっ

ࣸਅ̍　େԁࣉͷᚃޢҴՙ

ࣸਅ̎　େԁࣉᚃޢҴՙͷ౔ஂࢠ
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てܮࢀする人々が多いとの͜とである。

　͜の大ԁࣉにࠓ、᛾られている͜の瘡守稲荷とは࣮は、͜͜で໰୊にしている小石川白山御殿跡の

していた瘡守稲荷なのであって、その͜と΋஌られておかͶ࠲ຊ家、大前家の屋敷内に΋と΋と௟ض

ばならない。ضຊ大前家にあった瘡守稲荷はݱ在、大ԁࣉに᛾られているのであって、多くの一ൠॸ

民がܮࢀできるようにとの഑ྀから、׮੓ 9 年（1797）ࠒに大前家から大ԁࣉ΁Ҡされたと఻えら

れている。とはいえ、大ԁࣉ΁のҠసは΋うগし஗れて、ڗ࿨年間1801）ࠒ ʙ 1804）の͜とであ

ったという別આ΋また、一෦でฉかれるのであるが、৘報の৴པ౓はあまり高くはないであΖう。h ৽

編武蔵෩土記ߘʱにはʮ瘡守稲荷とএふ。ݩ白山御殿地大前ଙฌ衛とӠふ者の宅地にありしを、׮੓

۝年当ํ（大ԁࣉ）΁ભ࠲せしといふʯとあるし、h 御෎内උ考続編ʱに΋、ʮ稲荷ࣾ、ݩ白山御殿大

前ଙฌ衛殿屋敷χ҆ஔ、ڈる׮੓۝年五月十۝日、当ࣉ（大ԁࣉ）΁ભ࠲、俗に瘡守稲荷༩奉শʯと

ड़΂られている。大ԁࣉにҠされる前の、大前家時代の瘡守稲荷の͜とについては、࣍અでまたくわ

しく৮れてΈる͜とにする。

さて以上にड़΂た௨り、谷த地Ҭにはいくつかのּ৿稲荷が᛾られている͜とがわかったが、͜

れらについて大ড়ܟॱはその著書、h 十ํ҇༡歴ࡶ記ʱのதで、ʮかさ΋り稲荷三ϲॲの事࣮ʯと୊し、

以下のようなղઆをड़΂ているので、以下にҾ༻してΈる͜とにしよう。

　かさ΋り稲荷といふは、武৓のதに三έ႔あり。第一は谷தײጯࣉのཪ໳ࡍにあり。（தུ）第ೋ

　には谷த三崎町北側大ᅵࣉの境内にあり。第三には小石川御ༀ園の北うしΖ௨白山に隣りたる屋敷

　町南側தఔにあり。いͮれ΋かさ΋り稲荷とশす。ࣈは瘡
ㆉ㆕

守
㇂㇊

と書あり、ຢּ
ㆉ㆕

੝
㇂㇊

と΋、҃ はᏹ
ㆉ㆕㇂㇊

࿙と΋、

　ຢּၚ฼と΋書、いͮれがྶݧの૿る΍らん、しかれど΋谷தײԠࣉ໳ࡍのּ৿稲荷͜そ、そのى

　る事ٱしければ根ݩと΋いふ΂し。（தུ）Έなおのおのຊ家とᥒせば、Կれをか真
㆗㇓

、いͮれをか

　ِとせん。ୠし家名ٱしきํͧೳからん。ࠓかさ΋り稲荷といふ΋ੋとおな͡からんかし。

͜͜には谷தײԠࣉ・三崎町大ԁࣉ・小石川白山大前家の三ϲ所のּ৿稲荷の名があ͛られているが、

いわば江戸の三大ּ৿稲荷とで΋いえるような取り上͛ํがなされている。しかしながら、大ԁࣉと

大前家のそれは同͡΋のであったはͣで、྆者がฒྻ的にड़΂られている͜とにはෆࣗવさがと΋な

う。大前家から大ԁࣉ΁と瘡守稲荷がҠされた後΋、白山の地にはԿらかのਆ᛿が࢒されていたのか

΋஌れないし、そのような఻ঝ΋またฉかれるのであるが、確かな͜とはわかっていない。

われるਆ᛿が֤地にࢥ代の東京都内には、͜れらのּ৿稲荷からさらに分ྶをҠして᛾られたとݱ　

あって、ࠓで΋あつく৴ڼされている。たとえばߓ区ࣳ公園には瘡
ㆉ㆕

ޢ
㇂㇊

稲荷ਆࣾという小ࣾがあり、΋

と΋とは૿上ࣉの境内ࣾなのであったが、明治期のਆ෹分཭を௨͡てಠ立する͜ととなった。土団子・

ถ団子の奉納ف願΋近年までなされており、境内にあるʮΈふくら石ʯとݺばれるྶ石にそれがささ

͛られる͜とになっていた（ࣸ真̏・̐）。渋谷区഼ϲ谷のਗ਼ࣉ؛にあるそれは瘡
ㆉ㆕

守
㇂㇊

稲荷ਆࣾとশし

ていて（ࣸ真̑）、かつては奉納༻の土団子・ถ団子をചるళが境内に出ていたという（長沢 1998：

10-26 ท）。世ా谷区੉ాにある瘡
ㆉ㆕

守
㇂㇊

稲荷ਆࣾはಠ立したਆࣾで（ࣸ真̒）、ੑ病・皮膚病治しのਆ

᛿としてࠓで΋޿く஌られ、ೋ子宿の੝り৔ঁ郎らが特にあつい৴৺を寄せていた（長沢 2015B：

11-12 ท、2021：107-108 ท）。෩俗ۀ࢈のある所、ඞּͣ৿稲荷が᛾られている΋のͩ、といわ

れてきた͜とにはཧ༝があったわけで、٢原ঁ郎たちが大ԁࣉの瘡守稲荷を৴ڼしてきた͜とと同͡

である。世ా谷区内には、΄かに΋さらに、小᛿ではあるが٨΍千ࡀ୆の地にּ৿稲荷が᛾られて
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いる（長沢 2015C：1 ท）。๛ౡ区南஑ାの

ਗ਼立Ӄというࣉには、瘡
ㆉ㆕

守
㇂㇊

ༀࢣという෹が҆

ஔされており、Ӹ病一ൠ・᙮瘡（ఱવ౱）・皮

膚病ฏ癒の利益があるといわれている（長沢

2021：108 ท）。小金井市東町にあるּ৿稲

荷ਆࣾの৔合は、地区の௟守ਆとしてਸܟさ

れており、大ࣾのྨに属する௝しいྫであΖ

う。

　第ೋ࣍世ք大ઓ後の時代における༡֥֗΍

Ԭ৔所のফ໓、ചय़๷ࢭ法のࢪ行などを௨͡、

ੑ病ฏ癒ف願に関する民間৴ڼは著しくਰඍ

する͜ととなったため、ּ৿稲荷৴ڼ΋また

められٻ合ったม༰とదԠとをݟ代ࣾձにݱ

ている。小ࣇのΞτϐー΍ΞレϧΪー、੒人の࣒࣬΍皮膚病などのฏ癒と、एいঁੑによるඒ༰ف願

といったݱ代的なχーズにԠえながら、ࣾձ環境のม化にଈした生き࢒りが໛ࡧされつつある。東京

都内に࢒る多くのּ৿稲荷は、そのようなܗでࠓ΋あつく৴৺されているのである。

̏　େલՈ࣌୅ͷᚃकҴՙ

江戸におけるּ৿稲荷৴ڼの発঵地のͻとつとされた、小石川白山御殿跡のضຊ大前家の屋敷内

に、かつてଘ在した瘡守稲荷について、͜ ͜でまた、΋うগしくわしく৮れてΈる͜とにしよう。h 江

ࣸਅ̏　۠ߓͷᚃޢҴՙ

ࣸਅ̐　۠ߓᚃޢҴՙͷΈ;͘Βੴ

ࣸਅ̑　ौ୩۠ਗ਼ࣉ؛ͷᚃޢҴՙ

ࣸਅ̒　ੈా୩۠੉ాͷᚃޢҴՙ
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戸࠭子ʱには͜れについて、ʮ御殿跡大前氏΍しきの௟守なり。小ࣇのإかしらなどのでき物、ࠑਆ

にいのれば、ふしぎのحਸ਼あり。願੒बの時、土団子といふて、土を΋ってͩん͝の͝とくまるめて

ਆ前にささ͙。武家の௟守なればॳึ౳かたく੥けられͣʯとड़΂ており、土団子の奉納श俗の͜と

΋৮れられている。とはいえ武家屋敷内の௟守ਆであったため、大前家がॳึྉなどをडけ取る͜と

はܾしてなかったと΋記されている。一ํ、h 武江൸࠭ʱには࣍のようなղઆがࡌせられている。

　小石川白山御殿跡瘡守稲荷のّ、ๅӬ年த࿨ా蔵御༻屋敷にॅډのઅ、京都٢ా家のࡶঠ屋敷΁૬

ӽ、ઁ௡ࠃև川瘡守稲荷を、屋敷の௟守にק੥கす。正徳年த、ӈの御༻屋敷一౷Ҿ෷、白山御殿

跡にてସ地ഈྖகしީઅӈ௟守を΋、白山΁Ҡީॲ、حਸ਼のٛ༗೭৴ڼの者΋༗೭ީ༝の事。ଖ後

三崎の୴ಹࣉ΁Ҡしたるなり。

ຊ大前家の屋敷が࿨ా蔵にあったๅӬ年த、大前家ઌ૆の出身地であったઁभև川の地から、瘡守ض

稲荷の分ྶを屋敷内にܴえて᛾っていた΋のの、大前家の白山御殿跡΁のసډ後はそれをそちら΁と

Ҡし、その後はさらに三崎ࡔの大ԁࣉ΁とભ࠲される͜とになったと、͜͜には記されている。

五代ক܉徳川٢ߝの別邸であった小石川白山御殿は、٢ߝのڈࢮ後の正徳̏年（1713）に廃ࢭと

なり、御殿堀΋埋め立てられて武家屋敷地となった。大前家の当主、大前ଙฌ衛がそ͜に屋敷地をഈ

ྖしたのは同̐年（1714）の͜とで、瘡守稲荷の白山御殿跡΁のભ࠲は΋ちΖん、その時の͜とで

あったΖう。したがって白山御殿跡の大前家の屋敷内に、瘡守稲荷が᛾られていたのは、わͣか 80

年間΄どの͜とにաぎないという͜とになる。

͜の大前家の瘡守稲荷がさらにその後の時代、三崎ࡔの大ԁࣉにҠされる͜とになったのは、大前

家が同ࣉのஇెであった͜とのԑによる΋ので、大ԁࣉの境内にはࠓで΋、大前家の古いุ石が࢒さ

れている。しかしながら、大ԁࣉの近くにはײԠࣉのּ৿稲荷がすでにあり、同͡谷த地Ҭ内にʮּ

৿・瘡守ʯ稲荷の૒ํがฒͼ立つ͜とになった͜とは、物ٞをか΋す݁Ռと΋なった。堀ాਙฌ衛の

ʰ江戸Ԋֵʱ΍ʰඈௗ川ʱには、以下のようなΤϐιード΋ࡌせられているので、Ҿ༻してΈよう。

谷த瘡守の稲荷は白山御殿跡大前氏の௟守をҠしఱ明׮੓のむかし、（தུ）཈瘡守稲荷は大前ଙ

ฌ衛が૆ઌ、ઁभの࢈にてև川のּ৿稲荷を΍しき΁ק੥せしを、土をささ͛て病をفり、癒てถ

をささ͙る団子のحਸ਼ありて、ଖ΍しき΁ܮࢀ多くありければଞฉをጨり、ݾが฾ఏ所なる谷த大

ԁࣉ΁ڗ࿨年間に納めたりしを、ࣸせしいなりのํおな͡谷தに古く、大ԁࣉに༗てはೋの෣なる

を฀り、࢘ࣾࣉに願ͻ、ઌの稲荷をּ守の文ࣈとし、͜なた瘡守のຊࣾを願はせしが、ࠓは૒ࣾと

΋に֨別のࢀ܈΋なし。ఱอ౓༧大ԁࣉ࿨ঘに一࿩の時、࿨ঘのい΁るは、ࠑਆઁཅのΈな΋と

を஌らͣ、大前氏΋ҕしくせͣ。願くは࿘華の໾の時、և川にたͮͶてよとの事をୗせらるるに෇、

և川を໰はするに、৿のܗのּの೗きをいふてּ৿稲荷とݺͼ、民俗ּと瘡のͻͼきにて瘡ಟをف

る͜ととなりたるよし。（தུ）༧൴の大前の΍しき跡にॅΈしൺにて、のがれがたきނにև川を

໰あかしける。ᄾݺ谷த྆ࣾの૪ͻ、瘡とい΁るをּと書か΁しは、ઁभのּ৿にࣗવと合たる΋

一حならͣ΍。

͜͜では、大前家屋敷内΁の瘡守稲荷のק੥時がఱ明・׮੓年間（1781 ʙ 1801）、大ԁࣉにҠされ

たのがڗ࿨年間（1801 ʙ 1804）の͜とであったとされ、ҟઆがड़΂られている。ʮּʯとʮ瘡ʯの

ຯਂいが、その஌名౓においては、΋と΋ڵの૒ํが૪ったとの記ड़΋ࣉと大ԁࣉԠײ、をめ͙りࣈ

と谷தの地にあったײԠࣉのּ৿稲荷のํがز分、উっていたといえるか΋஌れない。しかし、ʮ（大
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ԁࣉの）瘡守稲荷は明治ҡ৽の後、（ײԠࣉの）ּ৿稲荷の᛿を取ᆝたれてより、઴࣍ଖ名世に著はれ、

घに根௡の༡֥がൟ੝せしܮࢀ、ࠒ人が多かったʯとのࢦఠ΋なされていて < ळの屋 ,1914：QQ�27-

28>、૒ํの஌名౓はのちにٯసしていった΋のらしい。根௡༡֥の༡ঁらによる৴৺は、特に大きな

Өྗڹを΋たらした͜とであったΖう。

と͜Ζで、大前家の屋敷内にあった時代の瘡

守稲荷は、ֆਤに΋ඳかれているので、それに

ついて΋গし৮れておく͜とにしよう。そのֆ

ਤとは、小川ݦಓという人が文化̓年（1810）

に著したʰ瘡家ࣔ܇ 、ɦあるいはʰ瘡守土団子ʱ

と΋୊されているֆຊのૠֆで、そ͜には小石

川白山御殿跡の大前家の瘡守稲荷が、෦分的に

ඳࣸされている（ਤ ձਤ書館所蔵ʰ瘡ࠃ立ࠃ̍：

家ࣔ܇ʱ੥ٻ記号 851-52　コϚ番号̒より）。

ての௨り、そ͜には武家屋敷ೖ口の黒໳がまݟ

ͣඳかれ、໳前にはʮ瘡守稲荷大明ਆʯとࠁまれたࣾ号ൾまで立っている。໳のԞには൘ญにԊいな

がら、ਆ前に奉納されたችضがたくさん立ちฒんでいるので、稲荷のࣾ殿は໳のす͙内側に௟࠲して

いた΋のとࢥわれる。໳の֎にはさらに、ʮ御ٳ所ʯという؃൘を͛ܝた஡ళが出ていて、ֻࠊ΍Ԏ

૲ຍ΋ஔかれている。そして஡ళのళઌには、土団子とถ団子とが土器ࡼに੝ってചられており、͜

れ͜そが瘡守稲荷のਆ前΁の奉納物である͜とがわかる。ܮࢀ者はまͣ͜の஡ళに立ち寄ってԿがし

かのમを納め、団子をडけ取って໳をく͙り、瘡守稲荷にその供物をささ͛、病ؾ治しのف願をお͜

なったにҧいない。谷தのײԠࣉ境内にあったּ৿稲荷΁のف願࡞法とまったく同͜͡とが、͜͜で

΋なされていた͜とがよくわかるのであった。

̐　ҨߏͱҨ෺ʹؔ͢Δएׯͷ࡯ߟ

原町西遺跡、すなわち小石川白山御殿跡にあったضຊ大前家の屋敷地跡において࣮ࢪされたࠓճの

発掘調査の੒Ռは、民俗学ڀݚの؍఺からݟて一体どのようにධՁしうる΋のであったΖうか。最後

ୈ 1ਤ　େલՈͷᚃकҴՙʢh ᚃՈࣔ܇ʱΑΓʣ

ࣸਅ̓　�౔ஂࢠͱ౔ࡼثͷग़౔ঢ়گ ࣸਅ̔　�ग़౔ͨ͠౔ஂࢠ
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にそれをएׯड़΂て、報告をకめくくっておく͜とにしよう。

まͣ最ॳにࢦఠされるのは、遺跡地からࠓճ、大量に出土した土団子と土器ࡼが、まぎれ΋なく屋

敷内に௟࠲していた瘡守稲荷΁の奉納物であり、ࣗ৴を࣋ってそうஅ定できるという͜とであったΖ

う（ࣸ真̓ʙ̔）。土団子とถ団子の奉納श俗は、江戸市தにଘ在した֤所のּ৿稲荷においてීว

的にݟられた͜とであり、ࠓまでड़΂てきた௨りである。市தにあったそれらのּ৿稲荷のࣾ前には、

土団子・ถ団子をͻさ͙஡ళ΋まͣඞͣあったので、೶村෦での৴ڼश俗にݟられたような、ܮࢀ者

ࣗらがその奉納物をࣗ製して࣋ࢀするྫは、΄とんどなかった͜とであΖう。そのҙຯで、͜のಠ特

なف願श俗は、యܕ的な都市民俗の一ܗଶであったといえる。

谷தײԠࣉの境内にあったּ৿稲荷にあって΋、それはまったくそうで、໳前水஡屋の؃൘່、ּ

৿おઋ΋またࢀഈ者にその団子をചっていたのであり、そのシーンはۋֆに΋ඳかれている。土団子・

ถ団子をͻさ͙஡ళ΍࿐ళは、谷த三崎ࡔの大ԁࣉ΍ࣳ公園の瘡ޢ稲荷、഼ ϲ谷のਗ਼ࣉ؛の境内に΋、

ত࿨時代にࢸるまで出ていた。小石川白山御殿跡の大前家にあって΋、それはまったく同༷で、໳の

ೖ口࿬にあった御ٳ所の஡ళでそれがചられていた༷子は、ֆਤにまでඳかれていた。

原町西遺跡から大量に出土した土団子とそれを੝った土器ࡼには、αΠズ΍଄りの面からݟてば

らつきが΄とんどなく、֨نがかなり౷一されていて、それらが΄΅一ݢの同͡஡ళから供څされて

いた΋のであった͜とをࣔしている。それらの出土量は、遺物収納コンςφで約 300 ശ分にୡした

といい、約 80 年間の間にそれͩけのܮࢀ者がいたという͜とを物ޠっている。土団子のதには、ম

੒されたૉমきの΋の΋わͣかにݟられた΋のの、大෦分は೪土を͜Ͷてؙめたͩけのະম੒の土団

子であって、ཻ 。品となっている֨ن数ᶲの΄΅同一ܘ΋また同༷で、௚ࡼ΋よくଗっている。土器ܘ

それらの大෦分は、໳֎の஡ళでചられていた΋のであったΖう。奉納された団子のதには、΋ちΖ

んถคから࡞られた白い団子΋あったはͣであるが、200 年以上΋の時を経たݱ在にࢸるまで、そ

れらが࢒ଘする͜となど考えられない。とはいえ、白い団子΋ඞͣそ͜にあった΋のとࢥわれる。

͜れらの奉納物の出土ঢ়گをݟるかぎり、土器ࡼに੝られたঢ়ଶのまま土தにอଘされていた土団

子΋数多くݟられ、̍ຕのࡼに 15 ʙ 20 どそれが੝られていた΋のとਪ察される。十五໷団子΄ݸ

の三ํ΁の੝りํなどと同͡ように、土団子はおそらくࡼの上にϐラϛοドঢ়に、΋しくはԁਲ਼ঢ়に

積Έ上͛られていたのであΖう。そして、それらの土団子と土器ࡼは、大きくਂく掘り下͛られた穴

のதにແ଄࡞に積Έॏなったঢ়ଶで出土していて、それらがそ͜に遺棄されていた͜とのࠟ跡をとど

めている。掘り下͛られた穴は、当時のΰϛཷめ穴であったわけで、ܮࢀ者らのखによって瘡守稲荷

のਆ前にささ͛られた土団子が、一定量を௒えて૿え続けていくたͼに、大前家ではそれらをまとめ

てఫڈし、ΰϛཷめ穴のதに廃棄していたのであΖう。ΰϛཷめ穴のதの堆積物には、土団子と土器

܎श俗との௚接の関ڼられたが、৴ݟ֋の֋֪΋গなからͣר༺৯࢈にࠞ͡って、αβΤなどのւࡼ

はなく、そのような民俗事ྫ΋またଘ在しない。৯༻に供した後の֋֪を、΍はりそ͜に廃棄してい

たのであって、͜の遺構がΰϛཷめ穴であった͜とはまちがいない。

土団子と土器ࡼの集積遺構、すなわち当時のΰϛཷめ穴は、大前家の屋敷地内の΋っと΋南側の

۱の目立た͵৔所にҐஔしており、そ͜がΰϛの廃棄৔所にあてられていたのは、まったくࣗવな͜

とであったとࢥわれる。一ํ、瘡守稲荷の᛾られていた৔所は、ઌのʰ瘡家ࣔ܇ʱのૠֆにݟる௨り、

屋敷地内のೖ口にあたる北側の໳内であった͜とが明らかである。ܮࢀ者ら΁のศٓを考えて、北໳
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のす͙内側にࣾ殿がઃけられていたわけで、そ͜は土団子をͻさ͙஡ళから΋、目とඓのઌのڑ཭に

ある。ࣾ殿の跡地は、ࠓճの発掘調査のൣ囲֎にあるため、それを確認する͜とはできなかった。大

前家の屋敷内から大ԁࣉ΁と瘡守稲荷がҠされた׮੓ 9 年（1797）以降、そ͜は׬શなߋ地となっ

ていた΋のとࢥわれる。多くのܮࢀ者らが奉納した土団子などの供物は、まͣは屋敷内北側の瘡守稲

荷のਆ前に積Έ上͛られ、それら供物の山が一定量にୡした時にఫ᰹がなされて、屋敷内南側のΰϛ

ཷめ穴にまとめて遺棄されたという͜となのであったΖう。供物の遺棄がਆ᛿の大ԁࣉ΁のભ࠲時ま

で続けられたとするならば、遺物集積遺構の堆積面上୺෦の૚ҐҐஔが、まさしく׮੓ 9 年時の生

。面であったという͜とになる׆

さて、͜のたͼの原町西遺跡の発掘調査を௨͡てಘられた、多くの遺物・遺構ࢿྉはࠓ後、ద੾な

遺構அ面の地૚剥ぎ取りඪຊな、ࡼで一ൠに公開されていかͶばならないであΖう。土団子と土器ܗ

どは、江戸のּ৿稲荷৴ڼの࣮ଶをそ͜にとどめる第一ڃの࣮物ࢿྉである。それらの一ൠ公開を௨

͡て、多くの市民が江戸の民間৴ڼの۩体的な࢟を஌り、ഽ身に͡ײ取る͜とができる͜とであΖう。

ʲ文ݙʳ
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ʤ֋ྨʥ 8 ατウガΠ 16 ϋϚάリ 3 ΧπΦ
1 ϚμΧΞϫϏ 9 ϋΠガΠ 17 ΧガϛガΠ
2 ΞϫϏྨ 10 ΞΧガΠ 18 Ξαリ ʤௗྨʥ
3 Ωαΰྨ 11 αϧϘウガΠ 19 シΦϑΩガΠ 1 種ෆ明
4 αβΤ 12 ΠタϠガΠ
5 ウϛχφྨ 13 φϛϚガシϫガΠྨ ʤྨڕʥ ʤᄡೕྨʥ
6 ΞΧχシ 14 ϚガΩ 1 Ϛμラ 1 Πψ
7 όΠ 15 ϠϚτシδϛ 2 ϚμΠ 2 Πϊシシྨ

第̍ද　出土動物種名ද

̏　原町西遺跡出土の動物遺体

山根 洋子˞

1� ͸͡Ίʹ

　ຊ遺跡は小石川植物園の北側に隣接する。小石川植物園の所在地は、1652 年に上໺館林藩の下屋

敷地として徳川٢ߝがഈྖし、٢ߝが第 5 代ক܉にब೚した 1680 年には小石川白山御殿とされた৔

所である。ࠓճ、小石川白山御殿を囲む御殿堀΍井戸、土坑などの遺構から、֋ྨをத৺とした動物

遺体が૯数 5952 ఺出土した。以下に出土した動物遺体の内༰を報告する。

2� ྉͱ෼ੳํ๏ࢿ

　動物遺体は発掘調査時に目ࢹにより確認・࠾集された΋のである。

　֋ྨのうち、ר֋は֪ப、ೋຕ֋は֪௖෦が࢒ଘするࢿྉ、ྨڕ・ௗྨ・ᄡೕྨ౳については、種

の同定がՄೳな主要෦Ґをந出し、ݱ生ඪຊ（以下、ඪຊとする）（ம 1）を༻いて同定を行った。また、

同定ۀ࡞とڞに、ղ体ࠟ・病ม౳の؍察およͼඞ要にԠ͡てܭଌを࣮ࢪした。

3� ग़౔ͨ͠ಈ෺Ҩମ（第 1 දʙ第 4 ද）

ʲ֋ྨʳ

　29 ྉ数はࢿの遺構から出土しており、同定ج 5908 ఺（最小ݸ体数 3061 体）（மݸ 2）と๲大である。

ϚμΧΞϫϏ・ΞϫϏྨ・Ωαΰྨ・αβΤ・ウϛχφྨ・ΞΧχシ・όΠ・ατウガΠ・ϋΠガΠ・

ΞΧガΠ・αϧϘウガΠ・ΠタϠガΠ・φϛϚガシϫガΠྨ・ϚガΩ・ϠϚτシδϛ・ϋϚάリ・Χ

ガϛガΠ・Ξαリ・シΦϑΩガΠの 19 種を確認した。

　Ξαリが最小ݸ体数にして 2170 体とѹ౗的に多く、֋ྨશ体のݸ 71ˋを઎める。ϠϚτシδϛ

が͜れに࣍ぎ、520 体（17ˋ）（மݸ 3）で、ଞにはϋϚάリ（158 体、5ˋ）、΍αβΤ（128ݸ ݸ

体、4ˋ）などが目立つ。

　以下、֋ྨの出土量が多い 4 。するࡌの遺構について、主な֋種の内༰と૊੒について記ج

　1 区 2 号遺構（かわらけ土坑、近世 2（ம 4））では、大量のかわらけ΍土玉とڞに֋ྨが出土した。

同定ࢿྉ数は 178 ఺（最小ݸ体数 126 ఺）で、ΞϫϏྨ・Ωαΰྨ・αβΤ・ウϛχφྨ・ΞΧχシ・

土歴࢙館ڷ区立ߓ ˞
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ατウガΠ・ϋΠガΠ・αϧϘウガΠ・ΠタϠガΠ・ϚガΩ・ϠϚτシδϛ・ϋϚάリ・Ξαリの

13 種を確認した。༗ᑜܕのαβΤが多量に出土し、73 体を数える。大൒が֪高ݸ 85 ʙ 100ᶱ前後

のൺֱ的小ܕのݸ体であった。ଞの種ではϠϚτシδϛ（36 ఺、18 体）、ϋϚάリ（23ݸ ఺、16 、（体ݸ

Ξαリ（20 ఺、10 体）が目立つが、それ以֎は֤種ݸ 1 ʙ 2 ఺が出土したのΈである。ϠϚτシδϛ、

ϋϚάリ、Ξαリはいͣれ΋αΠズに大小があり、ϠϚτシδϛは֪長 15ᶱ前後ʙ 30ᶱ前後、ϋϚ

άリは֪長 25ᶱ前後ʙ 60ᶱ前後、Ξαリは֪長 30ᶱ前後ʙ 45ᶱ前後のݸ体がݟられた。なお、東

京࿷では໻生時代ࠒにઈ໓したとݴわれるϋΠガΠが 1 ఺出土しているが、͜れはࣗવ֋૚΍縄文

時代֋௩の֋がࠞೖした΋のではないかと考えられる。

　1 区 8 号 -2 遺構（土坑、近世 2）での同定ࢿྉ数は 798 ఺（最小ݸ体数 401 体）で、͜のうちݸ

782 ఺（391 体）がϠϚτシδϛであった。ଞにはαβΤ・αϧϘウガΠ・ϚガΩ・Ξαリがগݸ

量出土している。ϠϚτシδϛについては೚ҙにந出した 100 ఺についてܭଌを行ったと͜Ζ、൒

数以上が֪長 15 ʙ 20ᶱの小ݸܕ体であった。

　3 区 87 号遺構（井戸、近世 2）での同定ࢿྉ数は 3990 ఺（最小ݸ体数 2040 体）で、ΞϫϏݸ ・ྨ

Ωαΰྨ・αβΤ・όΠ・ατウガΠ・ΞΧガΠ・αϧϘウガΠ・φϛϚガシϫガΠྨ・ϚガΩ・Ϡ

Ϛτシδϛ・ϋϚάリ・ΧガϛガΠ・Ξαリ・シΦϑΩガΠの 14 種を確認した。当遺構では上෦か

ら 3 ૚に分けて֋ྨの取上͛が行われているが（87 号遺構ᶃᶄᶅ）、大൒がᶄにおいて࠾集された

΋のである。࠾集された֋ྨの 9 ׂがΞαリで、遺構શ体で 3638 ఺（最小ݸ体数 1842 体）を確ݸ

認した。Ξαリ以֎ではϋϚάリ（140 ఺、77 体）、ϠϚτシδϛ（87ݸ ఺、44 体）が΍΍目立ݸ

つ。೚ҙにந出したΞαリ 300 ఺のܭଌをしたと͜Ζ、֪長 25ᶱ前後の小ܕから 50ᶱఔ౓の大ܕ

られたが、֪長ݟ体まで、αΠズには෯がݸ 30 ʙ 40ᶱఔ౓の΍΍小ܕからதܕのݸ体がத৺であっ

た。ϋϚάリのαΠズにはばらつきがあり、֪長 25ᶱ前後ʙ 80ᶱऑまでݟられた。ϠϚτシδϛは

大൒が֪長 15 ʙ 20ᶱ前後である。また、87 号遺構ᶄで࠾集されたατウガΠとΞΧガΠには、֪

を開けるためとࢥわれるઠ޸のݟえる΋のがؚまれていた。

　3-4 区 240 号遺構（井戸、近世 1）での同定ࢿྉ数は 591 ఺（最小ݸ体数 304 体）で、そのݸ 8

ׂ以上がΞαリであった。Ξαリの同定ࢿྉ数は 510 ఺（最小ݸ体数 262 体）で、αΠズについݸ

ては 3 区 87 号遺構ᶄでݟられた޲܏と同͡であった。ଞにはϋϚάリが΍΍多く、ΞϫϏྨ・ウϛ

χφྨ・αϧϘウガΠ・シΦϑΩガΠは֤種গ量が確認された。

ʲྨڕʳ

　同定ࢿྉ数は 28 ఺であり、Ϛμラ・ϚμΠ・ΧπΦの 3 種を確認した。1 区 2 号遺構（かわらけ土坑、

近世 2）と 12 号遺構（土坑、近世 2）からの出土である。ϚμΠは上記 2 の遺構において、それج

ͧれ同一ݸ体がまとまって出土している。上ֺࠎ΍Ჩ֖ࠎなど、いͣれ΋಄෦のࠎで、ߗく࢒ଘし΍

すい͜と΋あり江戸遺跡でී௨にݟられるタΠྨの௣ࠎ（ϚμΠ、ΫϩμΠなどの種同定が೉しいた

め、௨ৗ、タΠྨとして一ׅする）は出土していない。αΠズはશて体長 40ᶲఔ౓ඪຊと同大のݸ

体であった。ΧπΦは௣ࠎのΈの出土である。Ϛμラは 1 区 2 号遺構から上ֺࠎと௣ࠎが出土した。
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ᶚ　分析

第 3 ද　ྨڕ一ཡ

調査区 遺構 種別 時期 種名 ෦Ґ ӈࠨ ଘ෦分࢒ 数 同一
体ݸ උ考

1 2 号 かわらけ土坑 近世 2

Ϛμラ 上ֺࠎ 3 1
Ϛμラ ௣ࠎ 8
Ϛμラ ௣ࠎ ഁย 2
ϚμΠ 前上ֺࠎ 3 ഁย 1 B
ϚμΠ 上ֺࠎ 3 1 B
ϚμΠ ࠎࣃ L 1 B
ϚμΠ ࠎࣃ 3 1 B
ϚμΠ 関અࠎ L 1 B
ϚμΠ 関અࠎ 3 1 B
ΧπΦ ௣ࠎ 6

� ഁย ʴ

1 12 号 土坑 近世 2

ϚμΠ 前上ֺࠎ L 1 C
ϚμΠ 上ֺࠎ L ഁย 1 C
ϚμΠ 前Ჩ֖ࠎ L 1 C
ΧπΦ ௣ࠎ 1

� ௣ࠎ ഁย 1
� ഁย ʴ

ʤ時期ཝʥ近世 1：1713 年の御殿堀廃ઈ以前　　近世 2：御殿堀廃ઈ以後
ʤ種名ཝʥ ʕ：ະ同定（同定ର৅֎෦Ґおよͼ同定ෆՄのࢿྉ）
ʤ数ཝʥ ʴ：ະΧウンτ　　
ʤ同一ݸ体ཝʥ 同一ݸ体と考えられる΋のには、同͡記号を記す（同一遺構内）。

ʲௗྨʳ

　1 区 2 号遺構（かわらけ土坑、近世 2）において、ࠨ側தखࠎが 1 ఺出土しているが、װࠎ෦のた

め同定が೉しく、種ෆ明とした。

ʲᄡೕྨʳ

　同定ࢿྉ数は 15 ఺であり、ΠψとΠϊシシྨの 2 種を確認した。3 号遺構（土坑、近世 2）では

Πψがまとまって出土している。出土した後಄ࠎ、上࿹ࠎ、ᒷࠎ、ईࠎ、ᡧࠎは同一ݸ体とࢥわれる。

ଌはできなかったが、ਪ定体高（மܭのશ長などのࠎࢶଘঢ়ଶがѱく、四࢒ 5）約 50ᶲのඪຊ（Φー

スτラリΞンシΣύード）とൺֱすると同ఔ౓΋しくは、΍΍小さいαΠズであった。上࿹ࠎには੾

ࠟが؍察された。同遺構ではΠψのӈ側大଼ࠎ΋出土しているが、͜の大଼ࠎは小ܕであり、上記の

Πψとは別ݸ体である。14 号遺構（土坑、近世 2）ではࠎ୺෦が癒合していないएྸのΠψのӈ側

大଼ࠎが確認された。また、ද土からはϒタのՄೳੑがあるΠϊシシྨのࠨ側第 3 த଍ࠎが 1 ఺出

土している。

4� ·ͱΊ

　ຊ遺跡から出土した動物遺体は大൒が֋ྨで、ྨڕ΍ᄡೕྨはわͣかであった。

　֋ྨの΄とんどは৯物࢒ᕥと考えられ、֓Ͷ江戸遺跡で一ൠ的にݟられる種である。֋ྨは特定の

種が集தして廃棄された遺構がいくつかݟられ、1 区 2 号遺構（かわらけ土坑、近世 2）ではαβΤ、

1 区 8 号 -2 遺構（土坑、近世 2）ではϠϚτシδϛ、3 区 87 号遺構（井戸、近世 2）と 3-4 区 240

号遺構（井戸、近世 1）ではΞαリが多量に出土した。特に 3 区 87 号遺構で確認したΞαリの量は

๲大で、3600 ఺༨りが廃棄されていた。֎洋ੑのαβΤ、東京࿷内࿷のׁׯでั࠾されるΞαリ、
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第 4 ද　ᄡೕྨ一ཡ

調査区 遺構౳ 種別 時期 取上͛
ᶺ 種名 ෦Ґ ӈࠨ ଘ෦分࢒ 数 同一

体ݸ උ考

1 3 号 土坑 近世 2

ᶺ 2 Πψ 後಄ࠎ ഁย 4 B
ᶺ 2 Πψ 上࿹ࠎ L 上ʙத間 1 B
ᶺ 1 Πψ 上࿹ࠎ L த間ʙ下 1 B ੾ࠟあり
ᶺ 3 Πψ 上࿹ࠎ 3 த間ʙ下 1 B #E：33 ʶ
ᶺ 4 Πψ ᒷࠎ L த間ʙ下 1 B
ᶺ 4 Πψ ईࠎ 3 த間 1 B
ᶺ 3 Πψ ᡧࠎ 3 上ʙத間 1 B #Q：ʕ
ᶺ 3 Πψ 大଼ࠎ 3 上ʙத間 1 #Q：30�4　
ᶺ 3 Πψ ௣ࠎ（ඌ௣） 1
ᶺ 3 Πψ ௣ࠎ ഁย 1
ᶺ 2 Πψ � ഁย ʴ
ᶺ 3 Πψ � ഁย ʴ
ᶺ 4 Πψ � ഁย ʴ

1 14 号 土坑 近世 2 Πψ 大଼ࠎ 3 த間ʙ下 1 ԕҐະ癒合（ແ）　ए
2 แؚ૚ Πϊシシྨ 第 3 த଍ࠎ L 1

ʤ時期ཝʥ近世 1：1713 年の御殿堀廃ઈ以前　　近世 2：御殿堀廃ઈ以後
ʤ種名ཝʥ ʕ：ະ同定（同定ର৅֎෦Ґおよͼ同定ෆՄのࢿྉ）
ʤ࢒ଘ෦分ཝʥ 記ࡌのແい΋のは΄΅׬ଘ　　上：近Ґ෦ย　த間：װࠎ෦ย　下：ԕҐ෦ย
ʤ数ཝʥ ʴ：ະΧウンτ
ʤ同一ݸ体ཝʥ 同一ݸ体と考えられる΋のには、同͡記号を記す（同一遺構内）。
ʤඋ考ཝʥ ༮：༮्　ए：ए्　　༮・एのない΋のは੒्。　数஋はܭଌ஋（ᶱ）。　ܭଌҐஔの記号は %SJFTDI	1976
 による。　

Տ口Ҭに生ଉするϠϚτシδϛはいͣれ΋江戸の代ද的な৯༻の֋ྨである。֋ྨのαΠズについて

は、ΞαリとϠϚτシδϛには大小があったが、いͣれ΋த৺となるαΠズが認められた。

　֋ྨと同͡く৯物࢒ᕥと考えられるྨڕの出土は 26 ఺とগなかった。確認されたϚμΠ΍ΧπΦ、

ྫྷ水系のϚμラ΋֋ྨと同͡く江戸遺跡では定番の種である。֋ྨが大量に出土した 3 区 87 号遺構

΍ 3-4 区 240 号遺構ではྨڕの出土は確認されͣ、ྨڕなど、֋ྨ以֎は֋ྨとは廃棄৔所がҟなっ

ていた͜と΋૝定される。

　ᄡೕྨは 1 区 3 号遺構（土坑、近世 2）において、同一ݸ体のΠψの಄֖ࠎのഁย΍四ࠎࢶが確

認された。ਪ定体高 50ᶲ΄どのݱ生ඪຊのΠψに近いαΠズであった。体高 50ᶲは江戸遺跡で出土

するΠψのதでは大ܕである。͜のΠψの上࿹ࠎには੾ࠟがݟられたが、ղ体ࠟかどうかはෆ明である。

（ம 。した༺࢖ྉをࢿ土歴࢙館所蔵のڷ区立ߓྉをؚむࢿ氏およͼ小林園子氏寄ୗ߂生ඪຊは、西ຊ๛ݱ（1

（ம 2）͜͜での最小ݸ体数は遺構͝とのݸ体数を଍した΋のではなく、遺跡શ体でࢉ出した数஋。

（ம 3）ϠϚτシδϛはࠨӈを分けͣにΧウンτしたため、出土量の൒数を最小ݸ体数とした。

（ம 4）近世 1：1713 年の御殿堀廃ઈ以前、近世 2：御殿堀廃ઈ以後。

（ம 5）ਪ定体高は山内（1958）のᶙ式を༻いてࢉ出した。

ʲ文ݙʳ

山内 ஧ฏ 1958ʮݘにおけるࠎ長より体高のਪ定法ʯh ౡ大学೶学෦学ज़報告ʱ7ࣇࣛ

山根 洋子 2006ʮ๛後Ԭ藩த川家屋敷跡遺跡出土の動物遺体ʯh ๛後Ԭ藩த川家屋敷跡遺跡発掘調査報告書ʱ

区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告ߓ　　　　　 区教育ҕһձߓ　44

山根 洋子 2015ʮضຊՖ๪家屋敷跡遺跡出土の動物遺体ʯh 察ॺி舎ܯிຑ෍ࢹܯຊՖ๪家屋敷跡遺跡ʵض 区ߓ

　　　　վ築޻事に伴う調査ʵʱ東京都埋蔵文化財センター調査報告 第 306 集　東京都埋蔵文化財センター
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動物遺体　S= 約 1/2
1 ～ 3. サザエ　4・5. サザエ蓋　6. バイ　7. ヤマトシジミ　8. シオフキガイ　9. カガミガイ　10・11. ハマグリ　12・13. アサリ　
14. マガキ　15. サルボウガイ　16. アカガイ　17. サトウガイ
18～ 22. イヌ（18. 左上腕骨　19. 右上腕骨　20. 左橈骨　21. 右尺骨　22. 右脛骨）
〔1～ 5：1区 2号遺構、6～ 17：3区 87号遺構②、18～ 22：1区 3号遺構〕

ୈ 1ਤ　ಈ෺Ҩମ
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̐　原町西遺跡における堆積物の特௃と࢈出した植物ࢎܔ体化石

              鬼崎 　華 1,2 ・江口 誠一 3࣭渡邉 稜也 3

　ຊߘでは、2023 年に࣮ࢪされた原町西遺跡の埋蔵文化財発掘調査にࡍして̍号遺構（御殿堀）の

2 地఺（第 1 ਤ , �5・�6）から࠾取された堆積物をର৅に、߭物と植物ࢎܔ体化石を؍察し、当時

の༻水利༻について検౼した。

1ɽ஍૚࡯؍ͱࢼྉͷબఆ

　͜͜では、堆積物が࠾取された地఺をそれͧれ地఺ 5（第 1 ਤ , �5、第̎ਤ）、地఺ 6（第 1 ਤ , 

�6、➨㸱ᅗ）とশする。͜れらは堀が΄΅௚角にંれۂがる箇所に該当し、南西側のน面からは千

川上水を௨して水がྲྀೖしていたとされている。地఺ 5 は堀のนԊい、地఺ 6 はதԝ近くにҐஔする。

྆地఺と΋にࣶঢ়の地૚がݟडけられ、地఺ 5 はޓ૚が明ྎであるのにରして、地఺ 6 は΍΍ෆ明

ྎである。பঢ়のϒϩοΫとして࠾取された͜れらのࢼྉを࣮ݧ室内で؍察し、分૚した݁Ռを第̐

ਤにࣔす。なお、堆積૚の一෦が่れており正確なܭଌがࠔ೉であった͜とから、ຊਤでࣔした૚ް

はあくまでࢀ考஋である。発掘時のఈ面にあたる最下Ґのԫ׊৭૚をج൫૚であるとΈなし、それよ

り΋上Ґを堀ܗ੒後の堆積物として分ྨした。地૚間でཻ౓に大きなࠩҟがΈられͣ、おおむͶシϧ

τに૬当したため、૚ংは৭調を΋とに判அした。地఺ 5 は、大きさが数 NN ʙ 1 DN ఔ౓の੺׊৭

ʙ明׊৭ϒϩοΫがશ体にࠞ在していた。ຊڀݚでは、ࣶঢ়のޓ૚それͧれを代දして地఺ 5 から 8

૚、地఺ 6 から 3 ૚、ܭ 11 ૚を分析ର৅としてબ出した（第̐ਤ ࢀর）。

2ɽؚ༗߭෺ͷൺֱ

（1）ํ法

　࿶がけ法によって֤૚の土৕から߭物ཻ子を取り出した。ৠ発ࡼにס૩ॏ量 0�1 ʙ 0�3 H ΄どのα

ンϓϧをೖれ、水ಓ水をՃえてよくચい、上੅Έをࣺてた。͜れを水がಁ明になるまで܁りฦした後、

。Өしたࡱ・察؍を༻いてڸඍݦされた߭物をシϟーレにҠし、࣮体࢒

（2）݁Ռ

　࣮体ݦඍڸによるࡱӨ݁Ռを第̑ਤにࣔす。ཻܘは一定ではなく、֤ࢼྉのதにཻࡉな΋のからૈ

ཻな΋のまで෯޿くؚまれていた。)31、)33、)35、)310、)311、)12 では、ཻܘ 0�2 ʙ 1 NN

΄どのૈ࠭がݟࢄされた。一ํ、)32、)34、)36、)37、)39 では߭物ཻ子の΄とんどが 0�2 NN

ະຬであった。৭は黒৭・׊৭・ԫ৭・白৭・ಁ明と多༷であり、૚Ґによってؚ༗ൺ཰に多গの૬

1� 東京大学大学Ӄ৽ྖҬ૑੒Պ学ڀݚՊ　2� 日ຊ大学文ཧ学෦ࣗવՊ学ڀݚ所　3� 日ຊ大学文ཧ学෦
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ᶚ　分析

ୈ 2ਤ　஍఺ 5ʹ͓͚Δ࠾औঢ়گ� ୈ 3 ਤ　஍఺ 6ʹ͓͚Δ࠾औঢ়گ

ୈ 1ਤ　பঢ়αϯϓϧͷ࠾औ஍఺

��߸

��߸

��߸

ˌ��ˠ

ˌ��ˠ

0 1/200 10ｍ
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ୈ 4ਤ　஍఺ 5ɾ஍఺ 6ͷபঢ়ਤ

ୈ 5ਤ　֤૚ʹ͓͚Δ߭෺நग़ͷ݁Ռ
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ᶚ　分析

B：αα属ܕ、C：νガϠ属ܕ、D：シό属ܕ、E：ωβαઅܕ、F：タέѥՊܕ
ୈ 6ਤ　֤૚͔Β֬ೝ͞Εͨ২෺ࢎܔମͷྫ

ҧがΈられた΋のの、૚ংと関連するような޲܏はಘられなかった。

3ɽ২෺ࢎܔମ෼ੳ

（1）ํ法

して࣍のようにॲཧした。約ڌྉは江口（1996）に४ࢼ　 0�3 ʙ 0�5 H のס૩ࢼྉをട量し、約

20ˋのաࢎ化水ૉ水（)202）とと΋に 300 NM のτーϧϏーΧーに౤ೖし、ϗοτϓレーτ上でՃ

೤して༗機物を分ղさせた。続けて、6/ のೱԘࢎ（)$M）をՃえて୤మした後、௒Ի೾ચড়により

ཻ子を分ࢄさせた。25 Ж N ふるいを௨աした水ಓ水をՃえて 300 NM にし、スτーΫスの法ଇにج

ͮく௜降法で水面下 10 DN の上੅ΈをαΠϑΥンでٵҾআڈし、10 Ж N 以上のը分ࢼྉを࡞製した。

͜れを 20 NM にرऍして֧፩した後、そのうちの 0�5 NM をϐϖοτでϓレύラーτ上にల開し、ס

૩させて෧ೖした。検ڸは 400 ഒの生物ݦඍڸ下で行った。

（2）݁Ռ

　ΠωՊ植物をத৺に数多くの植物ࢎܔ体が؍察された。代ද的な΋のでは、αα属ܕ΍νガϠ属ܕ、

シό属ܕ、ωβαઅܕ、タέѥՊܕなどがݟられた（第 6 ਤ）。͜れらは΄とんどのࢼྉで確認する

͜とができたが、その検出量は૚͝とにҟなっていた。)32、)34、)39、)311 には多数の植物ܔ

体がؚまれていた。一ํ、)33、)35、)36、)37、)312ࢎ では土৕༝དྷの߭物が大൒を઎めており、

そのதに఺在するఔ౓であった。

4ɽ࡯ߟ

　Տ川のようにあるఔ౓のྲྀ଎で水がྲྀれている৔合、植物ࢎܔ体は堆積せͣ下ྲྀ΁ӡൖされてしま

う͜とが多い。ࠓճの分析では、検出量にࠩはある΋のの֤૚から植物ࢎܔ体が確認された͜とから、

当時はྲྀれのԺ΍かな堀であったか、গなくと΋そのような時期が一定期間ଘ在していたと考えられ

る。

をଊえるため、土৕の৭調を΋とに֤૚をʮ黒ʯʮத間ʯʮ白ʯの޲܏૚のޓ　 3 つに分ྨしたうえ

で前項までの݁Ռをまとめると、第 1 දのように੔ཧされる。ʮ黒ʯに該当する૚はؚ༗߭物のཻܘ

がࡉかく、多くの植物ࢎܔ体が堆積している͜とがわかった。ʮ白ʯの૚にはおおむͶૈ࠭がؚまれ

ており、なおかつ植物ࢎܔ体の数はগなかった。以上の事ฑから、ʮ黒ʯ૚とʮ白ʯ૚がܗ੒された

時期では、それͧれの堆積環境がྨࣅしていた͜とがࣔࠦされる。植物ࢎܔ体の検出数が多い͜とと、
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第 1 ද　֤૚の৭分ྨと植物ࢎܔ体の検出量

地఺ ྉࢼ /P� ৭分ྨ ܘཻ 植物ࢎܔ体の検出量

�5

)31 த間 ʙૈࡉ ˓

)32 黒 ࡉ ˕

)33 白 ʙૈࡉ ˚

)34 黒 ࡉ ˕

)35 白 ʙૈࡉ ˚

)36 த間 ࡉ ˚

)37 白 ࡉ ˚

)39 த間 ࡉ ˕

�6

)310 白 ʙૈࡉ ˓

)311 த間 ʙૈࡉ ˕

)312 白 ʙૈࡉ ˚

ऑいӦྗでは上ྲྀ側から供څされる土࠭のཻܘが小さくなる͜とから、ʮ黒ʯ૚の期間はྲྀ଎が஗く、

続していたとਪଌされる。また、黒৭に近い土৕は༗機物を多くؚむ৔合がܧ水環境に近いঢ়ଶがࢭ

あるため、堀の周ลでࢮރした植物が૬ର的に多かった͜と΋Մೳੑの一つとして͛ڍられる。൓ର

にʮ白ʯ૚の時期には、ʮ黒ʯ૚より΋堀内の水に動きがあったと考えられる。人間のҙਤを考ྀすると、

時قにԠ͡て͜のようなม化が人ҝ的に΋たらされており、それが܁りฦされる͜とでࣶঢ়のޓ૚が

੒されたとਪ察される。たͩし、御殿がҡ࣋されていた期間にରして૚数がগないため、そのようܗ

な؅ཧは特定の時期にݶられていたՄೳੑがある。

　地఺ 6 のす΂ての૚でૈ࠭がݟられたのは、น面近くの地఺ 5 より΋堀のதԝ෦に近い分、ྲྀれ

があった͜とがཧ༝として͛ڍられる。しかし、૚ংがෆ明ྎであったため、地఺間でൺֱするのに

十分なࢼྉを࠾取できなかった。また、ʮத間ʯにあたる૚はࢼྉによってҟなる޲܏をࣔしている

΋のの、ຊ分析では考察にࢸる৘報をಘられなかった。植物ࢎܔ体の定量ղ析にՃえ、ཻ౓分析΍堆

積物のよりৄࡉな؍察を行う͜とで、さらなるσータ収集と࣮ଶのղ明が期଴される。分析ର৅૚の

௥Ճ΋ؚめ、ࠓ後の՝୊としたい。

　　　　　˕：400 ഒのࢹ໺内におおむͶ複数ݸ出ݱ

　　　　　˓：400 ഒのࢹ໺内におおむͶ 1 ݱ出ݸʙ複数ݸ

　　　　　˚：400 ഒのࢹ໺内におおむͶ 0 ʙ 1 ݱ出ݸ

ʲ文ݙʳ

江口 誠一 1996ʮ植物ࢎܔ体のࢼྉॲཧํ法ʯh 関東ฏ໺ʱ第 4 号、25-28 ท
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ᶚ　分析

̑　原町西遺跡出土土玉・Χϫラέの࣮体ݦඍ؍ڸ察およͼ

E%9 を༻いたݩૉ分析

長佐古 真也˞

ॹݴ

にڸඍݦྉをఏ供するため、࣮体ࡐ౼る検܎ճの調査で多量に検出された土玉およͼΧϫラέにࠓ　

よる؍察およͼ E%9 を༻いたݩૉ૊੒分析をお͜なった。

෼ੳࢼྉͱ෼ੳํ๏

　土玉は、ఏ供をडけた 2 号遺構出土ࢿྉから、1" ૚出土 5 ఺、1# ૚出土 6 ఺、2 ૚出土 14 ఺を

ந出、E%9 分析に関しては༧උ的に࠾集してあった出土Ґஔෆৄの 9 ఺をՃえたܭ 34 ఺をର৅ࢼྉ

とした。ࢼྉは、ද面のԚછをආけ、̓ 定した؍察・分析面を確อするため、ס૩後にਗ਼ড়なΧοター

でܘ 10NN 前後の੾அ面を࡟出した。ൺֱのため、同͡く 2 号遺構出土Χϫラέ 20 ఺ 	1" ૚・1# ૚・

2 ૚・3 ૚出土֤ 5 ఺ 
、出土地఺ෆৄΧϫラέ 4 ఺、4 号遺構 3 ૚内で検出された೪土մ、さらに

遺跡内で掘࡟された೪土մ̎検体 	87 号遺構᛽૚上・214 号遺構ఈ面 
 ΋ର৅とした。

　࣮体ݦඍڸで؍察したΧϫラέについては、土玉とのൺֱを༰қにするため、μΠϠϞンドσΟ

スΫを૷着したリϡーターでഁஅ面をฏୱにՃ޻した。؍察にはσδタϧ࣮体ݦඍڸ 0L:.164 

%49110	 東京都埋蔵文化財センター 
 を༻い、ਂ౓合੒ϞードでࡱӨした。؍察ഒ཰は 24 ഒで、ը

૾தのスέーϧόーは 1ᶱである。

	ૉ૊੒分析には、4)*."%;6 E%9-8100ݩ　 東京都埋蔵文化財センター 
 を༻いた。分析৚݅は、

3I ターήοτ、真ۭ環境で、分析ର৅ຖに 3 つのνϟンωϧ <"Mʕ6（4�00 ʙ 35�00F7）：50L7

ʗ 240 Ж "-"VUP、$ʕ4D（0�00 ʙ 4�40F7）：15L7 ʗ 1000 Ж "-"VUP、4ʕ$B（2�10 ʙ 4�10F7）：

15L7 ʗ 1000 Ж "-"VUP で �2 ϑΟϧタ࢖༻ > を 60 ඵͣつଌ定した。コリϝータは 10NN にઃ定した。

定量஋は、す΂てࢎ化物のܗでදし、主੒分ݩૉに関してはˋ、ඍ量ݩૉに関しては QQN を୯Ґと

している。మはす΂て 3 ՁとԾ定した。定量஋のࢉ出には '1 法を༻いているが、ؠ石・土৕ࢼྉに

おいて௨ৗ検出される 19 	 ૉݩ έΠૉ 	4J
、ΞϧϛχウϜ 	"M
、νタン 	TJ
、మ 	'F
、φτリウϜ 	/B
、

ϚάωシウϜ 	.H
、ΧリウϜ 	,
、ΧϧシウϜ 	$B
、リン 	1
、ེԫ 	4
、ϧϏδウϜ 	3C
、スτϩン

νウϜ 	4S
、ΫϩϜ 	$S
、Ϛンガン 	.O
、ѥԖ 	;O
、όφδウϜ 	7
、δϧコχウϜ 	;S
、Ποτリ

ウϜ 	:
、ガリウϜ 	(B

 についてはݻ定でଌ定し、そのଞのݩૉについては検出した৔合に௥Ճす

るϧーςΟンを૊んでいるため、ࠓճの検౼において΋ॆ分なਫ਼౓がಘられる͜とが期଴できる。

࡯ߟ

　࣮体ݦඍڸによる؍察݁Ռを第 1 ਤに、E%9 による分析݁Ռを第̍දにࣔす。また、͜れらの݁

Ռをݩにएׯの考察をՃえる。

˞ 東京都埋蔵文化財センター
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ˌྉࢼ 出土Ґஔ 分ྨ
4J02 "M

203
'F

203 TJ02 /B20 .H0 ,20 $B0 1205 403 3C20 4S0 $S
203 .O0 ;O0 7205 ;S02 :203 (B

203 /J0 $M *S
203 #S "H

ˋ ˋ ˋ ˋ ˋ ˋ ˋ ˋ ˋ ˋ QQN QQN QQN QQN QQN QQN QQN QQN QQN QQN QQN QQN QQN QQN

玉 00 ༧࠾ 0 "1ʅ 66�5 18�3 8�58 1�20 0�42 0�65 2�15 1�64 0�11 0�13 173 220 169 814 172 699 294 56 46 

玉 01 ༧࠾ 1 "4 56�5 29�0 8�07 2�50 0�25 0�32 1�38 1�35 0�08 0�17 133 540 282 457 285 1067 425 50 92 95 

玉 02 ༧࠾ 2 "1ʅ 57�4 22�9 12�25 1�67 0�31 0�64 2�16 1�87 0�21 0�21 227 308 223 1064 283 908 418 82 76 

玉 03 ༧࠾ 3 "1 57�8 22�5 11�61 1�42 0�37 0�80 2�49 2�36 0�13 0�20 193 329 228 931 246 798 365 66 65 

玉 04 ༧࠾ 4 "1 58�6 22�5 10�88 1�41 0�53 0�94 2�47 2�16 0�10 0�17 188 293 213 943 224 778 368 60 71 

玉 05 ༧࠾ 5 "1 58�2 22�2 11�46 1�41 0�45 0�89 2�46 2�31 0�08 0�20 184 328 206 1248 256 743 356 67 71 

玉 06 ༧࠾ 6 "1 57�9 22�6 11�41 1�48 0�51 0�88 2�50 2�19 0�08 0�20 186 304 169 992 249 726 379 69 87 239

玉 07 ༧࠾ 7 "1 58�6 22�4 10�97 1�42 0�48 0�84 2�43 2�20 0�07 0�20 184 298 246 1113 214 819 378 67 63 

玉 08 ༧࠾ 8 "1 56�4 21�7 13�26 1�57 0�49 0�86 2�60 2�51 0�12 0�17 230 403 238 1287 303 878 451 92 81 

玉 09 2 号 1" ૚ 01 "1 62�2 16�3 13�68 1�58 0�19 0�43 2�63 2�32 0�06 0�23 250 422 174 1308 322 838 472 91 91 

玉 10 2 号 1" ૚ 02 "1 57�5 21�9 12�35 1�41 0�49 0�93 2�43 2�32 0�07 0�24 197 332 240 1236 231 717 390 76 76 

玉 11 2 号 1" ૚ 03 "1 57�7 22�3 11�88 1�48 0�51 0�88 2�53 2�17 0�09 0�22 210 330 232 957 245 691 389 80 70 

玉 12 2 号 1" ૚ 04 "1 57�5 22�1 12�39 1�46 0�44 0�91 2�47 2�09 0�05 0�19 195 346 249 1145 255 825 342 76 72 153

玉 13 2 号 1" ૚ 05 "1 57�9 22�4 12�03 1�47 0�24 0�87 2�45 2�07 0�07 0�20 217 310 222 1140 257 769 354 77 71 

玉 14 2 号 1# ૚ 01 "3 44�6 22�7 26�17 2�25 0�00 0�18 1�10 1�46 0�25 0�29 208 338 271 6657 345 1678 534 82 114 

玉 15 2 号 1# ૚ 02 "3 46�5 26�5 20�70 1�86 0�11 0�51 0�83 1�86 0�28 0�24 136 262 224 4072 245 1268 366 64 87 

玉 16 2 号 1# ૚ 03 "3 45�2 25�6 22�98 1�95 0�18 0�28 0�95 1�45 0�18 0�29 168 352 187 5811 291 1296 464 82 89 

玉 17 2 号 1# ૚ 04 "4 50�8 23�9 20�16 1�83 0�20 0�28 1�02 1�04 0�11 0�16 166 288 230 1933 254 1557 397 43 94 

玉 18 2 号 1# ૚ 05 "4 55�2 26�4 12�05 2�01 0�28 0�36 1�67 1�23 0�15 0�23 166 329 266 1571 292 1137 394 92 78 

玉 19 2 号 1# ૚ 06 "1ʅ 59�3 22�5 9�35 1�31 0�59 0�90 2�51 2�38 0�21 0�27 192 329 278 4181 260 712 338 90 59 71 84

玉 20 2 号 2 ૚ 01 "1 58�1 22�1 11�51 1�44 0�45 0�84 2�49 2�31 0�18 0�16 212 326 214 1106 254 798 383 81 61 

玉 21 2 号 2 ૚ 02 "1 58�0 22�2 11�55 1�45 0�38 0�87 2�62 2�34 0�06 0�23 197 333 180 890 230 734 326 81 71 

玉 22 2 号 2 ૚ 03 "1 58�2 22�3 11�50 1�43 0�52 0�85 2�48 2�15 0�07 0�18 185 327 203 986 231 739 369 75 52 

玉 23 2 号 2 ૚ 04 "1ʅ 56�9 20�6 13�64 1�43 0�53 0�92 2�54 2�82 0�06 0�22 208 458 245 1367 256 751 478 93 78 

玉 24 2 号 2 ૚ 05 "1ʅ 57�2 22�5 11�90 1�57 0�36 0�73 2�73 2�19 0�23 0�26 229 359 233 810 259 957 376 86 86 

玉 25 2 号 2 ૚ 06 "1 58�6 21�9 11�48 1�41 0�31 0�88 2�46 2�31 0�11 0�24 198 313 206 1298 231 744 310 84 76 

玉 26 2 号 2 ૚ 07 "1 58�2 22�2 10�94 1�52 0�59 0�78 2�68 2�37 0�07 0�31 204 336 285 797 261 800 374 70 75 

玉 27 2 号 2 ૚ 08 "1 58�3 21�9 11�13 1�41 0�55 0�95 2�39 2�42 0�25 0�32 173 312 211 1537 239 853 297 77 63 

玉 28 2 号 2 ૚ 09 "1 58�1 22�0 11�79 1�38 0�42 0�82 2�46 2�34 0�12 0�24 191 350 243 1251 236 660 389 77 75 

玉 29 2 号 2 ૚ 10 "1ʅ 55�5 21�7 14�12 1�55 0�41 0�87 2�68 2�48 0�06 0�27 268 420 261 1219 303 897 447 103 86 

玉 30 2 号 2 ૚ 11 "1 58�4 22�4 10�75 1�46 0�55 0�87 2�56 2�26 0�10 0�24 219 335 236 1265 237 748 343 73 67 

玉 31 2 号 2 ૚ 12 "2 47�0 25�2 19�40 1�91 0�38 0�84 1�32 2�36 0�55 0�38 169 363 274 3541 325 1140 347 93 88 81

玉 32 2 号 2 ૚ 13 "2ʅ 41�2 29�6 21�51 2�03 0�10 1�17 0�80 1�87 0�76 0�32 136 165 196 3780 302 1360 299 80 94 201 142

玉 33 2 号 2 ૚ 14 "2ʅ 48�6 21�8 21�60 1�88 0�27 0�45 1�08 2�59 0�47 0�48 142 414 279 5506 312 1298 283 83 81 

ˌྉࢼ 出土Ґஔ 4J02 "M203 'F
203 TJ02 /B20 .H0 ,20 $B0 1205 403 3C20 4S0 $S

203 .O0 ;O0 7205 ;S02 :203 (B
203 /J0 $M *S

203 #S "H

Χ 00 ༧࠾ 01 61�7 18�0 11�42 1�28 0�74 1�30 2�53 2�43 0�10 0�16 187 309 314 1576 223 591 378 76 50 86 

Χ 01 ༧࠾ 02 61�0 18�0 12�10 1�30 0�52 1�28 2�56 2�60 0�13 0�15 213 311 277 1330 229 547 354 80 60 81 656 

Χ 02 ༧࠾ 03 60�4 17�9 13�02 1�35 0�51 1�15 2�53 2�36 0�29 0�16 185 311 356 1211 209 674 424 69 53 96 

Χ 03 ༧࠾ 04 61�1 17�5 12�40 1�35 0�46 1�14 2�73 2�41 0�29 0�24 176 327 377 1416 199 609 392 65 64 85 475 

Χ 04 2 号 1" ૚ 01 62�3 19�4 9�63 1�32 0�40 1�02 2�71 2�45 0�13 0�20 199 359 339 934 217 561 381 71 78 435 

Χ 05 2 号 1" ૚ 02 59�0 20�1 11�85 1�34 0�60 1�05 2�68 2�56 0�22 0�19 206 348 369 2033 259 595 413 78 62 91 

Χ 06 2 号 1" ૚ 03 62�9 19�5 9�69 1�40 0�48 0�83 2�58 2�12 0�04 0�16 155 325 214 889 183 594 382 72 52 

Χ 07 2 号 1" ૚ 04 57�3 23�1 11�11 1�42 0�36 0�69 2�48 2�22 0�45 0�38 197 334 349 2906 232 675 356 70 62 69 

Χ 08 2 号 1" ૚ 05 60�5 19�1 11�93 1�25 0�60 1�14 2�67 2�15 0�14 0�20 171 280 350 1266 179 669 345 80 66 100 

Χ 09 2 号 1# ૚ 01 61�7 19�3 9�71 1�43 0�70 1�01 2�87 2�46 0�21 0�33 212 389 302 980 210 664 481 85 61 86 

Χ 10 2 号 1# ૚ 02 59�7 19�1 11�42 1�36 0�65 1�12 2�71 2�70 0�49 0�36 186 336 357 1167 257 492 315 70 56 88 547 

Χ 11 2 号 1# ૚ 03 64�0 19�9 8�42 1�22 0�59 0�76 2�65 1�96 0�13 0�18 153 345 302 652 173 417 404 65 62 

Χ 12 2 号 1# ૚ 04 62�4 18�4 10�08 1�20 0�85 1�33 2�50 2�47 0�27 0�17 164 304 398 1099 228 546 328 62 63 73 

Χ 13 2 号 1# ૚ 05 60�1 21�3 10�45 1�52 0�24 0�85 2�49 2�05 0�28 0�30 176 336 318 1679 220 650 354 71 55 536 

Χ 14 2 号 2 ૚ 01 59�8 22�1 9�61 1�35 0�65 0�98 2�24 2�32 0�35 0�31 165 300 350 1194 197 598 321 61 61 65 

Χ 15 2 号 2 ૚ 02 59�6 19�9 11�23 1�35 0�67 1�20 2�74 2�54 0�14 0�20 204 321 411 1524 263 682 343 80 57 94 

Χ 16 2 号 2 ૚ 03 59�1 18�8 11�04 1�32 0�57 1�18 2�72 2�54 0�39 1�14 211 314 368 1480 465 669 365 160 203 87 713 

Χ 17 2 号 2 ૚ 04 63�3 18�4 10�16 1�47 0�51 0�89 2�49 2�16 0�16 0�13 148 305 255 970 139 659 328 55 65 

Χ 18 2 号 2 ૚ 05 60�9 19�1 10�97 1�26 0�67 1�07 2�58 2�68 0�14 0�23 189 338 351 1560 281 515 407 75 38 82 

Χ 19 2 号 3 ૚ 01 56�2 23�1 11�56 1�40 0�49 0�96 2�64 2�39 0�44 0�39 252 355 385 1732 256 621 401 87 68 79 662 

Χ 20 2 号 3 ૚ 02 62�3 18�1 10�19 1�21 0�78 1�35 2�73 2�63 0�23 0�17 203 301 362 1229 216 522 345 71 63 77 

Χ 21 2 号 3 ૚ 03 61�7 19�4 10�38 1�25 0�47 1�27 2�74 2�07 0�18 0�21 219 281 338 1023 216 699 336 78 58 91 

Χ 22 2 号 3 ૚ 04 61�0 19�2 10�94 1�32 0�46 1�21 2�98 2�11 0�21 0�27 187 286 380 1064 243 501 357 76 58 86 

Χ 23 2 号 3 ૚ 05 60�8 18�3 11�58 1�32 0�62 1�06 2�96 2�52 0�21 0�28 183 355 339 1402 218 635 401 73 67 

ˌྉࢼ 出土Ґஔʗ種別 4J02 "M
203

'F
203 TJ02 /B20 .H0 ,20 $B0 1205 403 3C20 4S0 $S

203 .O0 ;O0 7205 ;S02 :203 (B
203 /J0 $M *S203 #S "H

೪ 01 4 号 3 ૚内 ೪土մ 55�5 15�2 17�32 1�91 0�33 1�19 3�91 3�55 0�11 0�35 408 556 599 2394 362 1056 641 154 110 187 

೪ 02 87 号᛽૚上 遺跡内 39�5 29�4 26�32 2�02 0�12 0�18 0�99 0�51 0�06 0�34 154 253 118 2122 409 2351 377 116 139 

೪ 03 214 号ఈ面 遺跡内 49�4 29�7 14�80 2�49 0�16 0�52 1�33 0�74 0�09 0�26 151 615 255 846 331 1867 484 90 96 80

第̍ද　ݩૉ分析݁Ռ
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࣮ମݦඍڸը૾͔ΒΈͨ౔ۄૉࡐ౔ͷಛ௃

　検出された土玉は、೑؟的な؍察において΋、փ白৭の΋のを主体としつつ஡׊৭の΋のがؚまれ

ている͜とが確認できる。第̍ਤにࣔしたとおり、࣮体ݦඍڸ下では、前者は 0�1 ʙ 0�5ᶱఔ౓の白

৭ཻ࠭の目立つඍཻ࠭をؚむփ白৭೪土主体で構੒されている " ̍ྨ、"1 ྨと同༷の೪土で構੒さ

れている΋ののᇄࡶ物が多い "1ʅ ྨ、0�2 ʙ 0�5ᶱ前後のཻ࠭をؚΈ΍΍׊৭をଳͼたփ白৭೪土

主体で構੒されている "2 ྨ、"2 ྨに "1 ྨ構੒೪土ྨࣅの小ϒϩοΫがࠞೖしている "2ʅ ྨにࡉ

分できそうである。また、後者は、஡׊৭ 	 ϩーϜʁ 
 土৕に "2 ྨ༷の೪土ϒϩοΫをؚΈᇄࡶ物

のඇৗに多い "3 ྨ、"1・"2 ྨ༷の೪土と஡׊৭土৕がࠞ在した "4 ྨを認めた。すなわち、土玉

の৭調の૬ҧは、೪土主体܈と೪土ϒϩοΫに土৕分を多くؚむ一܈のࠩҟである͜とを確認できる。

なお、第 1 ਤ下ஈにࣔしたΧϫラέについては、ϚτリΫス෦分のࠞ在ཻ子は "1 ྨ೪土に΋ࣅるが、

ܘ 0�2 ʙ 0�5ᶱఔ౓の白৭ཻ子が目立つ఺で΍΍ҟなっている。

ͷ෼ྨۄૉ૊੒͔ΒΈͨ౔ݩ

　土玉の分ྨຖの૬ҧ΍ڞ伴したΧϫラέとの関܎を化学的に確認するために、E%9 分析の݁Ռか

ら、主੒分 8 ܭૉのݩૉ・ඍ量̔ݩ 16 分෍ਤݩ੒したೋ࡞ૉをબ୒してݩ 8 種 	 第̎・̏ਤ 
 によ

る検౼をՃえる。

　まͣ、土玉の分ྨ間でのൺֱをࢼΈると、"1・"1ʅ ྨに関しては、いͣれの分෍ਤにおいて΋ඇ

ৗにྑいまとまりをࣔしている͜とが判る。͜れにରし、"2 ྨ・"2ʅ ྨ・"3 ྨ・"4 ྨはέΠૉ・

మ・νタン・φτリウϜ・ϚάωシウϜ・ΧϧシウϜの主੒分̒ݩૉ、ϧϏδウϜ・スτϩンνウϜ・

ΫϩϜのඍ量̏ݩૉが "1・"1ʅ ྨとはҟなるྖҬに分෍し、ݩૉ૊੒上から΋྆者の૬ҧが確認で

きた。たͩし、"2 ʙ 4 動をࣔす上に、ৗにڍしたࣅいにྨޓは܈ྨ "1 ྨと΋隣接したྖҬにϓϩο

τされる͜とに΋ཹҙがඞ要である。遺跡内の井戸 	87 号遺構น面᛽૚上 
 およͼ堀ఈ 	214 号遺構

ఈ面 
 から࠾取された೪土ࢼྉ 2 ఺は、いͣれの分෍ਤにおいて΋ "2 ʙ 4 、に近接する΋のの܈ྨ

" 土として༻いࡐとはৗにഉଞ的ྖҬにϓϩοτされる。したがって、͜れらの೪土が土玉のૉ܈ྨ

られたՄೳੑは௿い΋のと考えられる。

౔ۄͱΧϫϥέ଻౔ͱͷؔ܎

ճର৅としたΧϫラέ΋、出土遺構およͼ૚Ґに関わらͣ、શての分෍ਤにおいてྑくまとまっࠓ　

てϓϩοτされており、一定期間を௨͡て୯一生࢈地Ҭから供څされた΋のとݟ၏す͜とができる。

また、ࢀ考として第 2・3 ਤதに͛ܝたཷ஑遺跡出土のࢪᬵΧϫラέの胎土と΋分෍Ҭがॏなる͜と

から、18 世紀後൒以降の江戸在地系土器 	 ம 1
 のൣᙝでଊえಘる΋のである。͜れは、ࢀ考として

ਤதにࣔした൧ೳম（ߥ川水系上ྲྀҬ）の஋ 	 ம 2
 が多くのݩૉでҟなる͜とから΋๣ূされる。

　そして、土玉 "1・"1ʅ ྨの分析஋は、δϧコχウϜ・όφδウϜが隣接Ҭに分෍する͜とをআけ

ば、す΂てΧϫラέ胎土の分෍Ҭのதにϓϩοτされた。Χϫラέૉ地土に水ඊ・ࠞ࿨ࡐなどによる

Ճ޻のՄೳੑがある͜とをצҊすると、྆者のૉࡐ೪土は同一であったとஅ定して大աなかΖう。し

たがって、土玉 "1・"1ʅ ྨについては、Χϫラέと同༷、江戸在地系土器の生࢈者に発஫した঎品

ͩったՄೳੑがඇৗに高い。また、࣮ 体ݦඍڸによる؍察݁Ռ΋צҊすると、"2 ʙ 4 、に関して΋܈ྨ

Χϫラέ生࢈にはదさなかった७౓の௿い೪土が༻いられていたՄೳੑ΍ "1 ྨ೪土にଞの土৕をఴ

Ճ΋のがؚまれているՄೳੑなどを考ྀするඞ要があるͩΖう。
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ޠ݁

地Ҭに発஫された঎品であっ࢈がΧϫラέと同͡生܈ճの分析によって、土玉の主体を઎める"1ࠓ　

たՄೳੑが高い͜とを確認できた。すなわち、大ن໛なश俗がҡ࣋され続けたഎܠには、Χϫラέ同

༷、土玉について΋҆定的に供څՄೳなཪ෇けがあった͜とになる。

ෟʣ౔ۄɾΧϫϥέഇغ૚ͷϞϊάϥϜ੡࡞ʹؔ͢Δ֮ॻ͖

後において΋検出されるՄࠓ、にྫがなくڈճ検出されたような土玉・Χϫラέの集積遺構はաࠓ　

ೳੑはۃめて௿いであΖう。͜うしたঢ়گをؑΈ、調査区境ք෦分をର৅として土૚ϞϊάラϜを製

しておく͜ととした。ର৅は࡞ 2 号遺構 2 ϲ所 	 一か所は上下 2 ຕ・第 67 ਤࢀর 
、およͼ 7 号遺

構である。

　たͩし、ࠓճのϞϊάラϜ製࡞にあたっては、大きなݒ೦があった。ର৅遺構は、ંりॏなるよう

に堆積するΧϫラέのܺ間に土玉がଘ在し、྆者の周囲には多くのۭܺ΋認められたのである。தに

は、ۭܺのதにුいたঢ়ଶの土玉΋あった。அ面を੔えようとগしで΋ྗをՃえると周囲の土玉΍Χ
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ϫラέの小ยがஞ࣍୤落していくというঢ়گで、検出ঢ়گのままを஧࣮に࢒そうとする৔合、接఺の

ബऑな土玉΍Χϫラέを೗Կにݻ定するかが໰୊となる。すなわち、剥ぎ取り༻の樹脂とΧϫラέ・

土玉の接఺が͜れらのॏ量にରしてඇৗに小さくなるྫが多く出てしまう͜と、また、土玉・Χϫラ

έが複ࡶにབྷんでいるため、一定の෯を΋って࠾取せ͟るをಘͣ、શ体のॏ量΋ඇৗにॏくなってし

まう͜とが༧૝されたのである。剥ぎ取りのڧ౓を考えると、ڧ౓のあるཪଧちࡐを༻いる΂きであ

Ζうが、そうなると、ࡉかいԜತのܹしい土૚面にॊೈにରԠする͜とがࠔ೉となってしまう。

　スέδϡーϧの関܎でख法に関するॆ分な検౼をՃえる༛༧΋なかった͜とから、ิڧ౳に関して

は後の検౼՝୊とし、まͣは、よりگݱに近いܗを࢒す͜とを༏ઌした。ཪଧちにはബखのෆ৫෍を

༻い、࠾取面の複ࡶなԜತによりॊೈにରԠできるようにした。ཪଧち෍をఴわせる͜とがࠔ೉なڱ

いۭܺには、ద当な大きさに੾って࣪らせたෆ৫෍の小ยをԡしࠐΈながら樹脂を多めにృ෍した。

その݁Ռ、4 。取する͜とができた࠾でܗを൓өするگに֓Ͷ堆積ঢ়ڞྫ

　͜の原ߘをࣥචしている時఺では、まͩ࢓上͛ۀ࡞の్上である。੒Ռ品は、ॏ量にൺしてཪଧち

のڧ౓がऑく、ཪ面は೾ଧっている͜とから、ࡿఝを༻いてްखのコンύωにԾݻ定したঢ়ଶでอ؅
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ᶚ　分析

している。ۀ࡞としては、ס૩தに༡཭した土玉・Χϫラέย・土৕をগしͣつ取りআきつつ、࢒す

΂きと判அしたݸ体については再౓ݻ定し௚しながら、最ऴ的にݻ定する面を੔えているঢ়گである

が、͜のۀ࡞΋ඇৗにख間がֻかり、อ؅৔所がຊ務地と཭れている͜と΋あって、まͩ多くの時間

を要する͜とが༧૝される。ྃ׬したࡍには、遺構のྟ৔ײを௚に͡ײる͜とができるϞϊάラϜと

なΖう。

ம

1　上ᑍே޺・長佐古真也 1996ʮཷ஑遺跡出土土器౮明ࡼの胎土分析ʯh ཷ஑遺跡　ʕ૯ཧ大ਉ׭邸੔උに伴う

　  文化財発掘調査報告書ʕʱ第一分࡭　都内遺跡調査ձ　ୠし、ࠓճ࢖༻したのは再分析஋

2　長佐古真也 2001ʮ൧ೳম胎土のݩૉ૊੒ʯh 特別ల ᴈ明のとき　ʕ൧ೳম・原༼からの発৴ʕʱలࣔਤ録

　  ൧ೳ市ڷ土館　ୠし、ࠓճ࢖༻したのは再分析஋
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ᶛ　੒Ռと՝୊

̍ɽೄจ࣌୅

ɾݪொ੢Ҩ੻पลͷೄจ࣌୅લظத༿ͷҨ੻ʹ͍ͭͯ

ډճの調査ではॅࠓ 1 えないまݴが、大量とは܈およͼ遺構֎出土の縄文時代前期த葉の土器ݢ

で΋まとまって出土しており、ຊ遺跡をؚむ周ล地Ҭにおける当該時期の遺跡の動޲についてよりৄ

であり、ւ水面ީؾ在より΋Թஆ࣪५なݱえる。縄文時代前期はݴにଊえる͜とがՄೳになったとࡉ

の上ঢによるʮ縄文ւਐʯが生͡ていた時代で、黒浜式期にはׁׯが発ୡした͜とからԞ東京࿷Ԋ؛

෦には多くの֋௩がܗ੒された。ຊ遺跡の立地する地ҬはԞ東京࿷࿷口෦にあたり、֋௩のີ集する

࿷Ԟ෦からは΍΍ڑ཭をஔいている。

されたݟճ調査で発ࠓ 98 号遺構は、出土土器から縄文時代前期த葉黒浜式期にҐஔͮけられる。

黒浜式は֓Ͷ 3 ஈ֊にࡉ分されているが 	 Ԟ໺ 1989、ాத 2008 など 
、98 号遺構から出土した黒

浜式は黒浜式のதで΋தҐのஈ֊と考えられ、お஡の水֋௩ 	 東京都埋蔵文化財センター 2002
 で

発ݟされているॅډと֓Ͷ同時期にҐஔͮけられる。また、文京区内での黒浜式のまとまった出土事

ྫとしては御஡ϊ水֋௩以֎では、動ࡔ遺跡（҆ଙ子΄か 1978）が͛ڍられる。動ࡔ遺跡報文では、

黒浜式はࣸ真のΈの報告であるが大ܗඛܗ文などのഁยがࣸっており、関山式をؚんでいるՄೳੑは

ある΋のの、お஡の水֋௩より΋古い黒浜式の一܈にあたる΋のがத৺となる΋のと༧૝される。

͜のଞ、周ลで黒浜式期の遺構が確認されている遺跡としては、動ࡔ֋௩よりす͙区境をڬんで޲

かい合うߥ川区ಓᕲ山遺跡（土ذ 1934、ᓎ井΄か 1986・1988）΍୆東区上໺೜Ԭ遺跡٠）܈஑΄

か 1996 など）が͛ڍられる。上໺೜Ԭ遺跡܈内では諸ү式期の遺構΋確認されている。またಓᕲ山

遺跡では黒浜式以降΋諸ү BdD 式までܧ続して土器が出土するなど文京区内の 3 遺跡にରしてܧ続

期間が長くなる΋のとਪ察される。

ɾೄจ౔ثʹ͍ͭͯ

ճの調査においては、縄文土器がࠓ　 260 ఺出土したが大൒が前期த葉黒浜式にൺ定される一܈で

ある。ஈ֊については前項で΋৮れたが、おおむͶதҐのஈ֊にҐஔͮけられる。都内遺跡において

΋黒浜式は古ஈ֊、தஈ֊、৽ஈ֊の 3 ஈ֊とઌ行ڀݚと֓Ͷ同༷のஈ֊ઃ定がՄೳと考えている。

۩体的な遺跡を͛ڍると、文京区動ࡔ遺跡のଞ、൘ڮ区ੁ原ਆࣾ୆地上遺跡（東京都埋蔵文化財セン

ター 1972）などで古ஈ֊の土器が出土している。தஈ֊の土器が出土した遺跡としてはຊ遺跡、お

஡の水֋௩のଞに、北区ࣣࣾਆࣾ前遺跡 	 渡ล 2017
 ΍北区ా୺西୆௨遺跡 	 東京都埋蔵文化財セン

ター 2020B
 があり、どちら΋ऍՠಊ ;3 式の伴出が報告されている。৽ஈ֊では、千代ా区三番町

遺跡（Ԙ໺崎΄か 2008）で、黒浜式の৽ஈ֊から諸ү B 式古ஈ֊の土器が出土している。また、多

摩χϡータウン /P�457 遺跡（川ౡ 1996）で΋黒浜式৽ஈ֊から諸ү B 式にかけてのॅډが検出さ

れており、͜͜で΋ऍՠಊ ;3 式が伴出していると報告されている。

ऍՠಊ ;3 式については、動ࡔ遺跡報文においてはણҡのೖらない前期土器の出土は記ड़されてい

ない͜とからऍՠಊ ;3 式の伴出はなかったՄೳੑが高い。͜のऍՠಊ ;3 式は山སݝऍՠಊ遺跡を
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ඪ式遺跡とする土器ܕ式で、ऍՠಊ 2 ܈ 1 ྨに分ྨされた一܈にあたる。その内༰は報告者の小໺

正文氏によって以下のようにまとめられている 	 小໺΄か 1986
。

ᶃણҡをؚまない

ᶄ器นがബい。5 ʙ 6ᶱఔ౓

ᶅ内面にࢦ಄ѹࠟ΍੔ࠟܗ

ᶆ縄文は L3 ないし 3L によるӋঢ়縄文、2 ஈの൓の೨り、LL ΍ 33 など

ᶇまれに縄文地上に௜ઢ文΍ོଳ

ऍՠಊ ;3 式の編年的Ґஔ෇けについては、ऍՠಊ遺跡でのڞ伴関܎から黒浜式にซ行する͜とが

式ઃ定時からଊえられている。さらには、ऍՠಊܕ ;3 式ࣗ体がม化の๡しい土器܈である͜とから、

明確なมભաఔはଊえられていない΋のの、遺構のॏ複関܎౳からおおよそ 3 時期に分཭されると

されている。その後、報告事ྫの૿Ճに伴い、ऍՠಊ ;3 式が黒浜式தஈ֊から諸ү B 式に伴う΋の

である͜とがࢦఠされている 	 縄文セϛφーのձ 2017
ࢿྉ΍お஡の水֋௩出土ࢿճ確認されたࠓ。

ྉはݱ在૝定されているऍՠಊ ;3 式の上ݶ෦分にあたる。͜れらがऍՠಊ ;3 式の最古ஈ֊である

とすれば、最古のஈ֊においてすでに武蔵໺୆地東南୺にまで׬੒されたऍՠಊ ;3 式が೾ٴしてい

たといえよう。なお、͜のऍՠಊ ; ̏式のҠೖについてླ໦徳༤氏は、土器の࢖༻法のม化などが

എܠにあるとしている 	 ླ໦ 1988・2006
。

また前ड़の多摩χϡータウン /P�457 遺跡の報文で報告者の川ౡխ人氏は、出土したऍՠಊ ;3 式

をൖೖ土器とҐஔͮけ、その特௃をまとめており、ຊ遺跡から出土したऍՠಊ ;3 式と΋一கする。

そのதには、縄文地文上に֨子目文が௜ઢによりඳかれ、口ԑの೾௖෦からਨ下するོଳをࢪした΋

のがؚまれている。͜れについてはྨࣅする΋のが小ా原市Ӌ根ඌ֋௩より出土しているが、͜のよ

うな土器については、ଞのऍՠಊ ;3 式とは一ઢをըしており、ऍՠಊ ;3 式と認ࣝしている土器܈

のதに系౷のҟなる土器܈がؚまれているՄೳੑを考ྀするඞ要があるͩΖう。

一ํで、܈അݝ内のऍՠಊ ;3 式出土事ྫの集੒をਐめるਗ਼水࢘氏により、ऍՠಊ ;3 式ྨࣅ土器

が黒浜式・ऍՠಊ ;3 式ࣗ体に伴って出土している͜とがࢦఠされている 	 ਗ਼水 2020・2023
。ਗ਼水

氏によれば、黒浜式தஈ֊においては胎土΁のણҡؚ༗といった黒浜式に近いऍՠಊ ;3 土器がࣅྨ

ଘしており、͜れらのऍՠಊڞ ;3 式ྨࣅ土器にはൖೖ品はଘ在せͣ、在地で製࡞された΋のである

という。ࠓճ、原町西遺跡から出土したதでは、ڧいてݴえば第 12 ਤ -20・21 がऍՠಊ ;3 式と近

いڑ཭にある土器であると考えられる。͜の土器はଞの黒浜式とൺֱして、ҟ࣭なࢪ文原体を༻いて

文がなされており、かつଞの土器よりബखとなっている。͜うした土器をऍՠಊࢪ ;3 式ྨࣅ土器と

積ۃ的にଊえられるかどうかはݱঢ়では判அが೉しい෦分で、ࠓ後、ऍՠಊ ;3 式と同ྨࣅ土器の分

別について検౼がඞ要であるとと΋に、関東地ํで出土するす΂てのऍՠಊ ;3 式がൖೖされた土器

であるのかについて΋検౼をਐめるඞ要があるͩΖう。　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤）

̎ɽ఼ޚງͱઍ઒্ਫ

　御殿堀の֎周法面が北西ԑで 24N、北東ԑで 14N 確認された。法面のࣼ܏角は約 ཰ࣼ܏、31°

は 60� で、ࠓճの発掘調査以前に確認された御殿堀の法面がʮ30°୆のޯ഑ʯ（੒੉ 2008：177 ท）

である͜とと合கする。北西ԑと北東ԑがަࠩする۶ۂ෦のฏ面的な角౓は、ʮ小石川御殿ֆਤʯ（渋
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谷：第 23 ਤ、290 ท）では御殿堀の北東ԑが΍΍࿷ۂしているようにඳかれているが、࣮ࡍには南

西ʵ北東と北西ʵ南東の۶ۂは 85°の΍΍Ӷ角をࣔす（第 16 ਤ）。

　御殿堀に෇属するࢪઃとして北西法面の 18 号遺構（上水路 -3）から南ํ޲に一人分෯のஈを༗す

るࣼ路、北東法面の۶ۂ෦から南ํ޲に΍はり一人分෯のஈを༗するࣼ路、そして۶ۂ෦分に一人分

෯のஈを࡞り෇けたঢ降路がઃけられていた。۶ۂ෦分のঢ降路は御殿堀の΄΅ఈ面近くまでઃけら

れていたが、北西法面およͼ北東法面のࣼ路については法面த్で్੾れていた。当時の水面までの

௨路ͩったのͩΖうか。御殿堀を構築するࡍの掘࡟土はす΂て堀内側に޲けてӡͼ上͛られたと૝定

されているので、御殿堀の内側法面には構築時に伴うຊ֨的なঢ降路がઃけられていたՄೳੑが高い

がݱ時఺で確認されていない。

　御殿堀は、小石川御殿を取り囲む水堀として ߝ٢がѨ೾徳ౡ藩の๘ਢլߝ年に（࿣十一ݩ）1698

ۣに໋͡て෯十間（約 18N）・ਂさ三間（約 5�5N）のن໛でશ周およそ 2 Ωϩにٴぶࢪઃとして構

築された。ࠓճの調査で確認された千川上水の取水口から、東西に分かれた水は、東の御殿ࡔ・西の

໢ࡔׯで̐ஈあるいは̑ஈのୌとなってྲྀれ下り、ݱ在の植物園正໳෇近で再ͼ合ྲྀして谷୺川にྲྀ

ೖしていた΋のとࢥわれる。

　千川上水は、1696（ݩ࿣۝）年に江戸市தの北෦一ଳにڅ水するために開࡟された。特に徳川ߝ

٢が関܎した小石川御殿・౬ౡ੟ಊ・上໺׮Ӭࣉ・ઙ૲御殿΁のڅ水が目的とされており、小石川御

殿΁のڅ水はその第一とされる（大দ 1996 など）。ࠓճ、千川上水から小石川御殿堀΁の複数のڅ

水口が確認された͜とは、千川上水の࣮ଶを考える上で΋ڵຯਂい。

　北西ํ޲から南東ํ޲΁かけてྲྀ下して御殿堀にྲྀೖする上水路は、51 号遺構（上水路 -1）・70

号遺構（上水路 -2）・19 号遺構（上水路 -3）と̏ຊの遺構として確認された（第 175 ਤ）。調査区

北側で南西ʵ北東を࣠とする 214 号遺構は、調査区北西ํ޲の調査区֎の箇所において 70 号遺構（上

水路 -2）から分水して北東ํ޲のॅډ地にڅ水するためのࢬઢと考えられる（第 16 ਤ）。51 号遺構

からはమఝなどは確認されなかったが、70 号遺構・19 号遺構・214 号遺構からは、మఝが౳間ִに

出土した͜とで໦ඉのଘ在が確かめられた。

　御殿堀に出水する上水路と考えられる 3 ຊの遺構は、それͧれの໦ඉઃஔレϕϧがҟなっている。

上水路が確認されたෟ近の御殿堀上৔のඪ高஋が 24�1N であり、51 号遺構（上水路 -1：23�5N）と

のൺ高ࠩは 60DN、70 号遺構（上水路 -2：22�8N）とのൺ高ࠩは 130DN、19 号遺構（上水路 -3：

21�8N）とのൺ高ࠩは 230DN である（第 175 ਤのԣஅ面ਤでは上水路のమఝ出土レϕϧを໦ඉઃஔ

レϕϧとΈなして௚ઢでදࣔ）。51 号遺構が当ॳの千川上水ͩとԾ定すれば、当ॳの水路高からまͣ

70DN ௿下させて 70 号遺構を構築し、最ऴ的にさらに 100DN ௿下させて 19 号遺構を構築した͜と

になる。御殿堀のఈ面ඪ高が 21�4N であり、最ॳの 51 号遺構（上水路 -1）では堀ఈ面までの落ࠩ

が 210DN であったのにରして、70 号遺構（上水路 -2）では 140DN、19 号遺構（上水路 -3）では

かۇ 40DN にまで௿下している。͜うした千川上水のڅ水レϕϧ（水Ґ）がঃ々に௿下した͜とが、

御殿堀廃ઈの一つの要因であったようにࢥわれるが、近隣の文ݙ調査において΋水Ґの௿下に伴う千

川上水のվ築については確認されていない（ו生 2020）。

　千川上水から御殿堀΁の࣮ࡍのڅ水ܗଶについては、それͧれの上水路出水口ෟ近における御殿堀

の法面ࣗ体にはྲྀ水に伴う明確なࠟ跡は認められなかった。そのため御殿堀法面からあるఔ౓は堀த
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ᶛ　੒Ռと՝୊

ୈ 175 ਤ　্ਫ࿏ฏ໘ਤɾԣஅ໘ਤʢ1/200ɾ1/100ʣ

ԝ෦に޲けて໦ඉࣗ体が෇きͩすようにઃஔされて、堀தԝ෦に落水していたとࢥわれるが、法面に

はそうした໦ඉを支える明確な支பࠟ跡のような΋の΋ݟ出せなかった。　　　　　　　　（五十嵐）

̏ɽখੴ઒఼ޚງʢ1号Ҩߏʣ෴౔ग़౔ಃ࣓ثͷ֓ཁ

　小石川御殿は、当ॳは徳川٢ߝ（༮名 徳দ）が館林藩主（҆ܚ四年 1651 ഈྖ）当時、江戸別邸

として 、年（文۝׮）年、1669（文ೋ׮）年にഈྖし、1655（ঝԠ四）年、1662（五҆ܚ）1652

ഈྖ地を֦෯する。その後、1680（Ԇๅീ）年٢ߝは五代ক܉を世ऻし、͜の時఺で館林藩小石川

下屋敷はນ෎の小石川御殿にస׵する。ࠓճ調査ର৅となった小石川御殿堀をؚむൣ囲は、1698（ݩ

࿣十一）年֦෯された小石川御殿北東側西෦分にؚまれる。֦෯前は、ʮ小屋敷ʯ（h 御෎内৔຤Ԋֵ

ᅷ所 ）ɦとある。小石川御殿は、1713（正徳三）年に廃ઈする。よって、御殿堀のՔಇ時期は、1698（ݩ

࿣十一）年から 1713（正徳三）年となる。その間、1684（ఃݩڗ）年御殿内にʮ御ༀ園ʯがஔかれる。

また、御殿廃ઈ以後、御殿北東ൣ囲はضຊ屋敷となる。よって、小石川御殿堀は同時に埋め立てられ

たと判அされる。

　小石川御殿堀（原町西遺跡 1 号遺構）の෴土は、ϩーϜϒϩοΫを多量にؚΈ、御殿内側からྲྀ

れࠐんͩঢ়گがӐえる複数の堆積૚からなる͜とから、御殿内ֲԊいに構築された土ྥ（御殿堀掘࡟

土を༻いたと考えられる）をಥき่した΋のと判அでき、また堆積૚に間૚をあまりؚまない͜とか

ら、埋ઃは୹期間の内にྃ׬した΋のと考えられる。

　以下、小石川御殿堀（1 号遺構）෴土出土陶磁器の֓要をࣔす。まͣ、御殿堀溝ఈ出土の陶磁器は、

いͣれ΋小ยのΈで、̓఺出土している。内༰は、ං前༼࢈磁器છ෇ؙ࿸ఈ෦ย・છ෇磁器ؙ࿸಑෦

ย・白磁࿸಑෦ย・੨磁ළ（΋しくは߳࿍・ᆵか）಑෦ย、੉戸 ŋ ඒೱ࢈陶器߳࿍ఈ෦ย、土器ുྨ（Ր

ുଞ）三଍٭෦、である。磁器છ෇ؙ࿸ఈ෦ยは、֎面૲Ֆ文、内面ແ文、ఈ෦໏なしで、高୆は΍

΍ബく、୺෦はઌࡉりせͣ֓Ͷٯ୆ܗঢ়ఄする。17 世紀後൒代の製品と考えられる。੉戸 ŋ ඒೱ࢈
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陶器߳࿍ఈ෦ยは、三଍౵߳ܗ࿍と考えられる。御殿堀溝ఈ出土の陶磁器は、御殿堀のՔಇ・廃ઈ年

代（1698 ʙ 1713）を定఺とすると、開࡟時期以前の製品とཧղできる。

　࣍に、御殿堀埋立て෴土出土陶磁器の༷૬について記す。磁器、陶器、土器と΋にഁยが多いが、

෮ݩ཰はさ΄ど高くない。磁器࿸は、ං前༼࢈のΈで、൒ٿ࿸のഁยはおおよそ認められͣ、また同

༷に౵࿸、޿東࿸のഁย΋ؚまない。ୠし、֎੨磁છ෇࿸֖は認められた。また、੉戸 ŋ ඒೱ༼࢈磁

器は認められないが、同陶器文ࣈ徳利の小ยが 1 ఺ある。

　種別は、以下のとおりである。磁器は、தࠃ製品が̏఺ݟられる。છ෇৭ֆᆀ（第 49 ਤ - ̑）、છ

෇࿸（第 50 ਤ - ̒）、人物ܗ೺ख෇き੨磁ു（水൫か　第 50 ਤ - ̑）である。

　ං前༼࢈磁器は、白磁ᆀ（第 49 ਤ - ̍）、છ෇ᆀ、֎面మᬵ࿸、છ෇ؙ࿸、白磁࿸、છ෇くらわん

か࿸（第 49 ਤ - ̏・第 50 ਤ - ̎ଞ）、છ෇コンχϟΫҹ判文ؙ࿸（第 49 ਤ - ̎ଞ）、છ෇ࡼ、છ෇

第）ࡼΈऄ目ᬵ剥ぎࠐݟ 49 ਤ - ̓ଞ）、੨磁ࠐݟΈऄ目ᬵ剥ぎࡼ（第 49 ਤ - ̒ଞ）、੨磁ു、છ෇

ു（第 49 ਤ - ̔ଞ）、੨磁三଍߳࿍（第 49 ਤ -10）、છ෇߳࿍、છ෇෹൧۩、白磁ළ、੨磁ළ、֎੨

磁છ෇࿸֖（第 49 ਤ - ̕）、છ෇֖物֖、৭ֆ֖物֖（第 50 ਤ - ̐）などである。ං前༼࢈陶器は、

మᬵؙ࿸、ޖ器ख࿸、内໺山༼ಁ明ᬵ࿸、࡮ໟ目ؙ࿸（ݱ川ম）、京ম෩陶器ޖਢֆؙ࿸ ŋ ฏ࿸（第

49 ਤ -17ŋ18・第 50 -̍ ଞ）、内໺山༼ಔ྘ᬵࡼ、三ౡखു、࡮ໟ目ു（第 49 ਤ -14）などがݟられる。

੉戸 ŋ ඒೱ༼࢈は、長石ᬵࢤ໺ࡼ、ԫᬵޟਠఈ小ࡼ、ֻ分࿸、փᬵؙ࿸、փᬵޖਢֆ࿸（第 49 ਤ

-11）、మᬵ三଍߳࿍、փᬵྠ高୆߳࿍、փᬵ෹൧۩、ѿᬵ徳利、փᬵ徳利、మᬵᆵ（΋しくはළ）、

మᬵᎬു、ࢴܕ੆ֆమֆᱻ水ೖれ（第 49 ਤ -13）などがݟられた。そのଞ、京ম෩陶器ޖਢֆฏ࿸、

京都 ŋ ৴ָ༼ؙ࢈࿸、৭ֆؙ࿸、ޖਢֆమֆ小ਿ࿸、ࢤ戸࿊༼࢈徳利、౮明डけࡼ（第 49 ਤ -15）、

୮೾༼࢈Ꭼു、࢈༽ࡖᎬുなどがある。土器は、かわらけ、ᖿᖻ、角Րുなどがある。

　࣍に、御殿堀のՔಇ年代（1696 ʙ 1713）を೦಄にਾえ、陶磁器の編年؍にরらして主ͩった陶

磁器ࢿྉの年代についてड़΂る。

　御殿堀の開࡟以前およͼՔಇ時期にରൺできる製品は、܁りฦしになるがதࠃ製品としてછ෇৭ֆ

ᆀ、છ෇磁器࿸、人物ܗ೺ख෇き੨磁ുがある。੨磁ു人ܗ೺खの胎土は、҉փ৭をఄし、΍΍ޫ沢

がある。17ײ 世紀ॳ಄以前の年代؍で೺えられる。ං前༼࢈磁器では、֎面మᬵ࿸：17 世紀த葉、

છ෇一ॏ໢目文ؙ࿸：17 世紀த葉ʙ後൒代、છ෇࿸：ࠊ෦のுがऑく口৶෦΁ൺֱ的௚ઢ的立ち上

がるܗଶʗ 17 世紀த葉、֎面連続ઇྠ文ؙ࿸：17 世紀後葉ʙ 18 世紀ॳ಄、છ෇࡮ࢴܕֆࢳ੾޻ࡉ

17：ࡼ 世紀後൒代、છ෇ࡼ（ંԑ）、੨磁ു（高୆֎周ऄの目ᬵ剥ぎమᕶ・内面᭩文༷）などの΄か、

છ෇ؙ࿸の口ԑ෦・ఈ෦ഁยがൺֱ的多く認められ、͜れら΋ 17 世紀後൒代と考えられる。そのଞ、

ං前༼࢈陶器ではమᬵؙ࿸、ޖ器ख࿸、内໺山༼ಁ明ᬵ࿸（ബख）、京ম෩陶器ޖਢֆؙ࿸ ŋ ฏ࿸、

੉戸 ŋ ඒೱ༼࢈は長石ᬵࢤ໺ࡼ、ԫᬵޟਠఈ小ࡼ、୮೾༼࢈Ꭼു（口ԑஅ面三角ܗ）などが当該時期

の製品である。

　御殿堀の廃ઈ時期を͙ލ時期（17 世紀຤から 18 世紀前൒代）の製品では、ං前༼࢈磁器はછ෇

コンχϟΫҹ判文ؙ࿸、છ෇くらわんか࿸（૲Ֆ文）、છ෇Ӎ降文小࿸、છ෇ࠐݟΈऄ目ᬵ剥ぎࡼ（೾

佐ݟ）など、ං前༼࢈陶器は࡮ໟ目ؙ࿸（ݱ川ম）、内໺山༼ಔ྘ᬵࡼ、三ౡखുなどである。そのଞ、

੉戸 ŋ ඒೱ༼࢈陶器はփᬵؙ࿸、మᬵ三଍߳࿍、ѿᬵ徳利、փᬵ・ѿᬵ水஫など、୮೾Ꭼു（֎面口

ԑଳが三ஈにಥى）がある。
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　御殿堀廃ઈ以降（18 世紀த葉から 18 世紀後൒代）の製品は、ං前༼࢈磁器では੨磁ࠐݟΈऄ目

ᬵ剥ぎࡼ（ං前ᶚ期　18 世紀த葉ʙ຤）、છ෇෹൧۩、੨磁ළ、֎੨磁છ෇࿸֖、છ෇֖物֖、৭ֆ

֖物֖など、またං前陶器は࡮ໟ目ുなどである。そのଞ、੉戸 ŋ ඒೱ༼࢈陶器はࢴܕ੆ֆమֆᱻ水

ೖれ、փᬵ徳利、మᬵᎬുなど、京都 ŋ ৴ָ༼࢈は৭ֆؙ࿸（࡫文）、ؙ࿸、ޖਢֆమֆ小ਿ࿸（大

ৼり・小ਿ文༷ৄ࢈༽ࡖ、（ࡉᎬുなどである。

　以上、御殿堀出土陶磁器は、17 世紀代から 18 世紀前൒代の製品を主体とし、そのଞ 18 世紀後൒

代の製品、およͼ一෦গ量19世紀後൒代の΋のをؚむ༷૬であった。小石川御殿のมભとରൺすると、

御殿堀෴土出土遺物は、ᶃ 御殿堀掘࡟以前、ᶄ 御殿堀Քಇ期から廃ઈ期、ᶅ 御殿堀廃ઈ以降に区分

できる。

　ᶃ は、御殿堀掘࡟以前の御殿֦෯Ҭの武家地に内แされる遺物܈で、御殿堀掘࡟土தにؚまれた

΋のと૝定しうる遺物܈である。当વであるが、御殿堀廃ઈ以後、廃ઈ・埋め立て時఺で御殿内ֲ֎

周の土ྥ෴土にؚまれた遺物で΋ある。

　ᶄ は、御殿堀構ఈ෦出土遺物であり、陶磁器΋ؚめ出土遺物はඇৗにۇগである。͜のঢ়گは、h 小

石川植物園内֋௩・原町遺跡 （ɦ東京都埋蔵文化財センター 2020）において΋ࣅた༷૬をࣔし、堀

ᔱいなど御殿堀のҡ࣋・؅ཧがపఈされ、ඇৗに੔えられていた݁Ռをࣔすと考えられる。出土陶磁

器は、堀掘࡟土にؚまれたഁย΋しくは当該時期（1698 ʙ 1713）の製品が考えられる。

　ᶅ は、ضຊ屋敷時఺でԿれかの要因で御殿堀෴土にฆれた΋のと૝定される一܈とཧղされる。

御殿堀の廃ઈ時期を͙ލ時期にରൺできる製品܈΋ؚまれる。

　陶磁器の年代؍は、主にං前陶磁器はʰ۝भ陶磁の編年 （ɦ۝भ近世陶磁学ձ編 2000）、੉戸 ŋ

ඒೱ陶磁器およͼそのଞ陶器はʰ੉戸市࢙ （ɦ੉戸市 1998）・h 江戸時代の΍き΋のʵ生࢈とྲྀ௨ʵʱ

（財団法人 ੉戸市文化ৼڵ財団埋蔵文化財センター編 2006）などをࢀ考とした。 （石﨑）

̐ɽb ͔ΘΒ͚ ` ͱ౔ۄʹ͍ͭͯ

　原町西から出土した ‘ かわらけ ’ の૯数は、685,226 ఺（2,674,421H）である。૯ॏ量にして 2�6

τン以上の ‘ かわらけ ’ が出土した。‘ かわらけ ’ については、ఈ෦が 1�2 以上࢒ଘしているࢿྉを最

小ݸ体数として஫記ର৅としたが、その૯数は 36,349 。体であるݸ

　遺構͝との最小ݸ体数を多いॱにྻ記すると、ˌ 1：2 号遺構（27,990 ˌ、（体ݸ 2：12 号遺構

（2,300 ˌ、（体ݸ 3：7 号遺構（1,397 ˌ、（体ݸ 4：8 号遺構（1,129 ˌ、（体ݸ 5：9 号遺構（593

体）となる。2ݸ 号遺構のΈでશ体の 77ˋを઎める。

　‘ かわらけ ’ ఈ෦のࢳ੾ࠟ跡は、2 号遺構（24,969 ճస（22,046ࠨ体）でݸ 体：88ˋ）・ӈճసݸ

（2,689 体：11ˋ）・そのଞ（234ݸ 体：1ˋ）、2ݸ 号遺構以֎（7,131 ճస（5,976ࠨ体）でݸ ：体ݸ

84ˋ）・ӈճస（1,092 体：15ˋ）・そのଞ（63ݸ 。ճసがѹ౗的であるࠨ、体：1ˋ）でありݸ

　‘ かわらけ ’ と一ॹに出土した土玉の૯数は、199,099 ఺（343,178H）である。૯ॏ量で 340LH

以上の土玉が出土した。大きさ（௚ܘ）がܭଌՄೳなܗ׬およͼ΄΅ܗ׬の土玉の૯数は、74,879

఺である。

　‘ かわらけ ’ と同༷に遺構͝とのܭଌՄೳな土玉の出土఺数を多い遺構をྻ記すると、ˌ 1：2 号遺

構（54,132 ఺）、ˌ 2：7 号遺構（5,006 ఺）、ˌ 3：12 号遺構（4,582 ఺）、ˌ 4：8 号遺構（4,518
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఺）、̩ 5：87 号遺構（3,326 ఺）となる。土玉について΋ 2 号遺構の出土数がશ体の 72ˋを઎める。

　‘ かわらけ ’ ΋土玉΋ 2 号遺構がѹ౗的な出土量をࣔしている。また 2 号遺構に隣接する 12 号遺構、

2 号遺構から 10N ΄ど北東ํ޲に܈集する௚ܘ 1N ΄どの土坑7）܈ 号ʙ 9 号遺構）について΋多

数の ‘ かわらけ ’ と土玉が出土した。

ɾ̎号Ҩߏʹ͓͚Δ̍ὗαϯϓϧͷ਺ྔ෼ੳ

　2023（ྩ࿨࿡）年 9 月 25 日に 2 号遺構の ‘ かわらけ ’・土玉堆積૚から֤ล 1N の立ํ体αンϓ

ϧを࠾取した（第 67 ਤ、第 70 ਤ：ࣸ 真 -11）。ॏ量にして 125�3LH となった。શ体の内༰別ॏ量は、

土৕ 59,798�4H、᛽ 969�5H、‘ かわらけ ’60,505H、土玉 3,505�1H、そのଞ遺物 522H で、土৕と ‘ か

わらけ ’ がそれͧれશ体の 48� を઎めている。正にʮ土より遺物のํが多いʯঢ়ଶである。

　内༰物の数量は、‘ かわらけ ’25,339 ఺・土玉 641 ఺・磁器 2 ఺・陶器 6 ఺・土器 1 ఺・金属製品 9 ఺・

᛽ 391 ఺・瓦 10 ఺の΄かに୸化物・֋である。

　‘ かわらけ ’ については、૯数 25,339 ఺ 	60,505H
 のうち最小ݸ体数であるఈ෦ 1�2 以上のഁย

は 2�7� の 674 ఺（12,725H）である。ଞのഁยの内༁は、口ԑ෦ഁย 13,992 ఺（24,670H）、口ԑ

෦からఈ෦ഁย 1,009 ఺（9,010H）、಑෦からఈ෦ഁย 3,746 ఺（9,460H）、಑෦ഁย 5,918 ఺（4,640H）

である。

　最小ݸ体数は、ఈ෦ഁยのա൒࢒ଘをج४としているので、ྫえばఈ෦で三分ׂされたݸ体はܭ数

ର৅とならないというҙຯでのʮ最小ݸ体ʯである。ഁࡅに伴いࡉย化がਐ行する（ഁย数が૿大する）

૯఺数における最小ݸ体数のׂ合は、674 ఺ʗ 25,339 ఺（2�7�）であるが、ॏ量では 12,725H ʗ

60,505H（21�）となる。

　土玉については、ܗ׬の土玉が 336 ఺（900�9H）、ܭଌՄೳなഁଛした土玉が 305 ఺（565�2H）、

ଌができないഁଛした土玉がܭ 2,039H で、૯ॏ量 3,535�1H である。ܗ׬土玉の఺数ʗॏ量のൺ

（0�373）でٻめると、およそ 1,300 ༨りの土玉がଘ在していた͜とになる。͜うした఺から最小ݸ

体の ‘ かわらけ ’ と૝定土玉数のൺは、674：1,318 でおよそ 1：2 となる。

　土玉はجຊ的に೪土をؙめたͩけのະম੒であり、ඇৗにഁଛしқい。ྑ޷な৔合は ‘ かわらけ ’

に੝られたঢ়گで検出されたが（第 68 ਤ：ࣸ真 -3）、それ以上に ‘ かわらけ ’ と ‘ かわらけ ’ にڬま

れてԡし௵されたようなঢ়ଶでݟ出された土玉΋数多い（第 68 ਤ：ࣸ真 -4）。

・‘ かわらけ ’ と土玉の法量分෍

　‘ かわらけ ’ については、口ܘをॎ࣠にఈܘをԣ࣠とするࢄ෍ਤを̎号遺構出土ࢿྉと̎号遺構以

֎のશࢿྉ数について࡞੒した（第 176 ਤʵ̰：2 号遺構、̱：2 号遺構以֎）。大まかに口ܘをج

४に区分すると̰ྨ（4�5DN ʙ 6DN：1�5 ੇから 2 ੇ）、C ྨ（6DN ʙ 9DN：2 ੇから 3 ੇ）、D ྨ（9DN

ʙ 10�5DN：3 ੇから 3�5 ੇ）、̳ྨ（10�5DN ʙ 12DN：3�5 ੇから 4 ੇ）、F ྨ（12DN ʙ：4 ੇ以上）

と区分できる。2 号遺構と 2 号遺構以֎については、大まかな޲܏は一கしているが、2 号遺構では

2 号遺構以֎にൺ΂て C ྨおよͼ D ྨのີ集౓がより高い。

佐լ市における近世（17 世紀後൒ʙ 18 世紀前൒）の土ࢣ器一ׅࢿྉでは、口ܘʙ 4�8DN をʮ最

ܘʯ、口ࡼ小ۃ 4�8DN ʙ 6�5DN をʮ小ۃܘ小ࡼʯ、口ܘ 6�5DN ʙ 9�6DN をʮۃܘ޿小ࡼʯ、口ܘ

9�6DN ʙ 13�6DN をʮ小ܘ小ࡼʯ、口ܘ 13�6DN ʙ 17DN をʮܘ޿小ࡼʯ、口ܘ 17DN ʙ 30DN をʮࡼʯ、

口ܘ 30DN ʙをʮ大ࡼʯと区分している（三代・小出 2011）。ʮ溝土器ཷりʯとされた一ׅࢿྉでは、
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ୈ 176 ਤ　b ͔ΘΒ͚ ` ๏ྔ෼෍ਤ

口ܘ 6�5DN ʙ 9�6DN のʮۃܘ޿小ࡼʯとڞに口ܘ 6�5DN 以下のʮ最ۃ小ࡼʯが主体を઎める఺（三代・

小出 2011：ਤ 13）が、原町西との大きなҧいである。

土玉については、௚ܘのܭଌՄೳな 74,879 ఺について法量分෍をࣔした（第 177 ਤ）。14NN を

ϐーΫに 13NN から 18NN がฏۉ的な大きさとなる。ύνンコ玉の௚ܘが 11NN で、ラϜωළの
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Ϗー玉の௚ܘが 17NN、ۜҍの࣮のฏۉがॎܘ 25NN・ԣܘ 19NN、ݱ在の୎ٿϘーϧの௚ܘが

40NN なので、ࠓճ出土した土玉の大きさはύνンコ玉よりগし大きめでϏー玉΍ۜҍの࣮よりগ

し小さめの土玉が主体となるが、୎ٿϘーϧに近い大きさの土玉΋ۇかにަえるという͜とになる。

̑ɽᚃकҴՙ

ʮ江戸の白山の大前屋敷のּ৿稲荷がྲྀ行ࢺとなったのは、ๅྐྵのॳめからである。ʯ（三ా村 ನڕ

1924ʮᴓಟのਆ༷ʯ、1976ʰ三ా村ನڕશ集ʱ第 8 163：ר ท）

　18 世紀൒ばには、大前家に所在する瘡守稲荷がධ判となっていたとされる 	 ຊ報告では、ݤ屋お

ઋで஌られる谷தのײԠࣉに所在した稲荷についてはʮּ৿稲荷ʯ、白山御殿跡地の大前家敷地に所

在した稲荷についてはʮ瘡守稲荷ʯとද記する 
。

小川 ݦಓ（1737-1815）は、小石川植物園の地に所在した小石川ཆ੒所のҩࢣであった。1810（文

化ࣣ）年にץ行されたh 瘡家ࣔ܇ でɦʮ大前家の瘡守稲荷ʯをඳいたとࢥわれるૠਤをࡌܝしている（長

沢：第 1 ਤ、295 ท）。同͡小川ݦಓは、h ਖ௩ஊʱという書੶で瘡守稲荷周ลの༷子を記ड़している。

　ʮ白山御殿ࡔ上かどよりݩ瘡守稲荷前まで、四町΄どの間を大௨りという、御堀を埋めし跡、ԟདྷ

となれり。ނにむ͜う側をڗอの຤までは、օͻと御堀୺といいけるよし、御殿跡のかたย側になら

ͼ、ே࢜屋しき三十五࿡間΋あり、五࿡十年以前までは、屋しき͝とに土蔵一つॆはありけり、ೋ蔵

ある΋あれど一蔵͜れなき屋敷はなかりしが、ࠓは四五町の間に土蔵一ϲ所ݟえͣ、屋敷主はその͜

Ζの家΋ա൒࢒れり。ʯ（小川 ݦಓ 1814ʰਖ௩ஊ 、ɦਆ܊ 周ߍ஫・ղઆ 1981：51-52 ท）

堀ా ਙฌ衛は、1832（ఱอ三）年に૬ରସによって調査区東側敷地にॅډしていた（渋谷：第 1・

2 ද、275・277 ท）。h 江戸෩俗૜まくり （ɦશұ࡭）では、ʮʜ༧൴の大前の屋敷跡にॅしࠒにて、ʜʯ

として瘡守稲荷について記している（長沢：294 ทࢀর）。

　ʮ堀ాਙฌ衛΋大前氏と同͡くນ෎の࢜人で、特に大前氏の旧邸地にॅΈ、大ԁࣉのґཔについて、

ઁ௡ࠃౡ上܊真上村のּ৿ຊ᛿のԑىをಘて、大ԁࣉに༩えた人である。ʯ（三ా村 ನڕ 1924ʮೋݸ

のּ৿稲荷ʯ、1976ʰ三ా村ನڕશ集ʱ第 8 157：ר ท）

　大前家敷地に瘡守稲荷が所在していた͜とは、当時の関܎者にはつとに஌られていた͜とであった

が、その所在৔所が大前家敷地のど͜であったかについては明確に記される͜とはなく、18 世紀຤

に瘡守稲荷が谷தの大ԁࣉにભ࠲されると࣍第に๨٫されていったようである。

調査区における屋敷区ըについては、調査区とʰ෎内৔຤ଖ֎ԟؐԊֵਤ書ʱなどの近世期のֆਤ

とॏͶ合わせると、御殿堀の埋土に掘りࠐまれた 66 号遺構（近世 2 溝）が΄΅西側敷地と東側敷地

との屋敷境に一கする（第 178 ਤ）。近世 2 面とした御殿堀廃ઈ後における調査区の西側 3�4 ΄ど

の敷地所༗者は、ڮຊˠ大前ˠ土山ˠ௽ా・໦村ˠฏా・小林とมભする（渋谷：273 ท）。それに

ରして調査区の東側 1�4 ΄どの敷地所༗者は、大前ˠ小川・大前ˠӂ山ˠӂ山・ؙ山ˠӂ山・小川

ˠ堀ా・小川ˠ渡ล・小川ˠ長谷川・த内とมભする（同：274 ท）。

調査区で確認された ‘ かわらけ ’ と土玉の大量出土遺構である 2 号遺構は΋とより多くの ‘ かわらけ ’

と土玉が出土した 7 号遺構・8 号遺構・9 号遺構・12 号遺構のそれͧれは、͜と͝とく西側の大前

家敷地にؚまれている。それ以֎の ‘ かわらけ ’ と土玉の大量出土遺構としては、‘ かわらけ ’ 最小ݸ

体数が 337 体、土玉がݸ 3,326 ఺出土した 87 号遺構（近世 2 井戸）のΈが大前家敷地ではない西
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側の敷地から出土しているが、͜れ΋ 年に大前家が一時的に西側の敷地を༬地と（อ十ീڗ）1733

した時に廃ઈされた隣地の井戸に౤棄したՄೳੑがある。

　瘡守稲荷その΋のの所在৔所については、ࠓճの調査区からはそれらしきࠟ跡をݟいͩす͜とはで

きなかった。瘡守稲荷の所在地として最΋Մೳੑが高いのが、東側敷地所༗者である大前家屋敷地ʮ北

東角の 50 ௶ʯ（渋谷 274 ท）である（第 178 ਤ：ӈ側大前家敷地スΫリーンτーン෦分）。1768（明

࿨五）年の૬ରସによって大前家敷地が小川家にҠった時に北東෦分の 50 ௶が࢒地として大前家に

り、以後࢒ 30 年間大前家の所༗としてҡ࣋された（渋谷：第 1 ද 268 ท、第 22 ਤ 281 ท）。なお

渋谷：第 22 ਤでは、ʮ屋敷渡༬ֆਤূ文ʯをそのままτレースしたため、記ࡌされている数஋（ԣ෯ʮ四

間ʯ・ॎʮर್間൒ʯ）が正確にදݱされていない。調査区と屋敷区ըをॏͶ合わせた第 178 ਤは、渋谷：

第 22 ਤに記ࡌされた数஋৘報およͼ 1854（ՅӬࣣ）年ʮ御෎内৔຤ԟؐଖ֎Ԋֵਤ書ʯ（渋谷：第

12 ਤ）をجに࡞੒した΋のである。τーンでࣔしたʮ北東角の 50 ௶ʯが大前家の所༗を཭れたの

は 年であり、͜の年の（੓۝׮）1797 5 月 19 日に大前家の瘡守稲荷は谷தの大ԁࣉにભ࠲してい

る（渋谷：287 ท）。　

　東側ഈྖ地 250 ௶が大前家敷地であった時期（1714（正徳四）年ʙ 1767（明࿨四）年：54 年

間）をʮ大前家瘡守稲荷・前期ʯとして、࢒地 50 ௶が大前家敷地として࢒った時期（1768（明࿨五）

年ʙ 年：30（੓۝׮）1797 年間）をʮ大前家瘡守稲荷・後期ʯとすれば、前期における瘡守稲荷
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΁の奉納物が屋敷地Ԟの 2 号遺構所在地に大量に౤棄されたՄೳੑは高いと考えられる。一ํで後

期において΋北東෦に所在したであΖう瘡守稲荷΁の奉納物がすでに大前家のखから཭れた小川家の

敷地となった 2 号遺構所在地にҾき続き廃棄されたのか、それと΋大前家敷地であったʮ北東角の

50 ௶ʯのதにݶ定的に廃棄されたのかについては明らかではない。

̒ɽҨؒߏ઀߹ݸମ

体は、以下のݸճの調査区においてҟなる遺構の間で確認された接合ࠓ　 18 体である（第ݸ 179 ਤ）。

ˌ 1：12 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 144 号 	 近世 2 土坑 
、29N、মԘᆵ（第 133 ਤ -3）

ˌ 2：12 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 110 号 	 近世 2 土坑 
、23N、磁器ു（第 124 ਤ -18）

ˌ 3：2 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 7 号 	 近世 2 土坑 
、13�5N、௽ُদ஛٢঵ ‘ かわらけ ’（第 112 ਤ -20）

ˌ 4：190 号 	 近代土坑 
 ʴ 194 号 	 近代土坑 
、10N、磁器ࡼ

ˌ 5：9 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 10 号 	 近世 2 土坑 
、9N、陶器࿸（第 124 ਤ -1）

ˌ 6：25 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 38 号 	 近世 1 土坑 
 ʴ 41 号 	 近世 1 土坑 
、5�5N、磁器෹Ֆළ（第

56 ਤ -11）

ˌ 7：20 号 	 近世 1 土坑 
 ʴ 41 号 	 近世 1 土坑 
、5N、磁器ࡼ（第 56 ਤ -2）

ˌ 8：25 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 41 号 	 近世 1 土坑 
 ʴ 45 号 	 近世 1 土坑 
、4�5N、陶器ു（第 57 ਤ

-11）

ˌ 9：3 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 6 号 	 近世 2 土坑 
、4N、陶器֖（第 121 ਤ -7）

ˌ 10：125 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 149 号 	 近世 2 土坑 
、3N、陶器ළ（第 132 ਤ -7）

ˌ 11：20 号 	 近世 1 土坑 
 ʴ 38 号 	 近世 1 土坑 
、2�5N、磁器ළ（第 56 ਤ -4）

ˌ 12：84 号 	 近世 2 ϐοτ 
 ʴ 87 号 	 近世 2 井戸 
、2�5N、Րു（第 135 ਤ -3）

ˌ 13：5 ʙ 7 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 8 号 	 近世 2 土坑 
、2N、磁器߳࿍（第 121 ਤ -20）

ˌ 14：113 号 	 近世 2 井戸 
 ʴ 135 号 	 近代土坑 
、2N、磁器Χοϓ（第 109 ਤ -3）

ˌ 15：8 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 9 号 	 近世 2 土坑 
、1�5N、陶器࿸（第 123 ਤ -1）

ˌ 16：6 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 9 号 	 近世 2 土坑 
、1N、磁器ழ口（第 122 ਤ -1）

ˌ 17：47 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 48 号 	 近世 2 土坑 
、1N、磁器࿸（第 128 ਤ -7）

ˌ 18：2 号 	 近世 2 土坑 
 ʴ 12 号 	 近世 2 土坑 
、1N、陶器࿸（第 124 ਤ -21）

　͜の΄か、1 号遺構（近世 1 御殿堀）と 2 号遺構（近世 2‘ かわらけ ’・土玉遺構）の接合ݸ体があ

るが、2 号遺構は 1 号遺構の෴土を掘りࠐんͩ遺構のために遺構間接合とはΈなさなかった。また

144 号遺構（近世 1 期土坑）と 153 号遺構（近世 1 期土坑）あるいは 41 号遺構（近世 1 期土坑）

と 51 号遺構（近世 1 上水路）の接合ݸ体があるが、͜れ΋ॏ複੾り合い関܎にある遺構間のために

遺構間接合とはΈなさなかった。

　遺構間接合 18 体のうち、東側ݸ 	 大前家 
 敷地内の接合関܎は 9 体ݸ 	 ˌ 1・ˌ 3・ˌ 5・ˌ 9・

ˌ 13・ˌ 14・ˌ 15・ˌ 16・ˌ 18
、西側屋敷地内の接合関܎は 7 体ݸ 	 ˌ 4・ˌ 6・ˌ 7・ˌ 8・

ˌ 11・ˌ 12・ˌ 17
、東側と西側を͙ލ接合関܎は 2 体ݸ 	 ˌ 2・ˌ 10
 である。東側と西側にލ

る接合関܎は、Կれ΋屋敷境から΄ど近い遺構同࢜の接合である。東側敷地内の接合関܎は、தԝ෦

の ‘ かわらけ ’・土玉遺構܈間での近ڑ཭での接合関܎ 	 ˌ 13：5 ʙ 7 号遺構ʴ 8 号遺構、ˌ 15：8
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号遺構ʴ 9 号遺構、ˌ 16：6 号遺構ʴ 9 号遺構 
、΍΍ڑ཭をִてた接合関܎ 	 ˌ 3：2 号遺構ʴ 7

号遺構、ˌ 5：9 号遺構ʴ 10 号遺構、ˌ 9：3 号遺構ʴ 6 号遺構 
、敷地の北東෦から南西෦΁の長

܎཭の接合関ڑ 	 ˌ 1：2 号遺構ʴ 144 号遺構 
 に分かれる。西側敷地の接合関܎は、屋敷地西側の

20 号遺構・25 号遺構・38 号遺構・41 号遺構をத৺とするதڑ཭の接合関܎ 	 ˌ 6：25 号遺構ʴ

38 号遺構ʴ 41 号遺構、ˌ 7：20 号遺構ʴ 41 号遺構、ˌ 8：25 号遺構ʴ 41 号遺構ʴ 45 号遺構、

ˌ 11：20 号遺構ʴ 38 号遺構 
 が主たる΋のとなる。調査区北東෦での接合関܎ 	 ˌ 4：190 号遺

構ʴ 194 号遺構 
、調査区東෦での接合関܎ 	 ˌ 14：113 号遺構ʴ 135 号遺構 
 は、Կれ΋近代の

所࢈である。

̓ɽࡕ୩๕࿠ɾඋதؗɾ೔ຊ࣮࢙ۀത෺ؗ

　阪谷芳郎（1863-1941）は、Ԭ山ݝ井原市出身の࣮ۀ家・੓治家である。大蔵লೖল後、渋沢ӫ

一の່ۏ子と݁ࠗし、第一࣍西園ࣉ内ֳ大蔵大ਉ、東京市長、و଒Ӄٞһ、太ฏ洋໰୊調査ձཧ事、

日ຊϗςϧڠձձ長、ઐम大学学長などを歴೚した。1898（明治三十一）年に小石川原町 126 番（ݱ

在の白山四丁目 7 ʙ 10 番地）の 6000 ௶༨りの土地をߪೖした。阪谷邸のຊ体は、白山四丁目 8 番

地に所在していた。調査区となった白山四丁目 10 番地 6（旧：原町 126 番 7）は、阪谷邸敷地の北

西୺に該当し、2018（ฏ੒三十）年に発掘調査された日ຊۜ行ຊళ原町家଒ྈ地఺（東京都埋蔵文

化財センター 2020）は敷地の南東୺にあたる。ࠓճの調査区について法務ہに所蔵されている土地

୆ாの記ࡌによって、阪谷芳郎から 1913（大正ೋ）年に財団法人උத館に寄෇され、1950（ত࿨

ೋ十五）年に最高裁判所にച٫された経緯が確認された。

　උத館は、Ԭ山ݝ出身学生のための寄宿舎として 1899（明治三十ೋ）年にઃஔされ、1901（明

治三十四）年に阪谷芳郎から 369 ௶の土地が寄෇されて学生寄宿舎が建ઃされた（16 ท：ࣸ真 -1、

B にࡌܝされた঻૾は、阪谷芳郎氏、޿੉ 1972 ΄かނ阪谷子ऋ記೦事ۀձ 1951：638 ทに記ࡌあり）。

උத館は、1913（大正ೋ）年に財団法人として認Մされ、1956（ত࿨三十一）年に白山四丁目 10

番地 6 から南西に 134N ཭れた白山四丁目 8 番地 4 にҠసし、ݱ在΋当地で学生たちの宿舎として

利༻されている。

　阪谷芳郎のٛ෕渋沢ӫ一が 1931（ত࿨࿡）年にڈࢮし、஢ଙの渋沢ܟ三は૆෕の願๬であったʮ日

ຊ࣮࢙ۀത物館ʯ（Ξιウ 2007）の地௟ࡇを 1939（ত࿨十四）年にඈௗ山の地で行なった。しかし

ઓہѱ化のためにඞ要なࡐࢿがೖखできͣに׬੒にࢸらなかった。阪谷芳郎΋ 1941（ত࿨十࿡）年

にڈࢮし、渋沢ܟ三は஢子である阪谷芳௚から 1942（ত࿨十ࣣ）年に原町の阪谷邸をߪೖしてʮ日

ຊ࣮࢙ۀത物館 分館ʯとした。渋沢ܟ三は 1942（ত࿨十ࣣ）年に日ຊۜ行副૯裁にब೚したため、

開館にඋえて第一ۜ行にอ؅されていた๲大なコレΫシϣンを 1943（ত࿨十ീ）年に旧阪谷邸のʮ日

ຊ࣮࢙ۀത物館 分館ʯに収納した（渋沢੨෵記೦財団ཽ໳ࣾ 1986：66-67 ท、五十嵐 ୎ 2002：13 ท、

大谷 2015：146 ท、ແ記名 1943：50 ท）。しかしઓ後になって旧阪谷邸が̜̝̦に接収されたため（阪

谷 2000：679 ท）、ʮ日ຊ࣮࢙ۀത物館ʯは࣮ݱする͜となく、その収蔵品はʮ日ຊ࣮࢙ۀത物館४

උ室旧蔵ࢿྉʯとして大学ڞ同利༻機関法人 人間文化ڀݚ機構 ࠃ文学ࢿڀݚྉ館でอ؅されている

（山ా 1996）。
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都৺෦での再開発に伴う発掘調査で検出される遺構܈は、調査区内෦で݁׬する遺構とڞに、よ

り޿がりのあるશ体的な遺構の一෦である͜と΋多い。ຊ調査区で検出された御殿堀（1 号遺構）は、

そうした෦分的遺構のయྫܕである。上໺館林藩下屋敷が٢ߝの 5 代ক܉ब೚に伴って小石川御殿

となり、1698（ݩ࿣十一）年にશ周約ೋΩϩにٴぶ૖大な水堀が構築された。ࠓճʮ原町西ʯと名

෇けられた箇所から検出されてʮ1 号遺構ʯと名෇けられたそのࠟ跡は、遺構શ体の͝く一෦にաぎ

ない。御殿堀の北東෦分およそ 600N にわたっては、ݱ在΋白山̐丁目のॅ宅地の地தに、そして

ଞの෦分は小石川植物園の敷地内に遺ଘしている͜とが明らかになってきた。ݱ在にࢸるまで、ʮ原

町遺跡ʯ、ʮ白山御殿跡遺跡ʯ、ʮ小石川御ༀ園跡遺跡ʯとそれͧれの発掘調査がなされるたͼに、さま

͟まなʻ遺跡ʼ名শで報告されてきた͜れらの遺構は、ԟ時にはʮ御堀の୺にはࡩの大໦ありてय़は

Ֆ੝りなりʯ（太ా南੊ 1790、1988：554 ท）とӵわれたڊ大な一つの水堀であった。

ճ御殿堀の北西法面で確認された千川上水からの取りೖれ口について΋、同༷である。千川上水ࠓ　

は、ʮ原町西ʯから 18�6LN 西ํの西東京市と武蔵໺市の境քにҐஔする玉川上水の分水口であるࡖ

。ճは、その長大な遺構の数ある຤୺෦の一෦が検出されたࠓ。に࢝まる上水路であるڮ

　๲大な ‘ かわらけ ’ と土玉が出土した 2 号遺構については、発掘できたのはશ体のおそらく൒分に

աぎないとࢥわれ、࢒ଘ෦分はさらに南東側の大前家敷地側に޿がっている。そ΋そ΋๲大な ‘ かわ

らけ ’ と土玉の出ࣗである瘡守稲荷が所在したであΖう৔所΋、調査区南東ํ޲に続く大前家敷地の

されているとਪ定されている。͜うした近世武家屋敷内におけるਆ෹公開の༷૬に࢒༨෦分になお࢒

ついては、大名屋敷についてはڀݚがਂまっているが（ؠ෵ 2003、2006、2021）、ນਉ屋敷にお

ける稲荷৴ڼの࣮ଶについてはະͩ明らかでない（ୌ口 2019）。

　近代になってʮ小石川原町 126 番ʯという޿大な敷地を所༗した阪谷芳郎邸について΋、ࠓճの

調査区であるʮ原町西ʯとされたʮ126 番の 7ʯというΤリΞは、阪谷邸を構੒していたۭ間の͝く

一෦にաぎない。

がりを΋った޿ճの調査ର৅となったʮ原町西ʯと名෇けられた土地では、༷々な時代に༷々なࠓ　

土地利༻がなされてきたが、ࠓճの発掘調査によってその一୺が明らかになった。　　　　　（五十嵐）

ࣸਅ �1ɿ239 号Ҩߏग़౔　ฌୂਓܗ
࿮ʢୈܕ 157 ਤ �10ɿ241 ทʣ

ࣸਅ �2ɿแؚ૚ग़౔　ۚଐ੡ܞଳࣃϒϥ
γʢୈ 172 ਤ �11ɿ257 ทʣ
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原 町 西 遺 跡

要　　約

　原町西遺跡は、小石川植物園の北側に隣接する。縄文時代前期黒浜式土器を伴う竪穴建物跡

を確認した。館林藩下屋敷を前身とする小石川御殿の周囲を取り囲む御殿堀を検出した。千川

上水から御殿堀に接続する上水路を複数確認した。御殿堀が 1713（正徳三）年に埋め立てら

れた跡地に構築された武家屋敷に伴う諸遺構が出土した。調査区南側の一角からは、大量の ‘ か

わらけ ’ と土玉が出土した。当該箇所は、屋敷内に瘡守稲荷が所在した大前家の敷地内であっ

た。出土した ‘ かわらけ ’ と土玉は、18 世紀の人々が皮膚病の治癒を願って奉納した供え物と

考えられる。‘ かわらけ ’ と土玉が出土した遺構については、ウレタン樹脂系接着剤による剥ぎ

取りを行なった。近代以降の当該地は、東京市長などを務めた阪谷芳郎邸の敷地となり、その

後は氏が関連した学生寄宿舎を経て、最高裁判所宿舎となった。調査区における近世の土地履歴、

瘡守稲荷に関する民俗的考察、出土動物遺体の同定、御殿堀堆積物の環境学的分析、‘ かわらけ ’

と土玉の胎土分析を行なった。

報　告　書　抄　録
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